渋 江抽斎 


メ. 4 區ダ 


その 一 

さんじゅ うしち ねんい つ しゅんの ごとし  い を まなびぎ よう をった えて はくさい のぶ 

三十 七 年 如 一瞬。 学 医 伝 業薄才 伸。 

え いこき ゆうた つ はてん めいに まかす  あんらく ぜに にかえ ひん を うれえず 

栄枯 窮達任 天命。 安楽 換銭不 患 貧。 これ は 

しぶえ ちゅうさい  おも  てんぼう 

渋江抽 斎の 述 志の 詩で ある。 想う に 天 保 十一 一年の 暮に 

ひろさき  つがる ゆき つぐ  じょうふ 

作った ものであろう。 弘 前の 城主 津軽順 承の 定府の 医 

きんじゅ づめ  づき 

官で、 当時 近習 詰に なって いた。 しかし 隠居 附 にせら 

おも やなぎし ま  のぶ ゆき やかた 

れて、 主に 柳 島に あった 信 順の 館へ 出仕す る ことに 

なって いた。 父 允 成が 致仕して、 家督相続 をして から 

十九 年、 母 &田氏 縫 を 喪 つてから 十二 年、 父 を 失って 

おかに しう じとく 

から 四 年に なって いる。 三度 目の 妻 岡 西 氏徳と 長男 


つねよ し  いと  やすよし 

恒善、 長女 純、 二 男優 善と が 家族で、 五人暮 しで ある。 

主人が 三十 七、 妻が 三十 二、 長男が 十六、 長女が 十一、 

やしき  かんだ べんけい ばし  ちぎょう 

二 男が 七つで ある。 邸 は 神 田 弁慶 橋に あった。 知行 

は 三百 石で ある。 しかし 抽斎は 心 を 潜めて 古代の 医書 

すき  わざ  う 

を 読む ことが 好で、 技を售 ろう と い う 念が な いから、 

ほか  ほと， < 

知行より 外の 収入 は 殆どなかった だろう。 ただ 津軽 

ひほう いち リ ゆうきんたん 

家の 秘方 一粒 金 丹と いう もの を 製して 売る こと を 許 

そこば く 

されて いたので、 若干の 利益 はあった。 

みず か 

抽斎は 自ら 奉ずる こと 極めて 薄い 人であった。 酒 

は 全く 飲まなかった が、 四 年 前に 先代の 藩主 信 順に 

扈随 して 弘 前に ハ$ つて、 翌年まで 寒国に いたので、 晚 


酌 をす るよう になった。 煙草 は 終生 喫まなかった。 

遊山な どもし ない。 時々 採 薬に 小 旅行 をす る 位に 過ぎ 

ない。 ただ 好 劇 家で 劇場に はしばしば 出入した が、 そ 

ひらどま 

れも 同好の 人々 と 一 しょに 平土間 を 買つ て 行く ことに 

き  しゅう もしゅく れんと な 

極めていた。 この 連中 を 周茂叔 連と 称えた の は、 廉 

を 愛する と いう 意味であった そうで ある。 

抽斎は 金 を 何に 費やした か。 恐らく は 書を購 うと 

客 を 養う との 二つの 外に 出でなかった だろう。 渋 江 家 

は 代々 学 医であった から、 父祖の 手沢 を 存じて いる 書 

すく な  けいせき ほうこし 

籍が 少 くな か つ ただろう が、 現に 『経 籍訪 古志』 に 載つ 

て いる 書目 を 見ても 抽 斎が 書 を 買うた めに 貲を まな 


かった こと は 想い 遣られる。 

しょ つ かく 

抽 斎の 家に は 食客が 絶えなかった。 少 いとき は 二、 

三人、 多い とき は 十 余人だった そうで ある。 大抵 諸 生 

の 中で、 志 が あり 才 があって 自ら 給せ ざる もの を 

選んで、 寄食 を 許して いたのだろう。 

抽斎は 詩に 貧 を 説いて いる。 その 貧が どんな 程度の 

ものであった かとい うこと は、 ほぼ 以上の 事実から 推 

測す る ことが 出来る。 この 詩 を 瞥見 すれば、 抽斎は そ 

の 貧に 安んじて、 自家の 材能を 父祖 伝来の 医業の 上に 

施して いたかと も 思われよう。 しかし 私は抽 斎の 不平 

が 二十 八 字の 底に 隠されて あるの を 見ずに はいられな 


い。 試みに 看る が 好い。 一瞬の 如くに 過ぎ去った 四十 

年 足らずの 月日 を 顧みた 第一 の 句 は、 第二の 薄 才伸を 

以て 妥 に 承 けられる はずがない。 伸る というの は 反 

ろうき れき  ふく 

語でなくて はならない。 老驥櫪 に 伏 すれ ども、 志 千里 

うち 

にあり という 意が この 中に 蔵せられ ている。 第三 もま 

た 同じ 事で ある。 作者 は 天命に 任せる とはいつ ている 

が、 意 を 栄達に 絶って いるので はなさそう である。 さ 

て 第 四に 至って、 作者 は その 貧 を 患えずに、 安楽 を 得 

ている といって いる。 これ も 反語であろう か。 いや。 

そうで はない。 久しく 修養 を 積んで、 内に 恃む 所の あ 

うち 

る 作者 は、 身 を 困苦の 中に 屈して いて、 志 はい まだ 伸 


びないでも そこに 安楽 を 得て いたのであろう。 

その 二 

のち  こうか 

抽斎 はこの 詩 を 作って から 三年の 後、 弘化 元年に 

せいじゅかん  めいわ  たきぎよ くち 

躋寿 館の 講師に なった。 躋寿館 は 明 和 二 年に 多 紀玉池 

さくまち よう  あと  かんせい 

が 佐久間 町の 天文台 址に 立てた 医学 校で、 寛 政 三年に 

幕府の 管轄に 移された ものである。 抽 斎が 講師に なつ 

ら I サ、. 1  け、, ざレ 

た 時には、 もう 玉 池が 死に、 子 藍渓、 孫 桂 山、 曾孫 

リ ゆうはん  ぎょうこ 

柳^が 死に、 玄孫 暁 湖の 代に なって いた。 抽 斎と 親 

しかった 桂 山の 二 男茴庭 は、 分家して 館に 勤めて いた 


ので ある。 今の 制度に 較べて 見れば、 抽斎は 帝国 大学 

医科大学の 教職に 任ぜられ たような ものである。 これ 

しきじつ  とじょう 

と 同時に 抽斎は 式日に 登城す る ことにな り、 次いで 

かえい  いえよし  めみえ 

嘉永ニ 年に 将軍家 慶に 謁見して、 いわゆる 目 見 以上の 

身分に なった。 これ は抽 斎の 四十 五 歳の 時で、 その 才 

はじめ 

が 伸びた という こと は、 この 時に 至 つて 始 て 言う こ 

とが 出来た であろう。 しかし 貧窮 は 旧に 依っていたら 

しい。 幕府から は嘉永 三年 以後 十五 人 扶持 出る ことに 

あんせい 

なリ、 安政 元年に また 職務 俸の 如き 性質の 五 人 扶持が 

給せられ、 年末 ごとに 賞 銀 五両が 渡された が、 新しい 

身分の ために 生ずる 費用 は、 これ を 以て 償う こと は 出 


さ い やまのう ちうじ 

来なかった。 謁見の 年に は、 当時の 抽 斎の 妻 山 内 氏 

五 百が、 衣類 や 装飾品 を 売って 費用に 充てた そうで あ 

のち  い 

る。 五 百 は徳が 亡くなった 後に 抽 斎の 納れた 四 人目の 

妻で ある。 

なかむ らふせ つ 

抽 斎の 述 志の 詩 は、 今 わたくしが 中村不 折さん に 書 

いて もらって、 居間に 懸けて いる。 わたくし はこの 頃 

抽斎を 敬慕す る 余りに、 この 幅 を 作らせた ので ある。 

抽斎は 現に 広く 世間に 知られて いる 人物で はない。 

偶 少数の 人が 知ってい るの は、 それ は 『経 籍訪 古志』 

の 著者の 一人と して 知ってい るので ある。 多方面で 

はじめ 

あった 抽 斎に は、 本業の 医学に 関する もの を 始 として、 


あまた 

哲学に 関する もの、 芸術に 関する もの 等、 許 多の 著述 

が ある。 しかし 安政 五 年に 抽 斎が 五十 四 歳で 亡くなる 

までに、 脱稿し なかった もの も ある。 また 既に 成った 

書 も、 当時 は 書籍 を 刊行 するとい うこと が 容易で な 

ぢ おや. 1J- 

かった ので、 世に 公 にせられなかった。 

あらわ  ヽレ こう 

抽 斎の 著した 書で、 存命中に 印行せられ たの は、 た 

ごとうよ うぼう 

だ 『護痘 要 法』 一部の みで ある。 これ は 種痘 術の まだ 

広く 行われなかった 当時、 医 中の 先覚者が この 恐る ベ 

き 伝染病の ために 作った 数 種の 書の 一 つで、 抽斎は 術 

を 池 田 京 水に 受けて 記述した ので ある。 これ を 除いて 

は、 ここに 数え 挙げる の も 可笑しい ほどの 『四つの 海』 


という 長唄の 本が あるに 過ぎない。 但し これ は 当時 作 

ていめん  ひいき 

者が 自家の 体面 をいた わって、 矗貭 にして いる 

ふじた せんぞう  はばか 

富 士田千 蔵の 名で 公に したの だが、 今 は 憚る に は 及 

きね や 

ぶまい。 『四つの 海』 は 今な お 杵屋の 一 派で は 用いて 

うたいもの 

いる 謡物の 一 つで、 これ も抽 斎が 多方面で あつたと 

いう こと を 証す るに 足る 作で ある。 

然 らば 世に 多少 知られて いる 『経 籍訪 古志』 はどう 

であるか。 これ は抽 斎の 考証学の 方面 を 代表すべき 著 

もリ きえん 

述で、 森枳 園と 分担して 書いた ものであるが、 これ を 

じょ ラし 

上梓す る こと は 出来なかった。 そのうち 支那 公使館に 

いた 楊 守 敬が その 写本 を 手に入れ、 それ を姚子 梁が 公 


じょしよ i つ そ 

使 徐承祖 に 見せた ので、 徐承祖 が 序文 を 書いて 刊行 さ 

せる ことにな つた。 その 時 幸 に 森が まだ 生存して い 

て、 校正した ので ある。 

世間に 多少 抽斎を 知っている 人の あるの は、 この 支 

那 人の 手で 刊行 せられた 『経 籍訪 古志』 が あるからで 

ある。 しかし わたくし はこれ に 依って 抽斎を 知った の 

ではない。 

わたくし は少ぃ 時から 多読の 癖が あって、 随分 多く 

書 を 買う。 わたくしの 俸 銭の 大部分 は 内地の 書肆と、 

しょこ  い 

ベルリン、 パリィの 書 估との 手に入って しまう。 しか 

しわた くし はかって 珍本 を 求めた ことがない。 或る時 


ドイツの バルテ ルスの 『文学史』 の 序 を 読む と、 バル 

しょ ラ りよ ラ 

テ ルスが 多く 書 を 読もうと して、 廉価の 本 を 渉 獵し、 

『文学史』 に 引用した 諸家の 書 も、 大抵 レクラム 版の 書 

に過ぎないと いってあった。 わたくし はこれ を 読んで 

ひそ  しゅいき どうし  え 

私 かに 殊域同 嗜の人 を 獲た と 思った。 それゆえ わたく 

そうざん ほん  げんざん ほん 

し は 漢籍に おいても 宋槧 本と か元槧 本と かいう もの を 

顧みない。 『経 籍訪 古志』 は 余り わたくしの 用に 立た 

ない。 わたくし は その 著者が 渋 江と 森と であった こと 

を も 忘れて いたので ある。 

その 三 


わたくしの 抽斎を 知った の は 奇縁で ある。 わたくし 

は 医者に なって 大学 を 出た。 そして 官吏に なった。 然 

わか 

るに 少ぃ 時から 文 を 作る こと を 好んで いたので、 いつ 

の 間に やら 文士の 列に 加えられる ことにな つた。 その 

文章の 題材 を、 種々 の 周囲の 状況の ために、 過去に 求 

める ようにな つてから、 わたくし は徳川 時代の 事蹟 を 

捜った。 そこに 「武鑑」 を検 する 必要が 生じた。 

きわ 

「武鑑」 は、 わたくしの 見る 所に よれば、 徳川 史を窮 

むる に闕 くべ からざる 史料で ある。 然るに 公開せられ 

ている 図書館で は、 年を逐 つて 発行 せられた 「武鑑」 


を 集めて いない。 これ は 「武鑑」、 殊に 寛 文 頃より 古い 

き  ごび ゆ う 

類書 は、 諸侯の 事 を 記す るに 誤謬が 多くて、 信じが た 

いので、 措いて 顧みない のか も 知れない。 しかし 「武 

鑑」 の 成立 を 考えて 見れば、 この 誤謬の 多 いのは 当然 

で、 それ はまた 他 書に よって 正す ことが 容易で ある。 

さて 誤謬 は 誤謬と して、 記載の 全体 を 観察 すれば、 徳 

川 時代の 某 年 某月の 現在 人物 等 を 断面 的に 知る に は、 

まさ 

これに 優る 史料 はない。 そこで わたくし は 自ら 「武鑑」 

しゅうしゅう 

を蒐 集す る ことに 着手した。 

うじ 

この 蒐集の 間に、 わたくし は 「弘前 医官 渋 江 氏 蔵書 

記」 という 朱印の ある 本に 度々 出逢って、 中には 買い 


入れた の も ある。 わたくし はこれ によって 弘 前の 官医 

で 渋 江と いう 人が、 多く 「武鑑」 を 蔵して いたと いう 

こと を、 先ず 知った。 

そのうち 「武鑑」 という もの は、 いっから 始まって 

最も 古い もので 現存して いるの はいつ の 本 かとい う 問 

題が 生じた。 それ を 決する に は、 どれ だけの 種類の 書 

うち 

を 「武鑑」 の 中に 数える かとい う、 「武鑑」 の デフ ィニ 

さ 

シ ョ ンを 極めて 掛からなくて はならない。 

それに はわた くし は 『足 利 武鑑』、 『織 田 武鑑』、 『豊臣 

武鑑』 というよ うな、 後の 人の レ コンスト リュ クシ ョ 

ン によ つ て 作られた 書 を 最初に 除く。 次に 


ぐんしょる いじゅう  ぶんげん ちょう 

『群 書類 従』 にある ような 分限 帳の 類 を 除く。 そう 

おんう まじる しぞ ろえ 

すると 跡に、 時代の 古い もので は、 「御馬 印 揃」、 

ごもん づ くし  おん やしき づけ 

「御紋 尽」、 「御屋敷 附」 の 類が 残って、 それが やや 形 を 

整えた 「江戸 鑑」 となり、 「江戸 鑑」 は 直ちに 後の いわ 

ゆる 「武鑑」 に 接続す るので ある。 

わたくし は 現に 蒐集 中で あるから、 わたくしの r 武 

鑑」 に対する 知識 は 日々 変って 行く。 しかし 今 知って 

かぎ り  かんえい 

いる 限 を 言えば、 馬 印 揃 や 紋尽は 寛 永 中から あ つ たが、 

当時の もの は 今 存じて いない。 その 存じて いるの は 後 

に改 板した ものである。 ただ 一 つ ここに 姑く 問題外 

ぬまたら いすけ 

として 置きたい ものが ある。 それ は 沼田 頼輔 さんが 最 


かま だう じ  ちたい ふけんき 

古の 「武鑑」 として 報告した、 鎌 田 氏の 『治 代普顕 記』 

中の 記載で ある。 沼田さん は 西洋で 特殊な 史料と して 

研究せられ ている エラ ルヂ ック を、 我国に 興そうと し 

ている ものと 見えて、 紋章 を 研究して いる。 そして こ 

の 目的 を 以て 「武鑑」 を あさるう ちに、 土 佐の 鎌 田 氏 

が 寛 永 十 一 年の 一 万 石 以上の 諸侯 を 記載した の を 発見 

した。 即 ち 『治 代普顕 記』 の 一 節で ある。 沼田さん は 

とラ しゃ 

幸に わたくしに 謄写 を 許した から、 わたくし は 近いう 

ちに この 記載 を精検 しょうと 思って いる。 

そんなら 今に 迨 るまでに、 わたくしの 見た 最古の 「武 

な、， -し  しょうまう 

鑑」 乃至 その 類書 は 何かとい うと、 それ は 正 保 一 一年に 


作った 江戸の 「屋敷 附」 である。 これ は 殆ど 完全に 保 

存 せられた 板 本で、 末に 正 保 四 年と 刻して ある。 ただ 

ほしいまま 

題号 を 刻した 紙が 失われた ので、 恣 に 命じた 名が 

表紙に 書いて ある。 この 本が 正 保 四 年と 刻して あって 

も、 実は 正 保 二 年に 作った もの だとい う 証拠 は、 巻 中 

に 数カ条 あるが、 試みに その 一 つ を 言えば、 正 保 二 年 

ぼつ  ほそ かわさん さい 

十二月 二日に 歿した 細 川 三 斎が 三斎老 として 挙げて 

やしき 

あって、 また その 第 を 諸 邸宅の オリ アン タシ ヨンの 

ひきあ い 

ために 引合に 出して ある 事で ある。 この 本 は 東京 帝国 

大学 図書館に ある。 


その 四 

じょうし 

わたくし はこの 正 保 二 年に 出来て、 四 年に 上梓 せら 

れた 「屋敷 附」 より 古い 「武鑑」 の 類書 を 見た ことが 

くだ  けいあん  もん づ くし 

ない。 降って 慶 安中の 「紋 尽」 になる と、 現に 上野の 

帝国 図書館に も 一 冊 ある。 しかし 可笑しい 事に は、 

外題に 慶安 として ある もの は、 後に 寛 文中に 作った も 

ので、 真に 慶 安中に 作った もの は、 内容 を 改めずに、 

いんこう  めいれき 

後の 年号 を附 して 印行した ものである。 それから 明 暦 

中の 本になる と、 世間に ちら ほら 残って いる。 大学に 

ばんの ぶと も 

ある 「紋 尽」 に は、 at 信 友の 自筆の 序が ある。 ffi: は 


ぶんせい  え 

文政 三年に この 本 を 獲て、 最古の 「武鑑」 として 蔵し 

えど かが み 

ていたの だそう である。 それから 寛 文中の 「江戸 鑑」 

になる と、 世間に やや 多い。 

これ はわた くしが 数年間 「武鑑」 を 捜索して 得た 断 

案で ある。 然るに わたくしに 先んじて、 夙く 同じ 断案 

を 得た 人が ある。 それ は 上野の 図書館に ある 

『江戸 鑑図 目録』 という 写本 を 見て 知る ことが 出来る。 

この 書 は 古い 「武鑑」 類と 江戸 図との 目録で、 著者 は 

ぐうもく 

自己の 寓目した 本と、 買い 得て 蔵して いた 本と を 挙げ 

ている。 この 書に 正 保 二 年の 「屋敷 附」 を 以て 当時 存 

じていた 最古の 「武鑑」 類書 だとして、 巻首に 載せて 


いて、 二 年の 二の 字の 傍 に 四と 註して いる。 著者 

は 四 年と 刻して ある この 書の 内容が 二 年の 事実 だとい 

うこと にも 心附 いていた ものと 見える。 著者 はわた く 

しと 同じような 蒐集 をして、 同じ 断案 を 得て いたと 見 

える。 ついで だから 言う が、 わたくし は 古い 江戸 図 を 

も 集めて いる。 

然るに この 目録に は 著者の 名が 署 してない。 ただ 文 

しょしょ  しる  いわく 

中に 所々 考証 を 記す に 当つ て抽斎 云 として ある だけ 

うじ 

である。 そして わたくしの 度々 見た 「弘前 医官 渋 江 氏 

蔵書 記」 の 朱印が この 写本に も ある。 

わたくし はこれ を 見て、 ふと 渋 江 氏と 抽斎 とが 同人 


ではない かと 思った。 そして どうにかして それ を 確 

めようと 思い立った。 

なかん ずく  あ 

わたくし は 友人、 就中 東北 地方から 出た 友人に 逢 

うごと に、 渋 江 を 知らぬ か、 抽斎を 知らぬ かと 問うた。 

それから 弘 前の 知人に も 書状 を 遣って 問い 合せた。 

なが いきん ぷ う 

或る日 長 井 金 風さん に 会って 問う と、 長 井さん が 

いった。 「弘 前の 渋 江なら 蔵書家で 『経 籍訪 古志』 を 書 

いた 人 だ」 といった。 しかし 抽 斎と 号して いたか どう 

だか は 長 井さん も 知らなかった。 『経 籍訪 古志』 に は 

抽 斎の 号 は 載せて ないから である。 

そのうち 弘 前に 勤めて いる 同僚の 書状が 数 通 届いた。 


わたくし は それによ つて これ だけの 事 を 知った。 渋 江 

げんろく 

氏 は 元禄の 頃に 津軽 家に 召し抱えられた 医者の 家で、 

じょうふ 

代々 勤めて いた。 しかし 定府 であった ので、 弘 前に は 

まじわ 

深く 交った 人が 少く、 また 渋 江 氏の 墓所 もなければ 

子孫 もない。 今東氛 にいる 人で、 渋 江 氏と 交った かと 

い いだた つ み 

思われる の は、 飯 田 巽と いう 人で ある。 また 郷土史 家 

として 渋 江 氏の 事蹟 を 知っていようかと 思われる の は、 

との さき かく 

外崎覚 という 人で あると いう 事で ある。 中に も 外 崎 氏 

の 名 を 指した 人 は、 郷土の 事に 精し い 佐藤弥 六さん と 

たいしょう 

いう 老人で、 当時 大正 四 年に 七十 四 歳になる といつ 

てあつた。 


わたくし は 直接に 渋 江 氏と 交 つ たらしい という 飯 田 

とラと P 

巽さん を、 先ず 訪ねようと 思って、 唐突で はあった が、 

にし えどがわ ちょう  やしき  い  も 

飯 田さん の 西 江戸川 町の 邸へ 住った。 飯 田さん は 素 

と 宮内省の 官吏で、 今 某 会社の 監査役 をして いるの だ 

そうで ある。 西 江戸川 町の 大きい 邸 はすぐ に 知れた。 

わたくし は 誰の 紹介 を も 求めずに 往 つたのに、 飯 田 さ 

こころよ いんけん 

んは 快 く 引見して、 わたくしの 問に 答えた。 飯 田 さ 

どうじ ゆん  し  しんせき 

んは渋 江 道 純を識 つていた。 それ は 飯 田さん の 親戚 

に 医者が あって、 その 人が 何 か 医学 上に むずかしい 事 

が あると、 渋 江に 問いに 往 くこと になって いたからで 

ほんじよ お だ いどころ ちょう 

ある。 道 純 は 本 所 御台 所 町に 住んで いた。 しかし 子 


孫 はどうな つた か 知らぬ というの である。 

その 五 

わたくし は 飯 田さん の 口から 始めて 道 純と いう 名 を 

聞いた。 これ は 『経 籍訪 古志』 の 序に 著して ある 名で 

ある。 しかし 道 純が 抽 斎と 号した かどう だか 飯 田さん 

は 知らなかった。 

せっかく  し 

切 角 道 純を識 つていた 人に 会った のに、 子孫の いる 

かいない かも わからず、 墓所 を 問うた つき を も 得ぬ の 

いとまごい 

を 遺憾に 思って、 わたくし は 暇 乞 をしょう とした。 


まち 

その 時 飯 田さん が、 「ちょいと お 待 下さい、 念のために 

妻に きいて 見ます から」 といった。 

細君が 席に 呼び入れられた。 そしても し 渋 江 道 純の 

跡が どうな つ ている か 知らぬ かと 問われて 答えた。 

まつ いちょう  きね やか つ ひさ 

「道 純 さ んの 娘さんが 本 所 松 井町 の 杵屋 勝久さ んでご 

ざいます ご 

『経 籍訪 古志』 の 著者 渋 江 道 純の 子が 現存して いると 

いう こと を、 わたくし はこの 時 始めて 知った。 しかし 

杵屋 といえば 長唄のお 師匠さん であろう。 それ を 本 所 

に 訪ねて、 「お 父う さんに 抽斎 という 別号が ありまし 

たか」 とか、 「お 父う さん は 「武鑑」 を 集めて お出でし 


たか」 とかいう の は、 余りに 唐突で は あるまい かと、 

わたくし は 懸念した。 

わたくし は杵屋 さんに 男の 親戚が あり はせ ぬか、 問 

い 合わせて もらう こと を 飯 田さん に 頼んだ。 飯 田さん 

は それ を も 快く 諾 した。 わたくし は 探索の 一 歩 を 進め 

たの を 喜んで、 西 江戸川 町の 邸 を 辞した。 

二、 三日 立って 飯 田さん の 手紙が 来た。 杵屋 さんに 

しゅうきち  お い  しもし ぷゃ 

は 渋 江終吉 という 甥が あって、 下 渋 谷に 住んで いる 

というの である。 杵屋 さんの 甥と いえば、 道 純から 見 

れば、 孫でなくて はならない。 そうして 見れば、 道 純 

に は 娘が あり 孫が あって 現存して いるので ある。 


わたくし は 直に 終吉 さんに 手紙 を 出して、 1| 時 何処 

へ往 つたら 逢われようかと 問うた。 返事 は 直に 来た。 

今風 邪で 寝て いるが、 なおったら こっちから 往 つても 

い  しゅせき  わか 

好い というの である。 手跡 はま だ少ぃ 人らしい。 

むな  やまい  い 

わたくし は曠 しく 終吉 さんの 病 の 癒える の を 待た 

なくて はならぬ ことにな つた。 探索 はこ こに 一頓 挫 を 

きた 

来さなくて はならない。 わたくし は それ を 遺憾に 思つ 

ひま 

て、 この 隙に 弘 前から、 歴史家と して 道 純の 事 を 知つ 

と のさき かく 

ていそう だと 知らせて 来た 外崎覚 という 人 を 訪ねる こ 

とに した。 

外 崎さん は 官吏で、 籍が諸 陵 寮に ある。 わたくし 


かすみ 

は 宮内省へ 往 つた。 そして 諸 陵 寮が 宮城 を 離れた 霞 

せき さんねん ざ かう え 

が 関の 三年 坂 上に ある こと を 教えられた。 常に 宮内省 

ゆきき 

に は 往来しても、 諸 陵 寮が どこに あると いう こと は 知 

ら なかった ので ある。 

おうせ つじよ 

諸 陵 寮の 小さい 応接 所で、 わたくし は 初めて 外 崎 さ 

んに 会った。 飯 田さん の 先輩で あつたと は 違って、 こ 

の 人 はわた くしと 齢 も 相 若く という 位で、 しかも 史 

学 を 以て 仕えて いる 人で ある。 わたくし は 傾 蓋 故き が 

如き 念 をした。 

初対面の 挨拶が 済んで、 わたくし は 来意 を陳 ベた。 

「武鑑」 を 蒐集して いる 事、 「古 武鑑」 に 精通して いた 


無名の 人の 著述が 写本で 伝わって いる 事、 その 無名の 

人 は 自ら 抽 斎と 称して いる 事、 その 写本に 弘 前の 渋 江 

という 人の 印が ある 事、 抽 斎と 渋 江と が もしゃ 同人で 

は あるまい かと 思って いる 事、 これ だけの 事 を わたく 

し は 簡単に 話して、 外 崎さん に 解決 を 求めた。 

その 六 

と の さき 

外 崎さん の 答 は 極めて 明快であった。 「抽 斎と いう 

の は 『経 籍訪 古志』 を 書いた 渋 江 道 純の 号です よご 

わたくし は 釈然と した。 


抽斎渋 江 道 純 は 経史 子 集 や 医籍 を渉獵 して 考証の 書 

あらわ 

を 著した ばかりでなく、 「古 武鑑」 や 古 江戸 図 をも蒐 

あと 

集して、 その 考証の 迹を 手記して 置いた ので ある。 上 

野の 図書館に ある 『江戸 鑑図 目録』 は 即ち 「古 武鑑」 

古 江戸 図の 訪 古志で ある。 惟 経史 子 集 は 世の 重要視す 

る 所で あるから、 『経 籍訪 古志』 は 一 の 徐承袓 を 得て 公 

刊 せられ、 「古 武鑑」 や 古 江戸 図 は、 わたくしどもの 如 

こ うずか  たまたま 

き 微力な 好事家が 偶 一顧す るに 過ぎない から、 その 

わずか  し 

目録 は 僅に 存 して 人が 識ら ずに いるので ある。 わた 

ほうご 

くし ども は それが 帝国 図書館の 保護 を 受けて いるの を、 

ぎ ±1 つ こラ 

せめても の 曉倖 としなくて はならない。 


わたくし はまた こういう 事 を 思った。 抽斎は 医者で 

け 、しょ 

あった。 そして 官吏であった。 そして 経書 や 諸子の よ 

うな 哲学 方面の 書 を も 読み、 歴史 を も 読み、 詩文 集の 

ような 文芸 方面の 書 を も 読んだ。 その 迹が 頗 る わた 

あいこと  とき 

くしと 相似て いる。 ただ その 相殊 なる 所 は、 古今 時 を 

異にして、 生の 相 及ばざる のみで ある。 いや。 そうで 

はない。 今一 つ 大きい 差別が ある。 それ は抽 斎が 哲学 

文芸に おいて、 考証 家と して 樹立す る こと を 得る だけ 

の 地位に 達して いたのに、 わたくし は 雑駁なる ヂ レツ 

きょうが い 

タン チスム の 境界 を 脱する ことが 出来ない。 わたく 

しは抽 斎に 視て 扭陀 たらざる こと を 得な い。 


抽斎 はかって わたくしと 同じ 道 を 歩いた 人で ある。 

しかし その 健脚 はわた くしの 比，" ではなかった。 迥に 

まさ  せいしょう 

わたくしに 優った 済 勝の 具 を 有して いた。 抽斎 はわ 

たくしの ために は 畏敬すべき 人で ある。 

しか  こうく つうき 

然るに 奇 とすべき は、 その 人が 康衢 通逵 をば かり 歩 

こみち  よ 

いていずに、 往々 径に 由って 行く こと を もした とい 

そうざん  もと 

う 事で ある。 抽斎は 宋槧の 経 子 を 討め たばかりで なく、 

もて あそ 

古い 「武鑑」 や江 戸 図 を も 翫 んだ。 もし 抽斎 がわた 

そで 

くしの コン タン ポランであった なら、 二人の 袖 は 

よこちょう どぶいた  す 

横町の 溝板の 上で 摩れ 合った はずで ある。 ここに こ 

の 人と わたくしとの 間に 暱 みが 生ずる。 わたくし は抽 


斎 を 親愛す る ことが 出来る ので ある。 

わたくし はこう 思う 心の 喜ば し さ を 外 崎 さ ん に 告げ 

なん ひと 

た。 そして これまで 抽 斎の 何人なる か を 知らずに、 漫 

ぞうきよ しゃ 

然抽 斎の マ 二 ュ スク リイの 蔵※ 者 〔# 「去 \ 升」、 24-15U 

たる 渋 江 氏の 事蹟 を 訪ね、 そこに 先ず 『経 籍訪 古志』 

を 著した 渋 江 道 純の 名 を 知り、 その 道 純を識 つてい 

た 人に 由って、 道 純の 子孫の 現存して いる こと を 聞き、 

ようよう 今日 道 純と 抽斎 とが 同人で ある こと を 知 つ た 

みちゆき 

という 道行 を 語った。 

外 崎さん も 事の 奇なるに 驚いて いった。 「抽 斎の 子 

なら、 わたくし は 織って います ご 


「そうです か。 長唄のお 師匠さん だそう です ね ご 

「いいえ。 それ は 知りません。 わたくしの 知っている 

のは抽 斎の 跡 を 継いだ 子で、 保と いう 人です ご 

「は あ。 それで は 渋 江 保と いう 人が、 抽 斎の 嗣子で 

あつたので すか。 今 保さん は 何処に 住んで います かご 

「さあ。 大ぶ 久しく 逢いません から、 ちょっと 住所が 

わかり かねます。 しかし 同郷人の 中には 知っている も 

のがありましょう から、 近日 聞き合せて 上げ ましよ 

うご 

その 七 


わたくし は 直に 保さん の 住所 を 討ね る こと を 外 崎 さ 

んに 頼んだ。 保と いう 名 は、 わたくし は 始めて 聞いた 

うち 

ので はない。 これより 先、 弘 前から 来た 書状の 中に、 

こういう こと を 報じて 来たの があった。 津軽 家に 仕え 

た 渋 江 氏の 当主 は 渋 江 保で ある。 保 は 広 島の 師範学校 

の 教員に なって いると いうので あった。 わたくし は 職 

員 録を検 した。 しかし 渋 江 保の 名 は 見えない。 それ か 

ら広島 高等 師範学校 長 幣原坦 さんに 書 を 遣って 問うた。 

しかし 学校に はこの 名の 人 はいない。 また かっていた 

こと もなかった らしい。 わたくし は 多くの 人に 渋 江 保 


はく-ぶんかん 

の 名 を 挙げて 問うて 見た。 中には 博 文 館の 発行した 書 

籍に、 この 名の 著者が あつたと いう 人が 二、 三あった。 

そうせき 

しかし 広 島に 踪跡 がなかった ので、 わたくし はこの 報 

道 を 疑って 追跡 を 中絶して いたので ある。 

ここ  ふた リ  ひと リ 

此に 至って わたくし は抽 斎の 子が 二人と、 孫が 一人 

と 現存して いる こと を 知った。 子の 一人 は 女子で、 本 

所に いる 勝久 さんで ある。 今一 人 は 住所の 知れぬ 保 さ 

ん である。 孫 は 下 渋 谷に いる 終吉 さんで ある。 しかし 

保さん を識 つてい る 外 崎さん は、 勝久 さん を も 終吉さ 

んを も識ら なかった。 

わたくし はなお 外 崎さん について、 抽 斎の 事蹟 を 


詳 にしよう とした。 外 崎さん は 記憶して いる 二、 

のぶ まさ 

三の 事 を 語った。 渋 江 氏の 祖先 は津 軽信 政に 召し抱え 

すせ い  そん  ぶんか  あんせい 

られ た。 抽斎は その 数 世の 孫で、 文化 中に 生れ、 安政 

ぼつ  いえよし  かえい 

中に 歿した。 その 徳川家 慶に 謁した の は嘉永 中の 事で 

かい ほぎ よそん  えら 

ある。 墓誌銘 は 友人 海 保 漁村が 撰んだ。 外 崎さん はお 

およそ これ だけの 事 を 語って、 追って 手近に ある 書籍 

の 中から 抽斎 に関する 記事 を 抄出して 贈ろうと 約した。 

ありか  ばっすい 

わたくし は 保さん の 所在 を 捜す ことと、 この 抜萃 を 作 

る ことと を 外 崎さん に 頼んで 置いて、 諸 陵 寮の 応接 所 

を 出た。 

まえ だぶんせ い 

外 崎さん の 書状 は 間もなく 来た。 それに 『前 田 文 正 


きつめ いざつ わ 

筆記』、 『津軽 日記』、 『喫茗 雑話』 の 三 書から、 抽 斎に 

関する 事蹟 を 抄出して 添えて あった。 中に も 『喫茗 雑 

話』 から 抄し たもの は、 漁村の 撰んだ 抽 斎の 墓誌の 略 

うち  いみな 

で、 わたくし は その 中に 「道 純諱全 善、 号抽 斎、 道 純 

その あざな なリ 

其 字 也」 という 文の あるの を 見出した。 後に 聞けば 

全 善 はかね よしと 訓 ませた の だそう である。 

ほ とん 

これと 殆ど 同時に、 終吉 さんの やや 長い 書状が 来た。 

ふうじゃ  い 

終吉 さん は 風邪が 急に 癒えぬ ので、 わたくしと 会見す 

さきだ 

るに 先 つ て、 渋 江 氏に 関する 数 件 を 書いて 送る とい つ 

て、 祖父の 墓の 所在、 現存して いる 親戚 交互の 関係、 

家督相続 をした 叔父の 住所 等 を 報じて くれた。 墓 は 


やな か  い  かんのう じ 

谷 中 斎場の 向いの 横町 を 西へ 入って、 北側の 感応 寺に 

ある。 そこへ ハ$ けば 漁村の 撰んだ 墓誌銘の 全文が 見ら 

れる わけで ある。 血族関係 は杵 屋勝久 さんが 姉で、 保 

はらから  おさむ 

さんが 弟で ある。 この 二人の 同胞の 間に 脩と いう 人 

があって、 亡くなって、 その子が 終吉 さんで ある。 然 

るに 勝久 さん は 長唄の 師匠、 保さん は 著述家、 終吉さ 

んは 図案 を 作る こと を 業と する 画家であって、 三 軒の 

す こぶ  こと  こ 

家 は 頗る 生計の 方向 を 殊にして いる。 そこで 早く 怙 

お ば  ゆきき 

を 失 つ た終吉 さん は 伯母 をた よ つ て 往来 をして いても、 

勝久 さんと 保さん とはいつ となく 疎遠に なって、 勝久 

さん は 久しく 弟の 住所 を だに 知らずに いたそう である。 


そのうち 丁度 わたくしが 渋 江 氏の 子孫 を 捜し はじめた 

むすめ ふゆこ 

頃、 保さん の 女 冬 子さん が 病死した。 それ を 保さん 

が 姉に 報じた ので、 勝久 さん は 弟の 所在 を 知った。 終 

吉 さんが 住所 を 告げて くれた 叔父と いうの が 即ち 保 さ 

ん である。 是 において わたくし は、 外 崎さん の 捜索 を 

わずらわ  うし ごめ ふなが わらち よう 

煩 すまで もな く、 保さん の 今の 牛 込 船 河原 町の 住所 

すぐ 

を 知って、 直に それ を 外 崎さん に 告げた。 

その 八 

わたくし は 谷 中の 感応 寺に 住って、 抽 斎の 墓 を 訪ね 


たやす 

た。 墓 は 容易く 見附 けられた。 南 向の 本堂の 西側に、 

ま. けつめ、 - 

西に 面して 立って いる。 「抽斎 渋 江 君 墓 碣銘」 という 

てんがく  こじませ いさい 

篆額も 墓誌銘 も、 皆 小島 成 斎の 書で ある。 漁村の 文 は 

頗る 長い。 後に 保さん に 聞けば、 これで も 碑が 余り 大 

さんじょ 

きくなる の を 恐れて、 割愛して 刪 除した もの だそう で 

きつめ い ざ つ わ 

ある。 『喫茗 雑話』 の 載す る 所 は 三分の 一 にも 足りない。 

ごきゅうせ つそう  じじつ ぶんべん 

わたくし はまた 後に 五弓 雪 窓が この 文 を 『事実 文 編』 

卷の 七十 二に 収めて いるの を 知った。 国書 刊行会 本 を 

閲す るに、 誤脱 はない ようで ある。 ただ 「撰 経 籍訪古 

志」 に 訓点 を 施して、 経籍を 撰び、 古志 を訪 うと 訓ま 

あきたら 

せて あるのに 慊 なかった。 『経 籍訪 古志』 の 書名で 


たき さいてい 

ある こと は 論ずる まで もな く、 あれ は 多紀茴 庭の 命じ 

もリ きえん 

た 名 だとい うこと が、 抽 斎と 森 枳 園との 作った 序に 見 

じめん  そうし  ていしょう  めいざん 

えてお り、 訪 古の 字面 は、 『宋 史』 鄭 樵の 伝に、 名山 

大 川に 游び、 奇を 捜し t 古 を訪 い、 書 を 蔵す る 家に 遇 

しゃく リ ゆう  すな わ 

えば、 必ず 借 留し、 読み 尽 して 乃ち 去る と あるのに 

出た という ことが、 枳 園の 書 後に 見えて おる。 

墓誌に 三 子 ありと して、 恒善、 優 善、 成 善の 名が 挙 

ひらのう じ しゅ つ 

げて あり、 また 「 一 女 平野 氏 出 」 として ある。 恒善は 

つねよ し、 優 善 はやす よし、 成 善 はしげ よしで、 成 善 

うじ  むすめ 

が 保さん の 事 だそう である。 また 平野 氏の 生んだ 女 

ひらの ぶ ん ぞ う むすめ いの  ににん 

というの は、 比 良 野 文 蔵の 女 威 能が、 抽 斎の 二人目の 


妻に なって 生んだ 純で ある。 勝久 さんや 終吉 さんの 亡 

おさむ 

父 脩 はこの 文に 載せて ない ので ある。 

抽 斎の 碑の 西に 渋 江 氏の 墓が 四 基 ある。 その 一 に は 

こうしん げんぶん 

「性 如 院宗是 日 体 信士、 庚申 元 文 五年閏 七月 十七 日」 と、 

かたわら  え  ほし 

向って 右の 傍 に 彫って ある。 抽 斎の 高祖父 輔之 であ 

る。 中央に 「得 寿 院量遠 日 妙 信士、 天 保 八 酉年 十月 廿 

六日」 と 彫って ある。 抽 斎の 父 允 成で ある。 その 間と 

ようせ つ  むすめ ふたり 

左と に 高祖父と 父との 配偶、 夭折した 允 成の 女 二人 

ほラし  さち ゆう 

の 法諡が 彫って ある。 「松 峰 院妙実 日 相 信女、 己 丑 明 

和 六 年 四月 廿 三日」 と あるの は、 輔 之の 妻、 「源 静院妙 

こうじゅ つ  ただしげ 

境 信女、 庚 戌 寛 政 二 年 四月 十三 日」 と あるの は、 允 成 


の 初の 妻 田 中 氏、 「寿 松 院妙遠 日 量 信女、 文政 十二 

きちゅう  いわた うじ ぬい 

己 丑 六月 十四日」 と あるの は、 抽 斎の 生母 岩 田 氏 縫、 

「妙稟 童女、 父 名 允 成、 母 川 崎 氏、 寛 政 六 年 甲 寅 三月 七 

日、 三歳而 夭、 俗名 逸」 と あるの も、 「曇 華 水子、 文化 

しんび じゅん  ならび 

八 年 辛未閏 二月 十四日」 と あるの も、 並に 皆 允 成の 

むすめ 

女で ある。 その 二に は 「至善 院格誠 日 在、 寛 保 二 年 

壬 戌 七月 二日」 と 一 行に 彫り、 それと 並べ て 「終 事院 

菊晚 日栄、 嘉永七 年 甲 寅 三月 十日」 と 彫って ある。 至 

善 院は抽 斎の 曾祖父 為 隣で、 終 事 院は抽 斎が 五十 歳の 

さきだ  つねよ し 

時 父に 先って 死んだ 長男 恒善 である。 その 三に は 五 

人の 法諡が 並べて 刻して ある。 「医 妙 院道意 日 深 信士、 


てんめい こうしん 

天明 四 甲 辰 二月 二十 九日」 として あるの は、 抽 斎の 祖 

ほんこう  じんし 

父本皓 である。 「智 照院妙 道日修 信女、 寛 政 四 壬 子 八 

月 二十 八日」 として あるの は、 本 皓の妻 登 勢で ある。 

「性 蓮 院妙相 日 縁 信女、 父 本皓、 母 渋 江 氏、 安永 六 年 

丁酉 五月 三 日 死、 享年 十九、 俗名 千代、 

りんじゅううた をつ くりて いわく うんぬん 

作 臨終 歌 曰」 云々 として あるの は、 登 勢の 生んだ 

むすめ 

本皓の 女で ある。 抽 斎の 高祖父 輔之は 男子がなくて 

むすめ  むこ 

歿した ので、 十 歳になる 女 登 勢に 壻を 取った のが 為 

隣で ある。 為 隣 は 登 勢の 人と 成らぬ うちに 歿した。 そ 

こへ 本皓が 養子に 来て、 登 勢の 配偶に なって、 千代 を 

生ませた ので ある。 千代が 十九 歳で 歿した ので、 渋 江 


氏の 血統 は 一 たび 絶えた。 抽 斎の 父 允 成 は 本皓の 養子 

ぼうぼうが 、し 

である。 次に 某々 孩 子と 二 行に 刻して あるの は、 並に 

皆 保さん の 子 だそう である。 その 四に は 「渋 江 脩 之 墓」 

と 刻して あって、 これ は 石が 新しい。 終吉 さんの 父で 

ある。 

後に 聞けば 墓 は 今一 基あって、 それに は抽 斎の 六 世 

の祖辰 勝が 「寂 而院宗 貞日岸 居士」 とし、 その 妻が 「繫 

縁 院妙念 日潮大 姉」 とし、 五世の 祖辰 盛が 「寂 照院道 

陸 玄沢日 行 居士」 とし、 その 妻が 「寂 光 院妙照 日修大 

姉」 とし、 抽 斎の 妻 比 良 野 氏が 「徧照 院妙浄 日法大 姉」 

おなじくお かにし 

とし、 同 岡 西 氏が 「法 心 院妙樹 日昌大 姉」 として あつ 


あと 

たが、 その 石の 折れて しまった 迹に、 今の 終吉 さんの 

父の 墓が 建てられ たの だそう である。 

わたくし は 自己の 敬愛して いる 抽 斎と、 その 尊卑 二 

属 とに、 香華 を 手 向けて 置いて 感応 寺 を 出た。 

尋 いで わたくし は 保さん を訪 おうと 思 つ ている と、 

たまたま むすめ あんぬ  にちにち かんが  かよ 

偶 女 杏奴が 病気に なった。 日々 官衙に は 通った が、 

公 退の 時には 家路 を 急いだ。 それゆえ 人 を 訪問す る こ 

とが 出来ぬ ので、 保、 終 吉の両 渋 江と 外 崎との 三 家へ、 

度々 書状 を 遣った。 

三 家から は それぞれ 返信が あって、 中に も 保さん の 

書状に は、 抽斎を 知る ために 闕く ベから ざる 資料が 


ひま 

あった。 それの みで はない。 終吉 さん は その 隙に 全快 

したので、 保さん を 訪ねて くれた。 抽 斎の 事 を わたく 

しに 語っても らいたい と 頼んだ ので ある。 叔父 甥 はこ 

こに 十数 年 を 隔てて 相 見た の だそう である。 また 外 崎 

さん も 一 度 わたくしに 代って 保さん をお とずれ て くれ 

たので、 杏奴の 病が 癒えて、 わたくしが 船 河原 町へ 往 

くに 先だって、 とうとう 保さん が 官衙に 来て くれて、 

わたくし は抽 斎の 嗣子と 相 見る こと を 得た。 

その 九 


気候 は 寒くても、 まだ 炉を 焚く 季節に^ら ぬので、 

火の気の ない 官衙の 一室で、 卓 を 隔てて 保さん とわた 

くしと は 対坐した。 そして 抽 斎の 事 を 語って 倦む こと 

を 知らなかった。 

あねお とうと 

今 残って いる 勝久 さんと 保さん との 姉弟、 それ か 

おさむ 

ら終吉 さんの 父 脩、 この 三人の 子 は 一 つ 腹で、 抽 斎の 

やまのう ち  い お 

四 人目の 妻、 山 内 氏 五 百の 生んだ ので ある。 勝久さ 

くが 

んは名 を 陸と いう。 抽 斎が 四十 三、 五 百が 三十 二に 

なった 弘化四 年に 生れて、 大正 五 年に 七十 歳になる。 

ほんじよ 

抽斎は 嘉永四 年に 本 所へ 移った の だから、 勝久 さん は 

まだ 神 田で 生れた ので ある。 


終吉 さんの 父 脩 は 安 改元 年に 本 所で 生れた。 中 三年 

置いて 四 年に、 保さん は 生れた。 抽 斎が 五十 三、 五 百 

が 四十 二の 時の 事で、 勝久 さん はもう 十一、 脩 も 四 歳 

にな つ ていたの である。 

抽斎は 安政 五 年に 五十 四 歳で 亡くなつ たから、 保 さ 

んは その 時 まだ 二 歳であった。 幸 t に 母 五 百 は 明治 十 

七 年まで ながらえ ていて、 保さん は 二十 八 歳で 恃を 

うしな 

喪った の だから、 二十 六 年の 久しい 間、 慈母の 口から 

せんこう へ いせい 

先考の 平生 を 聞く こと を 得た ので ある。 

抽斎は 保さん を 学 医に しょうと 思 つ ていたと 見える _ 

ゆいごん  けい  かい ほぎ よそん 

亡くなる 前にした 遺言に よれば、 経 を 海 保 漁村に、 医 


たき あんたく  こじませ いさ い 

を 多 紀安琢 に、 書 を 小島 成 斎に 学ばせる ように いって 

ある。 それから 洋学に ついては、 折 を 見て 蘭 語 を 教え 

るが 好い といって ある。 抽斎は 友人 多紀茴 庭な どと 同 

じょうに、 頗る オランダ 嫌いであった。 学殖の 深 かつ 

お  すうし や 

た抽 斎が、 新奇 を趁ぅ 世俗と 趨舎を 同じく しなかった 

の は 無理 もない。 劇 を 好んで 俳優 を 品評した 中に 

いちかわ こだん じ  ほ 

巿 川小団 次の 芸を 「西洋」 だとい つて ある。 これ は褒 

めた ので はない。 然るに その 抽 斎が 晩年に 至って、 洋 

学の 必要 を 感じて、 子に 蘭 語 を 教える こと を 遺言した 

あさか ごん さ い 

の は、 安積 良 斎に その 著述の 写本 を 借りて 読んだ 時、 

お も 

翻然と して 悟った からだそう である。 想う に その 著述 


ようが いき リ やく 

というの は 『洋 外紀 略』 などであった だろう。 保さん 

は 後に 蘭 語 を 学ばず に 英語 を 学ぶ ことにな つたが、 そ 

れは 時代の 変遷の ためで ある。 

わたくし は 保さん に、 抽 斎の 事 を 探り 始めた 因縁 を 

わずか 

話した。 そして 意外に も、 僅に 二 歳であった 保さん が、 

もら  もて あそ 

父に 「武鑑」 を 貰って 翫 ん だとい うこと を 聞いた。 

いずも じばん  だい みよ う  ろぼ 

それ は 出 雲 寺 板の 「大名 武鑑」 で、 鹵簿の 道具 類に 彩 

色 を 施した ものであった そうで ある。 それの みで はな 

えど かがみ  はりふだ 

い。 保さん は 父が 大きい 本箱に 「江戸 鑑」 と 貼 札 をし 

て、 その 中に 一 ぱい 古い 「武鑑」 を 収めて いた こと を 

記憶して いる。 この コル レ クシ ヨン は 保さん の 五、 六 


さんいつ 

歳の 時まで 散佚 せずにい たそうで ある。 「江戸 鑑」 の 

箱が あったなら、 江戸 図の 箱 もあった だろう。 わたく 

えど かんず もくろく  えんぎ 

し はこ こに 『江戸 鑑図 目録』 の 作られた 縁起 を 知る こ 

と を 得た ので ある。 

わたくし は 保さん に、 父の 事に 関する 記憶 を、 

かじょうがき 

箇条書に しても らう こと を 頼んだ。 保さん は 快諾して、 

同時に これまで 『独立 評論』 に 追憶 談を 載せて いるか 

ら、 それ を 見せようと 約した。 

保さん と 会見して から 間もなく、 わたくし は 大礼に 

参列す るた めに 京都へ 立った。 勤勉 家の 保さん は、 ま 

だ わたくしが 京都に いるう ちに、 書き ものの 出来た こ 


と を 報じた。 わたくし は 京都から 帰って、 直に 保さん 

を 牛 込に 訪ねて、 書き もの を 受け取り、 また 『独立 評 

論』 を も 借りた。 ここに わたくしの 説く 所 は 主として 

保さん から 獲た 材料に 拠る ので ある。 

その 十 

しもつ け  おおた わ-り 

渋 江 氏の 祖先 は 下野の 大田原 家の 臣 であった。 抽斎 

こ ざえ もん しんしょう  せいけい せいそう 

六 世の 袓を小 左 衛門辰 勝と いう。 大田原 政 継、 政 増 

しょ うとく 

の 二 代に 仕えて、 正徳 元年 七月 二日に 歿した。 辰 勝 

ちょうこう  せいしょう 

の 嫡子 重 光 は 家 を 継いで、 大田原 政 増、 清勝に 仕え、 


しょうちょう  ひぜん  おお むら  しんせい 

二 男 勝 重 は 去って 肥 前の 大村 家に 仕え、 三男 辰 盛 は 

おうしゅう  しょうきょう 

奥州の 津軽 家に 仕え、 四 男 勝郷は 兵学者と なった。 

ゆ  みなもと のよ リ とも 

大 村に は 勝 重の 往く 前に、 源 頼 朝 時代から 続いて 

こうぎょう  こうえい 

いる 渋 江 公業の 後裔が ある。 それと 下野から 往 つた 

ゆうむ 

渋 江 氏との 関係の 有無 は、 なお 講窮 すべきで ある。 辰 

盛が 抽斎 五世の 祖 である。 

渋 江 氏の 仕えた 大田原 家と いうの は、 恐らく は 下野 

なす ごお り  そうか  しほう 

国那須 郡大田 原の 城主た る 宗家で はなく、 その 支 封で 

きょの ぶ すけき よ 

あろう。 宗家 は 渋 江 辰 勝の 仕えた という 頃、 清 信、 扶清、 

とち さよ  ちと 

友 清な どの 世であった はずで ある。 大田原 家 は 素 一万 

び ぜんの かみ まさきよ 

二 千 四百 石であった のに、 寛 文 五 年に 備前守 政 清が 


しゅぜんた かきょ  つ  さ  ばつけ 

主 膳 高 清に 宗家 を 襲が せ、 千 石 を 割いて 末 家 を 立てた。 

てもと 

渋 江 氏 はこの 支 封の 家に 仕えた のであろう。 今 手許に 

末 家の 系譜が ないから 検 する ことが 出来ない。 

た ひと  こさぶ ろう 

辰 盛 は 通称 を 他人と いって、 後 小 三郎と 改め、 また 

きろく  どう リく  ていはつ 

喜 六と 改めた。 道 陸 は 剃髪して からの 称で ある。 医 を 

いまおお じ  どうさん げんえん 

今 大路 侍従 道三玄 淵に 学び、 元禄 十七 年 三月 十二 日に 

え つ ちゅうの かみの ぶま さ  ぎさく きん 

江戸で 津軽越 中 守 信 政に 召し抱えられて、 擬作金 三 

ほうえ い 

枚 十 人 扶持 を 受けた。 元禄 十七 年 は 宝 永と 改元せられ 

のぶよし  めと 

た 年で ある。 師道 三 は 故 土 佐 守 信義の 五 女を娶 つて、 

信 政の 姉壻 になって いたので ある。 辰 盛 は 宝 永 三年に 

したが  ちぎょう 

信 政に 随 つて 津 軽に 住き、 四 年 正月 二十 八日に 知行 


二百 石に なり、 宝 永 七 年に は 二度 日、 正徳ニ 年に は 三 

度 目に 入国して、 正 徳ニ年 七月 二十 八日に 禄を 加増せ 

られて 三百 石に なり、 外に 十 人 扶持 を 給せられ た。 こ 

の 時 は 信 政が 宝 永 七 年に 卒した ので、 津軽家 は 土 佐 守 

の ぷ しげ  きょうほ う 

信 寿の 世に なって いた。 辰 盛 は享保 十四 年 九月 十九 

で わの かみ のぶあき  つ 

日に 致仕して、 十七 年に 歿した。 出 羽 守 信 著の 家を嗣 

いだ 翌年に 歿した ので ある。 辰 盛の 生年 は 寛 文 二 年 だ 

から、 年を享 くる こと 七十 一歳で ある。 この 人 は 三男 

で 他家に 仕えた のに、 その 父母 は 宗家から 来て 奉 養 を 

受けて いたそう である。 

ほ し 

辰 盛 は 兄 重 光の 二 男 輔之を 下野から 迎え、 養子と し 


て 玄搓と 称えさせ、 これに 医学 を 授けた。 即ち 抽斎 

の 高祖父で ある。 輔之 は享保 十四 年 九月 十九 日に 家 を 

継いで、 直に 三百 石 を 食み、 信 寿に 仕うる こと 二 年余 

の 後、 信 著に 仕え、 改称して 二世 道 陸と なり、 元 文 五 

うまれ 

年閏 七月 十七 日に 歿した。 元禄 七 年の 生で あるから、 

四十 七 歳で 歿した ので ある。 

と せ  むすめ ひと リ 

輔 之に は 登 勢と いう 女 一人し かなかった。 そこで 

やまい すみやか  しなの  それがし  し 

病 革 なるとき、 信 濃の 人 某 の 子 を 養って 嗣 となし、 

これに 登 勢 を 配した。 登 勢 はま だ 十 歳であった から、 

名のみ の 夫婦で ある。 この 女 壻が為 隣で、 抽 斎の 曾祖 

かんぽう 

父で ある。 為 隣 は 寛 保 元年 正月 十一 日に 家 を 継いで、 


二月 十三 日に 通称の 玄春を 二世 玄搓と 改め、 翌寛保 

びぼう じん 

二 年 七月 二日に 歿し、 跡に は 登 勢が 十二 歳の 未亡人と 

して 遺された。 

に ゆ ぅぜ い 

寛 保 二 年に 十五 歳で、 この 登 勢に 入贅 したの は、 

むさし のく におし  たけのう ち さく ざえ もん  ほんこう 

武蔵国 忍の 人 竹 内 作左衛 門の 子で、 抽 斎の 祖父 本皓が 

即ち これで ある。 津軽家 は 越 中 守 信 寧の 世に なって い 

ほうれき  むすめ ち よ 

た。 宝 暦 九 年に 登 勢が 二十 九 歳で 女 千代 を 生んだ。 

千代 は 絶えなん とする 渋 江 氏の 血統 を 僅に 繫 ぐべ き 子 

そうけい  ひとつぶだね 

で、 あまつさえ 聡慧 なので、 父母 はこれ を 一粒種と 称 

しょう あ い 

して 鍾愛 している と、 十九 歳に なった 安永 六 年の 五 

月 三日に、 辞世の 歌 を 詠んで 死んだ。 本皓が 五十 歳、 


登 勢が 四十 七 歳の 時で ある。 本 皓には 庶子が あって、 

名 を 令 図と いったが、 渋 江 氏 を 続ぐ に は 特に 学芸に 長 

じた 人が 欲しい というので、 本 皓は令 図 を 同藩の 医 

おの どうしゅう  もと  や  けいし 

小 野道 秀の 許へ 養子に 遣って、 別に 継嗣 を 求めた。 

ね づ  みょうが や  リ よてん 

この 時 根津に 茗荷 屋 という 旅 店が あった。 その 主人 

いながき せいぞう  とば  きみ  いさ  むね  さか 

稲垣 清 蔵 は 鳥 羽 稲垣 家の 重臣で、 君を諌 めて 旨に 忤ぃ、 

遁れて 商人と なった ので ある。 清 蔵に 明 和 元年 五月 十 

せんの すけ 

二日 生れの 嫡男 専之 助と いうの があって、 六 歳に して 

詩賦を 善くした。 本皓が これ を 聞いて 養子に 所望す る 

と、 清 蔵 は 子を士 籍に復 せし むる こと を 願って いたの 

こころよ  かりおや 

で、 快 く 許諾した。 そこで 下野の 宗家 を 仮親に して、 


たの も  ようにん  かん ざえ もん 

大田原 頼 母家 来 用人 八十 石 渋 江 官左衛 門 次男と いう 名 

ただしげ あざな  しれい  ていしょ 

義で 引き取った。 専之助 名 は 允 成 字 は 子 礼、 定 所と 

しつ よう あん  はじめ げんあん 

号し、 おる 所の 室を容 安と いった。 通称 は初玄 庵と 

いったが、 家督の 年の 十一月 十五 日に 四 世 道 陸と 改め 

しばの リ つ ざん  よだしょう じゅん 

た。 儒学 は 柴野栗 山、 医術 は 依田 松 純の 門人で、 著述 

に は 『容 安室 文 稿』、 『定所 詩集』、 『定所 雑録』 等が あ 

る。 これが 抽 斎の 父で ある。 

その 十 一 

允 成 は 才子で 美丈夫であった。 安永 七 年 三月 朔に十 


ちょくん 

五 歳で 渋 江 氏に 養われて、 当時 儲 君であった、 二つの 

のぶあきら  ほんこう 

年上の 出 羽 守 信 明に 愛せられた。 養父 本皓の 五十八 

歳で 亡くなつ たのが、 天明 四 年 二月 二十 九日で、 信 明 

しゅう まう 

の 襲 封と 同日で ある。 信 明 はもう 土 佐 守と 称して い 

た。 主君が 二十 三 歳、 允 成が 二十 一歳で ある。 

寛 政 三年 六月 一 一十 二日に 信 明 は 僅に 三十 歳で 卒し、 

わさぶろう やすちか  い 

八月 一 一十 八日に 和 三郎寧 親が 支 封から 入って 宗家 を 継 

いだ。 後に 越 中 守と 称した 人で ある。 寧 親 は 時に 二十 

七 歳で、 允 成 は 一 つ 上の 二十 八 歳で ある。 允 成 は 寧 親 

しんじつ  ほ とん けいてい  へいぜい 

にも 親昵 して、 殆ど 兄弟の 如くに 遇せられた。 平生 

き だけ  い  き 

着丈 四 尺の 衣 を 著て、 体重が 二十 貫目あった という か 


そ う ぼ う 

ら、 その 堂々 たる 相貌が 思い遣られる。 

しずえ  おんな ごしょう 

当時 津軽 家に 静江 という 女 小姓が 勤めて いた。 そ 

みょう リ ように 

れが 年老いての 後に 剃髪して 妙 了 尼と 号した。 妙 了 

きぐう  お か 

尼が 渋 江 家に 寄寓して いた 頃、 可笑しい 話 をした。 そ 

れは允 成が 公 退した 跡になる と、 女中た ちが 争って そ 

ちゃわん  よれき  う  ねぷ 

の 茶碗の 底の 余瀝 を 指に 承け て 舐る ので、 自分 も 舐つ 

たという ので ある。 

しかし 允 成 は 謹厳な 人で、 女色な ど は 顧みなかった。 

めと 

最初の 妻 田 中 氏 は 寛 政 元年 八月 一 一十 二日に 娶 つたが、 

これ には子がなくて、 翌年 四月 十三 日に 亡くなった。 

よりあ い とだ まさごろう  なんど やく 

次に 寛 政 三年 六月 四日に、 寄 合 戸田 政 五郎 家来 納戸 役 


金七両 十二 人 扶持 川 崎 丈 助の 女 を 迎えた が、 これ は 

いつ  むすめ  ようせつ 

四 年 二月に 逸と いう 女 を 生んで、 逸が 三 歳で 夭折し 

た 翌年、 七 年 二月 十九 日に 離別 せられた。 最後に 七 年 

い  しつ  しも うさのく に さくら 

四月 二十 六日に 允 成の 納れた 室 は、 下 総 国 佐 倉の 城 

ほった さがみ のかみ まさよ リ  いわた ちゅうじ  ぬい 

主 堀 田 相 模守正 順の 臣、 岩田忠 次の 妹 縫で、 これが 抽 

斎の 母で ある。 結婚した 時 允 成が 三十 二 歳、 縫が 二十 

一 歳で ある。 

す ま  むすめ 

縫 は 享和ニ 年に 始めて 須磨 という 女 を 生んだ。 こ 

るすい としょ リ さ の ぶぜんの かみ 

れは後 文政 二 牛に 十八 歳で、 留守居 年寄 佐 野 豊前守 

まさち か  い いだし ろう ざえ もん よしきよ 

政 親 組 飯 田 四 郎左衛 門 良 清に 嫁し、 九 年に 二十 五 歳で 

死んだ。 次いで 文化 二 年 十一月 八日に 生れた のが 抽斎 


である。 允 成 四十 二 歳、 縫 三十 一歳の 時の 子で ある。 

のち  じゅん  むすめ 

これから 後に は 文化 八年閏 二月 十四日に 女が 生れた 

が、 これ は 名 を 命ずる に 及ばず して 亡くなった。 

かんのう じ  どんげ すいし  むすめ 

感応 寺 の 墓に 曇 華 水子と 刻して あるの が この 女の 

ほうし 

法諡 である。 

ただしげ  つきなみ 

允 成 は 寧 親の 侍医で、 津軽 藩邸に 催される 月並 講釈 

けいがく 

の 教官 を 兼ね、 経学と 医学と を 藩の 子弟に 授けて いた。 

せいろく  つとめり よう 

三百 石 十 人 扶持の 世禄の 外に、 寛 政 十二 年から 勤 料 

五 人 扶持 を 給せられ、 文化 四 年に 更に 五 人 扶持 を 加え、 

八 年に また 五 人 扶持 を 加えられて、 とうとう 三百 石と 

二十 五 人 扶持 を 受ける ことと なった。 中二 年 置いて 文 


化 十一 年に 一粒 金 丹 を 調製す る こと を 許された。 こ 

ま いげつ 

れは 世に 聞え た津軽 家の 秘方で、 毎月 百両 以上の 所得 

になった ので ある。 

おもてむき 

允 成 は 表 向 侍医たり 教官た るの みで あつたが、 寧 

こうむ  あえ 

親の 信任 を 蒙る ことが 厚かった ので、 人の 敢て 言わ 

しばし ぱい さ  しばしば き 

ざる 事 を も 言うよう になって いて、 数 諫めて 数 聴 

かれた。 寧 親 は 文化 元年 五月 連年 蝦夷 地の 防備に 任じ 

たという 廉を 以て、 四 万 八 千 石から 一躍して 七 万 石に 

おんの リ だし 

せられた。 いわゆる 津軽 家の 御 乗 出が これで ある。 五 

年 十二月に は 南部 家と 共に 永く 東西 蝦夷 地 を 警衛す る 

こと を 命ぜられて、 十万 石に 進み、 従 四 位下に 叙 せら 


れた。 この 津軽 家の 政務 発展の 時に 当って、 允 成が 

啓沃の 功も少 くなかった らしい。 

さく 

允 成 は 文政 五 年 八月 朔に、 五十 九 歳で 致仕した。 抽 

斎が 十八 歳の 時で ある。 次いで 寧 親 も 八 年 四月に 退 隠 

はいかい  しょうけん  なる しまし ちょく 

して、 詩歌 俳諧 を 銷遣 の 具と し、 歌会に は 成 島司 直な 

ど を 召し、 詩 会に は 允 成 を 召す ことにな つていた。 允 

てんぼう  かめ だ  いわき 

成 は 天 保 二 年 六月から は、 出 羽 国 亀 田の 城主 岩 城 

いよの かみ たかひろ  のぶ ゆき 

伊予 守隆 喜に 嫁した 信 順の 姉 もと 姫に 伺候し、 同年 八 

かね ひめ づき 

月から はまた 信 順の 室 欽姫附 を 兼ねた。 八月 十五 日に 

隠居 料 三人 扶持 を 給せられ る ことにな つたの は、 これ 

らの ためであろう。 中 一年 置いて 四 年 四月 朔に、 隠居 


料 二人 扶持 を 増して、 五 人 扶持に せられた。 

允 成 は 天 保 八 年 〔# 「八 年」 は 底本で は 「八月 匕 十月 一 一 

十六 日に、 七十 四 歳で 歿した。 寧 親 は 四 年 前の 天 保 四 

年 六月 十四日に、 六十 九 歳で 卒した。 允 成の 妻 縫 は、 

文政 七 年 七月 朔に 剃髪して 寿 松と いい、 十二 年 六月 

さきだ 

十四日に 五十 五 歳で 亡くなった。 夫に 先つ こと 八 年 

である。 

その 十一 一 

抽斎は 文化 二 年 十一 月 八日に、 神 田 弁慶 橋に 生れた 


-こも つ  、. お 

と 保さん がいう。 これ は 母 五 百の 話 を 記憶して いる 

のであろう。 父 允 成 は 四十 二 歳、 母 縫 は 三十 一歳の 時 

である。 その 生れた 家 は どの辺で あるか。 弁慶 橋と い 

うの は 橋の 名ではなくて 町名で ある。 当時の 

えど ぶんけん おおえず  けみ  いずみば し 

江戸 分間大 絵図 という もの を閲 する に、 和 泉 橋 と 

あたらし ばし  やなぎ はら どおり 

新橋との 間の 柳 原 通の 少し 南に 寄って、 西から 東 

たま いけ まつえ だちょう  もと やなぎ はらち よう さくまち よう 

へ、 お 玉が 池、 松 枝 町、 弁慶 橋、 元 柳 原 町、 佐久間 町、 

しけんち よう やまとち よう としまち よう 

四 間 町、 大和 町、 豊島 町と いう 順序に、 町名が 注して 

ある。 そして 和 泉 橋 を 南へ 渡って、 少し 東へ 偏って 

行く 通が、 東側 は 弁慶 橋、 西側 は 松 枝 町に なって いる。 

ひがし どな リ 

この 通の 東 隣の 筋 は、 東側が 元 柳 原 町、 西側が 弁慶 


橋に なって いる。 わたくしが 富士川 游 さんに 借りた 津 

軽 家の 医官の 宿直 日記に よるに、 允 成 は 天明 六 年 八月 

どおりよ こちょう かま くら  いえぬし いえもん たな 

十九 日に 豊島町 通 横町 鎌 倉 横町 家主 伊右衛門 店 を 借 

りた。 この 鎌 倉 横町と いうの は、 前い つた 図 を 見る に 

きた かた か し 

元 柳 原 町と 佐久間 町との 間で、 北の方 河岸に 寄った 所 

にある。 允 成が この 店 を 借りた の は、 その 年 正月 二十 

二日に 従来 住んで いた 家が 焼けた ので、 暫く 

たきけ いざん  もと 

多紀桂 山の 許に 寄宿して いて、 八月に 至って 移転した 

ので ある。 その 従来 住んで いた 家 も、 余り 隔たって い 

ぬ 和 泉 橋 附近であった こと は、 日記の 文から 推す る こ 

みそか 

とが 出来る。 次に 文政 八 年 三月 晦に、 抽 斎の 元 柳 原 


六 丁目の 家が 過半 類焼した という ことが、 日記に 見え 

ている。 元 柳 原 町 は 弁慶 橋と 同じ 筋で、 ただ 東西 

リ ようそく  おも  うじ 

両側が 名 を 異にして いるに 過ぎない。 想う に 渋 江 氏 

は 久しく 和 泉 橋 附近に 住んで いて、 天明に 借りた 鎌 倉 

横町から、 文政 八 年に 至る までの 間に 元 柳 原 町に 移つ 

たのであろう。 この 元 柳 原 町 六 丁目の 家 は、 拍 斎の 生 

れた 弁慶 橋の 家と 同じで あるか も 知れぬ が、 あるいは 

抽 斎の 生れた 文化 二 年に 西側の 弁慶 橋に いて、 その後 

力 ^"力 わ 

文政 八 年に 至る までの 間に、 向 側の 元 柳 原 町に 移つ 

たものと 考えられぬ でもない。 

おさなな  つねき ち  のぶやす 

抽斎は 小字 を恒吉 といった。 故 越 中 守 信 寧の 夫人 


真 寿院が この 子 を 愛して、 当歳の 時から 五 歳に なった 

ほ とん  そば  き ぎ 

頃まで、 殆ど 日 ごとに 召し寄せて、 傍で 嬉戯す るの を 

たのし  にか れんじ 

見て 楽んだ そうで ある。 美丈夫 允 成に 肖た 可憐 児で 

あった ものと 想われる。 

し ま  かせい  つまびら か 

志 摩の 稲垣 氏の 家 世 は 今 詳 にす る ことが 出来な 

そうぼう 

い。 しかし 抽 斎の 祖父 清 蔵 も 恐らく は 相貌の 立派な 人 

で、 それが 父 允 成 を 経由して 抽 斎に 遺伝した もので あ 

ろう。 この 身 的 遺伝と 並行して、 心的 遺伝が 存じて い 

なくて はならない。 わたくし はこ こに 清 蔵が 主 を 諫め 

のち 

て 去った 人 だとい う 事実に 注目す る。 次に 後 允 成に 

な つ た 神童 専之助 を 出す 清 蔵の 家庭が、 尋常の 家庭で 


ない という 推測 を 顧慮す る。 彼 は 意志の 方面、 此は 

智能の 方面で、 この 両方 面に おける 遺伝 的 系統 を繹ぬ 

るに、 抽 斎の 前途 は 有望であった といっても 好かろう。 

きょうが い 

さて その 抽 斎が 生れて 来た 境界 はどうで あるか。 

允 成の 庭の 訓が 信頼す るに 足る ものであった こと は、 

言を須 たぬ であろう。 オロスコ ピィは 人の 生れた 時の 

星 象 を 観測す る。 わたくし は 当時の 社会に どういう 

人物が いたかと 問うて、 ここに 学問 芸術 界の列 宿 を 

数えて 見たい。 しかし 観察が 徒 に汎 きに 失せぬ ため 

に、 わたくし は 他年 抽 斎が 直接に 交通すべき 人物に 

限って 観察す る ことと したい。 即ち 抽 斎の 師 となり、 


また 年上の 友と なる 人物で ある。 抽 斎から 見ての 大己 

である。 

抽 斎の 経学の 師に は、 先ず 巿野迷 庵が ある。 次 は 

かりやえ きさ い  いさわらん けん 

狩谷掖 斎で ある。 医学の 師には 伊沢 蘭 軒が ある。 次 は 

抽 斎が 特に 痘科を 学んだ 池 田 京 水で ある。 それから 抽 

まじわ 

斎が 交った 年長者 は 随分 多い。 儒者 または 国学者に 

あさかごんさい  こじませ いさい  おかもとき ようさい  かい ぼぎ よそん 

は 安積 良 斎、 小島 成 斎、 岡本况 斎、 海 保 漁村、 医家に 

た き  ほんばつ  なかん ずく さ いてい  しんけん 

は 多紀の 本末 両家、 就中 茴庭、 伊沢 蘭 軒の 長子 榛 軒が 

いる。 それから 芸術家 及 芸術 批評家に 谷 文晁、 

ながし まごろ さく  い しづ かじゅう ベえ 

長 島 五郎作、 石 塚 重兵衛 がいる。 これらの 人 は 皆 社会 

の 諸方 面に いて、 抽 斎の 世に かづる を 待ち受け ていた 


ような ものである。 

その 十三 

うち 

他年 抽 斎の 師 たリ、 年長の 友た るべき 人々 の 中には、 

あまね 

現に 普く 世に 知れ わたって いるものが 少 くない。 そ 

さしはさ 

れ ゆえ わたくし はこ こに 一 々その 伝記 を 挿 もうと は 

思わない。 ただ 抽 斎の 誕生 を 語る に 当って、 これ をし 

あずか 

て その 天職 を尽 さしむ るに 与 つ て 力 ある 長者の ル 

ヴ ュ ゥ をして 見たい というに 過ぎな い。 

こうげん  しゅんけ い  しほう 

巿野迷 庵、 名 を 光彦、 字 を 俊 卿 また 子 邦と いい、 初 


うんそう  すいどう  ふにんち ぎよ 

め 賞 窓、 後 迷 庵と 号した。 その他 酔 堂、 不忍池 漁 等の 

すいどう のせ つ 

別号が ある。 抽 斎の 父 允 成が 酔 堂 説 を 作った のが、 

よう あん しっぷん こう  さんえ もん 

『容 安室 文 稿』 に 出て いる。 通称 は 三 右衛門で ある。 

せい  ちょうこう  しろこ 

六 世の 祖重 光が 伊勢 国 白子から 江戸に 出て、 神 田 佐 

しちみせ  みかわ や 

久間 町に 質 店 を 開き、 屋号 を 三河屋 といった。 当時の 

こうき  かづきう じ  めと 

店 は 弁慶 橋であった。 迷 庵の 父 光紀が、 香 月 氏 を娶っ 

て 迷 庵 を 生せ たの は 明 和 二 年 二月 十日で あるから、 抽 

斎の 生れた 時、 迷 庵 はもう 四十 一歳に なって いた。 

こはん ぼし 

迷 庵 は 考証学 者で ある。 即ち 経籍の 古版本、 古 抄本 

さぐ もと  けみ 

を 捜り 討め て、 その テク スト を閲 し、 比較 考勘 する 学 

派、 クリ チック をす る 学派で ある。 この 学 は 源 を 水 戸 


よしだこう とん  のち  う 

の吉田 篁墩に 発し、 掖 斎が その後 を 承け て 発展 させた。 

篁 墩は抽 斎の 生れる 七 年 前に 歿して いる。 迷 庵が 掖斎 

ら と共に 研究した 果実が、 後に 至つ て 成熟して 抽 斎ら 

ほう こし  ろうし 

の 『訪 古志』 となった ので ある。 この 人が 晩年に 『老子』 

を 好んだ ので、 抽斎も 同嗜の 人と なった。 

ぼうし  あざな けいうん 

狩谷掖 斎、 名 は 望 之、 字 は 卿 雲、 掖斎は その 号で あ 

さんえ もん  ゆし ま 

る。 通称 を 三 右衛門と いう。 家 は 湯 島に あった。 今の 

一 丁目で ある。 被 斎の 家は津 軽の 用達で、 津軽屋 と 称 

は  めみえし よし  ばつ せき 

し、 被 斎 は津軽 家の 禄千石 を 食み、 目 見 諸士の 末席に 

列せられ ていた。 先祖 は 参 河 国 莂屋の 人で、 江戸に 

ほうこ 

移って から 狩 谷 氏 を 称した。 しかし 掖斎は 狩 谷 保 古の 


たかはし こうびん 

代に この 家に 養子に 来た もので、 実父 は 高 橋 高敏、 母 

うまれ  ぬい 

は 佐 藤氏で ある。 安永 四 年の 生で、 抽 斎の 母 縫と 同 

年であった らしい。 果して そうなら、 抽 斎の 生れた 時 

は 三十 一歳で、 迷 庵より は十少 かった のだろう。 抽斎 

の掖 斎に 師事した の は 二十 余 歳の 時 だとい うから、 恐 

うしな  ゆ 

らく は 迷 庵 を 喪って 掖 斎に 適いた のであろう。 迷 庵 

の 六十 二 歳で 亡くなった 文政 九 年 八月 十四日 は、 抽斎 

が 二士 一歳、 掖 斎が 五十二 歳に なって いた 年で ある。 

迷 庵 も 掖斎も 古書 を 集めた が、 掖斎は 古銭 を も 集めた。 

かんだい  ごぶつ  ろっかん どうじん  いちぶつ 

漢 代の 五物 を 蔵して 六漢道 人と 号した ので、 人が 一物 

足らぬ ではない かと 詰った 時、 今一 つ は 漢学 だと 答え 


たという 話が ある。 抽斎も 古書 や 「古 武鑑」 を 蔵して 

こせんへ き 

いたば かりで なく、 やはり 古銭 癖が あつたそう である。 

ねんし もつ  これ 

迷 庵と 掖 斎と は、 年歯 を 以て 論ずれば、 彼が 兄、 此 

が 弟で あるが、 考証学の 学統 から 見る と、 掖 斎が 先で、 

のち 

迷 庵が 後で ある。 そして この 二人の 通称が どちらも 三 

右衛門であった。 世に これ を 文政の 六 右衛門と 称する。 

抽斎は 六 右衛門の どちらに も 師事した わけで ある。 

六 右衛門の 称 は 頗る 妙で ある。 然るに 世の 人は更 

ひと リ 

に 一 人の 三 右衛門 を 加えて、 三 三 右衛門な ど ともいう。 

きたう じ  しんげん  ゆうわ 

この 今一 人の 三 右衛門 は 喜 多 氏、 名 は 慎 言、 字 は 有 和、 

ばいえん  せいろ  お  しとうし よお く 

梅園 また 静廬と 号し、 居る 所 を 四 当 書 屋と名 づけた。 


ほく  しんぱし こん ぱる 

その 氏の 喜 多を修 して 北 慎 言と も署 した。 新橋 金春屋 

ふき 

敷に 住んだ 屋根 葺で、 屋根屋 三 右衛門が 通称で ある。 

もと  しば  すずき  せがれ さ だ じろう 

本 は 芝の 料理店 鈴 木の 悴定 次郎 で、 屋根屋へ は 養子 

わか  あみの はそん はりがね 

に 来た。 少ぃ時 狂歌 を 作って 網 破損 針金と いっていた 

のが、 後 博 渉 を 以て 聞え た。 嘉永 元年 三月 一 一十 五日に、 

八十 三 歳で 亡くなった というから、 抽 斎の 生れた 時に 

は、 その 師 となるべき 迷 庵と 同じく 四十 一歳に なって 

いた はずで ある。 この 三 右衛門が 殆ど 毎日 往来した 

おやま だと もき よ  ようしょろう 

小山 田 与 清の 『擁 書楼 日記』 を 見れば、 文化 十二 年に 

五十一 歳 だとして あるから、 この 推算 は 誤ってい ない 

つもりで ある。 しかし この 人 を 迷庵掖 斎と 併せ 論ずる 


の は、 少しく 西 人の いわゆる 髪 を 握んで 引き寄せた 趣 

が ある。 屋根屋 三 右衛門と 抽 斎との 間に は、 交際が な 

かったら しい。 

その 十四 

後に 抽 斎に 医学 を 授ける 人 は 伊沢 蘭 軒で ある。 名 は 

しんてん  じあん  うじ  そうか  ちく ぜんの くに 

信恬、 通称 は 辞 安と いう。 伊沢 氏の 宗家 は 筑前国 

福 岡の 城主 黒 田家の 臣 であるが、 蘭 軒 は その 分家で、 

びん ごのく に  あべ いせの かみ まさと も 

備後国 福 山の 城主 阿部 伊勢 守 正 倫の 臣 である。 文政 十 

一 一年 三月 十七 日に 歿して、 享年 五十 三であった という 


ほんごう まさごち よう 

から、 抽 斎の 生れた 時 二十 九 歳で、 本郷 真砂 町に 住ん 

びつ ちゅうの かみ まさきよ 

でいた。 阿部 家 は 既に 備中守 正 精の 世に なって いた。 

蘭 軒が 本郷丸 山の 阿部 家の 中 屋敷に 移った の は 後の 事 

である。 

阿部 家 は尋で 文政 九 年 八月に ぬ替 となって、 伊予 

まさ やす ほう  つ  のち 

守 正 寧が 封 を 襲いだ から、 蘭 軒 は 正 寧の 世に な つ た 後、 

あしかけ  やかた いでい リ 

足 掛四年 阿部 家の 館に 出入した。 その 頃抽 斎の 四 人 

いお  し つなべ しまう じ 

目の 妻 五 百の 姉が、 正 寧の 室 鍋 島 氏の 女 小姓 を 勤めて 

きん ご  あしなえ 

金 吾と 呼ばれて いた。 この 金 吾の 話に、 蘭 軒 は 蹇 で 

あつたので、 館内で 輩に 乗る こと を 許されて いた。 さ 

ほ-^ -く  くんそく 

て輦 から 降りて、 匍匐して 君側に 進む と、 阿部 家の 奥 


あるひ  たまたま 

女中が 目 を 見合せ て 笑った。 或 日 正 寧が 偶 この 事 を 

ににんまえ 

聞き 知って、 「辞 安 は 足はなくて も、 腹が 一 一人前 ある ぞ」 

といって、 女中 を 戒めさせ たという ことで ある。 

次は抽 斎の 痘科 の師 となるべき 人で ある。 池 田 氏、 

いん  あざな かちょう  ずい えい 

名 は※ 〔# 「大 \ 淵」、 48-s、 字 は 河 澄、 通称 は 瑞英、 

京 水と 号した。 

がんらい ほうそう 

原 来 疱瘡 を 治療す る 法 は、 久しく 我国に は 行われず 

にいた。 病が 少しく 重くなる と、 尋常の 医家 は 手 を 束 

ぼうかん  じょうおう  たいまんこう 

ねて 傍 看した。 そこへ 承応ニ 年に 戴曼 公が 支那から 

ち  きょうてい けん  そう 

渡って 来て、 不治の病 を 治し 始めた。 龔廷賢 を宗と 

する 治 法 を 施した ので ある。 曼公、 名 は 笠、 杭 州 


じん わけん  あざな  みん ばんれ き 

仁 和 県の 人で、 曼 公と は その 字で ある。 明の 万 暦 二 

うまれ 

十四 年の 生で あるから、 長 崎に 来た 時 は 五十八 歳で 

すおうの くにい わくに 

あった。 曼 公が 周 防 国 岩 国に 足 を 留めて いた 時、 池 田 

すう ざん  きっか わ 

嵩 山と いう ものが 治 痘の法 を 受けた。 嵩 山 は吉川 家の 

せいちよ く  せんそ  かばの かんじゃの リょリ 

医官で、 名 を 正直と いう。 先祖 は 蒲 冠者 範 頼から 出 

よ よ いずも  いくた  すせ い 

て、 世々 出 雲に ぉリ、 生 田 氏 を 称した。 正直の 数 世の 

しんちょう  うつ  はじめ  あらた 

祖信 重が 出 雲から 岩 国に 遷 つて、 始て池 田 氏に 更 

めた ので ある。 正直の 子が 信 之、 信 之の 養子が 正 明で、 

皆曼 公の 遺 法 を 伝えて いた。 

然るに 寛 保 一 一年に 正 明が 病んで まさに 歿せん とする 

どくび  わずか 

時、 その子 独 美 は 僅に 九 歳であった。 正 明 は 法 を 弟 


まき もとぼう せんおう  めい 

模本 坊詮応 に 伝えて 置いて 瞑した。 そのうち 独 美 は 人 

と 成って、 詮応に 学んで 父祖の 法 を 得た。 宝 暦 十二 年 

あきのく に い つくし ま 

独 美 は 母 を 奉じて 安芸 国 厳 島に 遷 つた。 厳 島に 疱瘡 

さかん 

が 盛に 流行した からで ある。 安永 二 年に 母が 亡く 

ゆ  にし ほりえ リ ゆうへい ばし 

なって、 六 年に 独 美 は 大阪に 住き、 西 堀江 隆平 橋の 

ほとり 

畔に 住んだ。 この 時 独 美 は 四十 四 歳であった。 

ひがしの とういん 

独 美 は 寛 政 四 年に 京都に 出て、 東 洞院に 住んだ。 

この 時 五十 九 歳であった。 八 年に 徳川 { 豕斉に 辟され て、 

I  する 力た レ 

九 年に 江戸に 入り、 駿河 台に 住んだ。 この 年 三月 独 美 

は躋寿 館で 痘科を 講ずる ことにな つて、 二百 俵 を 給せ 

られ た。 六十 四 歳の 時の 事で ある。 躋寿 館に は 独 美の 


ために 始て痘 科の 講座が 置かれた ので ある。 

抽 斎の 生れた 文化 二 年に は、 独 美が まだ 生存して、 

駿河 台に 住んで いた はずで ある。 年 は 七十 二 歳で あつ 

た。 独 美 は 文化 十三 年 九月 六日に 八十 三 歳で 歿した。 

いがい  むこうじま こうめ むら  れいしょ うじ 

遺骸 は 向島 小 梅 村の 嶺松 寺に 葬られた。 

ぜんけい  ずい せん きんきょう  せんおう 

独 美、 字 は 善 卿、 通称 は瑞 仙、 錦 橋 また 蟾 翁と 号し 

た。 その 蟾 翁と 号した に は 面白い 話が ある。 独 美 は 或 

か ま  ほ-つぼく し 

時 大きい 蝦蟇 を 夢に 見た。 それから 『抱朴 子』 を 読ん 

しょうずい  え 

で、 その 夢 を祥瑞 だと 思って、 蝦蟇の 画 を かき、 蝦蟇 

の 彫刻 をして 人に 贈った。 これが 蟾 翁の 号の 由来で あ 

る。 


その 十五 

池 田 独 美に は 前後 三人の 妻が あった。 安永 八 年に 歿 

みょう せん  じゅけい 

した 妙 仙 、 寛 政 一 一年に 歿した 寿慶、 それから 嘉永 元年 

ほうしょう いんりょく ほう  ひした にう じ 

まで 生存して いた 芳松院 緑 峰で ある。 緑 峰 は菱谷 氏、 

佐 井 氏に 養われて 独 美に 嫁した のが、 独 美の 京都に い 

た 時の 事で ある。 三人 とも子はなかった らしい。 

独 美が 厳 島から 大 阪に遷 つた 頃 妾が あって、 一男 

だん  ぜんちょく 

二 女 を 生んだ。 男 は 名 を 善 直とい つたが、 多病で 業 

ちょ 一つ 

を 継ぐ ことが 出来なかった そうで ある。 二 女 は 長 を 


ちし ゆう おくりな  ちずい 

智秀と 諡 した。 寛 政 二 年に 歿して いる。 次 は 知瑞と 

諡 した。 寛 政 九 年に 夭折して いる。 この 外に 今一 人 独 

美の 子が あって、 鹿 児 島に 住んで、 その子 孫が 現存し 

つまびら か 

ている らしい が、 この 家の 事 はま だ これ を 審 にす 

る ことが 出来ない。 

独 美の 家 は 門人の 一人が 養子に なって 嗣 いで、 二世 

， J うずけ のく にき りゅう  むらお かぜん ざえ もん 

瑞 仙と 称した。 これ は 上野 国 桐 生の 人 村 岡 善 左衛門 

じょうしん  しん あざな じゅうこう  ちょくけ い 

常 信の 二 男で ある。 名 は晋、 字は柔 行、 また 直 卿、 

むけい  せいじゅかん 

霧渓と 号した。 躋寿 館の 講座 を もこの 人が 継承した。 

まんこう  あま リ 

初め 独 美は曼 公の 遺 法 を 尊重す る 余に、 これ を 一 

とど 

子 相伝に 止め、 他人に 授 くる こと を 拒んだ。 然るに 大 


阪 にいた 時、 人が 諫めて いうに は、 一人の 能く 救う 所 

かぎ リ 

に は 限が ある、 良法が あるのに これ を秘 して 伝えぬ 

の は 不仁で あると いった。 そこで 独 美 は始て 誓紙に 血 

判 を させて 弟子 を 取った。 それから 門人が 次第に 殖え 

て、 歿する までに は 五 百 人を踰 えた。 二世 瑞仙は その 

中から 簡抜 せられて 螟蛉 子と なった ので ある。 

もと げんけ  すおう 

独 美の 初代 瑞仙は 素 源 家の 名 閥 だと はいう が、 周 防 

の 岩 国から 起って 幕臣に なり、 駿河 台の 池 田 氏の 宗家 

となった。 それに 業 を 継ぐべき 子がなかった ので、 門 

い  のち  にわか 

下の 俊才が 入って 後 を 襲った。 遽に 見れば、 なんの 

怪 むべき 所 もない。 


しかし ここに 問題の 人物が ある。 それ は抽 斎の 痘科 

の師 となるべき 池 田 京 水で ある。 

京 水 は 独 美の 子で あつたか、 甥で あつたか 不明で あ 

る。 向島 嶺松 寺に 立って いた 墓に 刻して あった 誌銘に 

は 子と してあった らしい。 然るに 二世 瑞仙晋 の 子 

ちょくおん  かこちょう  げんしゅん 

直 温の 撰んだ 過去 帖に は、 独 美の 弟玄 俊の 子 だとし 

て ある。 子に もせよ 甥に もせよ、 独 美の 血族た る 京 水 

つ  まち い 

は 宗家 を嗣ぐ ことが 出来ないで、 自立して 町 医に なり、 

したや かち まち  もんこ 

下 谷徒士 町に 門戸 を 張った。 当時 江戸に は駿河 台の 官 

医 二世 瑞 仙と、 徒士 町の 町 医 京 水と が 両立して いたの 

である。 


種痘の 術が 普及して 以来、 世の 人 は 疱瘡 を 恐る る こ 

と を 忘れて いる。 しかし 昔 は 人の この 病 を 恐る る こと 

癆を 恐れ、 癌 を 恐れ、 癩を 恐る るよりも 甚だしく、 そ 

の 流行の 盛なる に 当って は、 社会 は 一種の パニック 

に 襲われた。 池 田 氏の 治 法が 徳川 政府から も 全国の 人 

民から も 歓迎せられ たの は 当然の 事で ある。 そこで 抽 

のち 

斎 も、 一 般 医学 を 蘭 軒に 受けた 後、 特に 痘科を 京 水に 

学ぶ ことにな つた。 丁度 近時 の 医が 細菌学 や 原虫 学 や 

生物 化学 を特修 すると 同じ 事で ある。 

池 田 氏の 曼 公に 受けた 治 痘法は どんな ものであった 

えけ つ  こうてん  しどく 

か。 従来 痘は 胎毒 だと か、 穢血 だと か、 後天の 食 毒 だ 


とかいって、 諸家 は 各 その 見る 所に 従って、 諸 証 を 

攻む るに 一 様の 方 を 以てした のに、 池 田 氏 は痘を 一 種 

の 異毒異 気 だとして、 いわゆる 八 証 四 節 三 項 を 分ち、 

へんぺき  しりぞ 

偏 僻の 治 法 を 斥けた。 即ち 対症療法の 完全な らんこ 

と を 期した ので ある。 

その 十六 

わたくし は抽 斎の 師と なるべき 人物 を 数えて 京 水に 

しんしょう  うたがい  しる 

及ぶ に 当って、 ここに 京 水の 身上に 関する 疑 を 記 

して、 世の 人の 教を 受けたい。 


わたくし は 今 これ を 筆に 上す るに 至る までに は、 文 

と  わずら 

書 を 捜り 寺院 を訪 い、 また 幾多の 先輩 知友 を 煩わし 

おおむ  いたずら ごと 

て 解決 を 求めた。 しかし それ は 概ね 皆 徒 事で あつ 

なかん ずく うらみ  しっそう 

た。 就中 憾 とすべき は 京 水の 墓の 失踪した 事で ある。 

最初に わたくしに 京 水の 墓の 事 を 語った の は 保 さ 

ん である。 保さん は 幼い 時 京 水の 墓に 詣 でた ことがあ 

る。 しかし 寺の 名 は 記憶して いない。 ただ 向島で あつ 

たという だけで ある。 そのうち わたくし は 富士川 游さ 

んに 種々 の 事 を 問いに 遣った。 富士川 さんが これに 答 

かたわら 

えた 中に、 京 水の 墓 は 常 泉 寺の 傍 にある という 事が 

あった。 


むこうじま  はじめ 

わたくし は 幼い 時 向島 小 梅 村に 住んで いた。 初の 

す ささち よう  のち 

家 は 今須崎 町に なリ、 後の 家 は 今 小 梅 町に なって いる。 

のち  ゆ 

その後の 家から 土手へ 往 くに は、 いつも 常 泉 寺の 裏 か 

みと やしき 

ら水戸 邸の 北の はずれに 出た。 常 泉 寺 はなじ みのある 

寺で ある。 

わたくし は 常 泉 寺に 住った。 今 は 新 小 梅 町の 内に 

まくらば し 

なって いる。 枕 橋 を 北へ 渡って、 徳川家の 邸の 南側 

を 行く と、 同じ 側に 常 泉 寺の 大きい 門が ある。 わたく 

まつじ 

し は 本堂の 周囲に ある 墓 を も、 境内の 末寺の 庭に ある 

にちれん しゅう 

墓 を も 一 つ 一 っ検 した。 日蓮 宗の事 だから、 江戸の 

いちびと  あさかわ ぜん あん  いっけ 

市人の 墓が 多い。 知名の 学者で は、 朝 川 善 庵の 一 家の 


墓が、 本堂の 西に ある だけで ある。 本堂の 東南に ある 

末寺に、 池 田 氏の 墓が 一基 あつたが、 これ は 例の 巿人 

らしく、 しかも 無縁 同様の ものと 見えた。 

そこで 寺 僧に 請うて 過去 帖を 見た が、 帖は 近頃 作つ 

たもので、 いろは 順に 檀家の 氏が 列記して ある。 いの 

部に は 池 田 氏がない。 末寺の 墓地に ある 池 田 氏の 墓 は 

果して 無縁であった。 

むな  かえ  きょうじんみ やさき さき まろ 

わたくし は 空しく 還って、 先ず 郷人宫 崎 幸 麿さん 

とうけい  くわ  たけ だしん けん 

を 介して、 東京の 墓の 事に 精し い 武田信 賢さん に 問う 

て もらった が、 武 田さん は 知らなかった。 

むけい 

そのうち わたくし は 『事実 文 編』 四十 五に 霧 渓の撰 


んだ池 田 氏 行状の あるの を 見出した。 これ は 養父 初代 

しる 

瑞 仙の 行状で、 その 墓が 向島 嶺松 寺に ある こと を 記し 

もと  たいまんこう ひょうせき 

て ある。 素嶺松 寺に は戴曼 公の 表 石が あって、 瑞仙 

は その 側 に 葬られた というの である。 向島に いたわ 

たくし も嶺松 寺と いう 寺 は 知らなかった。 しかし 既に 

初代 瑞 仙が 嶺松 寺に 葬られたなら、 京 水 も あるいは そ 

こに 葬られた ので は あるまい かと 推量した。 

わたくし は 再び 向島へ 住った。 そして 新 小 梅 町、 小 

梅 町、 須崎 町の 間を徘 核して 捜索した が、 嶺松 寺と い 

くひす めぐら 

う 寺 はない。 わたくし は 絶望して 踵を旋 したが、 道 

のつ いでな ので、 須崎 町弘福 寺に ある 先考の 墓に 詣で 


おく だぼく じゅう  とぶら  きゅうか つ じょ 

た。 さて 住職 奥 田 墨汁 師を訪 つて 久闊 を 叙した。 対 

談の 間に、 わたくしが 嶺松 寺と 池 田 氏の 墓との 事 を 語 

ると、 墨汁 師は 意外に も両 つながら これ を 知っていた。 

墨汁 師 はいった。 嶺松寺 は 常 泉 寺の 近傍に あった。 

しん いき 

その 畛 域内に 池 田 氏の 墓が 数 基 並んで 立って いた こと 

を 記憶して いる。 墓に は 多く 誌銘が 刻して あった。 然 

るに 近い 頃に 嶺松寺 は 廃 寺に なった と いうので ある。 

わたくし はこれ を 聞いて、 先ず 池 田 氏の 墓 を 目撃した 

人 を 一 一人まで 獲た の を 喜んだ。 即ち 保さん と 墨汁 師と 

である。 

「廃 寺になる とき は、 墓 はどうなる ものです か」 と、 


わたくし は 問うた。 

「墓 は 檀家が それぞれ 引き取って、 外の 寺へ 持って行 

きます ご 

「檀家がなかったら どうなります かご 

「無縁の 墓 は 共同墓地 へ 遷す 例に な つ て います。 」 

「すると 池 田家の 墓 は 共同墓地へ 遣られた かも 知れ ま 

のち 

せんな。 池 田家の 後 は 今 どうな つてい るか わかり ませ 

ぶぜん 

ん かご こういって わたくし は 憮然と した。 

その 十七 


わたくし は 墨汁 師 にいった。 池田瑞 仙の 一族 は 当年 

ゆくえ 

の 名医で ある。 その 墓の 行方 は 探 討したい ものである。 

た いまん こう 

それに 戴曼 公の 表 石と いう もの も、 もし 存 していたら、 

名蹟の 一 に算 すべき ものであろう。 嶺松 寺に あった 無 

縁の 墓 は、 どこの 共同墓地へ 遷 された か 知らぬ が、 も 

しそれ がわかった なら、 尋ねに 往 きたい ものであると 

いった。 

どくり ゆう 

墨汁 師も 首肯して いった。 戴 氏 独立の 表 石の 事 は 

はじめ  おうばく 

始て 聞いた。 池 田 氏の 上の みで はない。 自分 も黄檗 

の 衣鉢 を 伝えた 身であって 見れば、 独立の 遺蹟の 存滅 

を 意に 介せ ずに はいられない。 想う に 独立 は 寛 文中 九 


いんげん  せ い  のぼ  じゃく 

州から 師 隠元 を黄檗 山に 省し に 上る 途中で 寂 したら 

しいから、 江戸に は 墓はなかった だろう。 嶺松 寺の 表 

石と は どんな 物で あつたか 知らぬ が、 あるいは 牙 髪 塔 

の 類で でも あつたか。 それ は ともかくも、 その 石の 

むきむき 

行方 も 知りたい。 心 当りの 向々 へ 問い 合せて 見ようと 

いった。 

わたくしの 再度の 向島 探 討 は 大正 四 年の 募であった 

はじめ 

ので、 そのうちに 五 年の 初にな つた。 墨汁 師の 新年 

しる  す こぶ 

の 書信に 問合せの 結果が 記して あつたが、 それ は頗 

お ぼっか  こうふん 

る 覚束ない 口吻であった。 嶺松 寺の 廃せられ た 時、 そ 

の 事に 与った 寺々 に 問うた が、 池 田 氏の 墓に は 檀家 


そめい 

がなかった らしい。 当時 無縁の 墓を遷 した 所 は、 染井 

共同墓地であった。 独立の 表 石と いう もの は 誰も 知ら 

ない というの である。 

これで は 捜索の 前途に は、 殆ど 毫 しの 光明 を も 認め 

る ことが 出来ない。 しかし わたくし は念晴 しのた めに、 

染 井へ 尋ねに ハ$ つた。 そして 墓地の 世話 をして いると 

いう 家を訪 うた。 

しきみ せんこう 

墓に まいる 人に 榕ゃ綫 香 を 売り、 また 足 を 休めさ 

せて 茶 を も 飲ませる 家で、 三十ば かりの 怜悧 そうな お 

上さん がいた。 わたくし はこの 女の 口から 絶望の 答 を 

聞いた。 共同墓地と 名に はいう が、 その 地面に は井然 


たる 区画が あって、 毎 区に 所有 主が ある。 それが 墓の 

うち 

檀家で ある。 そして 現在の 檀家の 中には 池 田と いう 家 

はない。 池 田と いう 檀家が ないから、 池 田と いう 人の 

墓の ありようがない というの である。 

ゆき だお 

「それでも 新聞に、 行 倒れが あつたの を 共同墓地に 埋 

めた という ことがあ るではありません か。 そうして 見 

れば 檀家の ない 仏の ハ$ く 所が ある はずです。 わたくし 

の 尋ねる の は、 行 倒れで はない が、 前に 埋めて あった 

寺が 取 払に なって、 こっちへ 持って来られた 仏です。 

そういう 時、 石塔が あれば 石塔 も 運んで 来る でしよう。 

それ を わたくし は 尋ねる のです ご こういつ てわたく 


+6 んまく 

し は 女の 毎 区 有 主 説に 反駁 を 試みた。 

「ええ、 それ は 行 倒れ を 埋める 所 も 一 力 所 ございます _ 

です けれど 行 倒れに 石塔 を 建てて 遣る 人 は ございませ 

ん。 それにお 寺から 石塔 を 運んで 来たと いう こと は、 

聞いた こと も ございません。 つまり そんな 所に は 石塔 

なん ぞはー つもない ので ございま すご 

「でも わたくし は 切 角 尋ねに 来た ものです から、 そこ 

へ往っ て 見ましょう ご 

「およしなさい まし。 石塔の ない こと はわた くしが お 

うけあい 

受合 申します から ご こういって 女 は 笑った。 

わたくし もげに もと 思った ので、 墓地に は 足 を容れ 


ずに 引き返した。 

女の 言に は 疑うべき 余地 はない。 しかし わたくし は 

責任 ある 人の 口から、 同じ 事 をで も、 今一度 聞きたい 

ような 気がした。 そこで 帰途に 町役場に 立ち寄つ て 問 

うた。 町役場の 人 は、 墓地の 事 は 扱わぬ から、 本郷区 

役所へ 住け といった。 

町役場 を 出た 時、 もう 冬の 日が 暮れ 掛かって いた。 

そこで わたくし は 思い直した。 廃 寺に なった 嶺松寺 か 

ら染井 共同墓地へ 墓石の 来なかった こと は 明白で ある。 

おろか 

それ を 区役所に 問う の は 余りに 痴 であろう。 むしろ 

とりしまり 

行政 上 無縁の 墓の 取締が あるか、 もしあるなら、 どう 


取り締まる ことにな つ ている かとい うこと を 問う に 若 

く はない。 その上 今から 区役所に 往 つた 所で、 当直の 

人に 墓地の 事 を 問う の は 甲斐の ない 事であろう。 わた 

くし はこう 考えて 家に 還った。 

その 十八 

わたくし は 人に 問うて、 墓地 を 管轄す るの が 東京 府 

庁で、 墓所の 移転 を 監視す るの が 警視庁 だ という こと 

を 知った。 そこで 友人に 託して、 府庁で は嶺松 寺の 廃 

絶に 関して どれ だけの 事が 知り 得られる か、 また 警視 


庁 は 墓所の 移転 を どの位の 程度に 監視す る ことにな つ 

ている かとい うこと を 問うて もら つ た。 

府庁に は 明治 十八 年に 作られた 墓地の 台帳 ともいう 

べき ものが ある。 しかし 一応 それ を検 した 所では、 嶺 

松 寺と いう 寺 は 載せて ない らしかった。 その 廃絶に 関 

して は、 何事 を も 知る ことが 出来ぬ ので ある。 警視庁 

まナっ 

は 廃 寺 等の ために 墓碣を 搬出す る ときには 警官 を 立ち 

会わせる。 しかし それ は 有 縁の ものに 限る ので、 無縁 

の もの は どこの 共同墓地に 改葬した という こと を 届け 

い  とど 

出で させる に 止まる そうで ある。 

そうして 見れば、 嶺松 寺の 廃せられ た 時、 境内の 無 


縁の 墓が 染井 共同墓地に 遷 された というの は、 遷 した 

という 一 紙の 届書が 官庁に 呈 せられた に 過ぎぬ かも 

しょせん  たいまんこう 

知れない。 所詮 今にな つて 戴曼 公の 表 石 や 池 田 氏の 墓 

そうせき 

碣の 踪迹を 発見す る こと は 出来ぬ であろう。 わたくし 

は 念 を 捜索に 絶つ より 外 あるまい。 

とかくす るう ちに、 わたくしが 池 田 京 水の 墓 を 捜し 

求めて いると いう こと、 池 田 氏の 墓の あった 嶺松 寺が 

廃絶した という ことな どが 『東京 朝日 新聞』 の 雑報に 

出た。 これ はわた くしが 先輩 知友に 書 を 寄せて 問うた 

の を 聞き 知った ものであろう。 雑報の 掲げられた 日の 

夕方、 無名の 人が わたくしに 電話 を 掛けて いった。 自 


分 はかって 府庁に いた ものである。 その 頃 無税 地 

反別 帳と いう 帳簿が あった。 もし それが なお 存 して 

いるなら、 嶺松 寺の 事が 載せて あるか も 知れない とい 

うので ある。 わたくし は 無名の 人の 言に 従って、 人に 

託して 府庁に 質して もらった が、 そういう 帳簿 はない 

そうで あ つ た。 

この 事件に 関して わたくしの 往訪した 人、 書 を 寄せ 

こ  す こぶ  はじめ 

て教を 乞うた 人 は 頗る 多い。 初に はわた くし は 墓誌 

を 読まん がた めに、 墓の 所在 を 問うた が、 後に はせ め 

て 京 水の 歿した 年齢 だけな りと も 知ろうと した。 わた 

いちのめ いあん  かりやえ きさい 

くし は抽 斎の 生れた 年に、 巿野迷 庵が 何歳、 狩 谷掖斎 


いさわらん けん 

が 何歳、 伊沢 蘭 軒が 何歳と いう こと を 推算した と 同じ 

く、 京 水の 年齢 を も 推算して 見た く、 もし また 数字 を 

以て 示す ことが 出来ぬなら、 少 くも ァ プロ クシ マ チイ 

そんたく 

フに それ を 忖度して 見たかった ので ある。 

うち  とがわ ざんか 

諸家の 中で も、 戸川 残花さん はわた くしの ために 

たけ だしん けん  なんき 

武田信 賢さん に 問うたり、 南 葵 文庫 所蔵の 書籍 を検し 

くれし ゆうぞう 

たりして くれ、 呉秀 三さん は 医史の 資料に ついて 捜 

おおつ きふみ ひこ  によ でん 

索して くれ、 大 槻文彦 さん は如電 さんに 問うて くれ、 

如電 さん は 向島へまで 墓 を 探りに 住って くれた。 如電 

さんの 事 は 墨汁 師の 書状に よって 知った が、 恐らく は 

郷土史の 嗜好 あるが ために、 踏査の 労 を さえ！^ わな 


うら  いたずら 

かった のであろう。 ただ 憾 むらくも わたくし は 徒 に 

これらの 諸家 を 煩わした に 過ぎなかった。 

これに 反して わたくしが 多少 積極的に 得る 所の あつ 

たの は、 富士川 游 さんと 墨汁 師 とのお 蔭で ある。 わた 

くし は 数度 書状の 往復 をした 末に、 或 日 富士川 さんの 

家を訪 うた。 そして こういう こと を 聞いた。 富士川 さ 

せきねん 

んは 昔年 日本 医学史の 資料 を 得ようと して、 池 田 氏の 

墓に 詣 でた。 医学史 の 記載 中 脚註に 墓 誌 と 書して ある 

の は、 当時 墓に ついて 親しく 抄 記した もの だとい うの 

おし 

である。 惜 むらく は 富士川さん は 墓誌銘の 全文 を 写し 

て 置かなかった。 また 嶺松 寺と いう 寺 号 を も 忘れて い 


かたわら しる 

た。 それゆえ わたくしに 答えた 書に 常 泉 寺の 傍 と 記 

したので ある。 是 において かって 親しく 嶺松寺 中の 

碑 碣を睹 た 人が 三人に なった。 保さん と游 さんと 墨汁 

いんめつ  せま 

師と である。 そして 游 さん は 湮滅の 期に 薄って いた 墓 

誌 銘の幾 句 を、 図らずも 救 抜して くれたの である。 

その 十九 

弘福 寺の 現 住 墨汁 師は 大正 五 年に^つ てから も、 捜 

とど  しもめ ぐろ 

索の 手 を 停めずに いた。 そしてと うとう 下目 黒 村 

かいふく じ  かこちょう 

海 福 寺 所蔵の 池 田 氏 過去 帖 という もの を 借り出して、 


わたくしに 見せて くれた。 帖は 表紙 を 除いて 十五 枚の 

ものである。 表紙に は 生 田 氏 中興 池 田 氏 過去 帖慶 応紀 

元季 秋の 十七 字が 四 行に 書して ある。 跋文 を 読む に、 

ずい せんしん  ちょくおん あざな  しとく 

この 書 は 二世 瑞仙晋 の 子 直 温、 字 は子徳 が、 慶応元 

きしん  あた 

年 九月 六日に、 初代 瑞仙独 美の 五十 年忌 辰に 丁って、 

あらた  いはい  あわ  さんき 

新に 歴代の 位牌 を 作り、 併せて これ を纂 記して、 嶺松 

寺に 納めた もので、 直 温の 自筆で ある。 

この 書に は 池 田 氏の 一 族 百 八 人の 男女 を 列記して あ 

るが、 その 墓所 は あるいは 注して あり、 あるいは 注し 

ぶんみょう 

てない。 分明に 嶺松 寺に 葬る、 または 嶺 寺に 葬る と 

注して あるの は 初代 瑞仙、 その 妻 佐 井 氏、 ニ代瑞 仙、 


こうのすけ  しんいち 

その 二 男洪之 助、 ニ代瑞 仙の 兄 信 一の 五 人に 過ぎない。 

しかし 既に 京 水の 墓が 同じ 寺に あ つたと すると、 

かち まち 

徒士 町の 池 田 氏の 人々 の 墓 もこの 寺に あつただろう。 

要するに 嶺松 寺に あつたと いう 確証の ある 墓 は、 この 

する 力 だ レ 

書に 注して ある 駿河 台の 池 田 氏の 墓 五 基と、 京 水の 墓 

とで、 合計 六 基で ある。 

き  そう ぶん 

この 書の 記す る 所 は、 わたくし のために 創 聞に 属す 

す こぶ  な 力ん ずく い 

る ものが 頗る 多い。 就中 異 とすべき は、 独 美に 

げんしゅん  めと 

玄俊 という 弟が あって、 それが 宇 野 氏を娶 つて、 二人 

いちじ 

の 間に 出来た 子が 京 水 だとい う 一事で ある。 この 書に 

よ  い つたん て つ 

拠れば、 独 美 は 一 旦姪京 水 を 養って 子と して 置きな が 


つ  むらお かしん 

ら、 それに 家を嗣 がせず、 更に 門人 村 岡晋を 養って 子 

とし、 それに 業 を 継がせた ことになる。 

然るに 富士川 さんの 抄 した 墓誌に は、 京 水 は 独 美の 

子で 廃せられ たと 書して あったら しい。 しかも その 廃 

ゆえん  ふ き  い 

せられた 所以 を 書して 放縦 不覊 にして 人に 容れ られ ず、 

遂に 多病 を 以て 廃 せらる とい つ てあつた らしい。 

両説は 必ずしも 矛盾して はいない。 独 美 は弟玄 俊の 

ほラ とう 

子 京 水 を 養って 子と した。 京 水が 放蕩であった。 そこ 

で 京 水 を 離縁して 門人 普 を 養子に 入れた とすれば、 そ 

の 説 通せず というで もない。 

のち よ 

しかし 京 水が 後 能く 自ら 樹立して、 その 文章 事業が 


ごう  そんしょく 

晋に 比して 毫も 遜色の ない の を 見る に、 この 人の 凡 

庸 でなかった こと は、 推測す るに 難くない。 著述の 考 

とうかき よよう  けんか いつう 

うべき ものに も、 『痘 科挙 要』 二 巻、 『痘科 鍵 会 通』 一 

巻、 『痘科 鍵 私衡』 五 巻、 抽斎 をして 筆授 せしめた 

ごとうよ うほう  み 

『護痘 要 法』 一 巻が ある。 養父 独 美が 視る こと 尋常 

とうし  お  おし 

蕩 子の 如くに して、 これ を逐 うこと を惜 まなかつ たの 

は、 恩少 きに 過ぐ という もので は あるまい か。 

なに ひと せんぶん 

かつ わたくし は 京 水の 墓誌が 何人の 撰 文に 係る か を 

知らない。 しかし 京 水が 果して 独 美の 姪であった なら、 

縦い 独 美が 一時 養って 子と なした にもせ よ、 直に 瑞 

仙の 子な りと 書した の はいかが の ものであろう か。 富 


士 川さん の 如き も、 『日本 医学史』 に、 墓誌に 拠って 瑞 

仙の 子な りと 書して いるので ある。 また 放縦 だと か 廃 

かく 

嗣だ とかいう こと も、 此の 如くに 書した のが、 墓誌と 

して 体 を 得た ものであろう か。 わたくし は 大いに これ 

を 疑う ので ある。 そして 墓誌の 全文 を 見る ， ^ と を 得ず 

つまびら か  うらみ 

その 撰者 を 審 にす る こと を 得ざる のを憾 とする。 

ひとり 

わたくし は 独 撰者 不詳の 京 水 墓誌 を 疑う のみで は 

ない。 また 二世 瑞仙 普の 撰んだ 池 田 氏 行状 を も 疑わ ざ 

る こと を 得ない。 文 は 載せて 『事実 文 編』 四十 五に あ 

る。 

いつぼう 

行状に 拠る に、 初代 瑞仙独 美 は享保 二十 年 乙 卯 五月 


二十 二日に 生れ、 文化 十三 年 丙 子 九月 六日に 歿した。 

然るに 安永 六 年 丁酉に 四十、 寛 政 四 年 壬 子に 五十 五、 

同 九 年 丁 巳に 六十 四、 歿 年に 八十 三と 書して ある。 こ 

れは 生年から 順算 すれば、 四十 三、 五十八、 六十 三、 

よわい  き  ほ とん 

八十 二でなくて はならない。 齢 を 記す る ごとに、 殆 

ど 必ず 差って いるの は 何故であろう か。 因に いうが 

過去 帖に もまた 齢 八十 三と して ある。 そこで わたくし 

はこの 八十 三より 逆算す る ことにした。 

その 二十 


普の 撰んだ 池 田 氏 行状に は、 初代 瑞 仙の 庶子 善 直 

やまいお おくぎよう をつ ぐ あたわず 

という もの を 挙げて、 「多病 不能 継 業」 と 書して あ 

る。 その 前に 初代 瑞 仙が 病中 普に 告げた 語 を 記して、 

八十 四 言の 多き に 及んで ある。 瑞仙 は痘を 治す る こと 

で し  よく じゅくと くせる ものな し 

の 難き を 説いて、 「数百 之 弟子、 無能 熟 得 之 者」 とい 

しこうして なんじよ くわが ぎょう を つぐ 

い、 晋を 賞して、 「而汝 能 継 我 業」 といって いる。 

わたくし はい まだ 過去 帖を 獲ざる 前に これ を 読んで、 

はじめ 

善 直 は 京 水の 初 の 名で あろうと 思った。 京 水の 墓誌 

に 多病 を 以て 嗣を廃 せらる というよ うに 書して あ つ た 

あわ 

というのと、 符節 は 合する よう だからで ある。 過去 帖 

てつ 

に 従えば、 せ I 子 善 直と 姪 京 水と は 別人でなくて はなら 


ない。 しかし 善 直と 京 水と が 同人で は あるまい か、 京 

水が 玄 俊の 子でなくて、 初代 瑞 仙の 子で は あるまい か 

という 疑 が、 今に 迄る までい まだ 全く わたくしの 懐 

かの  しんせき 

を 去らない。 特に 彼 過去 帖に 遠近の 親戚 百 八 人が 挙げ 

て あるのに、 初代 瑞 仙の ただ 一 人の 実子 善 直とい う も 

こんせき  とど 

のが 痕跡 を だに 留めずに 消滅して いると いう 一 事 は、 

なかだち 

この 疑 を 助長す る 媒 となる ので ある。 

そして わたくし は 撰者 不詳の 墓誌の 残 欠に、 京 水が 

そし  きたん 

剌 つて あるの を 見て は、 忌憚な きの 甚だしき だと 感じ、 

き  つ 

普が 養父の 賞美の 語 を 記して、 一 の 抑 損の 句 を も 著け 

ぬの を 見て は、 簡傲 もまた 甚だしい と 感ずる こと を禁 


じ 得ない。 わたくしに は 初代 瑞仙独 美、 二世 瑞仙 普、 

京 水の 三人の 間に 或る ドラ アムが 蔵せられ ている よう 

に 思われて ならない。 わたくしの 世の 人に 教を 乞いた 

いという の はこれ である。 

のち 

わたくし は抽 斎の 誕生 を 語る に 当って、 後に その 師 

となるべき 人々 を 数えた。 それ は抽 斎の 生れた 時、 四 

えき さ い 

十一 歳であった 迷 庵、 三十 一歳であった 掖斎、 二十 九 

歳であった 蘭 軒の 三人と、 京 水と であって、 独 リ京水 

は 過去 帖を 獲る まで その 齢 を算 する ことが 出来な 

かった。 なぜと いうに、 京 水の 歿 年が 天 保 七 年 だとい 

うこと は、 保さん が 知ってい たが、 年歯に 至って は 全 


く 所見がなかった からで ある。 

あざな しんけい 

過去 帖に 拠れば 京 水の 父 玄俊は 名 を 某、 字 を 信 卿 

といって 寛 政 九 年 八月 二日に、 六十 歳で 歿し、 母 宇 野 

氏 は 天明 六 年に 三十 六 歳で 歿した。 そして 京 水 は 天 保 

七 年 十 一 月 十四日に、 五十 一 歳で 歿した ので ある。 

ほうし  そうけい けん  ずい えいこ じ 

法諡 して 宗経軒 京 水瑞英 居士と いう。 

み  うまれ 

これに 由って 観れば、 京 水 は 天明 六 年の 生 で、 抽斎 

の 生れた 文化 二 年に は 二十歳に なって いた。 抽 斎の 四 

うち 

人の 師の 中で は最 年少者であった。 

まじわ  さきだ 

後に 抽 斎と 交る 人々 の 中、 抽 斎に 先って 生れた 学 

あさかごんさい  きょうさい 

者 は、 安積 艮斎、 小島 成 斎、 岡本况 斎、 海 保 漁村で あ 


る。 

まじわ リ 

安積 艮 斎は抽 斎との 交 が 深くなかったら しいが、 

せいがく  ひるがえ 

抽斎 をして 西 学 を 忌む 念 を 翻 さしめ たの はこの 人の 

しげのぶ  しん 

力で ある。 艮斎、 名 は 重 信、 修 して 信と いう。 通称 は 

ゆうすけ  こお リ やま  はちまんぐう  しかん あんどう ちく ぜんち かしげ 

祐助 である。 奥州 郡 山の 八幡宮の 祠官 安藤 筑前親 重 

の 子で、 寛 政 二 年に 生れたら しい。 十六 歳の 時、 近 村 

リ せい いま いずみう じ 

の 里 正 今 泉 氏 の壻 にな つ て、 妻に 嫌われ、 翌年 江戸に 

まし  .. これ 

奔 つた。 しかし 誰に たよろう という あても ない ので、 

にち みょう 

うろうろして いるの を、 日蓮 宗の僧 日 明が 見附けて、 

ほんじよ ばんば ちょう  みょう げんじ  すうげ つ  と 

本 所番場 町の 妙 源 寺へ 連れて 帰って、 数 月間 留めて 置 

さとうい つ さい 

いた。 そして 世話 をして 佐 藤 一斎の 家の 学僕に した。 


妙 源 寺 は今艮 斎の 墓碑の 立って いる 寺で ある。 それ か 

はやし じゅつ さい  い 

ら 二十 一歳に して 林述 斎の 門に 入った。 駿河 台に 住 

んで塾 を 開いた の は 二十 四 歳の 時で ある。 そうして 見 

ると、 抽 斎の 生れた 文化 二 年 は 良 斎が 江戸に 入る 前年 

まんえん 

で、 十六 歳であった。 これ は 良 斎が 万延 元年 十一月 二 

十二 日に、 七十 一歳で 歿した ものと して 推算した ので 

ある。 

ちそく  あざな  しせつ 

小島 成 斎 名 は 知 足、 字 は 子 節、 初め 静 斎と 号した。 

通称 は 五 一 である。 掖 斎の 門下で 善書 を 以て 聞え た。 

ぶんき ゆう 

海 保 漁村の 墓表に 文 久ニ年 十月 十八 日に、 六十 七 歳 

で 歿した として あるから、 抽 斎の 生れた 文化 二 年に は 


はじ  しんぞう  あべ  まさきよ 

甫 めて 十 歳で ある。 父親 蔵が 福 山 侯 阿部 備中守 正 精に 

仕えて いたので、 成 斎 も 江戸の 藩邸に 住んで いた。 

その 二十 一 

ほうこう  かんえ もん 

岡本况 斎、 名 は 保 孝、 通称 は 初め 勘 右衛門、 後 

ぬ い のす け  せ つせ いどう 

縫 殿 助であった。 拙 誠 堂の 別号が ある。 幕府の 儒 員に 

列せられ た。 『荀 子』、 『韓非 子』、 『淮南 子』 等の 考証 を 

作り、 旁 国典に も 通じていた。 明治 十一 年 四月まで 

うまれ 

ながらえ て、 八十 一 一歳で 歿した。 寛 政 九 年の 生で、 抽 

わずか 

斎の 生れた 文化 一 一年に は 僅 に 九 歳に なって いた はず 


である。 

げんび  あざな じゅんけい  き し 

海 保 漁村、 名 は 元備、 字 は 純 卿、 また 名は紀 之、 

しゅんのう  しょうの すけ  でんけ いろ 

字 は 春 農と もい つた。 通称 は 章 之 助、 伝 経廬の 別号 

かずさの くに むさ ごお リ きたしみ ず むら 

が ある。 寛 政 十 年に 上 総 国 武射郡 北 清水 村に 生れた。 

老年に 及んで 鉱を躋 寿 館に 講ずる ことにな つた。 慶応 

二 年 九月 十八 日に、 六十 九 歳で 歿した 人で ある。 抽斎 

の 生れた 文化 二 年に は 八 歳 だから、 郷里に あって、 父 

きょうさ い  くとう 

恭斎 に 句読 を 授けられて いたので ある。 

即ち 学者の 先輩 は艮 斎が 十六、 成 斎が 十、 况 斎が 九 

つ、 漁村が 八つに なった 時、 抽斎は 生れた ことになる。 

たき  ばつけ 

次に 医者の 年長者に は 先ず 多紀の 本家、 末 家 を 数え 


けい ざん  かん  れん ふ 

る。 本家で は 桂 山、 名 は 元簡、 字は廉 夫が、 抽 斎の 生 

れた 文化 一 一年に は 五十 一 歳、 その子 柳^、 名 は 胤、 字 

えきき  さいてい  げんけん  えきじゅう 

は 奕禧が 十七 歳、 末 家で は茴 庭、 名 は 元 堅、 字 は亦柔 

が 十一 歳に なって いた。 桂 山 は 文化 七 年 十二月 二日に 

五十六 歳で 歿し、 柳^ は 文政 十 年 六月 三日に 三十 九 歳 

で 歿し、 茴庭は 安政 四 年 二月 十四日に 六十 三 歳で 歿し 

たので ある。 

うち 

この 中抽 斎の 最も 親しくな つたの は茴 庭で ある。 そ 

れ から 師伊  の 長男 榛軒も ほぼ 同じ 親し さの 友と 

ちょう あん いちあん 

な つ た。 榛軒、 通称 は 長 安 、 後 一 安と 改めた。 文化 元 

年に 生れて、 抽 斎に はた だ 一 つの 年上で ある。 榛軒は 


嘉永五 年 十 一 月 十七 日に、 四十 九 歳で 歿した。 

年上の 友と なるべき 医者 は、 抽 斎の 生れた 時 十一 歳 

であった 苊 庭と、 二 歳であった 榛軒 とであった といつ 

て も ゆい。 

および 

次 は 芸術家 及 芸術 批評家で ある。 芸術家と して こ 

たに ぶんちょう いちにん 

こに 挙 ぐべき もの は 谷文晁 一人に 過ぎない。 文晁、 

もと  ぶんごろう  ちはつ  ぶん あみ 

本文 朝に 作る、 通称 は 文 五郎、 薙 髪して 文 阿弥と いつ 

しゃ ざん ろう  ががく さい 

た。 写 山楼、 画学 斎、 その他の 号 は 人の 皆 知る 所で あ 

かのう  かとう ぶんれい  きたやま かんがん 

る。 初め 狩 野 派の 加 藤 文 麗を師 とし、 後 北山 寒 巌に従 

学して 別に 機軸 を が した。 天 保 十一 年 十二月 十四日に、 

七十 八 歳で 歿した の だから、 抽 斎の 生れた 文化 二 年に 


は 四十 三 歳に なって いた。 二人 年歯の 懸隔 は、 概ね 

迷 庵 におけると 同じく、 抽斎は 画 を も 少しく 学んだ か 

うち 

ら、 この 人は抽 斎の 師の 中に 列す る 方が 妥当であった 
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まし や ご ろ さく  い しづか じゅうべ え 

わたくし はこ こに 真志屋 五郎作と 石 塚 重 兵 衛とを 数 

もく 

えんが ために、 芸術 批評家の 目 を 立てた。 二人 は 皆 劇 

かく 

通であった から、 此の 如くに 名 づけた ので ある。 ある 

いはお もうに、 批評家と いわんより は、 むしろ ァ マト 

ョ オルと いうべき であった かも 知れない。 

のち  まなこ 

抽 斎が 後 劇 を 愛する に 至った の は、 当時の 人の 眼 

み  へきこう 

より 観れば、 一 の 癖 好であった。 どうらくであった。 


啻に 当時に おいて 然るの みで はない。 是の 如くに 物 を 

まなこ 

観る 眼 は、 今 もな お 教育家 等の 間に、 前代の 遺物と し 

て 伝えられ ている。 わたくし はかって 歴史の 教科書に、 

ちかまつ  たけ だ  ば きん  きょう でん 

近 松、 竹 田の 脚本、 馬 琴、 京 伝の 小説が 出て、 風俗の 

、- ま、 

頹敗を 致した と 書いて あるの を 見た。 

しかし 詩の 変体と して これ を視れ ば、 脚本、 小説の 

価値 も 認めずに は 置かれず、 脚本に 縁って 演じ 出す 劇 

も、 高級 芸術と して 尊重し なくて はなら なくなる。 わ 

たくしが 抽 斎の 心 胸 を 開発して、 劇の 趣味 を 解す るに 

至らし めた 人々 に 敬意 を 表して、 これ を 学者、 医者、 

おもね 

画家の 次に 数える の は、 好む 所に 阿る ので はない。 


その 二士 一 

しん こくちょう 

真志屋 五郎作 は 神 田 新 石 町 の 菓子 商で あつ た。 

みとけ  まかないかた  ある  ゆえ 

水 戸 家の 賄 方 を 勤めた 家で、 或 時代から 故あって 

せいろく  こうせつ 

世禄 三百 俵 を 給せられ ていた。 巷説に は 水 戸 侯と 血縁 

が あるな どと いったそう であるが、 どうして そんな 説 

が 流布せられ たもの か、 今 考える ことが 出来ない。 わ 

ふうさい  よ 

たくし はた だ 風采が 好か つたと いう こと を 知っている 

のみで ある。 保さん の 母せ 百の 話に、 五郎作 は 

苦味走った 好い 男であった という ことであった。 菓子 


商、 用達の 外、 この 人 は 幕府の 連歌師の 執筆 を も 勤め 

ていた。 

えまう じ  ながし ま  おか 

五郎作 は 実家が 江 間 氏で、 一 時 長 島 氏 を 冒し、 真 志 

つ  しゅうほう あざな とくに ゆう 

屋の西 村 氏 を 襲ぐ に 至った。 名 は 秋 邦、 字 は 得 入、 

空 華、 月 所、 如是 縁 庵 等と 号した。 平生 用いた 華 押 は 

邦の 字であった。 剃髪して 五郎作 

しん ぼつち とうよう いんじゅ あみだぶつ どんちょう 

新 発智東 陽院寿 阿弥陀 仏 曇裔と 称した。 曇 脔とは 好 劇 

家た る 五郎作が、 音の 似通った 劇場の 緞帳と、 入宋 

僧 脔然の 名な どと を 配合して 作った 齡号 ではなかろう 
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げきしん せん  たから だ じゅら い  う 

五郎作 は 劇 神仙の 号 を 宝 田 寿 来に 承け て、 後に これ 


を抽 斎に 伝えた 人 だそう である。 

きんの すけ  かんが 

宝 田 寿 来、 通称 は 金 之 助、 一 に 閑雅と 号した。 『作者 

店お ろし』 という 書に、 宝 田と はもと 神 田より 出で た 

まこと  ラじ 

る 名と 書いて あるの を 見れば、 真の 氏ではなかった 

じょうる リ  せき  と 

であろう。 浄瑠璃 『関の 扉』 はこの 人の 作 だそう であ 

る。 寛 政 六 年 八月に、 五十 七 歳で 歿した。 五郎作が 二 

十六 歳の 時で、 抽 斎の 生れる 十一 年 前で ある。 これが 

初代 劇 神仙で ある。 

うまれ 

五郎作 は歿 年から 推算す るに、 明 和 六 年の 生で、 抽 

斎の 生れた 文化 二 年に は 三十 七 歳に なって いた。 抽斎 

から 見ての 長幼の 関係 は、 師迷庵 ゃ文晁 におけると 大 


差 はない。 嘉永 元年 八月 二十 九日に、 八十 歳で 歿した 

のち つ 

の だから、 抽 斎が この 二世 劇 神仙の 後 を 襲いで 三世 劇 

神仙と なった の は、 四十 四 歳の 時で ある。 初め 五郎作 

は抽 斎の 父 允 成と 親しく 交って いたが、 允 成 は 五郎 

さきだ 

作に 先つ こと 十一 年に して 歿した。 

五郎作 は 独り 劇 を 看る こと を 好んだ ばかりで はなく、 

ひこ さぶ ろう 

舞台の ために 製作 をした こと も ある。 四 世 彦三郎 を 

ひいき  しょさごと 

！! 顯属 にして、 所作事 を 書いて 遣った と、 自分で いって 

じょ ラず 

いる。 レシ タシ ヨンが 上手であった こと は、 同情の な 

きたむ らいん てい 

い 喜 多村筠 庭が、 台帳 を 読む のが 寿 阿弥の 唯一 の 長 技 

だとい つたの を 見ても 察せられる。 


しょうとく  たし 

五郎作 は 奇行 はあった が、 生得 酒を嗜 まず、 常に 

ようじょう  すえ  おい 

養 性に 意 を 用いて いた。 文政 十 年 七月の 末に、 姪の 

ま  お  けが 

家の 板の間から 墜 ちて 怪我 をして、 当時 流行した 接骨 

もとおお さかち よう  なぐら やじべ え 

家元 大坂 町の 名 倉 弥次 兵衛に 診察しても らうと、 名 

倉が こういつ たそうで ある。 お前さん は 下戸で、 

か いぎよ う 

戒 行が 堅固で、 気が 強い、 それで これほどの 怪我 をし 

まわ  か 

たのに、 目 を 廻さずに 済んだ。 この 三つが 一 っ闕 けて 

いたら、 目 を 廻した だろう。 目 を 廻した の だと、 療治 

あま リ 

に 二百 日 余 掛かる が、 これ は 百 五、 六十 日で なおる だ 

ていはつ  のち 

ろうとい つたそう である。 戒 行と は 剃髪した 後 だから 

りよ ラ ひじ 

いった ものと 見える。 怪我 は 両臂を 隱 めた ので 骨に 


さわ  いたみ  や 

は 障らなかった が 痛が 久しく 息まなかった。 五郎作 

しびれ 

は 十二月の 末まで 名 倉へ 通った が、 臂の痹 だけ は 跡 

に貽 つた。 五十 九 歳の 時の 事で ある。 

五郎作 は 文章 を 善くした。 繊細の 事 を 叙す るに 簡浄 

ぎりよ-つ 

の 筆 を 以てした。 技倆の 上から 言えば、 必ずしも 馬 琴、 

京 伝に 譲らなかった。 ただ 小説 を 書かなかった ので、 

世の 人に 知られぬ ので ある。 これ はわた くし 自身の 判 

断で ある。 わたくし は 大正 四 年の 十二月に、 五郎作の 

ぅリ  おおみそか  つきじ 

長文の 手紙が 売に 出た と 聞いて、 大晦日に 築地の 弘文 

堂へ 買いに 往 つた。 手紙 は S 紙 十一 一枚に 細字で 書いた 

ものである。 文政 十一 年 二月 十九 日に 書いた という こ 


とが、 記事に 拠って 明かに 考えられる。 ここに 書い 

な 力ば  かんどく 

た 五郎作の 性行 も、 半 は 材料 を この 簡牘に 取った も 

あてな  ひつ どう くわばら うじ  せいずい あざな こうけい 

ので ある。 宛名の 芯 堂 は 桑原 氏、 名 は 正瑞、 字 は 公圭、 

こさく 

通称 を 古作と いった。 駿河国 島 田 駅の 素封家で、 詩 

および  きょへい 

及 書 を 善くした。 玄孫 喜 代 平さん は 島 田 駅の 北半 里 

ばかりの 伝 心 寺に 住んで いる。 五郎作の 能文 はこの 手 

紙 一 つに 徴 して 知る ことが 出来る ので ある。 

その 二十 三 

わたくしの 獲た 五郎作の 手紙の 中に、 整骨 家名 倉弥 


次 兵衛の 流行 を 詠んだ 狂歌が ある。 臂を 傷めた 時、 親 

しく 治療 を 受けて 詠んだ ので ある。 「研ぎ 上ぐ る 刃物 

ならね どうちし 身の 名 倉の いしに かゝ らぬぞ なき ご 

わたくし は 余り 狂歌 を 喜ばぬ から、 解 事 者 を 以て 自ら 

おる わけで はない が、 これ を蜀 山ら の 作に 比する に、 

遜色 ある を 見ない。 裔庭は 五郎作に 文筆の 才 がない 

と 思ったら しく、 歌な ど 少し は 詠みし かど、 文 を 書く 

に は 漢文 を 読む ようなる 仮名 書して 終れり といって い 

かく  もと まんば 

るが、 此の 如き は 決して 公論で はない。 裔庭は 素 漫罵 

へき  きたせい ろ 

の 癖が ある。 五郎作と 同年に 歿した 喜 多 静廬を 評して、 

性質 風流な く、 祭礼な どの 繁華なる を 見る こと を 好め 


りと いっている。 風流 を どんな 事と 心得て いたか。 わ 

たくし は 強いて 静廬を 回 護す るに 意が あるので はない 

が、 これ を 読んで、 トルストイの 芸術論に 詩的と いう 

語の 悪 解釈 を 挙げて、 口 を 極めて 嘲罵して いるの を 想 

い 起した。 わたくしの 敬愛す る 所の 抽斎 は、 

角兵衛 獅子 を 観る こと を 好んで、 奈何なる 用事 を も 

擱 いて 玄関へ 見に 出た そうで ある。 これが 風流で あ 

る。 詩的で ある。 

わか  やまもと ほく ざん  けいぎ じゅく 

五郎作 は少ぃ 時、 山 本 北山 の 奚疑塾 にいた。 

おおく ぼ てん みん  のち いた 

大窪天 民 は 同窓で あ つ た ので 後に 迨 るまで 親しく 交 つ 

た。 上戸の 天 民 は 小さい 徳利 を 蔵して 持って いて 酒 を 


飲んだ。 北山が 塾 を 見廻って それ を 見附けて、 徳利で 

も 小さい の を 愛する と、 その 人物が 小さく おもわれる 

おお だる 

といった。 天 民が これ を 聞いて 大樽を 塾に 持って来た 

ことがあ るそう である。 下戸の 五郎作 は 定めて 傍から 

見て 笑って いた ことであろう。 

はくしょ うか やま ざき よししげ  きた か あん 

五郎作 はまた 博 渉 家の 山 崎 美 成 や、 画家の 喜 多 可 庵 

と 往来して いた。 中に も抽 斎より 僅に 四つ 上の 山 崎 

は、 五郎作 を 先輩と して、 疑 を 質す ことにし ていた。 

ちと 

五郎作 も 珍奇の 物 は 山 崎の 許 へ 持って 住って 見せた。 

したや 

文政 六 年 四月 二十 九日の 事で ある。 まだ 下 谷 

ちょうじ やまち 

長者 町で 薬 を 売って いた 山 崎の 家へ、 五郎作 はわ ざ 


や お や  しち 

わざ 八百屋お 七の ふくさと いう もの を 見せに 往 つた。 

まえ  まし や  しま 

ふくさ は 数 代 前に 真 志屋へ 嫁入した 島と いう 女の 遺物 

さとかた かわち やはんべ え 

である。 島の 里方 を 河内 屋半 兵衛 といって、 真 志屋と 

ま 力な い 力た 

同じく 水 戸 家の 賄 方 を 勤め、 三人 扶持 を 給せられ て 

いた。 お 七の 父 八百屋 # 左衛門 はこの 河内 屋の地 借で 

あった。 島が 屋敷 奉公に 出る 時、 穉 なじみのお 七が 

ひぢリ めん  もみ うら 

七寸 四方ば かりの 緋 縮緬の ふくさに、 紅 絹 裏を附 けて 

縫って くれた。 間もなく 本 郷森川 宿のお 七の 家 は 

てんな 

天 和 二 年 十二月 二十 八日の 火事に 類焼した。 お 七 は 避 

じょうにん そうしき  のち 

難の 間に 情人 と 相識に なって、 翌年の 春 家に 帰った 後、 

再び 情人と 相 見ようと して 放火した の だそう である。 


お 七 は 天 和 三年 三月 一 一十 九日に、 十六 歳で 刑せられ た。 

島 は 記念の ふくさ を 愛蔵して、 真 志屋へ 持って来た。 

ゆうてんし ようにん  みょうごう  つ つ 

そして 祐天 上人 から 受けた 名号 を それに 裹ん でいた。 

五郎作 は 新 に ふくさの 由来 を 白 絹に 書いて 縫い 附け 

させた ので、 山 崎に 持って来て 見せた ので ある。 

五郎作と 相似て、 抽 斎より 長ず る こと 僅に 六 歳で 

あった 好 劇 家 は、 石 塚 重兵衛 である。 寛 政 十一 年の 

うまれ 

生で、 抽 斎の 生れた 文化 二 年に は 七 歳に なって いた。 

歿した の は文久 元年 十二月 十五 日で、 年を享 くる こと 

六十 三であった。 


その 二十 四 

さがみ のく に 

石 塚 重 兵衛の 祖先 は 相 模国鎌 倉の 人で ある。 天明 中 

したや とよず みちよう 

に 重 兵衛の 曾祖父が 江戸 へ 来て、 下 谷 豊住町 に 住んだ。 

よよ こなしよう  からし や  まこと 

世 粉 商 をして いるので、 芥子 屋と 人に 呼ばれた。 真 

の 屋号 は 鎌倉屋 である。 

うす 

重 兵衛も 自ら 庭に 降り 立って、 芥子の 臼 を 踏む こと 

こころ 

があった。 そこで 豊住 町の 芥子 屋 という 意で、 自ら 

ほうか いし 

豊 芥子と 署 した。 そして これ を 以て 世に 行われた。 そ 

まうて、，. 

の 豊亭と 号す るの も、 豊住 町に 取った ので ある。 別に 

集 古堂 という 号が あ る 。 


重 兵衛に 女が 二人あって、 長女に 壻を 迎えた が、 壻 

ほうとう  あさく さ すわち よう 

は 放蕩 をして 離別 せられた。 しかし 後に 浅 草誠訪 町の 

西側の 角に 移って から、 また その 壻を 呼び返し ていた 

そうで ある。 

重兵衛 は文久 元年に 京都へ 往 こうと して 出た が、 途 

中で 病んで、 十二月 十五 日に 歿した。 年 は 六十 三で 

あった。 抽 斎の 生れた 文化 二 年に は、 重 兵 衛は七 歳の 

童 であった はずで ある。 

重 兵衛の 子孫 はどうな つた かわからない。 数年 前に 

おおつ きに よ でん  きたき よじ まちよう 

大 槻如電 さんが 浅 草 北 清 島 町 報恩 寺 内 専念 寺に ある 

もう  きにち  かわた けしんし ち 

重 兵衛の 墓に 詣 でて、 忌日に 墓に 来る もの は 河 竹 新 七 


一 人 だとい うこと を 寺 僧に 聞いた。 河 竹に その 縁故 を 

問うたら、 自分が 黙 阿弥の 門人に なった の は、 豊 芥子 

の 紹介に よ つたから だと 答えた そうで ある。 

以上 抽 斎の 友で 年長者であった もの を 数える と、 学 

あさか ごん さ い 

者に 抽 斎の 生れた 年に 十六 歳であった 安積 艮斎、 十 歳 

であつ た 小島 成 斎、 九 歳で あつ た 岡本况 斎、 八 歳で あつ 

た 海 保 漁村が ある。 医者に 当時 十一 歳であった 

たき さいてい  しんけん 

多紀茴 庭、 二 歳であった 伊沢 榛 軒が ある。 その他 画家 

文晁は 四十 三 歳、 劇通 寿 阿弥 は 三十 七 歳、 豊 芥子 は 七 

歳であった。 

はじめ  い 

抽 斎が 始 て 巿野迷 庵の 門に 入った の は 文化 六 年で、 


師は 四十 五 歳、 弟子 は 五 歳であった。 次いで 文化 十一 

年に 医学 を 修めん がた めに、 伊沢 蘭 軒に 師事した。 師 

が 三十 八 歳、 弟子が 十 歳の 時で ある。 父 允 成 は 経 芸文 

章 を 教える ことに も、 家業の 医学 を 授ける ことに も、 

す こぶ  のち 

頗る 早く 意 を 用いた ので ある。 想う に 後に 師 とすべ 

かりやえ きさ い  もと 

き 狩谷掖 斎と は、 家庭で も 会い、 師迷 庵の 許で も 会つ 

て、 幼い 時から 親しくな つていた であろう。 また 後に 

ばくぎゃく  はや 

莫逆の 友と なった 小島 成 斎 も、 夙く 巿 野の 家で 抽斎 

と 同門の 好 を 結んだ ことであろう。 抽斎 がいつ 池 田 

京 水の 門を敲 いたかと いう こと は 今 考える ことが 出来 

のち 

ぬが、 恐らく はこれ より 後の 事であろう。 


文化 十一 年 十二月 二十 八日、 抽斎 は始て 藩主 津軽 

やすちか 

寧 親に 謁した。 寧 親 は 五十 歳、 抽 斎の 父 允 成 は 五十 一 

歳、 抽斎 自己 は 十 歳の 時で ある。 想う に 謁見の 場所 は 

ほんじよ ふた  め  めみえ 

本 所 二つ目の 上屋敷であった だろう。 謁見 即ち 目 見 は 

はじめ 

抽 斎が 弘 前の 士人 として 受けた 礼遇の 始で、 これ か 

つきなみ しゅ つし  ばんいり 

ら 月並 出仕 を 命ぜられ るまでに は 七 年 立ち、 番入を 命 

せられ、 家督相続 をす るまでに は 八 年 立って いる。 

抽 斎が 迷 庵 門人と なつてから 八 年 目、 文化 十四 年に 

もリ きえん  まじわ リ 

記念すべき 事が あった。 それ は抽 斎と 森枳 園と が 交 

を訂 した 事で ある。 枳園は 後年 これ を 弟子 入と 称して 

うまれ 

いた。 文化 四 年 十 一 月 生 の 枳園は 十 一 歳に なって い 


たから、 十三 歳の 抽 斎が 十一 歳の 枳園を 弟子に 取った 

ことになる。 

リ つし  リっふ  いお リ  ようしん 

森枳 園、 名 は 立 之、 字 は 立 夫、 初め 伊織、 中 ごろ 養 真、 

ようちく 

後 養 竹と 称した。 維新 後に は 立 之 を 以て 行われて いた。 

きょうちゅう 

父 名は恭 忠、 通称 は 同じく 養 竹であった。 恭 忠は備 

あ ベ  まさと も おなじく  まさきよ 

後 国 福 山の 城主 阿部 伊勢 守 正 倫、 同 備中守 正 精の 二 

だん  きた はつ ちょうぼ リ 

代に 仕えた。 その 男 枳園を 挙げたの は、 北 八 町 堀 

たけし まちよう  のち 

竹 島 町に 住んで いた 時で ある。 後 『経 籍訪 古志』 に 連 

署 すべき 二人 は、 ここに 始て手 を 握った ので ある。 

ちなみ 

因 にいう が、 枳園は 単独に 弟子 入 をした のではなくて、 

同じく 十 一 歳であった、 弘 前の 医官 小 野道 瑛の子 


道秀 も 抉 を聯 ねて 入門した。 

その 二十 五 

抽 斎の 家督相続 は 文政 五 年 八月 朔を 以て 沙汰せられ 

さ  つきなみ しゅつ しおおせつ 

た。 これより 先き 四 年 十月 朔に、 抽斎は 月並 出仕 仰附 

けられ、 五 年 二月 二十 八日に、 御番 見習、 表 医者 仰附 

けられ、 即日 見習の 席に着き、 三月 朔に 本番に 入った。 

家督相続の 年に は、 抽 斎が 十八 歳で、 隠居した 父 允 成 

ただ  いち リゅ うきん たん 

が 五十 九 歳であった。 抽斎は 相続 後 直ちに 一粒 金 丹 

製法の 伝授 を 受けた。 これ は 八月 十五 日の 日附を 以て 


せられた。 

抽 斎の 相続した と 同じ年 同じ 月の 二十 九日に、 

そう まだ いさく  こづか はら 

相 馬 大作が 江戸 小 塚 原で 刑せられ た。 わたくし はこの 

偶然の 符合の ために、 ここに 相 馬 大作の 事 を 説こうと 

する ので はない。 しかし 事の ついでに 言って 置きたい 

事が ある。 大作 は津軽 家の 祖先が 南部 家の 臣 であった 

と 思って いた。 そこで 文化 二 年 以来 津軽 家の 漸く 栄 

たいらか  やすちか  みち 

え 行く のに 平 ならず、 寧 親の 入国の 時、 途に 要撃し 

しら さわ じゅく  しか 

ようとして、 出 羽 国 秋 田 領白沢 宿まで 出向いた。 然 

るに 寧 親 はこれ を 知って 道 を 変えて 帰った。 大作 は 事 

あらわ  とら 

露れ て 捕えられ たという ことで ある。 


津軽家 の 祖先が 南部 家 の被官 であった という こと は、 

な いとうち そう 

内 藤 恥叟も 『徳川 十五 代史』 に 書いて いる。 しかし 郷 

くわ  との さき かく 

土史に 精し い 外崎覚 さん は、 かって 内 藤に 書 を 寄せて、 

あやまり ただ 

この 説の 誤 を 匡そうと した。 

初め 津軽 家と 南部 家と は 対等の 家柄であった。 然る 

ひでのぶ  いきおい  うしろみ 

に津軽 家は秀 信の 世に 勢 を 失って、 南部 家の 後見 を 

もとのぶ みつのぶ 

受ける ことにな り、 後 元 信、 光信 父子 は 人質と して 南 

部 家に 往 つていた こと さえ ある。 しかし 津軽 家が 南部 

家に 仕えた こと はい まだ かって 聞かない。 光信 は 彼の 

しんせい  のぶ まさ 

渋 江 辰 盛 を 召し抱えた 信 政の 六 世の 祖 である。 津軽家 

うらみ  せつえん 

の 隆興は 南部 家に 怨 を 結ぶ はずがない。 この 雪冤の 


文 を 作った 外 崎さん が、 わたくしの 渋 江 氏の 子孫 を 捜 

な 力た ち 

し 出す 媒 をした の だから、 わたくし は ただこれ だけ 

しる 

の 事 を ここに 記して 置く。 

家督相続の 翌年、 文政 六 年 十二月 二十 三日に、 抽斎 

はじめ  めと  しも うさのく に 

は 十九 歳で、 始て 妻を娶 つた。 妻 は 下 総 国 佐 倉の 城 

ほった  まさち か  おおめつ け  いわた じゅうた ゆう むすめ ゆ リ 

主 堀 田 相 模守正 愛 家来 大目 附百石 岩 田 十大夫 女 百合 

ねがいず み  しもつ け  あそ ごお リ さ の 

として 願 済に なった が、 実は 下野 国 安蘇 郡 佐 野の 浪 

おじ まち ゆうすけ むすめ さ だ 

人 尾島忠 助女定 である。 この 人は抽 斎の 父 允 成が、 

子 婦には 貧家に 成長して 辛酸 を 嘗めた 女 を 迎えたい と 

よわい 

いって 選んだ もの だそう である。 夫婦の 齢は抽 斎が 

十九 歳、 定が 十七 歳であった。 


この 年に 森枳園 は、 これまで 抽 斎の 弟子、 即ち 伊沢 

蘭 軒の 孫弟子であった のに、 去って 直ちに 蘭 軒に 従 学 

する ことにな つた。 当時 西 語に いわゆる シニックで 奇 

ちょうせき  みぶ リ こわいろ 

癖が 多く、 朝夕 好んで 俳優の 身 振 声色 を 使う 枳 園の 

しお だよう あん  もと 

同窓に、 今一 人 塩田 楊 庵と いう 奇人が あった。 素 越後 

そう つし まの かみ 

新 潟の 人で、 抽 斎と 伊沢 蘭 軒との 世話で、 宗対馬 守 

義 質の 臣 塩田 氏の 女衝 となった。 塩田 は 散歩す るに 友 

いざな  ひそか 

を 誘わぬ ので、 友が 密に 跡に 附 いて 行って 見る と、 

竹の杖 を 指の 腹に 立てて、 本郷 追分の 辺 を 徘徊して い 

たそうで ある。 伊沢の 門下で 枳園楊 庵の 二人 は 一 双の 

つかい  かるわざし 

奇癖 家と して 遇せられ ていた。 声色 遣 も 軽業師 も、 


共に 十七 歳の 諸 生であった。 

抽 斎の 母 縫 は、 子婦を 迎えてから 半年 立って、 文政 

じゅしよ ラ 

七 年 七月 朔に 剃髪して 寿 松 と 称した。 

みそか 

翌 文政 八 年 三月 晦に は、 当時 抽 斎の 住んで いた 元 

はんやけ 

柳 原 町 六 丁目の 家が 半焼に なった。 この 年津軽 家に は 

だいがわり  おおす みの かみの ぷ ゆき 

代替が あった。 寧 親が 致仕して、 大隅守 信 順が 封 を 

襲いだ ので ある。 時に 信 順 は 二十 六 歳、 即ち 抽 斎より 

長ず る こと 五 歳であった。 

そうほう 

次の 文政 九 年は抽 斎が 種々 の 事に 遭 逢した 年で ある。 

す ま 

先ず 六月 二十 八日に 姉須 磨が 二十 五 歳で 亡くなった。 

それから 八月 十四日に、 師巿野 迷 庵が 六十 二 歳で 歿し 


た。 最後に 十二月 五日に、 嫡子 恒 善が 生れた。 

とおり  よしきよ  さい 

須磨は 前にい つた 通、 飯 田 良 清と いう ものの 妻に 

なって いたが、 この 良 清は抽 斎の 父 允 成の 実父 

いながき せいぞう  おおやせ いべえ 

稲垣 清 蔵の 孫で ある。 清 蔵の 子が 大矢清 兵衛、 清兵衛 

の 子が 飯 田 良 清で ある。 須 磨の 夫が 飯 田 氏 を 冒した の 

は、 幕府の 家人 株 を 買った ので あるから、 夫の 父が 大 

矢 氏 を 冒した の も、 恐らく は 株と して 買った ので あろ 

う。 

迷 庵の 死 は抽斎 をして 狩谷掖 斎に 師事せ しむる 動機 

をな したら しいから、 抽 斎が 掖 斎の 門に 入った の も、 

こうじゅ  つ 

この頃の 事であった だろう。 迷 庵の 跡 は 子 光寿が 襲い 


だ。 

その 二十 六 

文政 十二 年 もまた 抽斎 のために 事 多き 年であった。 

三月 十七 日に は師 伊沢 蘭 軒が 五十 三 歳で 歿した。 一 一十 

きんじゅ いしゃす け 

八日に は抽 斎が 近習 医者 介 を仰附 けられた。 六月 十四 

日に は 母 寿 松が 五十 五 歳で 亡くなった。 十一月 十一 日 

つま  ににんめ 

に は 妻定が 離別 せられた。 十二月 十五 日に は 二人目の 

ひらの ぶん ぞ う  むすめ い の 

妻 同藩 留守居 役 百 石 比 良 野 文 蔵の 女 威 能が 二十 四 歳 

きた 

で 来り 嫁した。 抽斎 はこの 年 二十 五 歳であった。 


わたくし はこ こに 抽 斎の 師 伊沢 氏の 事、 それから 前 

後の 配偶 定と威 能との 事 を附け 加えたい。 亡くなった 

母に ついては 別に 言うべき 事がない。 

抽 斎と 伊沢 氏との 交 は、 蘭 軒の 歿した 後 も、 少し 

も 衰えなかった。 蘭 軒の 嫡子 榛 軒が 抽 斎の 親しい 友で、 

抽 斎より 長ず る こと 一 歳であった こと は 前に 言った。 

榛 軒の 弟 柏 軒、 通称 磐 安 は 文化 七 年に 生れた。 怙を 

喪った 時、 兄 は 二十 六 歳、 弟 は 二十歳であった。 抽斎 

は 柏 軒 を 愛して、 己の 弟の 如くに 待遇した。 柏 軒 は 

むすめた か めと  いわお 

狩谷掖 斎の 女 俊を娶 つた。 その 次男が 磐、 三男が 今 

の 歯科医 信 平さん である。 


なにゆえ つまびら か 

抽 斎の 最初の 妻定が 離別せられ たの は 何故か 詳 

にす る ことが 出来ない。 しかし 渋 江の 家で、 貧家の 

むすめ 

女 なら、 こういう 性質 を 具えて いる だろうと 予期し 

ていた 性質 を、 定は 不幸に して 具えて いなかった かも 

知れない。 

定に 代って 渋 江の 家に 来た 抽 斎の 二人目の 妻 威 能 は、 

世 要職に おる 比 良 野 氏の 当主 文 蔵 を 父に 持って いた。 

じょ  よ め 

貧家の 女に 懲りて 迎えた 子婦 であろう。 そして この 子 

婦は 短命で はあった が、 夫の 家で は 人々 に悦 ばれて 

のち 

いたらし い。 何故そう いうかと いうに、 後 威 能が 亡く 

なり、 次の 三人 目の 妻が また 亡くなって、 四 人目の 妻 


が 商家から 迎えられる 時、 威 能の 父 文 蔵 は 喜んで 仮親 

こうぎ 

になった からで ある。 渋 江 氏と 比 良 野 氏との 交誼が、 

後に 至る まで 此の 如くに 久しく 渝ら ずに いたの を 見て 

よめむ こ 

も、 婦壻の 間に ヂソ ナン ス のなかった ことが 思い遣ら 

れる。 

かたぎ 

比 良 野 氏 は 武士気質の 家であった。 文 蔵の 父、 威 能 

の 祖父で あ つ た 助 太 郎貞彦 は 文事と 武備と を 併せ 有し 

た 豪傑の 士 である。 外 浜 また 嶺 雪と 号し、 安永 五 年に 

江戸 藩邸の 教授に 挙げられた。 画 を 善くして、 

そとが はまが かん  う と う 

「外 浜 画 巻」 及 「善 知 鳥 画 軸」 が ある。 剣術 は 群 を 抜い 

むら まさ  とう  お  わりげ すい 

ていた。 壮年の 頃 村 正 作の 刀 を 佩びて、 本 所 割下 水 か 


おおかわ ばた あたり  ほうこう  つじぎり 

ら大 川端 辺までの 間 を 彷徨して 辻 斬 をした。 千 人 斬 

ろうと 思い立つ たの だそう である。 抽斎 はこの 事 を 聞 

くに 及んで、 歎息して 己まなかった。 そして 自分 は 医 

薬 を 以て 千 人 を 救おうと いう 願 を 発した。 

天 保 二 年、 抽 斎が 二十 七 歳の 時、 八月 六日に 長女ぎ 

が 生れ、 十月 二日に 妻 威 能が 歿した。 年 は 二十 六で、 

帰いで から 僅に 三年 目で ある。 十二月 四日に、 備後国 

まさ やす  おかに しえい げん じょ 

福 山の 城主 阿部 伊予 守 正 寧 の 医官 岡 西 栄玄の 女徳が 抽 

斎に 嫁した。 この 年 八月 十五 日に、 抽 斎の 父 允 成 は 隠 

やすちか のぶ ゆき 

居 料 三人 扶持 を 賜わった。 これ は 従来 寧 親 信 順 二 公に 

かわるがわる 勤 仕して いたのに、 六月から は 兼て 


いわきた かひろ  しつ 

岩城隆 喜の 室、 信 順の 姉 もと 姫に、 また 八月から は 信 

かね ひめ 

順の 室欽 姫に 伺候す る ことにな つたから であろう。 

おじ ま  しゅつ 

この 時抽 斎の 家族 は 父 允 成、 妻 岡 西 氏徳、 尾 島 氏 出 

つ ねよ し  しゅつ 

の 嫡子 恒善、 比 良 野 氏 出 の 長女 純の 四 人と なって いた。 

めと 

抽 斎が 三人 目の 妻 徳を娶 るに 至った の は、 徳の兄 岡 西 

げんてい  もんじ 

玄 亭が抽 斎と 同じく 蘭 軒の 門下に お つ て、 共に 文字の 

まじわ リ 

交 を訂 していた からで ある。 

天 保 四 年 四月 六日に、 抽斎は 藩主 信 順に 随 つて 江 

戸 を 発し、 始めて 弘 前に 住った。 江戸に 還った の は、 

翌五年 十一 月 十五 日で ある。 この 留守に 前 藩主 寧 親 は 

さく  ににん 

六十 九 歳で 卒した。 抽 斎の 父 允 成が 四月 朔に 二人 扶持 


の 加増 を 受けて、 隠居 料 五 人 扶持に せられた の は、 特 

に 寧 親に 侍せ しめられた ためであろう。 これ は抽 斎が 

一 一十 九 歳から 三十 歳に 至る 間の 事で ある。 

きえん  かつ 

抽 斎の 友森枳 園が 佐々 木 氏 勝を娶 つて、 始めて 家庭 

を 作った の も 天 保 四 年で、 抽 斎が 弘 前に 住った 時で あ 

る。 これより 先 枳園は 文政 四 年に 怙を 喪って、 十五 歳 

で 形式的の 家督相続 をな した。 蘭 軒に 従 学す る 前 二 年 

の 事で ある。 

その 二十 七 


うるう  かりやえ きさい 

天 保 六 年 閏 七月 四日に、 抽斎は 師狩谷 掖斎を 喪な つ 

た。 六十 一 歳で 亡くなつ たので ある。 十 一 月 五日に、 

やすよし  ゆたか 

次男 優 善が 生れた。 後に 名 を 優と 改めた 人で ある。 

この 年 抽斎は 三十 一 歳に なった。 

のち  かいし  あざな しょうけい  さんべ い  つ 

掖 斎の 後 は 懐 之、 字は少 卿、 通称 は 三 平が 嗣 いだ。 

抽 斎の 家族 は 父 允 成、 妻徳、 嫡男 恒善、 長女 純、 次男 

優 善の 五 人に なった。 

きえん  よ-つ しん 

同じ年に 森枳 園の 家で も 嫡子 養 真が 生れた。 

きんじゅ づめ 

天 保 七 年 三月 二十 一日に、 抽斎は 近習 詰に 進んだ。 

これまで は 近習 格であった ので ある。 十一月 十四日に、 

師池田 京 水が 五十一 歳で 歿した。 この 年 抽斎は 三十 二 


歳に なった。 

なんし  ずいちょう 

京 水に は 二人の 男子が あった。 長を瑞 長と いって、 

つ  ぜん あん 

これが 家業 を 襲いだ。 次 を 全 安と いって、 伊沢 家の 女 

むすめ 

壻 になった。 榛 軒の 女 かえに 配せられ たので ある。 

ゆみち よう 

後に 全 安 は 自立して 本郷 弓 町 に 住んだ。 

天 保 八 年 正月 十五 日に、 抽 斎の 長子 恒 善が 始て 藩主 

のぶ ゆき  はじめ 

信 順に 謁した。 年甫て 十二で ある。 七月 十二 日に、 

抽斎は 信 順に 随 つて 弘 前に 住った。 十月 二十 六日に、 

父 允 成が 七十 四 歳で 歿した。 この 年 抽斎は 三十 三 歳に 

なった。 

初め 抽斎は 酒 を 飲まなかった。 然るに この 年 藩主が 


つめこし  よ 

いわゆる 詰 越 をす る ことにな つた。 例に 依って 翌年 江 

た-. 5! ゆ 

戸に 帰らずに、 i 一 冬を弘 前で 過す ことにな つたので あ 

る。 そこで 冬になる 前に、 種々 の 防寒 法 を 工夫して、 

豕の子 を 取り寄せて 飼養し などした。 そのうち 冬が 来 

て、 江戸で 父の 病む の を 聞いても、 帰省す る ことが 出 

もん  や 

来ぬ ので、 抽斎は 酒 を 飲んで 悶を 遣った。 抽 斎が 酒 を 

飲み、 獣肉 を瞰 うように なった の はこの 時が 始 である。 

しかし 抽斎は 生涯 煙草 だけ は 喫まずに しまった。 允 

成の 直系卑属 は、 今の 保さん などに 至る まで、 一 人 も 

煙草 を 喫まぬ の だそう である。 但し 抽 斎の 次男 優 善 は 

破格であった。 


かち まち 

抽 斎の まだ 江戸 を 発せぬ 前の 事で ある。 徒士 町の 池 

ずいちょう  なら  はじめ 

田の 家で、 当主 瑞 長が 父 京 水の 例に 倣って、 春の 初 

ほっかい しき  まいねん 

に 発会式と いう こと をした。 京 水 は 毎年 これ を 催して、 

つど  ことし 

門人 を 集えた のであった。 然るに 今年 抽 斎が 住って 見 

ると、 名 は 発会式と 称しながら、 趣 は 全く 前日に 異 つ 

あと  とど 

ていて、 京 水 時代の 静粛 は痕 だに 留めなかった。 芸者 

が 来て 酌 をして いる。 森枳 園が 声色 を 使って いる。 

しばら  み  かたち 

抽斎は 暫く 黙して 一座の 光景 を視 ていたが、 遂に 容 

を 改めて 主客の 非礼 を 責めた。 瑞長は 大いに 羞 じて、 

いとま 

すぐに 芸者に 暇 を 遣った そうで ある。 

引き続いて 二月に、 森枳 園の 家に 奇怪な 事件が 生じ 


た。 枳園は 阿部 家を逐 われて、 祖母、 母、 妻 勝、 生れ 

て 三 歳の 悴養 真の 四 人 を 伴って 夜 逃 をした ので ある。 

じゅぞう ひ 

後に 枳 園の 自ら 選んだ 寿 蔵 碑に は 「有 故 失禄」 と 書し 

て あるが、 その 故 は 何かとい うと、 実に 悲惨で も あり、 

また 滑稽で もあった。 

枳園は 好 劇 家であった。 単に 好 劇と いう だけなら、 

ぎ  かんぽう 

抽斎も 同じ 事で ある。 しかし 抽斎は 俳優の 技 を、 観 棚 

たのし  かはく 

から 望み 見て 楽む に過ぎない。 枳園は 自ら その 科白 

を 学んだ。 科白 を 学んで 足らず、 遂に 舞台に 登って 

※子 〔# 「木+ 邦」、 87-2 を 撃った。 後に は いわゆる 

あいち ゆう あいだ  ならび だいみょう  ふん 

相 中の 間に 混じて、 並 大名な どに 扮し、 また 注進 


などの 役 を も 勤めた。 

或 日 阿部 家の 女中が 宿に 下って 芝居 を 看に 往 くと、 

ようちく 

ふと 登場して いる 俳優の 一 人が 養 竹さん に似てい るの 

に 気が 附 いた。 そう 思って、 と 見こう 見す るう ちに、 

き 

女中 は それが 養 竹さん に 相違ない と 極めた。 そして 

やしき  ほうばい  もと 

邸に 帰って から、 これ を 傍輩に 語った。 固よ リー の 

可笑しい 事と して 語った ので、 初より 枳 園に 危害 を 及 

ぼそうと は 思わな か つたので ある。 

おくお もて  でんぱ 

さて この 奇談が 阿部 邸の 奥 表 に 伝播して 見る と、 

うわやく  す 

上役 はこれ を棄て 置かれぬ 事と 認めた。 そこでい よい 

よ 君 侯 に稟 して 禄を褫 うとい うこと にな つ てし まった。 


その 二十 八 

きえん  ご 

枳園は 俳優に 伍して 登場した 罪に よって、 阿部 家の 

なが  いとま 

禄を 失って、 永の 暇に なった。 後に 抽 斎の 四 人目の 

妻と なるべき 山 内 氏せ 百の 姉 は、 阿部 家の 奥に 仕えて、 

きん ご  し  おこ 

名 を 金 吾と 呼ばれ、 枳園 をも識 つていた が、 事件の 起 

る 三、 四 年 前に 暇 を 取った ので、 当時の 阿部 家に おけ 

る 細か い 事情 を 知らな か つ た。 

永の 暇になる までに は、 相応に 評議 もあった ことで 

あろう。 友人の 中には、 枳園を 救おうと した 人 も あつ 


さいせつ かかわ 

たこと であろう。 しかし 枳園は 平生 細 節に 拘らぬ 人 

なので、 諸方 面に 対して、 世に いう 不義理が 重なって 

のぼ 

いた。 中に も  一、 二 件の 筆紙に 上すべからざる もの も 

し よ うが い 

ある。 救おうと した 人 も、 これらの 障礙 のために、 そ 

の 志 を 遂げる ことが 出来なかった らしい。 

枳園は 江戸で 暫く 浪人 生活 をして いたが、 とうと 

う 負債の ために、 家族 を 引き連れて 夜 逃 をした。 恐ら 

く はこの 最後の 策に 出づる こと をば、 抽斎 にも 打明け 

めんぼく 

なかった だろう。 それ は 面目がなかった からで ある。 

絜矩の 道 を紳に 書して いた 抽斎を さえ、 度々 忍びが た 

ち 

き 目に 逢わせて いたから である。 


枳園は 相 模国を さして 逃げた。 これ は 当時 三十 一歳 

であった 枳 園に は、 もう 幾人 かの 門人が あって、 その 

うち 

中に 相模の 人が いたの をた よって 逃げた ので ある。 こ 

らくた く  くわ 

の 落魄 中の 精し い 経歴 は、 わたくしに はわから ない。 

けいせん  ゆうそう いわ 

『桂 川 詩集』、 『遊 相 医 話』 などと いう、 当時の 著述 を 見 

たら わかる かも 知れぬ が、 わたくし はま だ 見る に 及ば 

じゅぞう ひ  うらが  おおい そ おおや ま ひなた  つくい 

ない。 寿 蔵 碑に は、 浦賀、 大磯、 大山、 日向、 津久井 

まち 

県の 地名が 挙げて ある。 大山 は 今の 大山 町、 日向 は 今 

の 高 部屋 村で、 どちらも 大 磯と 同じ 中 郡で ある。 津 

久井県 は 今の 津久井 郡で 相模 川が これ を 貫流して いる。 

かつらが わ 

桂 川 はこの 川の 上流で ある。 


後に 枳 園の 語った 所に よると、 江戸 を 立つ 時、 懐中 

に は 僅に 八 百 文の 銭が あつたの だそう である。 この 銭 

ゆもと  つか 

は 箱 根の 湯 本に 着く と、 もう 遣い 尽 していた。 そこで 

あんま  かみしも  しょせん  う 

枳園 はとり あえず 按摩 をした。 上下 十六 文の 糈銭を 獲 

る も、 なお 已 むに まさった ので ある。 啻に 按摩の みで 

はない。 枳園は 手当り 次第になんでも した。 

な いが いに か を ろんずる なく  あるいは しゅうせ い をな し  あるいはせ い こ つ をな し 

「無論 内外 二 科、 或為収 生、 或 為 整骨、 

ぎゆうば けい くの しつに いたる まで きた リ てち をこう ものに せ じゅつせ ざる はなし 

至于 牛馬 雞狗 之疾、 来 乞 治者、 莫不 施術」 と、 自 

記の 文に いって ある。 収生 はとり あげで ある。 整骨 

は 骨つ ぎで ある。 獣医の 緦張 内に も 立ち入った。 医者 

の 歯 を 治療す るの を だに 拒もうと する 今の 人に は、 想 


像す る こと も 出来ぬ 事で ある。 

こんやく 

老いた る 祖母 は 浦 賀で困 厄の 間に 歿した。 それでも 

跡に 母と 妻と 子と が ある。 自己 を 併せて 四 人の 口 を、 

かく  のり 

此の 如き 手段で 糊し なくて はならなかった。 しかし 枳 

園の 性格から 推せば、 この間に 処 して 意気 沮喪す る こ 

ともなく、 なお 幾分の ボン ヌ • ュ ミヨ オル を 保有して 

いたであろう。 

なぬし 

枳園 はよう よう 大 磯に 落ち着いた。 門人が 名主 をし 

ふ いちょう 

ていて、 枳園を 江戸の 大 先生と して 吹聴 し、 ここに 開 

はこび 

業の 運に 至った ので ある。 幾ば くもなくして 病 家の 

かす  ふ  きん はく 

数が 殖えた。 金帛を 以て 謝する ことの 出来ぬ もの も、 


さい そ  おく  ほうちゅう  に * きわ  かご 

米穀 菜 蔬を輸 つて 庖厨 を賑 した。 後に は 遠方から 轎 

しょう 

を 以て 迎えられる こと も ある。 馬 を 以て 請 せられる 

こと も ある。 枳園は 大磯を 根拠地と して、 中、 三浦両 

郡の 間 を 往来し、 ここに 足掛 十二 年の 月日 を 過す こと 

となった。 

抽斎は 天 保 九 年の 春を弘 前に 迎えた。 例の 宿直 日記 

き あき 

に、 正月 十三 日 忌 明と 書して ある。 父の 喪が 果てた の 

である。 続いて 第二の 冬 をも弘 前で 過して、 翌天保 十 

のぶ ゆき したが 

年に、 抽畜は 藩主 言 頃に 随 つて， ェ 戸に 帚った。 三十 

五 歳に なった 年で ある。 

この 年 五月 十五 日に、 津軽 家に 代替が あった。 信 


順 は 四十 歳で 致仕して 柳 島の 下屋敷に 遷り、 同じ 齢，. 

ゆきつぐ  こつが る  い  つ  す こぶ 

の 順 承が 小津 軽から 入って 封 を 襲いだ。 信 順 は 頗る 

やや 

華美 を 好み、 動もすれば 夜 宴 を 催しな どして、 財政の 

じゅんち 

窮迫 を 馴致し、 遂に 引退した の だそう である。 

づき 

抽斎 はこれ から 隠居 信順附 にせられて、 平日 は 柳 島 

やかた 

の 館に 勤 仕し、 ただ 折々 上屋敷に 伺候した。 

その 二十 九 

天 保 十 一 年 は 十二月 十四日に 谷 文晁の 歿した 年で あ 

る。 文 晁は抽 斎が 師友 を 以て 遇して いた 年長者で、 抽 


斎 は 平素 画 を 鑑賞す る ことに ついては、 なにくれとな 

おしえ  こ き ぶ つ  ほんぞう 

く教を 乞い、 また 古器 物 や 本艸の 参考に 供すべき 動 

ず  つかいかた がんりょう ときかた 

植物 を 図す るた めに、 筆の 使 方、 顔料の 解 方な ど を 

指図して もらった。 それが 前年に 七十 七の 賀宴 を 

リ ようごく  まん はちろう  なご リ  なきひと 

両国の 万 八楼で 催した の を 名残に して、 今年 亡 人の 

い  うまれ 

数に 入った ので ある。 跡 は 文化 九 年生で 二十 九 歳に 

なる 文 二が 嗣 いだ。 文 二の 外に 六 人の子 を 生んだ 文晁 

あ さ  さきだ 

の 後妻 阿佐 は、 もう 五 年 前に 夫に 先って 死んで いた 

ので ある。 この 年 抽斎は 三十 六 歳であった。 

とく  じじょ よし 

天 保 十二 年に は、 岡 西 氏 徳がニ 女 好 を 生んだ が、 好 

は 早世した。 閏 正月 二十 六日に 生れ、 二月 三日に 死 


ん だので ある。 翌十 三年に は、 三男 八 三郎が 生れた が、 

これ も 夭折した。 八月 三日に 生れ、 十一月 九日に 死ん 

だので ある。 抽 斎が 三十 七 歳から 三十 八 歳になる まで 

はじめ 

の 事で ある。 わたくし は抽 斎の 事 を 叙す る 初にお い 

て、 天 保 十二 年の 暮の 作と 認 むべき 抽 斎の 述 志の 詩 を 

たち ま 

挙げて、 当時の 渋 江 氏の 家族 を 数えた が、 倐ち 来り 倐 

むすめ  あら 

ち 去った 女 好の 名 は 見 わす ことが 出来なかった。 

天 保 十四 年 六月 十五 日に、 抽斎は 近習に 進められた。 

三十 九 歳の 時で ある。 

せいじゅかん  まちい 

この 年に 躋寿 館で 書 を 講じて、 陪臣 町 医に 来聴せ し 

むる 例が 開かれた。 それが 十月で、 翌 十一 月に 始て 


あらた  はじめ  とこう 

新に 講師が 任用 せられた。 初 館に は 都講、 教授が 

あって、 生徒に 授業して いたに 過ぎない。 一時 

たきらん けい  ひゃくに ちか  し  けいがく 

多 紀藍渓 時代に 百日 課の 制 を 布いて、 医学 も 経学 も 科 

を 分って、 百日 を 限って 講じた ことがある。 今い ぅク 

き 

ルズス である。 しかし それ も 生徒に 聴かせた ので ある。 

百日 課 は 四 年間で 罷ん だ。 講師 を 置いて、 陪臣 町 医の 

来聴 を 許す ことにな つたの は、 この 時が 始 である。 五 

力 月の 後、 幕府が 抽斎を 起た しむる ことと なった の は、 

この 制度 あるが ためで ある。 

もたら 

弘化 元年 は抽 斎の ために、 一大 転機 を齎 した。 社 

じ. 5 さん 

会に おいて は 幕府の 直参に なり、 家庭に おいて は 岡 西 


氏徳 のみ まかった 跡へ、 始て 才色 兼ね 備わった 妻が 迎 

えられた ので ある。 

この 一年間の 出来事 を 順次に 数える と、 先ず 二月 二 

十一 日に 妻徳が 亡くなった。 三月 十二 日に 老中 土 か 

おおいの かみと しつら 

大炊頭 利 位 を 以て、 抽 斎に 躋寿館 講師 を 命ぜられた。 

とじょう  はっさく 

四月 二十 九日に 定期 登城 を 命ぜられた。 年始、 八朔、 

つきなみ  ゆ 

五節句、 月並の 礼に 江戸 城に 往く ことにな つたので あ 

こんやち よう かなもの どい や 

る。 十一 月 六日に 神 田 紺屋 町 鉄 物 問屋 山 内 忠兵衛 妹 

、， お  おもてむき 

五 百が 来り 嫁した。 表 向 は 弘前藩 目 附役百 石 比 良 野 

かざし 

助 太郎妹 翳と して 届けられた。 十二月 十日に 幕府 か 

はくぎん 

ら 白銀 五 枚 を 賜わった。 これ は 以下 恒例に なって いる 


から 必ずしも 書かない。 同月 二十 六日に 長女 純が 幕臣 

ばば ザし きゅう 

馬場 玄 玖に 嫁した。 時に 年 十六で ある。 

めと  そうぼう 

抽 斎の 岡 西 氏 徳を娶 つたの は、 その 兄 玄亭が 相貌 も 

才学 も 人に 優れてい るの を 見て、 この 人の 妹なら と 

思った からで ある。 然るに 伉 儷 をな してから 見る と、 

才貌 共に 予期した ようではなかった。 それだけ ならば 

まだ 好かった が、 徳は 兄に は 似ないで、 かえって 父栄 

へ ん きょう 

玄の褊 狭な 気質 を 受け継い でいた。 そして これが 抽 

斎に アンチ パ チイ を 起させた。 

さ だ  むすめ 

最初の 妻定は 貧家の 女 の 具えて いそうな 美徳 を 具 

えてい なかった らしく、 抽 斎の 父 允 成が 或 時、 己の 考 


が 悪かった とい つ て 歎息した こと も あるそう だが、 抽 

斎 は それほど 厭と は 思わなかった。 二人目の 妻 1! 能 は 

怜悧 で、 人 を 使う 才 があった。 とにかく 抽 斎に 始てァ 

ンチパ チイ を 起させた の は、 三人 目の 徳 であった。 

その 三十 

克己 を 忘れた ことのない 抽斎 は、 徳を 叱り 懲らす こ 

とはなかった。 それの みで はない。 あらわに 不快の 色 

を 見せ もしなかった。 しかし 結婚して から 一年 半ば か 

りの 間、 これに 親近 せずにいた。 そして 弘 前へ 立った。 


初 度の 旅行の 時の 事で ある。 

さて 抽 斎が 弘 前にい る 間、 江戸の 便が ある ごとに、 

必ず 長文の 手紙が 徳 から 来た。 留守中の 出来事 を、 

ほ とん  くわし 

殆ど 日記の ように 悉く 書いた ので ある。 抽斎は 初め 

数 行 を 読んで、 直ちに この 書信が 徳の 自力に よって 

成った もので ない こと を 知った。 文章の 背面に 父 允 成 

の 気質が 歴々 として 見えて いたから である。 

允 成は抽 斎の 徳に 親まぬ の を 見て、 前途の ために 

あ や お 

危ん でいた ので、 抽 斎が 旅に 立つ と、 すぐに 徳に 日課 

を 授け はじめた。 手本 を 与えて 手 習 をさせる。 日記 を 

ち と 

附 けさせる。 そして それに 本づ いて 文案 を 作って、 徳 


と  かな い 

に 筆 を 把ら せ、 家内の 事 は 細大と なく 夫に 報ぜさせる 

ことにし たので ある。 

抽斎は 江戸の 手紙 を 得る ごとに 泣いた。 妻の ために 

泣いた ので はない。 父の ために 泣いた ので ある。 

二 年 近い 旅から 帰って、 抽斎は 勉めて 徳に 親んで、 

父の 心 を 安ぜ ようとした。 それから 二 年 立 つ て 優 善 

が 生れた。 

尋 いで 抽斎は 再び 弘 前へ 住って、 足掛 三年 淹留 した。 

留守に 父の 亡くなった 旅で ある。 それから 江戸に 帰つ 

よし 

て、 中 一年 置いて 好が 生れ、 その 翌年 また 八 三 郎が生 

れた。 徳は八 三郎を 生んで 一年 半 立って 亡くなった。 


そして 徳の 亡くなった 跡へ 山 内 氏 五 百が 来る ことに 

ゆ  きた 

なった。 抽 斎の 身分 は 徳が往 き、 五 百が 来る 間に 変つ 

じささん 

て、 幕府の 直参に なった。 交際 は 広くなる。 費用 は 多 

にわか  うち 

くなる。 五 百 は卒に その 中に 身を投じて、 難局に 当 

ら なくて はならなかった。 五 百が あたかも 好し その 適 

材 であった の は、 抽 斎の 幸 である。 

ほうかく 

五 百の 父 山 内 忠兵衛 は 名 を 豊覚と いった。 神 田 紺屋 

かなもの どい や 

町に 鉄 物 問屋 を 出して、 屋号 を 日野屋 といい、 商標に 

は 井桁の 中に 喜の字 を 用いた。 忠兵衛 は 詩文 書画 を 善 

ぼっかく まじわ  す 

くして、 多く 文人墨客に 交り、 財を捐 てて これが 保護 

者と なった。 


やす 

忠兵衛 に 三人の 子が あった。 長男 栄次 郎、 長女 安、 

二 女 五 百で ある。 忠兵衛 は 允 成の 友で、 嫡子 栄次郎 の 

教育 をば、 久しく 抽 斎に 託して いた。 文政 七、 八 年の 

頃、 允 成が 日野屋 をお とずれ て、 芝居の 話 をす ると、 

九つ か 十であった 五 百と、 一 つ 年上の 安と が 面白がつ 

て 傍聴して いたそう である。 安 は 即ち 後に 阿部 家に 仕 

きん ご 

えた 金 吾で ある。 

五 百 は 文化 十三 年に 生れた。 兄 栄次郎 が 五 歳、 姉 安 

が 二 歳に なって いた 時で ある。 忠兵衛 は 三人の 子の 次 

第に 長ず るに 至って、 嫡子に は士 人た るに 足る 教育 を 

むすめ 

施し、 二人の 女に も 尋常 女子の 学ぶ ことにな つてい 


る 読み書き 諸芸の 外、 武芸 をし こんで、 まだ 小さい 時 

から 武家 奉公に 出した。 中に も 五 百に は、 経学な ど を 

さえ、 殆ど 男子に 授ける と同じように 授けた ので ある。 

かく 

忠兵衛 が 此の 如くに 子 を 育てた に は 来歴が ある。 忠 

たじ まの かみ もりとよ  つし まの かみかず とよ 

兵衛の 祖先 は 山 内 但馬守 盛豊の 子、 対 馬 守 一 豊の弟 か 

ら出 たの だそう で、 江戸の 商人に なつてから も、 

三 葉 柏の 紋を附 け、 名のりに 豊の字 を 用いる ことに 

なって いる。 今 わたくしの 手近に ある 系図に は、 一豊 

お だ のぶな が  しゅ リの すけ やすとよ  たけ だしん げん 

の 弟 は 織 田 信 長に 仕えた 修理 亮康豊 と、 武田信 玄に仕 

ほうげんに つたい 

えた 法眼 日泰 との 二人し か 載せて ない。 忠兵衛 の 家 は、 

この 二人の 内い ずれ かの 裔 であるか、 それとも 外に 一 


にわか さ だ 

豊の 弟が あつたか、 ここに 遽 に 定める ことが 出来ない。 

その 三十 一 

せ 百 は 十一、 二 歳の 時、 本丸に 奉公した そうで ある。 

年代 を 推せば、 文政 九 年 か 十 年 かでなくて はならない。 

とくが わい えな リ  みだい どころ 

徳川家 斉が 五十 四、 五 歳に なった 時で ある。 御台 所 は 

このえけ いき  しげ ひめ 

近衛 経熙の 養女 茂 姫で ある。 

あねこう じ  へ や こ 

五 百 は 姉 小路と いう 奥 女中の 部屋 子で あつたと いう。 

じょうろう  しか 

姉 小路と いうから に は、 上 藤であった だろう。 然ら 

ながつ ぼね  かわ 

ば 長 局の 南 一 の 側に、 五 百 はいた はずで ある。 五 百 


らが 夕方に なると、 長い 廊下 を 通って 締めに 往 かなく 

て はならぬ 窓が あった。 その 廊下に は 鬼が 出る という 

うわさ 

噂が あった。 鬼と は どんな 物で、 それが 出て 何 をす 

たれ よ  きもの 

るかと いうに、 誰も 好く は 見ぬ が、 男の 衣 を 着て いて、 

額に 角が 生えて いる。 それが 礫 を 投げ掛けたり、 灰 

を 蒔き 掛けたり するとい うので ある。 そこで どの 部屋 

子 も 窓 を 締めに 往 くこと を 嫌って、 互に 譲り合った。 

おさな  けいこ 

五 百は穉 くても 胆力が あり、 武芸の 稽古 を もした こ 

とが あるので、 自ら 望んで 窓 を 締めに 往 つた。 

暗い 廊下 を 進んで 行く と、 果して ちょろちょろと 走 

力た ほ 

リ 出た ものが ある。 おやと 思う 間もなく、 五 百 は片頰 


に 灰 を 被った。 五 百に は 咄嗟の 間に、 その物の 姿が 

好く は 見えな か つ たが、 どうも 少年の 悪 作劇ら しく 感 

せられた ので、 五 百 は 飛び 附 いて 摑 まえた。 

「許せく」 と 鬼 は 叫んで 身 を もがいた。 五 百 はすこ 

ゆる  おなご  は 

しも 手 を 弛めなかった。 そのうちに 外の 女子た ちが 馳 

せ附 けた。 

おに めん  ぎんの すけ 

鬼 は 降伏して 被って いた 鬼面 を 脱いだ。 銀 之 助 様と 

とな  みま さかの くにに しほう じょうごお リ つや ま 

称えて いた 若者で、 穉 くて 美 作 国 西北 条郡津 山の 

まつだいら け むこいり 

城主 松 平家へ 壻 入した 人であった そうで ある。 

な リたカ  力ち  力た  もと 

津 山の 城主 松 平 越後 守斉 孝の 次女 徒の 方の 許へ 壻入 

みかわの かみ 

したの は、 家斉の 三十 四 人目の 子で、 十四 男 参 河 守 


斉民 である。 

おさなな 

斉民は 小字 を 銀 之 助と いう。 文化 十一 年 七月 二十 九 

日に 生れた。 母 はお 八重の 方で ある。 十四 年 七月 二十 

みだ いどころ 

二日に、 御台 所の 養子に せられ、 九月 十八 日に 津 山の 

松 平家に 壻 入し、 十二月 三日に 松 平 邸に 住た。 四 歳の 

むこぎ み 

壻君 である。 文政 二 年 正月 二十 八日に は 新居 落成して 

それに 移った。 七 年 三月 二十 八日に は 十一 歳で 元服し 

じゅ  じょう 

て、 従 四 位 上 侍従 参 河守斉 民と なった。 九 年 十二月 

かくどう こう 

に は 十三 歳で 少将に せられた。 人と 成って 後 確 堂 公と 

なる しま リ ゆうほく  てんがく 

呼ばれた の はこの 人で、 成 島 柳 北の 碑の 篆額は その 

筆で ある。 そうして 見る と、 この 人が 鬼に なって 五 百 


とら  のち 

に 捉えられ たの は、 従 四 位 上 侍従に なつてから 後で、 

ただ 少将で あつたか、 なかった かが 疑問で ある。 津山 

やかた  ねとまり  おさなな 

邸に 館 はあって も、 本丸に 寝 泊して、 小字の 銀 之 助 を 

呼ばれて いた ものと 見える。 年 は 五 百より 二つ 上で あ 

る。 

五 百の 本丸 を 下った の は J! 時 だか わからぬ が、 十五 

とうどうけ 

歳の 時にはもう 藤 堂 家に 奉公して いた。 五 百が 十五 歳 

になった の は、 天 保 元年で ある。 もし 十四 歳で 本丸 を 

下った とすると、 文政 十二 年に 下った ことになる。 

五 百 は 藤 堂 家に 奉公す るまでに は、 二十 幾 家と いう 

めみえ  まわ 

大名の 屋敷 を 目 見 をして 廻った そうで ある。 その 頃 も 


女中の 目 見 は、 君臣 を択 ばず、 臣 君を択 ぶと いうよう 

かく 

になって いたと 見えて、 五 百が 此の 如くに 諸家の 奥へ 

のぞ  いたるところ しりぞ 

視 きに 往 つたの は、 到処で 斥けられ たので はなく、 

自分が 仕うる こと を 肯 ぜ なか つ たの だそう である。 

へめぐ 

しかし 二十 余 家 を 経 廻る うちに、 ただ 一 力 所 だけ、 

五 百が 仕えようと 思 つ た 家が あ つ た。 それが 偶然に も 

とよす け 

土 佐 国 高 知の 城主 松 平 土 佐 守 豊資の 家で あつ た。 即ち 

五 百と 祖先 を 同じう する 山 内 家で ある。 

五 百が 鍛冶 橋 内の 上屋敷へ 連れられて 行く と、 外の 

家と 同じような 考 試に 逢った。 それ は 手跡、 和歌、 

おんぎょく たしな み ため 

音曲の 嗜 を 験され るので ある。 試官は 老女で ある。 


ず り 111^  二 

先ず 硯 箱と 色紙と を 持ち出して、 老女が 「これに 一 つ 

そめ 

ぉ染 を」 という。 五 百 は 自作の 歌 を 書いた ので、 同時 

ときわず 

に 和歌の 吟味 も 済んだ。 それから 常 磐津を 一 曲 語らせ 

られ た。 これらの 事 は 他家と 何の 殊 なること もなかつ 

ことごと めんぷく 

たが、 女中が 悉 く 綿 服であった のが、 五 百の 目に 留 

まった。 二十 四 万 二 千 石の 大名の 奥の 質素な の を、 五 

百 は 喜んだ。 そしてす ぐに この 家に 奉公した いと 決心 

かずさの すけな り まさ むすめ 

した。 奥方 は 松 平 上 総介斉 政の 女 である。 

い お  みつばが しわ 

この 時 老女が ふと 五 百の 衣類に 三 葉 柏の 紋の附 いて 

いるの を 見附けた。 


その 三十 一 一 

山 内 家の 老女 は 五 百に、 どうして 御 当家の 紋と 同じ 

紋を、 衣類に 附 けて いるかと 問うた。 

みつばが しわ 

五 百 は 自分の 家が 山 内 氏で、 昔から 三 葉 柏の 紋を附 

けて いると 答えた。 

老女 は 暫く 案じてから いった。 御用に 立ちそう な 

めしかかえ 

人と 思われる から、 お 召 抱になる ように 申し立てよ 

うと 思う。 しかし その 紋は 当分 御 遠慮 申す が 好かろう。 

ゆいしょ  ゆるし 

由緒の ある ことであろう から、 追ってお 許 を 願う こ 

とも 出来よう とい つた。 


五 百 は 家に 帰って、 父に 当分 紋を 隠して 奉公す る こ 

との 可否 を 相談した。 しかし 父 忠兵衛 は 即座に 反対し 

せんそ  う 

た。 姓名 だの 紋章 だの は、 先祖から 承け て 子孫に 伝え 

みだり かく  あらた 

る 大切な ものである。 濫に 匿したり 更 めたり すべき 

もので はない。 そんな 事 をし なくて は 出来ぬ 奉公なら、 

せぬ が 好い といった ので ある。 

めみえ 

五 百が 山 内 家 を ことわって、 次に 目 見に 往っ たのが、 

むこうや なぎはら 

向 柳 原の 藤 堂 家の 上屋敷であった。 例の 考試は 首尾 

好く 済んだ。 別格 を 以て 重く 用いても 好い といって、 

まわ  くた び 

懇望せられ たので、 諸家 を 廻り 草臥れた 五 百 は、 この 

さ 

家に 仕える ことに 極めた。 


ちゅうろう  づき  さ だ 

五 百 はすぐ に 中 藤 にせられて、 殿様 附と 定まり、 同 

ゆうひつ  あの ごお リ 

時に 奥方 祐筆 を 兼ねた。 殿様 は 伊勢 国 安濃 郡 律の 城主、 

いずみの かみた かゆき 

三十 一 一万 三千 九 百 五十石の 藤 堂 和 泉 守高猷 である。 官 

じゅ  ともの かみ たかた け 

位 は 従 四 位 侍従に な つていた。 奥方 は 藤 堂 主 殿 頭高崧 

むすめ 

の 女 である。 

この 時 五 百 はま だ 十五 歳であった から、 尋常なら ば 

おんな こしょう 

女 小姓に 取らるべき であった。 それが 一躍して 中臈 

か  タバ n  ちょうず 

を 贏ち 得た の は 破格で ある。 女 小姓 は 茶、 烟草、 手水 

こまづかい 

などの 用 を 弁ずる もので、 今い う 小間使で ある。 中 藤 

は 奥方 附 であると、 奥方の 身辺に 奉仕して、 種々 の 用 

事 を 弁ずる ものである。 幕府の 慣例で は それが 転じて 


しょろ  い 

将軍 附 となると、 妾に なった と 見ても 好い。 しかし 

大名の 家で は 奥方に 仕えずに 殿様に 仕える というに 過 

ぎない。 祐筆 は 日記 を附 けたり、 手紙 を 書いたり する 

役で ある。 

五 百 は 呼名 は 挿 頭と 附 けられた。 後に 抽 斎に 嫁す る 

かざし 

ことに 極まって、 比 良 野 氏の 娘 分に せられた 時、 翳の 

名 を 以て 届けられ たの は、 これ を 襲用した ので ある。 

たしな み 

さて 暫く 勤めて いるう ちに、 武芸の 嗜 の ある こと を 

おとこの すけ  あだな 

人に 知られて、 男 之 助と いう 綽名が 附 いた。 

さんしつ 

藤 堂 家で も 他家と 同じように、 中 藤 は 三 室 位に 分た 

れた 部屋に 住んで、 女 二人 を 使った。 食事 は 自弁で 


あった。 それに 他家で は 年給 三 十両 内外で あるのに、 

藤 堂 家で は九両 であった。 当時の 武家 奉公 をす る 女 は、 

多く 俸 銭 を 得ようと 思って いたので はない。 今の 女が 

女学校に 往 くように、 修行 をし に往 くので ある。 風儀 

の 好 さそうな 家 を 択んで 仕えよう とした 五 百 なぞに は、 

はじめ 

給料の 多寡 は 初 より 問う 所でな か つ た。 

修行 は 金を使って する 業で、 金 を 取る 道 は 修行で は 

ない。 五 百 なぞ も 屋敷 住い をして、 役人に 物を献 じ、 

ほうばい きょうおう  ととの  げじょ 

傍輩に 饗応し、 衣服 調度 を 調え、 下女 を 使って 暮す 

とし 

に は、 父 忠兵衛 は 年に 四百 両を 費した そうで ある。 給 

料 は 三 十両 貰っても 九両 貰っても、 格別の 利害 を 感ぜ 


なかった はずで ある。 

五 百 は 藤 堂 家で 信任 せられた。 勤 仕い まだ 一 年に 満 

たぬ のに、 天 保 二 年の 元日に は中臈 頭に 進められた。 

中臈頭 はた だ 一人し か 置かれぬ 役で、 通例 二十 四、 五 

歳の 女が 勤める。 それ を 五 百 は 十六 歳で 勤める ことに 

なった。 

その 三十 三 

五 百 は 藤 堂 家に 十 年間 奉公した。 そして 天 保 十 年に 

いとま 

二十 四 歳で、 父 忠兵衛 の 病気の ために 暇 を 取った。 


後に 夫と なるべき 抽斎は 五 百が 本丸に いた 間、 尾 島 氏 

定を 妻と し、 藤 堂 家に いた 間、 比 良 野 氏 威 能、 岡 西 氏 

徳を相 踵いで 妻と していた ので ある。 

五 百の 藤 堂 家 を 辞した 年 は、 父 忠兵衛 の 歿した 年で 

や  むすめ 

ある。 しかし 奉公 を罷 めた 頃 は、 忠兵衛 はま だ 女 を 

いとま 

呼び寄せる ほどの 病気 をして はいなかった。 暇 を 

取った の は、 忠兵衛 が 女 を 旅に 出す こと を 好まな かつ 

たかゆき 

たためで ある。 この 年に 藤 堂 高猷 夫妻 は 伊勢 参宮 を す 

うち 

る ことにな つていて、 五 百 は 供の 中に 加えられ ていた _ 

さきだ  かえ 

忠兵衛 は 高猷の 江戸 を 立つ に 先 つて、 五 百 を 家に 還 

らしめ たので ある。 


五 百の 帰った 紺屋 町の 家に は、 父 忠兵衛 の 外、 当時 

しょう まき 

五十 歳の 忠兵衛 妾牧、 二十 八 歳の 兄 栄次郎 がいた。 

やす  よこ やまちよう 

二十 五 歳の 姉 安 は 四 年 前に 阿部 家 を 辞して、 横 山 町 

ぬりもの どい や ながお そうえ もん 

の 塗物 問屋 長尾宗 右衛門に 嫁して いた。 宗 右衛門 は 安 

がた めに は、 ただ 一 つ 年上の 夫であった。 

いとけ な 

忠兵衛 の 子が まだ 皆 幼 く、 栄次郎 六 歳、 安三 蔵、 

い お  こうじまち  やまいち  せつつ のかみ 

五 百 二 歳の 時、 麴 町の 紙 問屋 山 一の 女で 松 平 摂津守 

ぎけん 

義 建の 屋敷に 奉公した ことの ある 忠兵衛 の 妻 は 亡く 

なった ので、 跡に は享和 三年に 十四 歳で 日 野屋へ 奉公 

に 来た 牧が、 妾に なって いたので ある。 

忠兵 衛は晚 年に、 気が 弱くな つていた。 牧は 人の 上 


に 立って 指図 をす るよう な 女ではなかった。 然るに 五 

百が 藤 堂 家から 帰った 時、 日野屋 では 困難な 問題が 生 

ぜんか  こうべ 

じて 全家が 頭を悩ませ ていた。 それ は 五 百の 兄栄次 

郎の 身の上で ある。 

つ  しょう へいこう 

栄次郎 は 初め 抽 斎に 学んで いたが、 尋 いで 昌平 黌 

に 通う ことにな つた。 安の 夫に なった 宗 右衛門 は、 同 

ふた リ  あまた 

じ 学校の 諸 生 仲間で、 しかも この 二人 だけが 許 多の 士 

はさ  たと 

人の 間に 介 まっていた 商家の 子であった。 譬えて いつ 

て 見れば、 今の 人が 華族でなくて 学習 院 にんって いる 

ような ものである。 

五 百が 藤 堂 家に 仕えて いた 間に、 栄次郎 は 学校生活 


たいらか  よし わらが よい  あいかた 

に 平 ならず して、 吉原通 をし はじめた。 相 方 は 

やまぐ ちと もえ  つかさ  さが 

山 口 巴の 司と いう 女であった。 五 百が 屋敷から 下る 

二 年 前に、 栄次郎 は 深 入 をして、 とうとう 司の 身受を 

すると いう ことにな つた ことがある。 忠兵衛 はこれ を 

きゅうかい 

聞き 知って、 勘当しょう とした。 しかし 救 解の ため 

に 五 百が 屋敷から 来たので、 沙汰 罷 になった。 

然るに 五 百が 藤 堂 家 を 辞して 帰った 時、 この 問題が 

再燃して いた。 

栄次郎 は 妹の 力に 憑って 勘当 を 免れ、 暫く 謹慎して 

くぐ  ひま  いなか だいじん 

大門 を 潜らずに いた。 その 隙に 司 を 田舎 大尽が 受け 出 

ラ つし ょラ 

した。 栄次 郎は鬱 症に なった。 忠兵衛 は 心 弱く も、 


人に 栄次 郎を吉 原へ 連れて 往 かせた。 この 時 司の 禿 

はまて る  つきだし 

であった 娘が、 浜 照と いう 名で、 来月 突出に なること 

になって いた。 栄次郎 は 浜 照の 客に なって、 前よりも 

さかん あそび 

盛な 遊 をし はじめた。 忠兵衛 はまた 勘当す ると 言い 

出した が、 これと 同時に 病気に なった。 栄次郎 もさす 

がに 驚いて、 暫く 吉 原へ 住かずに いた。 これが 五 百の 

帰った 時の 現状で ある。 

この 時に 当って、 まさに 覆 らんと する 日 野屋の 

世帯 を 支持して 行こうと いう ものが、 新 に 屋敷 奉公 

を棄 てて 帰った 五 百の 外になかった こと は、 想像す る 

に 難く は あるまい。 姉 安 は 柔和に 過ぎて 決断な く、 そ 


の夫宗 右衛門 は 早世した 兄の 家業 を 襲いでから、 酒 を 

飲んで 遊んで いて、 自分の 産 を 治す る こと を さえ 忘れ 

ていたの である。 

その 三十 四 

五 百 は 父 忠兵衛 をいた わり 慰め、 兄 栄次郎 を 諌め励 

もて あそ  かじ 

まして、 風浪に 弄 ばれて いる 日野屋 という 船の 柁を 

おお まご 

取った。 そして 忠兵衛 の 異母 兄で 十 人 衆 を 勤めた 大孫 

ぼう 

某 を 証人に 立てて、 兄 をして 廃嫡 を 免れし めた。 

忠兵衛 は 十二月 七日に 歿した。 日 野屋の 財産 は 一 旦 


忠兵衛 の 意志に 依つ て 五 百の 名に 書き 更 えられた が、 

五 百 は 直ちに これ を 兄に 返した。 

五 百 は 男子と 同じような 教育 を 受けて いた。 藤 堂 家 

で 武芸の ために 男 之 助と 呼ばれた 反面に は、 世間で 文 

学の ために 新少納 言と 呼ばれた という 一 面が ある。 同 

かりやえ きさ い  むすめた か 

じ 頃 狩谷掖 斎の 女 俊に 少納 言の 称が あつたので、 五 

む 力 

百 はこれ に 対え て かく 呼ばれた ので ある。 

五 百の 師 として 事え た 人に は、 経学に 佐 藤 一斎、 

ひっさつ うぶかた ていさい  まえ だな つかげ 

筆 札に 生 方 鼎 斎、 絵画に 谷 文晁、 和歌に 前 田 夏 蔭が あ 

るそう である。 十一、 二 歳の 時 夙く 奉公に 出た ので あ 

さ 

るから、 教を 受ける に は、 宿に 下る 度 ごとに 講釈 を 聴 


くと か、 手本 を 貰って 習って 清書 を 見せに 往く とか、 

兼題の 歌 を 詠んで 直しても らうと かいう 稽古の 為 方で 

あ つ ただろう。 

うち 

師匠の 中で 最も 老年で あつたの は 文晁、 次 は 一斎、 

次 は 夏 蔭、 最も 少壮であった のが 鼎 斎で ある。 年齢 を 

推算す るに、 五 百の 生れた 文化 十三 年に は、 文 晁が五 

十四、 一斎が 四十 五、 夏 蔭が 二十 四、 鼎 斎が 十八に なつ 

ていた。 

文晁は 前にい つたと ぉリ、 天 保 十一 年に 七十 八で 歿 

した。 五 百が 二十 五の 時で ある。 一斎 は 安政 六 年 九月 

二十四日に 八十 八で 歿した。 五 百が 四十 四の 時で ある。 


夏 蔭 は 元 治 元年 八月 二十 六日に 七十 二で 歿した。 五 百 

が 四十 九の 時で ある。 鼎 斎 は 安政 三年 正月 七日に 五十 

八で 歿した。 五 百が 四十 一 の 時で ある。 鼎 斎 は 画家 

ふく だはん こう  むら まつち よう  え 

福 田 半 香の 村 松 町 の 家へ 年始の 礼に 住って 酒に 酔い、 

水 戸の 剣客 某と 口論 をし 出して、 其の 門人に 斬られた 

ので ある。 

このえよ らくいん  たちばなの ちかげ 

五 百 は 鼎 斎を師 とした 外に、 近衛 予楽院 と 橘 千 蔭 

りん も 

との 筆跡 を臨模 した ことがあ るそう である。 予楽院 

いえ ひろ げんぶん  こう 

家 熙は元 文 元年に 薨 じた。 五 百の 生れる 前 八十 年で あ 

はぎ ぞの ちかげ  ょリき  また ざえ もん 

る。 芳宜園 千 蔭 は 身分が 町奉行 与力で、 加 藤 又 左衛門 

と 称し、 文化 五 年に 歿した。 五 百の 生れる 前 八 年で あ 


る。 

五 百 は 藤 堂 家 を 下って から 五 年 目に 渋 江 氏に 嫁した。 

穉ぃ 時から 親しい 人 を 夫に する ので は あるが、 五 百 

の 身に 取って は、 自分が 抽 斎に 嫁し 得る という ポッシ 

ピリ テェの 生じた の は、 二月に 岡 西 氏徳が 亡くなって 

から 後の 事で ある。 常に 往来して いた 渋 江の 家で ある 

から、 五 百 は徳の 亡くなった 二月から、 自分の 嫁して 

来る 十一月までの 間に も、 抽 斎を訪 うた ことがある。 

未婚 男女の 交際と か 自由結婚 とかいう 問題 は、 当時の 

人 は 夢に だに 知らなかった。 立派な 教育の ある 二人が、 

男 は 四十 歳、 女 は 二十 九 歳で、 多く 年を閲 した 友人 関 


係を棄 てて、 遽に 夫婦関係 にんった ので ある。 当時 

において は、 醒覚 せる 二人の 間に、 此の 如く 婚約が 整つ 

たという こと は、 絶てな くして 僅に ある ものと いつ 

て 好かろう。 

おとこやもめ  もと  とぶら 

わたくし は 鰥夫に なった 抽 斎の 許へ、 五 百の 訪 

い 来た 時の 緊張した シチ ユア シ ヨン を 想像す る。 そし 

たも つ  ほうかいし  おも  おか 

て 保 さんの 語った 豊 芥子の 逸事 を 憶い 起して 可笑し 

く 思う。 五 百の 渋 江へ 嫁入す る 前であった。 或 日 五 百 

が 来て 抽 斎と 話 をして いると、 そこへ 豊 芥子が 竹の 

かわつつ み  すし 

皮 包 を 持って来 合せた。 そして 包 を 開いて 抽 斎に 鲊 

を 薦め、 自分 も 食い、 五 百に 是非 食えと いった。 後に 


五 百 は、 あの 時 ほど 困った こと はない といった そうで 

ある。 

その 三十 五 

せ 百は抽 斎に 嫁す るに 当って、 比 良 野 文 蔵の 養女に 

めつ け やく  さだかた 

なった。 文 蔵の 子で 目附 役に なって いた 貞固は 文化 九 

うまれ 

年生で、 五 百の 兄 栄次郎 と 同年であった から、 五 百 は 

その 妹に なった ので ある。 然るに 貞固は 姉 1! 能の 跡に 

直る 五 百 だからと いうので、 五 百 を 姉と 呼ぶ ことにし 

た。 貞 固の 通称 は 祖父と 同じ 助太郎 である。 


かりおや  まこと 

文 蔵 は 仮親になる から は、 真の 親と 余り 違わぬ 

じ ±  - つぎ 

情誼が ありたい といって、 渋 江 氏へ 往く三 力 月ば かり 

前に、 五 百 を 我家に 引き取った。 そして 自分の 身辺に 

おらせて、 煙草 を塡 めさせ、 茶 を 立てさせ、 酒の 酌 を 

させな どした。 

ぷ ば  いと びん  くろつ むぎ 

助 太郎は 武張った 男で、 髪 を 糸鬢に 結い、 黒 袖 の紋 

附を 着て いた。 そしてもう 藍 原 氏 かなと いう 嫁が あつ 

た。 初め 助太郎 とかな と は、 まだ かなが 藍 原 右衛門の 

むすめ  けつげき  き  あいまみ 

女 であった 時、 穴隙 を鑽 つて 相 見えた ために、 二人 は 

親々 の 勘当 を 受けて、 裏店の 世帯 を 持った。 しかし ど 

ちら も 可哀ぃ 子であった ので、 間もなく わびが 愜 つて 


助 太郎は 表立って かな を 妻に 迎えた ので ある。 

五 百が 抽 斎に 帰いだ 時の 支度 は 立派であった。 日 野 

ゆうとう  かたぶ 

屋の 資産 は 兄 栄次郎 の 遊蕩に よ つて 傾 き 掛か つ て は 

いたが、 先代 忠兵衛 が 五 百に 武家 奉公 をさせる ために 

為 向けて 置いた 首 飾、 衣服、 調度 だけで も、 人の 目 を 

驚かす に 足る ものが あった。 今の 世の 人 も 奉公 上りに 

たまわ リ もの 

は 支度が あると いう。 しかし それ は 賜物 をい うので 

お. S ご  おも 

ある。 当時の 女子 はこれ に反して、 主に 親の 為 向けた 

物 を 持って いたので ある。 五 年の 後に 夫が 将軍に 謁し 

た 時、 五 百 はこの 支度の 一部 を沽 つて、 夫の 急 を 救う 

さきだ  きえん 

こと を 得た。 また これに 先つ こと 一 年に、 森枳 園が 


江戸に 帰った 時 も、 五 百 はこの 支度の 他の 一部 を 贈つ 

て、 枳 園の 妻 をして 面目 を 保た しめた。 枳 園の 妻 は 

のちのち 

後々 まで も、 衣服 を 欲する ごとに 五 百に 請う ので、 お 

勝さん はわた しの 支度 を 無尽蔵 だと 思つ ている らしい 

といって、 五 百が 歎息した ことがある。 

五 百の 来り 嫁した 時、 抽 斎の 家族 は 主人 夫婦、 長男 

つねよ し  いと  やすよし 

恒善、 長女 純、 次男 優 善の 五 人で あつたが、 間もなく 

純 はかで て 馬場 氏の 婦 となった。 

弘化ニ 年から 嘉水 元年までの 間、 抽 斎が 四十 一歳 か 

ら四 十四 歳までの 間に は、 渋 江 氏の 家庭に 特筆すべき 

事が 少 かった。 五 百の 生んだ 子に は、 弘化ニ 年 十一 


うまれ  とう 

月 二十 六日 生の 三女 棠、 同 三年 十月 十九 日 生れの 四 

げんこう  くが 

男 幻 香、 同 四 年 十月 八日 生れの 四 女 陸が ある。 四 男 は 

げんこうす いし  ほうし 

死んで 生れた ので、 幻 香水 子 は その 法諡 である。 陸 は 

きね やかつ ひさ 

今の 杵屋 勝久 さんで ある。 嘉永 元年 十二月 一 一十 八日に 

つね ひさ  つきなみ 

は、 長男 恒 善が 二十 三 歳で 月並 出仕 を 命ぜられた。 

い お  さとかた 

五 百の 里方で は、 先代 忠兵衛 が 歿してから 三年 ほど、 

栄次郎 の 忠兵衛 は 謹慎して いたが、 天 保 十三 年に 三十 

一歳に なった 頃から、 また 吉 原へ 通い はじめた。 相 方 

はまて る 

は 前の 浜 照で あ つ た。 そして 忠兵衛 は 遂に 浜 照 を 落籍 

させて 妻に した。 尋 いで 弘化 三年 十一 月 二十 二日に 

わずか 

至って、 忠兵衛 は 隠居して、 日 野屋の 家督 を 僅に 二 歳 


とう  きん ざ 

になった 抽 斎の 三女 棠に 相続 させ、 自分 は 金 座の 役人 

の 株 を 買って、 広 瀬 栄次郎 と名告 つた。 

めと 

五 百の 姉 安を娶 つた 長尾宗 右衛門 は、 兄の 歿した 跡 

つ  て さかずき  お  ぬりもの どい や 

を 襲いでから、 終日 手 杯 を釈 かず、 塗物 問屋の 帳場 は 

番頭に 任せて 顧みなかった。 それ を 温和に 過ぐ る 性質 

の 安は諌 めようと もしない ので、 五 百 は 姉を訪 うて こ 

の 様子 を 見る度に もどかしく 思った が 為 方がなかった。 

そういう 時宗 右衛門 は 五 百 を 相手に して、 『資治 通鑑』 

の 中の 人物 を 評しな どして、 容易に 帰る こと を 許さな 

い。 五 百が 強いて 帰ろうと すると、 宗 右衛門 は 安の 生 

けい せん  むすめ 

ん だお 敬お 铨の 二人の 女 に、 おばさん を 留めい という。 


二人の 女 は 泣いて 留める。 これ はおば の 帰った 跡で 家 

が 寂しくな るのと、 父が 不機嫌になる のと を 憂えて 泣 

くので ある。 そこで 五 百 はとうとう 帰る 機会 を 失う の 

である。 五 百が この 有様 を 夫に 話す と、 抽斎は 栄次郎 

きづか 

の 同窓で、 妻の 姉壻 たる 宗 右衛門の 身の上 を 気遣って、 

さと  は 

わざわざ 横 山 町へ 諭しに 住った。 宗 右衛門 は 大いに 慙 

じて、 やや 産業に 意 を 用いる ようになった。 

その 三十 六 

きえん 

森枳 園は大 磯で 医業が 流行す るよう になって、 生活 


に 余裕 も 出来た ので、 時々 江戸へ 出た。 そして その 度 

やど 

ごとに 一 週間 位 は 渋 江の 家に 舎る ことにな つ ていた。 

*  きょうそう  よにげ 

枳 園の 形 装 は 決して かって 夜 逃 をした 土地へ、 忍び 

やかに 立ち入る 人と は 見えなかった。 保さん の 記憶 

い お  めしち リ めん きもの 

している 五 百の 話に よるに、 枳園 はお 召 縮緬の 衣 を 

え び ざ や  わきざし  つま 

着て、 海老 鞘の 脇 指 を 差し、 歩く に 棲 を 取って、 

むきみし ぼリ  ふんどし 

剝身 絞の 襌 を 見せて いた。 もし 人が その 七 代 目 

だんじ ゆうろう  ひいき  なりた や 

団十郎 を 貝顯属 にす るの を 知っていて、 成 田 屋と声 を 

掛ける と、 枳園は 立ち止まって 見え をした そうで ある _ 

そして 当時の 枳園 はもう 四十 男であった。 尤もお 召 

あなが  しゃし 

縮緬 を 着た の は、 強ち 奢侈と 見るべき では あるまい。 


一反 二分 一 朱 か 二分 二 朱であった というから、 着よう 

と 思えば 着られた ので あろうと、 保さん がいう。 

やど  もと 

枳 園の 来て 舎る 頃に、 抽 斎の 許に ろくと いう 女中が 

いた。 ろく は 五 百が 藤 堂 家に いた 時から 使った もので、 

抽 斎に 嫁す るに 及んで、 それ を 連れて来 たので ある。 

枳園は 来り 舎る ごとに、 この 女 を 追い 廻して いたが、 

おお あんどう 

とうとう 或 日 逃げる 女 を 捉えよう として 大行燈 を 覆し、 

たわむれ 

畳 を 油 だらけに した。 五 百 は 戯 に 絶交の 詩 を 作って 

からか 

枳 園に 贈った。 当時ろ く を 揶揄う もの は枳園 のみでな 

ほうかいし 

く、 豊 芥子 も 訪ねて 来る ごとに これに 戯れた。 しかし 

ろく は 間もなく 渋 江 氏の 世話で 人に 嫁した。 


枳園 はまた 当時 纔 に 一 一十 歳を踰 えた 抽 斎の 長男 

つねよ し  たびたび 

恒 善の、 いわゆる おとなし 過ぎる の を 見て、 度々 吉原 

ゆ  き 

へ 連れて 往 こうと した。 しかし 恒善は 聴かなかった。 

枳園は 意 を 五 百に 明かし、 母の 黙許と いう を 以て 恒善 

を 動そうと した。 しかし 五 百 は 夫が 吉 原に 往 くこと 

を 罪悪と している の を 知っていて、 恒善を 放ち 遣る こ 

とが 出来ない。 そこで 五 百 は 幾た びか 枳 園と 論争した 

そうで ある。 

枳 園が 此の 如くに して しばしば 江戸に 出た の は、 遊 

こしゅう ちと 

びに 出た のではなかった。 故主の 許に 帰参しょう とも 

思い、 また 才学 を 負うた 人で あるから、 首尾 好く は 幕 


じきさん  うかが 

府の 直参に でもな ろうと 思って、 機会 を 窺って いた 

ので ある。 そして 渋 江の 家 は その 策源地であった。 

にわか  やす 

卒に 見れば、 枳 園が 阿部 家の 古巣に 帰る の は 易く、 

新に 幕府に 登庸せられ るの は 難いよう である。 しかし 

実況に はこれ に 反する ものが あった。 枳園は 既に 学術 

は  なかん ずく ほんぞう  くわ 

を 以て 名 を 世間に 馳せ ていた。 就中 本草に 精し いと 

いう こと は 人が 皆 認めて いた。 阿部 伊勢 守 正弘 はこれ 

を 知らぬ ではない。 しかし その 才学の ある 枳 園の 

けいちょう  す こぶ  かた  たきい つけ  さいてい 

軽佻 を 忌む 心が 頗 る牢か つ た。 多紀 一 家 殊に 茴庭は 

やや これと 趣 を 殊にして いて、 ほぼ この 人の 短 を 護し 

て、 その 長 を 用いよう とする 抽 斎の 意に 賛同して いた _ 


枳園を 帰参 させよう として、 最も 尽力した の は 伊沢 

榛軒、 柏 軒の 兄弟で あるが、 抽斎 もまた 福 山の 公用 人 

はっと リ くじゅうろう  お こ のぎ はんしち  おおた  うがわ 

服 部 九十 郎、 勘定 奉行 小 此木伴 七、 大田、 宇川 等に 内 

談し、 また 小島 成 斎 等 をして 説かし むる こと 数度で 

さまた 

あった。 しかしい つも 藩主の 反感に 阻 げられ て 事が 

行われなかった。 そこで 伊沢 兄弟と 抽 斎と は 先ず 茴庭 

の 同情に-想えて 幕府の 用 を 勤めさせ、 それ を 規模に 

して 阿部 家 を 説き 動そうと 決心した。 そして 終に こ 

の 手段 を 以て 成功した。 

この 期間の 末の 一 年、 嘉永 元年に 至って 枳園は 

せいじゅかん  せんきん ほう こうこく 

躋寿 館の 一 事業た る 『千金 方』 校 刻 を 手伝うべき 内命 


を 贏ち 得た。 そして 五月に は 阿部 正 弘が枳 園の 帰 藩 を 

ビこ。 

き 口. （ ^  / 

その 三十 七 

かな  まと 

阿部 家への 帰参が 愜 つて、 枳 園が 家族 を 纏めて 江戸 

へ 来る ことにな つたので、 抽斎 はお 玉が 池の 住宅の 近 

所に 貸家の あつたの を 借りて、 敷金 を 出し 家賃 を 払い、 

さ じゅ ラ 

応急の 器 什 を 買い集め てこれ を 迎えた。 枳園 だけ は 病 

ゆ  ひととお リ 

家へ 住かなくて はならぬ 職業な ので、 衣類 も 一通 持つ 

ていたが、 家族 は 身に 着けた ものし か 持って いなかつ 


かつ  いお  すはだ か 

た。 枳 園の 妻 勝の 事 を、 五 百が あれで は 素 裸と いって 

も^; いといった 位で ある。 五 百 は 髪 飾から 足袋 下駄 ま 

そろ 

で、 一切 揃えて 贈った。 それでも 当分のう ち は、 何 か 

ない ものが あると、 蔵から 物 を 出す ように、 勝 は 五 百 

の 所へ 貰いに 来た。 或 日 これで 白 縮緬 の 湯 具 を 六本 遣 

る ことになると、 五 百が いった ことがある。 五 百が ど 

てんぜん 

の 位 親切に 世話 をした か、 勝が どの位 恬然と して 世話 

を させた かとい うこと が、 これによ つ て 想像す る こと 

が 出来る。 また 枳 園に 幾多の 悪性 癖が あるに かかわら 

ず、 抽 斎が どの位、 その 才学 を 尊重して いたかと いう 

こと も、 これによ つて 想像す る ことが 出来る。 


枳 園が 医書 彫刻 取扱 手伝と いう 名義 を 以て、 躋寿館 

に 召し出され たの は、 嘉永 元年 十月 十六 日で ある。 

びき ゆ う 

当時 躋寿 館で 校 刻に 従事して いたの は、 『備急 千金 

そ * つ ざん ぼん  さ 

要 方』 三十 巻 三十 二 冊の 宋槧 本であった。 これより 先 

そんしば く  よく ほう 

き 多 紀氏は 同じ 孫 思邈の 『千金 翼 方』 三十 巻 十二 冊 を 

げん  せいそう だいとく  ばいけ い 

校 刻した。 これ は 元の 成宗の 大徳 十一 年梅渓 書院の 刊 

本 を 以て 底本と した ものである。 尋 いで 手に入つ たの 

かな ざ わぶん こ 

が 『千金 要 方』 の宋 版で ある。 これ は 毎 巻 金 沢 文庫の 

ほうじょう あきとき  よね ざ わ 

印が あって、 北条顕 時の 旧蔵 本で ある。 米 沢の 城主 

うえす ぎだん じょうの だいひつな リのリ  こまか 

上 杉 弾 正大 弼斉憲 が これ を 幕府に 献 じた。 細に 検 

けんどう じゅんき 

すれば 南宋 『乾 道 淳熙』 中の 補 刻 数 葉が 交って いるが、 


きゅう めんぼく 

大体 は 北 宋の旧 面目 を存 している。 多紀氏 はこれ を 

も 私費 を 以て 刻せ ようとした。 然るに 幕府 はこれ を 聞 

いて、 官刻を 命ずる ことにな つた。 そこで 影 写 校 勘の 

任に 当ら しむる ために、 三人の 手伝が 出来た。 阿部 伊 

いさわばん あん  くろ だ ぶぜんの かみな おち か 

勢 守 正弘の 家来 伊沢 磐 安、 黒 田 豊前守 直静の 家来 

ほりかわし ゆうあん  らく しんいん  もりよう ちく 

堀川 舟 庵、 それから 多紀 楽真院 門人 森 養 竹で ある。 

磐 安 は 即ち 柏 軒で、 舟 庵 は 『経 籍訪 古志』 の跋に 見え 

ている 堀川 済で ある。 舟 庵の 主 黒 田 直 静は上 総 国 

くるり  したや ひろこうじ 

久留 利の 城主で、 上屋敷 は 下 谷 広小路に あった。 

わかどしより  しゅぜんの かみた だかた 

任命 は 若年 寄 大岡主 膳正忠 固の 差 図 を 以て、 館主 

あんりよう  しゅん あん 

多紀 安良が 申し渡し、 世話役 小島 春 庵、 世話役 手伝 


リ あん  くまが いべん あん  ぎょうこ 

勝本理 庵、 熊 谷 弁 庵が 列座した。 安良 は 即ち 暁 湖で あ 

る。 

何故に 枳 園が 茴 庭の 門人と して 召し出され たかは 知 

ら ぬが、 阿部 家への 帰参 は 当時 内約の みであって、 ま 

おもてむき 

だ 表 向に なって いなかつ たので もあろう か。 枳園は 

四十 一 一歳に なって いた。 

ま し や ごろさく 

この 年 八月 二十 九日に、 真志屋 五郎作が 八十 歳で 歿 

げきしん せん 

した。 抽斎 はこの 時 三世 劇 神仙に なった わけで ある。 

とじよ ラ 

嘉永ニ 年 三月 七日に、 抽斎は 召されて 登城した。 

つつじ  ま  ろうじゅう  ただまさ こうたつ 

躑躅の 間にお いて、 老中 牧野 備前守 忠雅の 口 達が あつ 

つき  めみえ 

た。 年来 学業 出精に 付、 ついでの 節目 見仰附 けらる と 


いうので ある。 この 月 十五 日に 謁見 は 済んだ。 始て 

「武鑑」 に 載せられる 身分に なった ので ある。 

わたくしの 蔵して いる 嘉永ニ 年の 「武鑑」 に は、 目 

見 医師の 部に 渋 江 道 純の 名が 載せて あって、 屋敷の 所 

が 彫刻せ ずに ある。 三年の 「武鑑」 に は そこに 紺屋 町 

てぜま 

一 丁目と 刻して ある。 これ はお 玉が 池の 家が 手狭な た 

めに、 五 百の 里方 山 内の 家 を 渋 江 邸と して 届け かで た 

ものである。 

その 三十 八 


いえよし 

抽 斎の 将軍家 慶に 謁見した の は、 世の 異数と なす 所 

ちと 

であった。 素より 躋寿 館に 勤 仕す る 医者に は、 当時 奥 

たけ ぺ たくみの かみ まさ あつ  つじ もとし ゆうあん 

医師に なつ ていた 建 部内 匠 頭政醇 家来 辻 元崧庵 の 如 

めみえ  さきだ 

く 目 見の 栄に 浴す る 前例 はあった が、 抽 斎に 先って 

伊沢 榛 軒が 目 見 をした 時には、 藩主 阿部 正弘が 老中 

にな つてい るので、 薦 達の 早き を 致した の だと さえ 言 

ぜん 

われた。 抽 斎と 同日に 目 見 をした 人に は、 五 年 前に 共 

さかが み げんじょう 

に 講師に 任ぜられた 町 医 坂上玄 丈が あった。 しかし 

抽 斎は玄 丈よりも 広く 世に 知られて いたので、 人が そ 

しゅぐう  ほ  まつ うら いきの かみ はかる 

の 殊遇 を 美め て 三年 前に 目 見 をした 松 浦 壶岐守 慮 の 

あさかわ ぜん あん  さきだ 

臣朝川 善 庵と 並 称した。 善 庵は抽 斎の 謁見に 先つ こ 


と 一月、 嘉永ニ 年 二月 七日に、 六十 九 歳で 歿した が、 

まじわ  ほっかい 

抽斎 とも 親しく 交って、 渋 江の 家の 発会に は 必ず 来 

る 老人 株の 一 人であった。 善 庵、 名 は ii、 字 は 五鼎、 

かた やまけん ざん  のち 

実は 江戸の 儒家 片山兼 山の 子で ある。 兼 山の 歿した 後、 

つま うじ  もく おう 

妻 原 氏が 江戸の 町 医 朝 川 黙 翁に 再嫁した。 善 庵の 姉 

す み  どうしょう  つれこ 

寿 美と 兄 道 昌とは 当時の 連子で、 善 庵 はま だ 母の 胎 

やむ 

内に いた。 黙 翁 は 老いて 病に 至って、 福 山 氏に 嫁した 

寿 美 を 以て、 善 庵に 実 を 告げさせ、 本姓に 復 する こと 

ぶいく  うけが 

を 勧めた。 しかし 善 庵 は 黙 翁の 撫育の 恩に 感じて 肯 

わず、 黙 翁 もまた 強いて 言わなかった。 善 庵 は 次男 格 

をして 片山 氏を嗣 がしめ たが、 格 は 早世した。 長男 


正 準 はかで て 相 田 氏 を 冒した ので、 善 庵の 跡 は 次女 

の 壻横山 氏※ 〔# 「鹿 \ 辰」、 117-2 が 襲いだ。 

弘前 藩で は 必ずしも 士人を 幕府に 出す こと を 喜ばな 

かった。 抽 斎が 目 見 をした 時 も、 同僚に して 来り 賀す 

る もの は 一人 もなかった。 しかし 当時 世間 一般に は 目 

見 以上と いう ことが" 頗る 重き をな していた ので ある _ 

伊沢 榛軒は 少しく 抽 斎に 先んじて 目 見 をした が、 阿部 

き つ きょう 

家の これに 対する 処置に は榛軒 自己 をして 喫驚 せし 

むる ものが あった。 榛軒は 目 見の 日に 本郷丸 山の 中屋 

敷から 登城した。 さて 目 見を畢 つて 帰って、 常の 如く 

い  たち ま  かたわら 

通用門 を 入らん とすると、 門番が 忽ち 本 門の 側 に 


下座した。 榛軒は 誰 を 迎える のかと 疑って、 四辺 を 

顧 たが、 別に 人影 は 見えなかった。 そこで 始て 自分 

に 礼 を 行う の だと 知った。 次いで 常の 如く 中の 口から 

つめし ゆう 

進もうと すると、 玄関の 左右に 詰 衆が 平伏して いる 

のに 気が 附 いた。 榛軒 はまた 驚いた。 間もなく 阿部 家 

では、 榛軒を 大目 附 格に 進まし めた。 

かく  ならい 

目 見 は 此の 如く 世の 人に 重視 せられる 習 であ つ た 

にな 

から、 この 栄を 荷う もの は 多くの 費用 を 弁ぜなくて は 

ならなかった。 津軽 家で は 一力 年間に 返済すべし とい 

う 条件 を附 して、 金 三両を 貸した が、 抽斎は 主家の 好 

ほ とん  ついえ  あ 

意 を 喜び つつ も、 殆 どこれ を 何の 費 に 充てようかと 


思い惑った。 

目 見 をした もの は、 先ず 盛宴 を 開く のが 例に なって 

ひんかく すう 

いた。 そして これに 招くべき 賓客の 数 も ほぼ 定まって 

いた。 然るに 抽 斎の 居 宅に は 多く 客を延 くべき 広間が 

ない ので、 新築し なくて はならなかった。 せ 百の 兄忠 

みつもり 

兵衛が 来て、 三 十両の 見 積 を 以て 建築に 着手した。 抽 

せんこく  うと 

斎 は 銭穀の 事に 疎い こと を自 知して いたので、 商人た 

る 忠兵衛 の 言う がま まに、 これに 経営 を 一 任した。 し 

たいけ  わかだんな あが  なげう 

かし 忠兵衛 は 大家の 若 檀那 上りで、 金 を擲っ ことに 

おし 

こそ 長 じていた が、 斬んで これ を 使う こと を 解せな 

かった。 工事い まだ 半なら ざるに、 費す 所 は 既に 百 


数 十両に 及んだ。 

へ ぃぜ い  むとんじゃく 

平生 金銭に 無頓着であった 抽斎 も、 これに は 頗る 当 

のこぎ：：：'  つち  がんしょく  あお 

惑して、 鋸 の 音槌の 響の する 中で、 顔色 は 次第に 蒼 

はじめ  あやぶ 

くなる ばかりであった。 五 百 は 初から 兄の 指図 を危 

みっつ 見て いたが、 この 時 夫に 向って いった。 

「わたくし がこう 申す と、 ひどく 出過ぎた 口 をき くよ 

うで は ございま すが、 御 一 代に 幾度と いうお めでたい 

事の ある 中で、 金銭の 事 位で 御 心配な さるの を、 黙つ 

て 見て いる こと は 出来 ませぬ。 どうぞ 費用の 事 はわた 

くしに お任せな すつ て 下さい まし ご 

抽斎は 目を睜 つた。 「お前 そんな 事 を 言う が、 何百 


両 という 金 は 容易に 調達 せられる もので はない。 お 

前 は 何 か 当が あってそう いうの かご 

おろか 

五 百 は にっこり 笑った。 「はい。 幾ら わたくしが 痴 

でも、 当な しに は 申し ませぬ ご 

その 三十 九 

五 百 は 女中に 書状 を 持たせて、 ほど 近い 質屋へ 遣つ 

た。 即ち 巿野迷 庵の 跡の 家で ある。 彼の 今に 至る まで 

え  ， J うど う 

石に 彫られず にある 松崎慊 堂の 文に いう 如く、 迷 庵 は 

柳 原の 店で 亡くなった。 その 跡 を 襲いだ の は 松太郎 


こうじゅ  さんえ もん 

光寿で、 それが 三 右衛門の 称 を も 継承した。 迷 庵の 弟 

こうちゅう  そとかん だ  のち 

光忠 は 別に 外 神 田に 店 を 出した。 これより 後内 神 田 

の 巿野屋 と、 外 神 田の 巿野屋 とが 対立して いて、 彼 は 

よよ  これ よよ 

世 三 右衛門 を 称し、 此は世 巿三郎 を 称した。 五 百が 書 

状 を 遣った 巿野屋 は 当時 弁慶 橋に あって、 早く も 光寿 

こうとく  わずか 

の 子 光徳の 代に なって いた。 光寿 は 迷 庵の 歿後 僅に 

五 年に して、 天 保 三年に 光徳 を 家督 させた。 光徳 は 

おさなな  とく じろう  あらた 

小字 を 徳治郎 といった が、 この 時更 めて 三 右衛門 を 

なの  て つこう ちょう 

名告 つた。 外 神 田の 店 はこの 頃 まだ 迷 庵の 姪 光長の 

代であった。 

てだい  いお  たんす ながもち 

ほどなく 光徳の 店の 手代が 来た。 五 百 は 簞笥長 持 か 


ら 二百 数十 枚の 衣類 寝具 を 出して 見せて、 金 を 借らん 

こと を 求めた。 手代 は 一 枚 一 両の 平均 を 以て 貸そうと 

いった。 しかし 五 百 は 抗争した 末に、 遂に 三百 両を借 

る ことが 出来た。 

ついえ  あま リ 

三百 両は 建築の 費 を 弁ずる に は 余 ある 金で あ つ た。 

めみえ  いんえん ぞうい  ばくだい 

しかし 目 見に 伴う 飲 醯贈遺 一 切の 費 は 莫大で あつたの 

つ い  ほうかいし  おも  しゅしょく 

で、 五 百 は 終に 豊 芥子に 託して、 主なる 首 飾 類 を 売つ 

あ  まさ 

てこれ に 充てた。 その 状 当に 行うべき 所 を 行う 如くで 

あつたので、 抽斎 はと かくの 意見 を その 間に 挟 むこ 

と を 得なかった。 しかし 中心に は 深く これ を徳 とした。 

うるう  つねよ し 

抽 斎の 目 見 をした 年の 閏 四月 十五 日に、 長男 恒善 


き し 

は 二十 四 歳で 始て勤 仕した。 八月 二十 八日に 五 女 癸 巳 

が 生れた。 当時の 家族 は 主人 四十 五 歳、 妻 五 百 三十 四 

やすよし  くが 

歳、 長男 恒善 二十 四 歳、 次男 優 善 十五 歳、 四 女 陸 三 歳、 

五 女 癸 巳 一歳の 六 人であった。 長女 純 は 馬場 氏に 嫁し、 

三女 棠は山 内 氏 を 襲ぎ、 次女よ し、 三男 八 三郎、 四 男 

幻 香 は 亡くなって いたので ある。 

嘉永 三年に は、 抽 斎が 三月 十一 日に 幕府から 十五 人 

扶持 を受 くる ことと なった。 藩 禄等は 凡て 旧に 依る の 

である。 八月 # に、 馬場 氏に 嫁して いた 純が 二十歳で 

歿した。 この 年 抽斎は 四十 六 歳に なった。 

五 百の 仮親 比 良 野 文 蔵の 歿した の も、 同じ年の 四月 


二十四日 である。 次いで 嗣子 貞 固が 目 附 から 留守居に 

進んだ。 津軽 家の 当時の 職制より 見れば、 いわゆる 

どくれ い はん  しきじつ 

独 礼の 班に 加わった ので ある。 独 礼と は 式日に 藩主に 

しち 

謁する に 当って、 単独に 進む もの をい う。 これより 下 

ににん だち  うま まわ リ 

は 二人 立、 三人 立 等と なり、 遂に 馬 廻 以下の 一 統 礼に 

至る ので ある。 

えんぜん 

当時 江戸に 集って いた 列藩の 留守居 は、 宛然た るコ 

オル \チ プロ マチック を 形 つていて、 その 生活 は 

頗る 特色の ある ものであった。 そして 貞 固の 如き は、 

その 光明 面 を 体現して いた 人物と いつ て も 好かろう。 

もんつき  いと びん やっこ  もと 

衣類 を 黒 紋附に 限って いた 糸鬢奴 の貞固 は、 素よ 


リ 読書の 人ではなかった。 しかし 書 巻 を 尊崇して、 

ていけつ  うち 

提挈を その 中に 求めて いた こと を 思えば、 留守居 中 

稀 有の 人物で あつたの を 知る ことが 出来る。 貞 固は留 

守 居に 任ぜられた 日に、 家に 帰る とすぐ に、 折簡 して 

抽斎を 請 じた。 そして 容を 改めてい つた。 

こ， P- こち  おおせつ 

「わたくし は 今日 父の 跡 を 襲いで、 留守居 役 を 仰 付け 

ここ ろが け 

られ ました。 今までと は 違った 心掛 がなくて はなら 

ぬ 役目と 存 せられます。 実は それに 用 立つ お 講釈が 承 

わりた さに、 御足労 を 願いました。 あの 四方に 使し 

はす 力し 

て 君命 を 辱 めず という ことが ございま したね。 あれ 

を 一 つお 講じ 下さいますまい かご 


「先ず 何よりも およろこび を 言わんで はなるまい。 さ 

おもいつき 

て 講釈の 事 だが、 これ はまた 至極のお 思附 だ。 委細 

承知し ました」 と 抽斎は 快 く諾 した。 

その 四十 

抽斎は 有 合せの 道 春 点の 『論語』 を 取り出させて、 

まきの  しこうと いてい わく 

卷 七 を 開いた。 そして 「 子 貢 問 曰 、 

いかなる を かこれ これ をし というべき  もと 

何 如 斯可謂 之 土矣」 という 所から 講じ 始めた。 固よ 

り 朱 註 をば 顧みない。 都て 古義に 従って 縦 説 横 説した。 

りくちよう ぼん  なんどき 

抽斎 は師迷 庵の 校 刻した 六 朝 本の 如き は、 何時でも 


まいよう まいこう  くう  よ 

毎 葉 毎 行の 文字の 配置に 至る まで、 空に 憑って 思い 浮 

ベる ことが 出来た ので ある。 

さだかた  き  しのた まわく 

貞固は 謹んで 聴いて いた。 そして 抽 斎が 「子 曰、 

ああと しょうの ひと なん ぞ かぞうる にたらん  いた 

噫 斗筲之 人、 何足算 也」 に 説き 到った とき、 貞 固の 

目 はかが やいた。 

おわ  のち  しばら めいもく 

講じ 畢 つた 後、 貞固は 暫く 瞑目 沈思して いたが、 

しず 力  た 

徐に 起って 仏壇の 前に 住って、 祖先の 位牌の 前にぬ 

かずいた。 そして はっきりした 声で いった。 「わたく 

し は 今日から 一 命 を 賭して 職務の ために 尽 します ご 

貞 固の 目に は 涙が 湛 えられて いた。 

抽斎 はこの 日に 比 良 野の 家から 帰って、 五 百に 「比 


さむら い 

良 野 は 実に 立派な 侍 だ」 といった そうで ある。 その 

声 は 震，. を 帯びて いたと、 後に 五 百が 話した。 

まいちょう  いず 

留守居に なって からの 貞固 は、 毎朝 日の出る と 共 

うまや 

に 起きた。 そして 先ず 廐 を 見廻った。 そこに は 愛馬 

はまかぜ つな 

浜風が 繫 いであった。 友達が なぜ そんなに 馬 を 気に 掛 

しょ ラし 

ける かとい うと、 馬 は 生死 を 共に する もの だからと、 

力ん そう 

貞固は 答えた。 廐から 帰る と、 盥 嗽して 仏壇の 前に 坐 

もくぎょ  たた  じゅきょう 

した。 そして 木魚 を敲 いて 誦経した。 この間 は 家人 

を 戒めて 何の 用事 を も 取り次がし めなかった。 来客 も 

おわ 

そのまま 待たせられる ことにな つていた。 誦経が 畢っ 

て、 髪 を 結わせた。 それから 朝餉の 饌に 向った。 饌に 


は 必ず 酒 を 設けさせた。 朝と いえ ども 省かない。 殽 

えりぎ らい  へい かまぼこ たし  か 

に は 選 嫌 をし なかった が、 の だ 平の 蒲鋅 を嗜ん で、 闕 

ぜいたくひん  うなぎ どんぶり 

かさずに 出させた。 これ は 贅沢品で、 鰻の 丼が 二 

百 文、 天麩羅 薔 麦が 三十 二 文、 盛掛が 十六 文 するとき、 

ひといた 

一 板 一 一分 一 一 朱であった。 

あさげ おわ ころ  み  たいこ 

朝餉の 畢る 比に は、 藩邸で 巳の 刻の 大鼓が 鳴る。 名 

高い 津軽 屋敷の 櫓 大鼓で ある。 かって 江戸 町奉行が 

きか 

これ を 撃つ こと を 禁ぜよう としたが、 津軽 家が 聴ずに、 

すみ だが わ  うつ  こうせ つ 

とうとう 上屋敷 を 隅 田 川の 東に 徒され たの だと、 巷説 

おがわ まち 

に 言い伝えられ ている。 津軽 家の 上屋敷が 神 田 小川 町 

から 本 所に 徒され たの は、 元禄 元年で、 信 政の 時代で 


ある。 貞固は 巳の 刻の 大鼓 を 聞く と、 津軽 家の 留守居 

しょけ 

役所に 出勤して 事務 を 処理す る。 次いで 登城して 諸家 

の 留守居に 会う。 従者 は 自ら 豢 つ ている 若党 草履 取 

の 外に、 主家から 附 けられる ので ある。 

留守居に は 集会 日 というものがある。 その 日に は 城 

ゆ  やお ぜん ひらせ い かわち よう あおやぎ 

から 会場へ 住く。 八 百 善、 平 清、 川 長、 青柳 等の 料理 

屋 である。 また 吉 原に 会す る こと も ある。 集会に は 

はんさ 

煩瑣な 作法が あった。 これ を 礼儀と いわん は 美に 過ぎ 

たと  えんせき しょうせい 

よう。 譬えば 筵 席の 觴 政の 如く、 また 西洋 学生 団の 

コンマ ンの 如し ともいうべき であろう か。 しかし 集会 

に 列す る もの は、 これが ために 命の 取 遣 を もしなくて 


なかん すく  しんざん 

はならなかった。 就中 厳しく 守られて いたの は 新参 

こさん 

故 参 の 序次 で 、 故 参 は 新参 のために 座より 起つ ことな 

く 、 新参 は 必ず 故 参 の 前に 進んで 挨拶し なくて はなら 

なかった。 

津軽 家で は 留守居の 年俸 を 三百 石と し、 別に 一 力 月 

の 交際費 十八 両を 給した。 比 良 野 は 百 石 取 ゆえ、 これ 

い お  おぼえがき  よ 

に 二百 石 を 補足せられ たので ある。 五 百の 覚書に 拠 

るに、 三百 石 十 人 扶持の 渋 江の 月 割が 五両 一分、 二百 

石 八 人 扶持の 矢 島の 月 割が 三 両三 分であった。 矢 島と 

やすよし 

は 後に 抽 斎の 二子 優 善が 養子に 往 つた 家の 名で ある。 

これに 由って 観れば、 貞 固の 月収 は五両 一分に 十八 両 


を 加えた 二十 三両ー 分と 見て 大 いなる 差違 はなかろう。 

然るに 貞 固は少 くも 月に 交際費 百両を 要した。 しかも 

それ は 平常の 費で ある。 吉 原に 火災が あると、 貞固 

ぎろう さの づち  のし 

は 妓楼 佐野槌 へ、 百両に 熨斗 を附 けて 持たせて 遣らな 

まゆずみ 

くて はならなかった。 また 相 方 黛 のむ しん を も、 

折々 は 聴いて 遣らなくて はならなかった。 或る 年の 暮 

に、 貞 固が 五 百に 私語した ことがある。 「姉え さん、 察 

ふんどし 

して 下さい。 正月が 来る のに、 わたし は 実は 襌 一本 

買う 銭 もな いご 

その 四十 一 


ひと 

均しく これ 津軽 家の 藩士で、 柳島附 の目附 から、 少 

さだかた  ひらいう じ 

しく 貞 固に 遅れて 留守居に 転じた ものが ある。 平 井 氏、 

しゅんしょう あざな はくみん おさなな  せいたろう  しゅり 

名 は 俊 章、 字 は 伯 民、 小字 は 清 太郎、 通称 は 修理で、 

とうどう  うまれ 

東 堂と 号した。 文化 十一 年生で 貞 固より は 二つの 年 

下で ある。 平 井の 家 は世禄 二百 石 八 人 扶持な ので、 留 

守 居に な つ てから 百 石の 補足 を 受けた。 

こうじ ようふ  いぼう  ふ う ぼ う 

貞固は 好 丈夫で 威貌 があった。 東 堂 もまた 風丰 人に 

優れて、 しかも 温容 親むべき ものが あった。 そこで 

そうへき 

世の 人 は津軽 家の 留守居 は 双 壁 だと 称した そうで ある。 

ふたり  したやく 

当時の 留守居 役所に は、 この 二人の 下に 留守居 下役 


すぎ うらた きち  もの かき ふじた とくたろう 

杉 浦 多吉、 留守居 物 書 藤 田 徳太郎 などが いた。 杉 浦 は 

き ざえ もん  あん れん 

後 喜左衛 門と いった 人で、 事務に 諳鍊 した 六十 余の 老 

ひそむ 

人であった。 藤 田 は 維新 後に 潜と 称した 人で、 当時 

まだ 青年であった。 

或 日 東 堂が 役所で 公用の 書状 を 発せよう として、 藤 

しょく  ぐ 

田に 稿 を 属せし めた。 藤 田 は 案 を 具して 呈 した。 

か きざ ま 

「藤 田。 まずい 文章 だな。 それに この 書 様 はどう だ。 

もう 一 遍 書き直して 見い ご 東 堂の 顔 は 頗 る 不機嫌に 

見えた。 

がんらい  ぜんしょ  がさい 

原 来 平 井 氏 は 善書の 家で ある。 祖父 峩斎 はかって 

筆 札 を高頤 奢に 受けて、 その 書が 一 時に 行われた こと 


も ある。 峩斎、 通称 は 仙 右衛門、 その子 を 仙 蔵と いう _ 

のち  つ 

後 父の 称 を 襲ぐ。 この 仙 蔵の 子が 東 堂で ある。 東 堂 も 

沢 田 東 里の 門人で 書名が あり、 かつ 詩文の 才を さえ 有 

していた。 それに 藤 田 は 文に おいても 書に おいても、 

専門の 素養がない。 稿を更 めて 再び 呈 したが、 それ 

が 東 堂 を 満足せ しめる はずが な い。 

「どうもまず いな。 こんな 物し か出来ない のかい。 一 

体 これで は 御用が 勤まらないと いっても 好い ご こう 

い つ て 案 を 藤 田に 還した。 

藤 田 は 股 栗した。 一身の 恥辱、 家族の 悲歎が、 頭 を 

-こ  わ 

眩れ ている 青年の 想像に 浮かんで、 目に は 涙が 酒いて 


来た。 

この 時貞 固が 役所に 来た。 そして 東 堂に 問うて 事の 

てんまつ 

顚末を 知った。 

貞固は 藤 田の 手に 持って いる 案 を 取って 読んだ。 

ひととお リ 

「うん。 一通 わからぬ こと もない が、 これで は 平 井 

そっか  き 

の 気に は 入るまい。 足下 は 気が 利かない の だ ご 

ほ とん 

こういって 置いて、 貞固は 殆ど 同じような 文句 を 

まきがみ 

巻紙に 書いた。 そして それ を 東 堂の 手に わたした。 

「どう だ。 これで^; いかな ご 

東 堂 は 毫も 敬服し なかった。 しかし 故 参の 文案に 批 

評 を 加える こと は 出来ない ので、 色 を 和げ ていった。 


「いや、 結構です。 どうもお 手 を 煩わして 済み ませ 

ん。」 

貞固は 案 を 東 堂の 手から 取って、 藤 田に わたして 

いった。 

「さあ。 これ を 清書しなさい。 文案 はこれ から はこん 

な 工合に 遣る が 好い ご 

藤 田 は 「はい」 といって 案 を 受けて 退いた が、 心中 

おも 

には貞 固に 対して 再 造の 恩 を 感じた そうで ある。 想う 

ほか  うち  ほか  うち 

に 東 堂 は外柔 にして 内険、 貞固 は外猛 にして 内 寛で 

あ つたと 見える。 

たいめん 

わたくし は 前に 貞 固が 要職の 体面 をいた わるが ため 


ふる ふんどし  しる 

に 窮乏して、 古 襌を 着けて 年 を 迎えた こと を 記した。 

この 窮乏 は 東 堂と いえ ども これ を 免る る こと を 得な 

なかいけ いしょ  おおつ きに よ でん 

かったら しい。 ここに 中 井 敬 所が 大槻 如電 さんに 語つ 

たという 一の 事実が あって、 これが 証に 充 つるに 足る 

ので ある。 

さき  けいすい 

この 事 は 前の 日 わたくしが 池 田 京 水の 墓と 年齢と を 

文彦 さんに 問いに 遣った 時、 如電 さんが かって 手記し 

て 置いた もの を抄 写して、 文彦 さんに 送り、 文彦 さん 

がそれ を わたくしに 示した。 わたくし は 池 田 氏の 事 を 

問うた のに、 何故に 如電 さん は 平 井 氏の 事 を 以て 答え 

しち 

たか。 それに は 理由が ある。 平 井東 堂の 置いた 質が 流 


れて、 それ を 買った のが、 池 田 京 水の 子瑞長 であった 

からで ある。 

その 四十 一 一 

いっく  ろく ほういん いっか 

東 堂が 質に 入れた の は、 銅 仏 一 軀と 六方 印 一 顆 とで 

インド  やくしにょらい  たいまんこう 

あった。 銅 仏 は 印度で 鍩 造した 薬師如来で、 戴曼 公の 

遺品で ある。 六方 印 は 六 面に 彫刻した 遊 印で ある。 

しちながれ 

質 流に なった 時、 この 仏像 を 池田瑞 長が 買った。 

しか  のち  あたい 

然るに 東 堂 は 後金が 出来た ので、 瑞 長に 交渉して、 価 

を 倍して 購ぃ 戻そうと した。 瑞長は 応ぜなかった。 


あいじゃく 

それ は 平 井 氏 も、 池 田 氏 も、 戴曼 公の 遺品 を 愛惜す る 

縁故が あるから である。 

戴 曼公は 書法 を 高 天漪に 授けた。 天漪、 名 は 玄岱、 

はじめ  りゅうたい あざな  ししん  あざな  とたん 

初の 名 は 立泰、 字 は 子 新、 一の 字 は 斗胆、 通称 は 

ふかみ しん ざえ もん  みん ひと えい  こうじゅ かく 

深 見 新左衛 門で、 帰化 明 人の 裔 である。 祖父 高 寿覚は 

たいしょう 

長 崎に 来て 終った。 父大誦 は訳官 になって 深 見 氏 を 

ぼっかい  い 

称した。 深 見は渤 海で ある。 高 氏は渤 海より 出で たか 

ら この 氏 を 称した ので ある。 天 漪は書 を 以て 鳴った も 

せんそう じ  せむ い  へ ん がく 

ので、 浅 草 寺の 施 無 畏の匾 額の 如き は、 人の 皆 知る 所 

である。 享保七 年 八月 八日に、 七十 四 歳で 歿した。 そ 

の曼 公に 書 を 学んだ の は、 十 余 歳の 時であった だろう。 


天漪の 子が 頤斎 である。 頤 斎の 弟子が 峩斎 である。 峩 

斎の 孫が 東 堂で ある。 これが 平 井 氏の 戴師持 念仏に 

恋々 たる 所以で ある。 

すう ざん 

戴曼公 はまた 痘科を 池 田 嵩 山に 授けた。 嵩 山の 曾孫 

きんきょう  てつ 

が 錦 橋、 錦 橋の 姪が 京 水、 京 水の 子が 瑞長 である。 こ 

たまたま  あいちょう  お 

れが池 田 氏の 偶 獲た 曼 公の 遺品 を 愛 重して 措かな 

かった 所以で ある。 

よ  もりた ほうたん 

この 薬師如来 は 明治の 代と なつてから 守 田 宝 丹が 護 

持して いたそう である。 また 六方 印 は 中 井 敬 所の 有に 

帰して いたそう である。 

ものが しら 

貞 固と 東 堂と は、 共に 留守居の 物 頭 を 兼ねていた。 


しょて あしがる がしら 

物 頭 は 詳しく は 初手 足軽 頭と いって、 藩の 諸 兵の 首 

領 である。 留守居 も 物 頭 も 独 礼の 格式で ある。 平時 は 

なかし も  おこ  しょうぞく 

中 下屋敷 附近に 火災の 起る ごとに、 火事 装束 を 着け 

て 馬に 騎り、 足軽 数十 人を随 えて 臨検した。 貞固は 

その 帰途に は、 殆ど 必ず 渋 江の 家に 立ち寄った。 実に 

威風 堂々 たる もので あ つたそう である。 

貞固も 東 堂 も、 当時 諸 藩の 留守居 中 有数の 人物で 

ほ あしばん り  ののし 

あ つ たらしい。 帆 足 万里 はか つて 留守居 を 罵 つ て、 

国 財 を 靡し 私腹を肥やす ものと した。 この 職に おる も 

の は、 あるいは 多く 私財 を 蓄えた かも 知れない。 しか 

たも つ  たいら 

し 保 さん は 少時 帆 足の 文 を 読む ごとに 心 平 かなる こ 


ひと な 

と を 得なかった という。 それ は貞 固の 人と 為り を 愛し 

ていたから である。 

嘉永四 年に は、 二月 四日に 抽 斎の 三女で 山 内 氏 を 冒 

していた 棠 子が、 痘を 病んで 死んだ。 尋 いで 十五 日に、 

きし  これ 

五 女 癸 巳が 感染して 死んだ。 彼 は 七 歳、 此は三 歳で あ 

る。 重症で 曼 公の 遺 法 も 功 を 奏せなかった と 見える。 

三月 二十 八日に、 長子 恒 善が 二十 六 歳で、 柳 島に 隠居 

のぶ ゆき きんじゅ 

していた 信 順の 近習に せられた。 六月 十二 日に、 二子 

やすよし  やじ まげん せき 

優 善が 十七 歳で、 二百 石 八 人 扶持の 矢 島 玄碩の 

ま つ ごようし  だいどころ ちょう 

末期 養子に なった。 この 年 渋 江 氏 は 本 所 台所 町に 

移って、 神 田の 家 を 別邸と した。 抽 斎が 四十 七 歳、 五 


百が 三十 六 歳の 時で ある。 

優 善 は 渋 江 一 族の 例 を 破って、 少 うして 烟草を 喫み、 

好んで 紛 華奢 靡の 地に 足 を 勢れ、 とかく 市井の いきな 

事、 しゃれた 事に 傾き やすく、 当時 早く 既に 前途の た 

めに 憂う ベ きものが あ つ た。 

こいずみ ちょう 

本 所で 渋 江 氏の いた 台所 町 は 今の 小 泉 町で、 屋敷 

き リぇず 

は 当時の 切 絵図に 載せて ある。 

その 四十 三 

嘉永五 年に は 四月 二十 九日に、 抽 斎の 長子 恒 善が 二 


十七 歳で、 二の丸 火の番 六十 俵 田 口 儀 三郎の 養女 糸 を 

めと  つとめ リ よう 

娶 つた。 五月 十八 日に、 恒 善に 勤 料 三人 扶持 を 給せ 

られ た。 抽 斎が 四十 人 歳、 五 百が 三十 七 歳の 時で ある。 

伊沢 氏で はこの 年 十一月 十七 日に、 榛 軒が 四十 九 歳 

まじわ リ 

で 歿した。 榛 軒は抽 斎より 一 つの 年上で、 二人の 交 

す こぶ  かいしょ  ま 

は 頗る 親しかった。 楷書に 片仮名 を 交ぜた 榛 軒の 

せき どく  あてな 

尺牘に は、 宛名が 抽斎 賢弟と してあった。 しかし 抽斎 

は 小島 成 斎 におけるが 如く 心 を 傾けて はいなかったら 

しい。 

榛軒は 本郷丸 山の 阿部 家の 中 屋敷に 住んで いた。 父 

蘭 軒の 時からの 居 宅で、 頗る 広大な 構であった。 庭 


よしの ざ くら  しゅ  う  しんせき 

に は 吉野桜 八 株 を 栽え、 花の 頃に は 親戚 知友 を 招いて 

さ い  むすめ 

これ を 賞した。 その 日に は榛 軒の 妻 飯 田 氏し ほと 女 

あまた  おなご  えき  でんがく 

かえと が 許 多の 女子 を 役して、 客に 田楽 豆腐な ど を 供 

せしめた。 パ アル • アンチ シパシ ヨンに 園遊会 を 催し 

とし  はじめ  ほっかい しき  くら 

たので ある。 歳の 初の 発会式 も、 他家に 較 ぶれば 華 

もと  すわ  ねぎ 

やかであった。 しほの 母 は 素 京都 誠訪 神社の 禰宜飯 田 

じょ  てんやく のかみ 

氏の 女で、 典薬 頭 某の 家に 仕えて いるう ちに、 その 嗣 

わたくし  らくた く 

子と 私 してし ほ を 生んだ。 しほ は 落魄して 江戸に 来 

こびきち よう  ちと  や 

て、 木 挽 町の 芸者に なり、 些の財 を 得て 業を罷 め、 

しん ぼリ 

新 堀に 住んで いたそう である。 榛 軒が 娶 つたの はこの 

し  かたみ  いんろう 

時の 事で ある。 しほ は 識らぬ 父の 記念の 印籠 一 つ を、 


母から 承け 伝えて 持って いた。 榛 軒が しほに 生ませた 

むすめ  ぜん あん 

女 かえ は、 一時 池 田 京 水の 次男 全 安 を 迎えて 夫と し 

ていたが、 全 安が 広く 内科 を 究めずに、 痘 科と 啞 科と 

ち と 

に 偏 するとい う を 以て、 榛 軒が 全 安 を 京 水の 許に 還し 

たそうで ある。 

榛軒は 辺幅 を 脩め なかった。 渋 江の 家を訪 うに、 踊 

りつつ 玄関から 入って、 居間の 戸の 外から 声を掛けた。 

うなぎ  あつら  かゆ  しょもう 

自ら 鰻 を 跳え て 置いて 来て、 粥 を 所望す る こと も 

あった。 そして 抽 斎に、 「どうぞ 己に 構って くれるな、 

ごしんぞう  あいくち 

己に は 御新造が 合口 だ」 といって、 書斎に 退かしめ、 

のみくい 

五 百と 語り つ つ 飲食す る を 例と したそう である。 


いちげつ のち 

榛 軒が 歿してから 一月の 後、 十二月 十六 日に 弟 柏 軒 

せいじゅかん  きえん 

が躋寿 館の 講師に せられた。 森枳 園ら と共に 『千金 方』 

校 刻の 命 を 受けてから 四 年の 後で、 柏 軒 は 四十 三 歳に 

なって いた。 

この 年に 五 百の 姉壻 長尾宗 右衛門が 商業の 革新 を 

はか  よこ やまちよう  しっきみ せ  ほんちょう 

謀って、 横 山 町の 家 を 漆器 店の みとし、 別に 本 町 二 

丁目に 居 宅 を 置く ことにした。 この 計画の ために、 抽 

斎 は 二階の 四 室 を 明けて、 宗 右衛門 夫妻、 敬、 銓のニ 

女、 女中 一人、 丁稚 一 人 を 棲ま わせた。 

み き 

嘉永六 年 正月 十九 日に、 抽 斎の 六 女 水木が 生れた。 

くが  やすよし 

家族 は 主人 夫婦、 恒善 夫婦、 陸、 水木の 六 人で、 優 善 


は 矢 島 氏の 主人に なって いた。 抽斎 四十 九 歳、 五 百 三 

十八 歳の 時で ある。 

しゅう あん 

この 年 二月 二十 六日に、 堀川 舟 庵が 躋寿 館の 講師 

うち 

にせられて、 『千金 方』 校 刻の 事に 任じた 三人の 中森枳 

園が 一 人 残された。 

安政 元年 はや や 事 多き 年であった。 二月 十四日に 五 

せんろく  おさむ  な の 

男専 六が 生れた。 後に 脩と 名告 つた 人で ある。 三月 

十日に 長子 恒 善が 病んで 歿した。 抽斎 は子婦 糸の 父 田 

あわれ  おく 

口 儀 三 郎の窮 を憫ん で、 百両 余の 金を餽 り、 糸 をば 

ありま そうち 

有 馬宗智 という ものに 再嫁せ しめた。 十二月 二十 六日 

とし 

に、 抽斎 は躋寿 館の 講師た る 故 を 以て、 年に 五 人 扶持 


を 給せられ る ことにな つた。 今の 勤務 加俸の 如き もの 

てつだい 

である。 二十 九日に 更に 躋寿館 医書 彫刻 手伝 を 仰附け 

えんゆう  てん げん 

られ た。 今度 校 刻すべき 書 は、 円融 天皇の 天 元 五 年に、 

たんば- C- すよ リ  いしん ほう 

丹波康 頼が 撰んだ という 『医 心 方』 である。 

保さん の 所蔵の 「抽斎 手記」 に、 『医 心 方』 の 出現と 

おごそか 

いう 語が ある。 昔から 厳 に秘 せられて いた 書が、 

たち ま  さま  あらわ 

忽ち 目前に 出て 来た 状が、 この 語で 好く 表されて い 

ひぎよ くと つ ぜん はこ を ひらきて いづ  えいこう めいてつ てんかな し 

る。 「秘玉 突然 開櫝 出。 瑩 光明 徹点瑕 無。 

きんりょうさん はん はとうお こリ リ ようこう はじめて さぐりし はこれ このた ま 

金 龍山畔 波濤 起。 龍 口 初 探 是此珠 ご これ は抽 

よろこび 

斎の 亡妻の 兄 岡 西玄亭 が、 当時 喜 を 記した 詩で ある。 

りょうこう  わかどしより 

龍 口と いったの は、 『医 心 方』 が 若年 寄 遠 藤 但馬守 


たねのり 

胤統の 手から 躋寿 館に 交付せられ たからであろう。 遠 

た つのく ち きた かど 

藤の 上屋敷 は 辰 口 の 北 角であった。 

その 四十 四 

ぞくぐん しょるい じゅう 

日本の 古 医書 は 『 続 群 書類 従 』 に 収めて ある 

わけ ひろよ  やく けいたいそ  たんば の やすよ リ  やすよ リ ほんぞう 

和気 広 世 の 『薬 経 太 素』、 丹 波康頼 の 『康頼 本草』、 

しゃく れんき  ちょうせい 

釈蓮 基の 『長生 療養 方』、 次に 多紀 家で 校 刻した 

ふかね すけ ひと  ほんぞう わみょう  まさただ 

深根輔 仁の 『本草 和名』、 丹 波 雅忠の 『医 略 抄』、 宝 永 

いんこう  とも ひら しんのう  ぐけ つげ てんしょう 

中に 印行 せられた 具 平 親王の 『弘決 外典 抄』 の 数 種 を 

ちと 

存す るに 過ぎない。 具 平 親王の 書 は 本字 類に 属して、 


此に算 すべきで はない が、 医事に 関する 記載が 多い か 

か  いずも ひろさ だ  たてまつ 

ら 列記した。 これに 反して、 彼の 出 雲 広 貞らの 上 つ 

だいどうる いじゅ ほう  さんいつ 

た 『大同 類聚 方』 の 如き は、 散佚して 世に 伝わらない。 

えいかん  たてまつ 

それゆえ 天 元 五 年に 成って、 永 観 二 年に 上 られた 

ほ とん  い 

『医 心 方』 が、 殆ど 九 百年の 後の世に 出で たの を 見て、 

学者が 血 を 涌き 立た せた のも怪 むに 足らない。 

きんけつ  おおぎ まち 

『医 心 方』 は 禁闕の 秘本であった。 それ を 正 親 町 天皇 

いだ  てんやくの かみな からい つう せんいんず いさく 

が 出して 典薬 頭 半 井 通 仙院瑞 策に 賜わった。 それ か 

らは世 半 井 氏が 護持して いた。 徳川 幕府で は、 寛 政の 

はじめ  にんな じ 

初に、 仁 和 寺 文庫本 を 謄写せ しめて、 これ を躋寿 館に 

きわめ 

蔵せ しめたが、 この 本 は 脱簡が 極て 多かった。 そこ 


で 半 井 氏の 本 を 獲ようと して しばしば 命 を 伝えたら し 

やまとの かみせ いび  がえん 

い。 然るに 当時 半 井 大和 守成 美は献 ずる こと を肯ぜ 

ず、 その子 修理 大夫 清雅 もまた 献ぜ ず、 1 に 清 雅の子 

ひろあき 

出 雲 守 広 明に 至った。 

半 井 氏が 初め 何の 辞 を 以て 命 を 拒んだ か は、 これ 

つまびら か 

を 詳 にす る ことが 出来ない。 しかし 後に は 天明 八 

年の 火事に、 京都に おいて 焼失した といった。 天明 八 

みそか  らくとう どんぐり つじ 

年の 火事と は、 正月 晦 に洛東 団栗 辻から 起 つ て、 全都 

を 灰燼に 化せし めた もの をい うので ある。 幕府 はこの 

， 』 よ . I ,  よ  - つ ゆ う to ゆ "つ 

答に 満足せ ずに、 似寄の 品で も 好い から 出せと 誅求 

した。 恐く は 情 を 知って 強要した のであろう。 


こうじょ-つ 

半 井 広 明 はやむ こと をえず、 こういう 口上 を 以て 

げだい  まちまち 

『医 心 方』 を 出した。 外題 は 同じで あるが、 筆者 区々 に 

はな は  そかん 

なって いて、 誤脱 多く、 甚だ 疑わしき 蠱卷 である。 と 

て も 御用に は 立つまい が、 所望に 任せて 内覧に 供す る 

ろくごう  まさただ 

というの である。 書籍 は 広 明の 手から 六 郷筑前 守政殷 

の 手に わたって、 政殷 はこれ を 老中 阿部 伊勢 守 正弘の 

役宅に 持って 往 つた。 正弘は 公用 人 渡 辺 三 太平 を 以て 

これ を 幕府に 呈 した。 十月 十三 日の 事で ある。 

越えて 十月 十五 日に、 『医 心 方』 は 若年 寄 遠 藤 伹馬守 

胤統を 以て 躋寿 館に 交付 せられた。 この 書が 御用に 立 

つもの ならば、 書写 彫刻 を 命ぜられる であろう。 もし 


彫刻 を 命ぜられる ことにな つたら、 費用 は 金蔵から 渡 

とく  うり さげ 

される であろう。 書籍 は 篤と 取調べ、 かつ 刻本 売 下 代 

せき ねんぷ 

金 を 以て 費用 を 返納す ベ き 積 年賦 を も 取調べ るよう に 

と いう ことで あ つ た。 

なから い  けんの 

半 井 広 明の 呈 した 本 は 三十 巻 三十 一冊で、 巻 二十 

こまか  そむ 

五に 上下が ある。 細に 検す るに 期待に 負かぬ 善 本で 

もと  そうげんぼう  びょうげん こうろん  けい 

あった。 素 『医 心 方』 は 巣 元方の 『 病 源 候 論 』 を 経と 

し、 隋 唐の 方 書 百 余 家を緯 として 作った もので、 その 

、 つまう 

引用す る 所に して、 支那に おいて 佚 亡した ものが 少く 

ない。 躋寿 館の 人々 が 驚き 喜んだ の もこと わりで ある。 

幕府 は 館員の 進言に 従って、 直ちに 校 刻 を 命じた。 


そして これと 同時に、 総裁 二人、 校正 十三 人、 監理 四 

人、 写生 十六 人が 任命 せられた。 総裁 は 多紀楽 真院法 

あんりよう ほうげん  さいてい  ぎょうこ 

印、 多紀 安良 法眼で ある。 楽 真 院は笸 庭、 安良 は 暁 湖 

ならび  これ 

で、 並に 二百 俵の 奥 医師で あるが、 彼 は 法 印、 此は法 

や  くら  むこうや なぎはら 

眼に なって いて、 当時 矢の 倉の 分家が 向 柳 原の 宗家 

の 右に おった ので ある。 校正 十三 人の 中には 伊沢 柏 軒、 

森枳 園、 堀川 舟 庵と 抽斎 とが 加わ つていた。 

えいしゃて いしき 

躋寿 館で は 『医 心 方』 影 写 程 式と いう ものが 出来た。 

まいちょうた つの こく  いちにんい ちじ つ けつ 

写生 は 毎朝 辰 刻 に 登 館して、 一 人 一 日 三 頁 を 影模す 

おわ 

る。 三 頁を模 し畢れ ば、 任意に 退出す る こと を 許す。 

あ ヒ 

三 頁を模 する こと 能わざる もの は、 一 一 頁 を 模し畢 つて 


退出しても 好い。 六 頁を模 したる もの は 翌日 休む こと 

さく 

を 許す。 影 写 は 十一月 朔に 起って、 二十日に 終る。 日 

みそか 

に 二 頁を模 する もの は晦に 至る。 この間 は 三 八の 休 

課 を 停止す る。 これが 程 式の 大要で ある。 

その 四十 五 

半 井本の 『医 心 方』 を 校 刻す るに 当って、 仁 和 寺 本 

を 写した 躋寿 館の 旧蔵 本が 参考せられ たこと は、 問う 

こと を須 たぬ であろう。 然るに 別に 一 の 善 本が あった。 

それ は 京都 加 茂の 医家 岡 本 由顕の 家から 出た 『医 心 方』 


巻 一 一十 二で ある。 

おおぎ まち  じゅ  じょう  ほうこう 

正 親 町 天皇の 時、 従 五位 上 岡 本保晃 という ものが 

あった。 保晃は 半井瑞 策に 『医 心 方』 一巻 を 借りて 写 

した。 そして 何故か 原本 を 半 井 氏に 返す に 及ばず して 

歿した。 保晃は 由顕の 曾祖父で ある。 

由顕の 言う 所 はこうで ある。 『医 心 方』 は # 川 家 光 

が 半井瑞 策に 授けた 書で ある。 保晃は 江戸に おいて 瑞 

むすめ  ひん 

策に 師事した。 瑞 策の 女が 産後に 病んで 死に 瀕した。 

保 晃が薬 を 投じて 救った。 瑞 策が これに 報いん がた め 

に、 『医 心 方』 一巻 を 贈った というの である。 

『医 心 方』 を瑞 策に 授けた の は、 家 光で はない。 瑞策 


は 京都に いた 人で、 江戸に 下った こと は あるまい。 瑞 

策が 報恩の ために 物 を 贈ろうと したに しても、 よも や 

うち  さ 

帝室から 賜った 『医 心 方』 三十 巻の 中から、 一巻 を 割 

いて 贈り はしなかった だろう。 凡そ これらの 事 は、 

前人が 皆 かって これ を 論弁して いる。 

はたせい ぶん  まき 

既にして 岡 本 氏の 家 衰えて、 畑 成文に 託して この 巻 

う  にしき こうじな かつ かさごん しょうゆうよ リ おさ 

を沽 ろうとした。 成文 は 錦 小路 中務権 少輔頼 易に 勧 

おのれ  とど 

めて 元本 を 買わし め、 副本 はこれ を 己が 家に 留めた。 

錦 小路 は 京都に おける 丹 波 氏の 裔 である。 

かく 

岡 本 氏の 『医 心 方』 一巻 は、 此の 如くに して 伝わつ 

ていた。 そして 校 刻の 時に 至って 対照の 用に 供せられ 


たようで ある。 

この 年 正月 二十 五日に、 森枳 園が 躋寿館 講師に 任ぜ 

られ て、 二月 二日から 登 館した。 『医 心 方』 校 刻の 事の 

つ  のち 

起った の は、 枳 園が 教職に 就いて から 十 力 月の 後で あ 

る。 

い お  くが 

抽 斎の 家族 はこの 年 主人 五十 歳、 五 百 三十 九 歳、 陸 

み き 

八 歳、 水木 二 歳、 専六 生れて 一歳の 五 人であった。 矢 

やすよし  ぜん 

島 氏 を 冒した 優 善 は 二十歳に なって いた。 二 年 前から 

きぐう 

寄寓して いた 長 尾 氏の 家族 は、 本 町 二 丁目の 新宅に 

移った。 

安政 二 年が 来た。 抽 斎の 家の 記録 は 先ず 小さき、 徒 


よろこび しる 

なる 喜 を 誌さなくて はならなかった。 それ は 三月 十 

九日に、 六 男 翠暫が 生れた ことで ある。 後 十一 歳に し 

ようさつ 

て 夭 札した 子で ある。 この 年 は 人の 皆 知る 地震の 年で 

ある。 しかし 当時 抽斎を 揺リ撼 して 起た しめた もの 

ひと リ 

は、 独 地震の みではなかった。 

お  はじめ 

学問 はこれ を 身に 体し、 これ を 事に 措いて、 始て用 

しから ざ 

をな す ものである。 否 る もの は 死 学問で ある。 これ 

は 世間 普通の 見解で ある。 しかし 学芸 を 研鑽して 造化， i 

の 深き を 致さん とする もの は、 必ずしも 直ちに これ を 

身に 体せ ようと はしない。 必ずしも 径ち にこれ を 事に 

こっこつ  とし けみ 

措こうと はしない。 その 矻々 として 年を閲 する 間に は 


心頭 姑く 用と 無用と を 度 外に 置いて いる。 大 いなる 

力く  か 

功績 は 此の 如くに して 始て 贏ち 得らる る ものである。 

ただ とし 

この 用 無用 を 問わざる 期間 は、 啻に 年を閲 する のみ 

ではない。 あるいは 生 を 終る に 至る かも 知れない。 あ 

かさ 

るい は 世を累 ぬるに 至る かも 知れない。 そして この 期 

せ つ ぜん 

間にお いて は、 学問の 生活と 時務の 要求と が 截然と し 

て 二 をな している。 もし 時務の 要求が 漸く 増長し 

きた  せま 

来って、 強いて 学者の 身に 薄ったなら、 学者が その 学 

なげう  た 

問 生活 を 抛って 起つ こと もあろう。 しかし その 背面 

に は 学問の ための 損失が ある。 研鑽 はこ こに 停止して 

しまう からで ある。 


わたくし は 安政 二 年に 抽 斎が^ を 時事に 容 るるに 

かく 

至った の を 見て、 是の 如き 観 をな すので ある。 

その 四十 六 

うらが  い  ぜん 

来 艦が 浦賀に 入った の は、 一 一年 前の 嘉永六 年 六月 三 

日で ある。 翌 安政 元年に は 正月に 艦が 再び 浦賀に 来て、 

しも だ  そうじょう 

六月に 下田 を 去る まで、 江戸の 騒擾 は 名状す ベから 

ざる ものが あった。 幕府 は 五月 九日 を 以て、 万 石 以下 

の 土に 甲冑の 準備 を 令した。 動員の 備 のない 軍隊の 

ふが い  うか か  いえさ だ  もと 

腑甲斐な さが 視 われる。 新 将軍家 定の 下にあって、 


この 難局に 当った の は、 柏 軒、 枳 園ら の 主 侯 阿部 正弘 

である。 

こんねん い 

今年に 入って から、 幕府 は 講武 所 を 設立す る こと を 

ぼんしょう 

令した。 次いで 京都から、 寺院の 梵鐘 を 以て 大砲 小 

みことの リ 

銃を錶 造すべし という 詔 が 発せられた。 多年 古書 

やや 

を 校 勘して 寝食 を 忘れて いた 抽斎 も、 ここに 至って 寖 

風潮の 化 誘す る 所と なった。 それに は 当時 産蓐 にい 

じょじょうふ い お  けいよく あずか 

た 女丈夫 五 百の 啓 沃も与 つて 力が あつたであろう。 

抽斎は 遂に 進んで 津軽士 人の ために 画策す るに 至った。 

ゆきつぐ  たてまつ 

津軽順 承 は 一 の 進言に 接した。 これ を 上 つた もの 

ようにん  せいべ え  そばよう にん かね まつ はんた ゆう 

は 用人 加 藤 清 兵衛、 側 用人 兼 松伴大 夫、 目附兼 松三郎 


である。 幕府 は 甲胄 を 準備す る こと を 令した。 然るに 

藩の 士 人の 能く これ を 遵行す る もの は少 い。 概ね 皆 

いとま 

衣食 だに 給せ ざる を 以て、 これに 及ぶ に 遑 あらざる 

よろし 

ので ある。 宜く 現に 甲胄 を 有せざる ものに は、 金 十 

八両を 貸与して これが 貲に 充てし め、 年賦に 依って 還 

納せ しむべき である。 かつ 今よ リ後 毎年 一 度 甲胄 改 

を 行い、 手 入 を 怠らし めざるよう にせられた いという 

ので ある。 順 承 はこれ を 可とした。 

この 進言が 抽 斎の 意よりか で、 兼 松 三郎が これ を 承 

けて 案 を 具し、 両用 人の 賛同 を 得て 呈 せられた という 

こうはん  せきき よ 

こと は、 闔藩皆 これ を 知っていた。 三 郎は石 居と 号し 


りゅう じゅん  てんぐ 

た。 その 隆 準なる を 以ての 故に、 抽斎は 天狗と 呼ん 

でいた。 佐 藤 一斎、 古賀侗 庵の 門人で、 学殖 儕輩 を 超 

しょう へいこう 

え、 かって 昌平 黌の舎 長と なった こと も ある。 当時 

りしよ 

弘 前吏胥 中の 識者と して 聞え ていた。 

こと たまたま 

抽斎は 天下 多事の 日に 際会して、 言 偶 政事に 及び、 

かく  もと  ほんしょく 

武備に 及んだ が、 此の 如き は 固より その 本色で はな 

たんぼ 

かった。 抽 斎の 旦暮 力 を 用いる 所 は、 古書 を講窮 し、 

せんめい 

古義 を闡 明す るに あった。 彼 は弘前 藩士た る抽 斎が、 

外来の 事物に 応じて 動作した 一 時の レア クシ ヨンで あ 

る。 此は 学者た る抽 斎が、 終生 従事して いた 不朽の 労 

作で ある。 


しんちょく 

抽 斎の 校 勘の 業 はこの 頃 着々 進陟 していた らしい。 

森枳 園が 明治 十八 年に 書いた 『経 籍訪 古志』 の跋 に、 

リ よくて いかい  しる 

緑 汀 会の 事 を 記して、 三十 年 前 だとい つて ある。 緑 

たき さいてい  まいげつ 

汀と は 多紀茴 庭が 本 所 緑 町の 別荘で ある。 苊庭は 毎月 

一、 二次、 抽斎、 枳園、 柏 軒、 舟 庵、 海 保 漁村ら を此 

つど  こほん 

に 集えた。 諸子 は 環 坐して 古本 を披閲 し、 これが 論定 

のち  にしゅ うき ようじょ うえい 

をな した。 会の 後に は 宴 を 開いた。 さて 二 州 橋 上 酔 

に 乗じて 月 を 踏み、 詩 を 詠 じて 帰った というので ある。 

同じ 書に、 茴 庭が この 年 安政 二 年より 一 年の 後に 書い 

ほうろく こ  とみ 

た跋 があって、 諸子 裒録 惟れ 勤め、 各部 頓に 成る といつ 

て あるの を 見れば、 論定に 継ぐ に 編述を 以てした の も、 


また 当時の 事で あつたと 見える。 

さきだ 

わたくし はこの 年の 地震の 事 を 語る に 先って、 台 

ざしきろう 

所 町の 渋 江の 家に 座敷牢が あつたと いう ことに 説き及 

ぼす のを悲 む。 これ は 二階の 一室 を繞 すに 四 目 格子 

おわ 

を 以てした もので、 地震の 日に は 工事 既に 竣 つて、 そ 

の 中 はなお 空虚であった。 もし 人が その 中に いたなら 

ば、 渋 江の 家 は 死者 を 出さざる こと を 得なかった であ 

ろう。 

やすよし 

座敷牢 は抽 斎が 忍び がた きを 忍んで、 次男 優 善が た 

めに 設けた ものであった。 


その 四十 七 

とくう ま  うち  ひと リ 

抽 斎が 岡 西 氏徳に 生せ た 三人の 子の 中、 ただ 一 人生 

しょうじ ほうし いつらく  す こぶ 

き 残った 次男 優 善 は、 少時 放恣 佚楽の ために、 頗る 渋 

いっか  くるし  しお だリ ようさん 

江 一家 を 困め たもので ある。 優 善に は 塩田 良 三と い 

ゆうとう なかま 

う 遊蕩 夥伴 があった。 良 三 はかの 蘭 軒 門下で、 指の 腹 

つえ  よう あん  いえつき むすめ 

に 杖 を 立てて 歩いた という 楊 庵が、 家附の 女に 生せ 

た 嫡子で ある。 

たしみ 

わたくし は 前に 優 善が 父兄と 嗜を 異にして、 煙草 

を 喫んだ と いう こと を 言った。 しかし 酒 はこの 人の 好 

けんて き 

む 所でなかった。 優 善 も 良 三 も、 共に 涓 滴の 量な くし 


て、 あらゆる 遊戯に 耽った ので ある。 

うまれ 

抽 斎が 座敷牢 を 造 つた 時、 天 保 六 年 生 の 優 善 は 一 一 

十一 歳に なって いた。 そして その 密友 たる 良 三 は 天 保 

八 年生で、 十八 歳に なって いた。 二人 は 影の 形に 従う 

如く、 須臾 も 相 離る る ことがなかった。 

まっか わ ひちょう  なの  よせ 

或 時 優 善 は 松 川 飛 蝶と 名告 つて、 寄席に 看板 を 懸け 

た ことがある。 良 三 は 松 川 酔 蝶と 名告 つて、 共に 高 

なりものいり  みぶり こわいろ 

座に 登った。 鳴 物 入で 俳優の 身 振 声色 を 使った ので あ 

しんうち 

る。 しかも 優 善 は いわゆる 心 打で、 良 三 は その 前 席 を 

勤めた そうで ある。 また 夏になる と、 二人 は 舟 を藉り 

すみ だが わ じょうか  かげし ばい 

て 墨 田 川 を 上下して、 影 芝居 を 興行した。 一 人 は津軽 


家の 医官 矢 島 氏の 当主、 一 人 は 宗家の 医官 塩田 氏の 

わかだんな  まつえ だちょう 

若 檀那で ある。 中に も 良 三の 父 は 神 田 松 枝 町に 開業 

とん さい  みたて 

して、 巿 人に 頓才の ある、 見 立の 上手な 医者と 称せら 

ひはん  こしゃ  みあやま  おもて  ひろ 

れ、 その 肥胖 のために 瞽者と 看錯ら るる 面 をば 汎く 

識られ て、 家 は 富み 栄えて いた。 それでいて 二人共に、 

こうざ  さら  はばか 

高座に 顔 を曬す こと を 憚 ら なか つたので ある。 

二人 は 酒量な きに かかわらず、 町々 の 料理屋に 出入 

し、 また しばしば 吉 原に 遊んだ。 そして 借財が 出来る 

しんせき  つぐの  たびかさな  ふさ 

と、 親戚 故旧 をして 償わし め、 度 重って 償う 道が 塞 

がると、 跡を晦 ましてし まう。 抽 斎が 優 善の ために 座 

敷牢を 作らせた の は、 そういう 失踪の 間の 事で、 その 


かえ きた  うかが  うち 

早 晚還リ 来る を 候 つ てこの 中に 投ぜ ようとし たので 

ある。 

く ち 

十月 二日 は 地震の 日で ある。 空 は 陰って 雨が 降った 

リ歇ん だり していた。 抽斎 はこの 日 観劇に 往 つた。 

しゅう もしゅく れん  こうてつ  ほうかいし 

周 茂叔連 にも 逐次に 人の 交 迭がぁ つ て、 豊 芥子 や 抽 

斎が 今は最 年長者と して 推されて いた ことであろう。 

抽斎は 早く 帰って、 晚酌 をして 寝た。 地震 はおの 刻に 

起った。 今の 午後 十 時で ある。 二つの 強い 衝突 を 以て 

よう や  いきおい  ね ま 

始まって、 震動が 漸く 勢 を 増した。 寝間に どてら 

き  ふ  は  まくらもと 

を 著て 臥して いた 抽斎 は、 撥ね 起きて 枕元の 両刀 を 

把った。 そして 表座敷へ 出ようと した。 


寝間と 表座敷との 途中に 講義 室が あって、 壁に 沿う 

て 本箱が 堆 く 積み上げ てあつた。 抽 斎が そこへ 来 掛 

かると、 本箱が 崩れ 墜 ちた。 抽斎は その 間に 介 まって 

動く ことが 出来 なくなった。 

五 百 は 起きて 夫の 後に 続こうと したが、 これ はま 

だ 講義 室に 足 を投ぜ ぬう ちに 倒れた。 

暫くして 若党 仲間が 来て、 夫妻 を扶け 出した。 抽 

斎 は 衣服の 腰から 下が 裂け 破れた が、 手 は 両刀 を 放た 

なかった。 

ひま  は  のぶ ゆき 

抽斎は 衣服 を 取り繕う 暇 もな く、 馳 せて 隠居 信 順 を 

柳 島の 下屋敷に 慰問し、 次いで 本 所 二つ目の 上屋敷に 


往 つた。 信 順 は 柳 島の 第 宅が 破損した ので、 後に 

はまちよう  ゆきつぐ 

浜 町の 中 屋敷に 移った。 当主 順 承は弘 前にいて、 上 

屋敷に は 家族の みが 残って いたので ある。 

さだかた  きゅうじゅつ 

抽斎は 留守居 比 良野貞 固に 会 つて、 救恤 の 事を議 

むね  う  いとま 

した。 貞固は 君 侯 在 国の 故 を 以て、 旨 を 承く るに 遑 

リんま い 

あらず、 直ちに 廩米ニ 万 五 千 俵 を 発して、 本 所の 窮民 

にぎわ  ひらか わ はんじ 

を賑す こと を 令した。 勘定 奉行 平 川 半 治 はこの 議に 

あずか  ことごと  うつ 

与らなかった。 平 川 は 後に 藩士が 悉 く津 軽に 遷る 

なが いとま  ふかが わ こめみ せ 

に 及んで、 独リ 永の 暇 を 願って、 深 川に 米 店 を 開いた 

人で ある。 


その 四十 八 

抽 斎が 本 所 二つ目の 津軽家 上屋敷から、 台所 町に 引 

き 返して 見る と、 住宅 は 悉く 傾き 倒れて いた。 二階 

ふんせ い  あと  とど  たい もん 

の 座敷牢 は 粉塵 せられて 迹 だに 留めなかった。 対 門の 

ばんが しら つち や  くになお 

小姓 組 番頭 土 屋佐渡 守 邦 直の 屋敷 は 火 を 失して いた。 

地震 は その 夜歇ん では 起り、 起って は歇ん だ。 町筋 

あい ことな 

ごとに 損害の 程度 は相殊 つていた が、 江戸の 全市に 

むきず 

家屋 土蔵の 無 瑕な もの は少 かった。 上野の 大仏 は 首が 

やな か てんのう じ  くりん 

砕け、 谷 中天 王 寺の 塔 は 九輪が 落ち、 浅 草 寺の 塔 は 九 

輪が 傾いた。 数十 力 所から 起った 火 は、 三日の 朝 辰 


の 刻に 至って 始て 消された。 公 に 届けられた 変死者 

が 四千 三百 人であった。 

三日 以後に も 昼夜 数度の 震動が あるので、 第 宅の あ 

る もの は 庭に 小屋 & をして 住み、 巿民 にも 露 宿す る も 

よる ふきあげ 

のが 多かった。 将軍家 定は 二日の 夜 吹 上の 庭に ある 

たきみ ぢ や や 

滝 見 茶屋に 避難した が、 本丸の 破損が 少 かった ので 翌 

朝 帰った。 

すくい ごや  さいわい ばし 

幕府の 設けた 救 小屋 は、 幸 橋 外に 一 力 所、 上野に 

二 力 所、 浅 草に 一力 所、 深 川に 二 力 所であった。 

この 年 抽斎は 五十一 歳、 五 百 は 四十 歳に なって、 子 

くが  み き  すいざん  やすよし 

供に は 陸、 水木、 専六、 翠暫の 四 人が いた。 矢 島 優 善 


の 事 は 前に 言 つた。 五 百の 兄 広 瀬 栄次郎 が この 年 四月 

しよ-つ  ちと  さぐう 

十八 日に 病死して、 その 父の 妾 牧は抽 斎の 許に 寄寓 

した。 

うまれ  はじめ  こまづかい 

牧は寛 政 二年生で、 初 五 百の 祖母が 小間使に 雇つ 

た 女で ある。 それが 享和 三年に 十四 歳で 五 百の 父忠兵 

かみ どい や やまいち 

衛の 妾に なった。 忠兵衛 が 文化 七 年に 紙 問屋 山 一 の 女 

めと 

くみ を娶 つた 時、 牧は 二十 一歳に なって いた。 そこへ 

十八 歳ば かりの くみ は 来たので ある。 くみ は 富家の 

ふところ ご 

懐 子で、 性質が 温和であった。 後に 五 百と 安と を 生 

ん でから、 気象の 勝った 五 百より は、 内気な 安の 方が、 

母の 性質 を 承け 継いで いると 人に 言われた のに 徴 して 


も、 くみが どんな 女であった かと 言う こと は 想い 遣ら 

れる。 牧は 特に 悍と 称すべき 女で もなかったら しいが、 

とにかく 三つの 年上であって、 世故に さえ 通じていた 

から、 くみが 啻に これ を 制する ことが 難かった ばかり 

やや 

でな く、 動もすれば これに 制せられよう としたの も、 

もと  あやし 

固よ リ怪 むに 足らない。 

既にして くみ は 栄次郎 を 生み、 安 を 生み、 五 百 を 生 

ん だが、 次で 文化 十四 年に 次男 某 を 生む に 当って 病に 

力 力  とも 

罹リ、 生れた 子と 倶に世 を 去った。 この 最後の 産の 前 

後の 事で ある。 くみ は 血行の 変動の ためで あつたか、 

じゅうちょう  たびたび つんぼ 

重 聴に なった。 その 時牧 がくみ の 事 を 度々 聾者と 呼 


とが  のち 

ん だの を、 六 歳に なった 栄次郎 が 聞き咎めて、 後まで 

も 忘れずに いた。 

五 百 は 六、 七 歳に なつてから、 兄 栄次郎 にこの 事 を 

いきどお 

聞いて、 ひどく 憤 つた。 そして 兄に いった。 「そう 

かたき 

して 見る と、 わたしたちに は 親の 敵が あります ね。 

に  かたき 

いっか 兄い さんと 一 しょに 敵 を 討とう では ありませ 

のち  ほうき  ちリ はら い 

んか」 といった。 その後 五 百 は 折々 箒に 塵 払 を 結び 

そうしゅ  まと 

附 けて、 双手の 如くに し、 これに 衣服 を 纏って 壁に 立 

き  いきおい 

て 掛け、 さて これ を斫る 勢 をな して、 「おのれ、 母の 

かたき 

敵、 思い知つ たか」 などと 叫ぶ ことがあった。 父忠兵 

さ  さと 

衛も牧 も、 少女の 意の 斥す 所 を 暁って いたが、 父 は 


はばか  あえ  おそ 

憚って 肯て 制せず、 牧は 懾れて 咎める ことが 出来な 

かった。 

牧は 奈何に もして 五 百の 感情 を 和げ ようと 思 つ て、 

甘言 を 以て これ を 誘 おうとし たが、 五 百 は 応ぜな か つ 

おのれ 

た。 牧 はまた 忠兵衛 に 請うて、 五 百に 己 を 母と 呼ば 

せようと したが、 これ は 忠兵衛 が 禁じた。 忠兵衛 は 五 

かく 

百の 気象 を 知っていて、 此の 如き 手段の かえって その 

反抗 心を激 成す るに 至らん こと を 恐れた ので ある。 

五 百が 早く 本丸 にんり、 また 藤 堂 家に 投じて、 始終 

とお ざ 

家に 遠 かってい るよう になった の は、 父の 希望が あ 

り 母の 遺志が あって 出来た 事で は あるが、 一面に は 五 


とも  おきふし  こころよ 

百 自身が 牧と倶 に 起臥す る こと を 快 からず 思って、 

余所へ 出て 行く こと を 喜んだ ため も ある。 

よるべ 

こういう 関係の ある 牧が、 今 寄 辺 を 失って、 五 百の 

前に 首 を 屈し、 渋 江 氏の 世話 を 受ける ことにな つた 

うらみ 

ので ある。 五 百 は 怨に報 ゆるに 恩 を 以てして、 牧の 

老を 養う こと を 許した。 

その 四十 九 

くちばし  い 

安政 三年に なって、 抽斎は 再び 藩の 政事に 喙 を容 

れた。 抽 斎の 議の大 要はこう である。 弘前藩 は 須 く 


ゆきつぐ  とど 

当主 順 承と 要路の 有力者 数人と を 江戸に 留め、 隠居 

の ぶ ゆき 

信 順 以下の 家族 及 家臣の 大半 を 挙げて 帰国せ しむべ し 

というの である。 その 理由の 第一 は、 時勢 既に 変じて 

たにんず  づめ 

多人数の 江戸 詰 は その 必要 を 認めない からで ある。 

なにゆえ  もと 

何故と いうに、 原 諸侯の 参 勤、 及 これに 伴う 家族の 江 

戸に おける 居住 は、 徳川家に 人質 を 提供した もので あ 

る。 今 将軍 は 外交の 難局に 当って、 旧慣 を棄 て、 冗費 

を 節する こと を 謀って いる。 諸侯に 土木の 手伝 を 命ず 

や  まど ぷた  もうく 

る こと を罷 め、 府内を 行く に 家に 窓 蓋 を 設る こと を 

とど  うかが  たとい 

止めた の を 見ても、 その 意向 を 窺う に 足る。 縦 令 諸 

侯が 家族 を 引き上げ たからと い つて、 幕府 は 最早 これ 


を 抑留す る こと はなかろう。 理由の 第二 は、 今の 多事 

の 時に 方って、 二、 三の 有力者に 託する に 藩の 大事 を 

せいちゅう 

以てし、 これに 掣肘 を 加うる ことなく、 当主 を 輔佐し 

て 臨機の 処置に 出で しむる を 有利と する からで ある。 

由来 弘前 藩に は 悪習慣が ある。 それ は 事 ある ごとに、 

わか  じんぜん 

藩 論が 在府 党と 在 国 党と に岐れ て、 荏苒 決せざる， J と 

である。 甚だしき に 至って は、 在 府党は 郷国の 士を 

ののし  くにざる 

罵って 国 猿と いい、 その 主張す る 所 は 利害 を 問わず 

かく  ゆえん 

して 排斥す る。 此の 如き は 今の 多事の 時に 処 する 所以 

の 道で ない というの である。 

この 議は 同時に 二、 三 主張す る ものが あって、 是非 


の 論が 盛に 起った。 しかし 後に はこれ に左袒 する も 

の も 多くな つて、 順 承が 聴納 しょうと した。 浜 町の 隠 

居 信 順が これ を 見て 大いに 怒った。 信 順 は 平素 国 猿 を 

憎悪す る ことの 尤も 甚 しい 一 人であった。 

ひと リ 

この 議に 反対した もの は、 独 浜 町の 隠居の みで は 

ほ とん 

なかった。 当時 江戸に いた 藩士の 殆ど 全体 は弘 前に 

ゆ  しんぜん 

往 くこと を 喜ばなかった。 中に も抽 斎と 親善であった 

比 良 野貞固 は、 抽斎 のこの 議を唱 うる を 聞いて、 馳せ 

きた  よ 

来って 論難した。 議 善から ざるに あらず といえ ども、 

江戸に 生れ 江戸に 長 じたる 土人と その 家族と を さえ、 

ことごと  うつ 

悉 く窮 北の 地に 遷 そうとする は、 忍べる の甚 しき だ 


というの である。 抽 斎は貞 固の 説 を 以て、 情に 偏し 義 

に 失する ものと なして 聴かなかった。 貞固 はこれ がた 

まじわ：：：' 

めに 一 時抽 斎と 交 を 絶つ に 至った。 

くにが つて  うち 

この頃 国 勝手の 議に 同意して いた 人々 の 中、 津軽家 

の 継嗣 問題の ために 罪 を 獲た ものが あって、 彼 議を唱 

えた 抽 斎ら は 肩身の 狭い 念 をした。 継嗣 問題と は 当 

ゆきつぐ  なリ もの  のぶ ごろう 

主 順 承が 肥 後 国 熊 本 の 城主 細 川 越 中 守斉護 の 子 寛 五郎 

つぐて る  むすめた まひめ 

承昭を 養おうと する に 起った。 順 承 は 女 玉 姫 を 愛し 

て、 これに 壻を 取って 家 を 護ろうと している と、 津軽 

おおか わ ま.. こ 

家 下屋敷の 一 つなる 本所大 川端 邸が 細 川 邸と 隣接して 

いるた めに、 斉 護と 親しくな り、 遂に 寛 五郎 を 養子に 


貰い 受けよう とする に 至った。 罪 を 獲た 数人 は、 血統 

を 重んずる 説 を 持して、 この 養子 を迎 うる こと を 拒 も 

うとし、 順 承 はこれ を迎 うるに 決した からで ある。 即 

そばよう にん  はんた ゆう  うえ 

ち 側 用人 加 藤 清 兵衛、 用人 兼 松 伴 大夫は 帰国の 上 隠居 

なが ちっきょ 

謹慎、 兼 松 三郎は 帰国の 上 永の 蟄居 を 命ぜられた。 

せきき よ  むせい  しち こ 

石 居 即ち 兼 松 三郎は 後に 夢醒と 題して 七 古 を 作った _ 

うち  またお もうせい しそくせ いのの ち  けいしい まだ さだまらず ぶつぎつ たう 

中 に 「又 憶 世子 即世 後、 継嗣 未定 物議 伝、 

みぶん を かえりみず けんず ると ころ あり よりて けんせき をお かして ほくせんに ざす 

不顧 身分 有 所 建、 因 冒 譴責 坐 北遷」 の 句が あ 

る。 その 咎を 受けて 江戸 を 発する 時、 抽斎は 四 言 十 

か ん こうたま たま そしられ 

二 句 を 書して 贈つ た。 中に 「菅公 遇譖、 

く つげん は ひとりき よし 

屈 原 独 清、」 という 語が あった。 


この 年抽 斎の 次男 矢 島 優 善 は、 遂に 素行 修まらざる 

おもてい しゃ へん  こぶしん 

がた めに、 表 医者 を 貶して 小 普請 医者と せられ、 抽斎 

れんけい  さんじつ 

もまた これに 連繋して 閉門 三日に 処 せられた。 

その 五十 

なかま  リ ようさん 

優 善の 夥伴 になって いた 塩田 良 三 は、 父の 勘当 を 

こうむ  しょっかく  らんぎょう 

蒙 つ て、 抽 斎の 家の 食客 とな つ た。 我 子の 乱行 の 

せめ 

ために 譴を 受けた 抽 斎が、 その 乱行 を 助長した 良 三の 

身の上 を 引き受けて、 家に おらせた の は、 余りに 寛大 

に 過ぎる ようで あるが、 これ は才を 愛する 晴が 深い か 


すん ちょう  みのが 

らの 事であった らしい。 抽斎は 人の 寸長を も 見逭さ 

ほうご  ほ とん  か し 

ずに、 これに 保護 を 加えて、 幾 ど その 瑕疵 を 忘れた る 

きえん  ふえき 

が 如くであった。 年来 森枳園 を扶掖 している の もこれ 

がた めで ある。 今 良 三 を 家に 置く に 至った の も、 良 三 

ちと 

に 幾分の 才気の あるの を 認めた からであろう。 固より 

ちと 

抽 斎の 許に は、 常に 数人の 諸 生が 養われて いたの だか 

むれ あらた きた 

ら、 良 三 は ただこの 群に 新 に 来り 加わった に過ぎない。 

すうげ つ のち  あさか ごん さ い 

数 月の 後に、 抽斎は 良 三 を 安積 良 斎の 塾に 住み込ま 

せた。 これよ リ先艮 斎 は 天 保 十三 年に 故郷に 帰って、 

にほんまつ 

二 本 松に ある 藩学の 教授に なった が、 弘化 元年に 再び 

しょう へ いこう 

江戸に 来て、 嘉永ー 一年 以来 昌平 黌 の 教授に な つていた。 


抽斎は 彼の 終始 濂渓 の 学 を 奉じて いた 艮 斎と は 深く 交 

ら なかった のに、 これに 良 三 を 託した の は、 良 三の 

吏材 たるべき を 知って、 これ を 培養す る こと を 謀った 

のであろう。 

さとかた 

抽 斎の 先妻 徳の 里方 岡 西 氏で は、 この 年 七月 二日に 

徳の父 栄玄が 歿し、 次いで 十一月 十一 日に 徳の 兄玄亭 

が 歿した。 

栄玄は 医を以 て 阿部 家に 仕えた。 長子 玄亭が 蘭 軒 門 

まじわ リ 

下の 俊才であった ので、 抽斎 はこれ と 交 を訂 し、 遂 

めと 

に その 妹 徳を娶 るに 至った ので ある。 徳の 亡くなった 

のち  しゅつ  いっけ 

後 も、 次男 優 善が その 出 であるので、 抽斎 一 家 は 岡 西 


氏と 常に 往来して いた。 

ぼくちよ く 

栄玄は 樸直な 人で あつたが、 往々 性癖の ために 言 

きく  こ 

行の 規矩 を踰 ゆる を 見た。 かって 八 文の 煮豆 を 買って 

鼠不 入の 中に 蔵し、 しばしば その 存否 を検 した ことが 

ある。 また 或 日海鰱 一尾 を 携え 来って、 抽 斎に 遺り、 

帰途に 再び 訪 わん こと を 約して 去った。 五 百 はために 

しゅぜん  す こぶ 

酒饌を 設けよう として 頗る 苦心した。 それ は 栄玄が 

ぜん  しゃし 

饌 に対して 奢侈 を 戒めた ことが 数次であった からで あ 

きょう 

る。 抽斎は 遣られた 所の 海鰱を 饗する こと を 命じた。 

栄玄は 来て 饗を 受けた が、 が悦 ばざる ものの 如く、 遂 

ちそう  うち 

に 「客に こんな 馳走 をす る こと は、 わたしの 内で はな 


い」 といった。 五 百が 「これ はお 持たせで ございます」 

といった が、 栄玄は 聞えぬ ふリ をして いた。 調理法が 

好 過ぎた のであろう。 

尤も 抽斎 をして 不平に 堪え ざら しめたの は、 栄玄 

とま 

が 庶子 苫を 遇する ことの 甚だ 薄かった ことで ある。 苫 

は 栄玄が 厨 下の 婢に 生せ た 女で ある。 栄玄 はこれ を 

認めて 子と したのに、 「あんなき たない 子 は 畳の 上に 

ま  ござ 

は 置かれない」 といって、 板の間に 蘧を 敷いて 寝させ 

かとう 

た。 当時 栄玄の 妻 は 既に 歿して いたから、 これ は 河 東 

の 獅子吼 を 恐れた ので はなく、 全く 主人の 性癖の ため 

はか  しもう さ 

であった。 抽斎は 五 百に 議 つて 苫を 貰い 受け、 後 下 総 


の 農家に 嫁せ しめた。 

わずか  しげ つ 

栄玄の 子で、 父に 遅る る こと 僅に 四月に して 歿し 

とくえい あざな  ろち よく 

た玄亭 は、 名 を 徳瑛、 字を魯 直とい つた。 抽 斎の 友で 

ある。 玄亭に は 二 男 一女が あった。 長男 は玄 庵、 次男 

むすめ  はつ 

は養玄 である。 女 は 名 を 初と いった。 

この 年 抽斎は 五十二 歳、 五 百 は 四十 一歳であった。 

へ ぃぜぃ  けんさん  おもい 

抽 斎が 平生の 学術 上 研鑽の 外に 最も 多く 思 を 労した 

の は 何事 かと 問うたなら、 恐らく は その 五十二 歳に し 

て 提起した 国 勝手の 議 だとい わなくて はなるまい。 こ 

の議 のま さに 及ぼす ベ き 影響 の 大きさと、 この 議の打 

ち克 たなくて はならぬ 抗抵の 強さと は、 抽 斎の 十分に 


意識して いた 所であろう。 抽斎 はまた 自己が その 位，. 

にあらず して 言う ことの 不利なる を も 知らな か つたの 

では あるまい。 然るに 抽斎 のこれ を敢 てしたの は、 必 

ず 内に やむ こと をえざる ものが あつ て敢 てしたの であ 

ろう。 憾 むらく は 要路に 取って これ を 用いる 手腕の あ 

る 人がなかった ために、 弘前は 遂に 東北 諸 藩の 間にお 

いて 一頭 地 を 抜いて 起つ ことが 出来なかった。 また 遂 

き し  あきらか 

に 勤王の 旗幟 を 明 にす る 時期の 早き を 致す ことが 出 

来なかった。 

その 五十 一 


安政 四 年に は抽 斎の 七 男 成 善が 七月 一 一十 六日 を 以て 

おさなな  さんきち  どうりく 

生れた。 小字 は 三吉、 通称 は 道 陸で ある。 即ち 今の 

保さん で、 父 は 五十 三 歳、 母 は 四十 二 歳の 時の 子で あ 

る。 

成 善の 生れた 時、 岡西玄 庵が 胞衣 を 乞いに 来た。 玄 

庵 は 父玄亭 に似て 夙慧 であった が、 嘉永 三、 四 年の 頃 

てんかん 

癲癇 を 病んで、 低能の 人と 化して いた。 天 保 六 年の 

うまれ 

生であった から、 病 を 発した のが 十六、 七 歳の 時で、 

今 は 二十 三 歳に なって いる。 胞衣 を 乞う の は、 癲癇の 

やくほう 

薬方と して 用いん がた めであった。 


抽斎 夫婦 は 喜んで これに 応じた ので、 玄庵は 成 善の 

ひとよ 

胞衣 を 持って 帰った。 この 時 これ を 借んで 一夜 を 泣き 

ただしげ  よれき  ねぶ 

明した の は、 昔抽 斎の 父 允 成の 茶碗の 余瀝 を 舐った と 

いう 老尼妙 了で ある。 妙 了 は 年久しく 渋 江の 家に 寄 

寓 していて、 毎に 小児の 世話 をして いたが、 中に も抽 

斎の 三女 棠を 愛し、 今 また 成 善の 生れた の を 見て、 大 

いに これ を 愛して いた。 それゆえ 胞衣 を玄 庵に 与える 

こと を 嫌った。 俗説に 胞衣 を 人に 奪われた 子 は 育たぬ 

と いうから である。 

さき  へ ん ちつ  やすよし 

この 年 前に 貶黜 せられた 抽 斎の 次男 矢 島 優 善 は、 

わずか おもてい しゃすけ  なかば 

纔に表 医者 介 を 命ぜられて、 半 その 位地 を 回復した。 


リ ようさん  あさかごんさい 

優 善の 友 塩田 良 三 は 安積 良 斎の 塾に 入れられ ていた 

が、 或 日 師の金 百両を 懐 にして 長 崎に 奔 つた。 父 楊 

庵 は 金 を 安積 氏に 還し、 人 を 九州に 遣って 子 を 連れ戻 

した。 良 三 はま だ 残の 金 を 持って いたので、 迎えに 

来た 男を随 えて 東上す るのに、 駅々 で 人に 傲る こと 

貴公子の 如くであった。 この 時 肥 後 国 熊 本の 城主 細 川 

な リもリ  のぶ ごろう  ゆきつぐ じょせい 

越 中守斉 護の 四 子 寛 五郎 は、 津軽順 承の 女壻 にせられ 

て 東上す るので、 途中 良 三と 旅 宿 を 同じう する ことが 

かじょ ラ 

あった。 斉護は 子 をして 下情に 通ぜ しめん こと を 欲し、 

特に 微行 を 命じた ので、 寛 五郎と 従者と は 始終 質素 を 

きょうし 

旨と していた。 驕子良 三 は往々 五十 四 万 石の 細 川 家 か 


しの 

ら、 十万 石の 津軽 家に 壻入 する 若殿 を 凌いで、 旅 中 

下風に 立って いる 少年の 誰なる か を 知らずに いた。 寛 

わず 力 

五郎 は 今の 津軽 伯で、 当時 裁に 十七 歳であった。 

小 野 氏で はこの 年令 図が 致仕して、 子 富穀が 家督し 

おさなな  けいじろう  ほんこう 

た。 令 図 は 小字 を 慶次郎 という。 抽 斎の 祖父 本 皓の庶 

子で、 母 を 横 田 氏よ のとい う。 よの は 武蔵国 川 越の 人 

むすめ  い 

某の 女で ある。 令 図 は 出で て 同藩の 医官 二百 石 

お のどう しゅう  まつご  ゆうしょう  のち  どうえ い 

小 野道 秀の 末期 養子と なリ、 有 尚と 称し、 後 また 道瑛 

と 称し、 累進して 近習 医者に 至った。 天明 三年 十一月 

うまれ 

二十 六日 生で、 致仕の 時 七十 五 歳に なって いた。 令 

だん  ふこく  じょ ひで 

図に 一男 一 女が あって、 男 を富穀 といい、 女を秀 といつ 


た。 

富穀、 通称 は 祖父と 同じく 道秀 といった。 文化 四 年 

うまれ  きえん 

の 生 である。 十 一 歳に して、 森枳 園と 共に 抽 斎の 

弟.， 子と なった。 家督の 時 は 表 医者であった。 令 図、 富 

じょうふ  ふうじん 

穀の 父子 は 共に 貨殖に 長 じて、 弘 前藩定 府中の 富 人で 

はせ がわち よう  かもいけ どうせき 

あった。 妹 秀は長 谷川 町の 外科医 鴨 池 道碩に 嫁した。 

多紀 氏で はこの 年 二月 十四日に、 矢の 倉の 末 家の 

さいてい  むこうや なぎはら 

茴 庭が 六十 三 歳で 歿し、 十一月に 向 柳 原 の 本家の 暁 

湖が 五十二 歳で 歿した。 わたくしの 所蔵の 安政 四 年 

「武鑑」 は、 茴 庭が 既に 逝いて、 暁 湖が なお 存 していた 

時に 成った もので、 茴 庭の 子 安 琢が多 紀安琢 二百 俵、 


らくしゅん いん  よ 

父 楽春院 として 載せて あり、 暁 湖 は 旧に 依って 多紀 

あんりよう ほうげん  あん げん 

安良 法眼 二百 俵、 父 安元と して 載せて ある。 茴 庭の 

楽真院 を、 「武鑑」 に は 前から 楽 春院に 作って ある。 そ 

なん  つまびら か 

の 何の 故なる を 詳 にしない。 

その 五十一 一 

さいてい  げんけん あざな えきじゅう  さんしょう 

苊庭、 名 は 元 堅、 字 は 亦柔、 一 に 三 松と 号す。 通 

あんしゅく のち 

称 は 安叔、 後楽 真院 また 楽春院 という。 寛 政 七 年に 

けい ざん  たたか 

桂 山の 次男に 生れた。 幼時 犬 を 闘わし むる こと を 好 

んで、 学業 を 事と しなかった が、 人が 父兄に 若かず と 


いう を 以て 責める と、 「今に 見ろ、 立派な 医者に なって 

見せる から」 といって いた。 幾 もな くして 節 を 折つ 

しゅう  こ  ひと 

て 書 を 読み、 精力 衆に 踰ぇ、 識見 人 を 驚かした。 分家 

はじめ ほんこく ちょう 

した 初 は 本 石 町に 住して いたが、 後に 矢の 倉に 移つ 

た。 侍医に 任じ、 法眼に 叙せられ、 次で 法 印に 進んだ _ 

ちつろく  そうか 

秩禄 は 宗家と 同じく 一 一 百 俵 三十 人 扶持で ある。 

茴庭は 治 を 請う ものが あるとき は、 貧家と いえ ども 

やくじ 

必ず 応じた。 そして 単に 薬餌 を 給す る のみでな く、 夏 

は 蚊 躕を貽 り、 冬 は 布団 を 遣った。 また 三両 から 五両 

ひんる 

までの 金 を、 貧窶の 度に 従って 与えた こと も ある。 

ひとり  に か 

苊 庭は抽 斎の 最も 親しい 友の 一人で、 二 家の 往来 は 


ひんぱん  はな は とうと 

頻繁であった。 しかし 当時 法 印の 位 は 太 だ 貴い もの 

で、 茴 庭が 渋 江の 家に 来る と、 茶 は 台の あり 蓋の ある 

つ  たかつき  うつわ 

茶碗に 注ぎ、 菓子 は 高坏に 盛って 出した。 この 器 は 

ちゃか 

大名と 多紀法 印と に 茶菓 を呈 する 時に 限って 用いた そ 

のち あんたく  つ 

うで ある。 茴 庭の 後 は 安 琢が嗣 いだ。 

暁 湖、 名 は 元昕、 字 は 兆 寿、 通称 は 安良であった。 

桂 山の 孫、 柳 沿の 子で ある。 文化 三年に 生れ、 文政 十 

うしな 

年 六月 三日に 父 を 喪 つて、 八月 四日に 宗家 を 継承した。 

のち  つ  げんき つ  すえ 

暁 湖の 後 を 襲いだ の は 養子 元 佶で、 実は 季の 弟で ある。 

安政 五 年に は 二月 二十 八日に、 抽 斎の 七 男 成 善が 藩 

ゆきつぐ  はじめ  よわい 

主 津軽順 承に 謁した。 年甫て 二 歳、 今の 齢を算 する 


法に 従えば、 生れて 七 力 月で あるから、 人に 懐かれて 

謁した。 しかし 謁見 は 八 歳 以上と 定められて いたので、 

この 日 だけ は 八 歳と 披露した の だそう である。 

さき 

五月 十七 日に は 七 女 幸が 生れた。 幸 は 越えて 七月 六 

日に 早世した。 

この 年に は 七月から 九月に 至る まで 虎 列拉が 流行し 

おんす ぐれ あそばされず 

た。 徳川家 定は 八月 二日に、 「少々 御 勝不被 遊」 とい 

たち ま  こうきょ 

うこと であった が、 八日に は 忽ち 薨去の 公報が 発せ 

いえな リ  よしと み  しりつ 

られ、 家斉の 孫紀伊 宰相 慶福が 十三 歳で 嗣 立した。 家 

定の病 は 虎列拉 であった そうで ある。 

いお  おれ 

この頃 抽斎は 五 百に こういう 話 をした。 「己 は 公儀 


くぼう さま 

へ 召される ことになる そうだ。 それが 近い 事で 公方 様 

の 喪が 済み 次第 仰 付けられる だろうと いう こと だ。 し 

かし それ をお 請 をす るに は、 どうしても 津軽 家の 方 を 

辞せんで はいられない。 己 は 元禄 以来 重恩の 主家 を棄 

てて 栄達 を 謀る 気に は なられぬ から、 公儀の 方 を 辞す 

るつ もり だ。 それに は 病気 を 申立てる。 そうすると、 

津軽 家の 方で 勤めて いる こと も 出来ない。 己 は 隠居す 

る ことに 極めた。 父 は 五十 九 歳で 隠居して 七十 四 歳で 

亡くなつ たから、 己 も 兼て 五十 九 歳に なったら 隠居し 

ようと 思って いた。 それが ただ 少しば かり 早くな つた 

の だ。 もし 父と 同じように、 七十 四 歳まで 生きて いら 


れる ものと すると、 これから 先 まだ 二十 年 ほどの 月日 

が ある。 これからが 己の世の 中 だ。 己 は 著述 をす る。 

ろ * つし  はじめ  えき さ い  しごと 

先ず 『老子』 の 註を始 として、 迷庵掖 斎に 誓った 為 事 

を 果して、 それから 自分の 為 事に 掛かる の だ」 といつ 

た。 公儀へ 召される といった の は、 奥 医師な どに 召し 

出される ことで、 抽斎は その内 命 を 受けて いたので あ 

ろう。 然るに 運命 は抽斎 をして- J のヂ レン マの 前に 立 

たしむ るに 至らなかった。 また 抽斎 をして 力 を 述作に 

ほしいまま 

肆 にせし むる に 至らなかった。 

その 五十 三 


ばんさん ぜん 

八月 二十 二日に 抽斎は 常の 如く 晩餐の 饌に 向った。 

すす  げぷ つ  さしみ  はし 

しかし 五 百が 酒 を 侑め た 時、 抽斎は 下物の 魚 膾に箸 を 

下さなかった。 「なぜ 上らない のです」 と 問う と、 r 少 

し 腹 工合が 悪い からよ そう」 といった。 翌 二十 三日 は 

浜 町中 屋敷の 当直の 日で あつたの を、 所労 を 以て 辞し 

おうど 

た。 この 日に 始て 嘔吐が あった。 それから 二十 七日に 

至る まで、 諸 証 は 次第に 険悪になる ばかりであった。 

あんたく おなじく げんきつ  ちんてい 

多紀 安琢、 同 元 佶、 伊沢 柏 軒、 山 田 椿 庭ら が 

びょうしょう 

病牀に 侍して 治療の 手段 を尽 したが、 功 を 奏せな 

ぎょうこう  しょうえい 

かった。 椿 庭、 名 は 業 広、 通称 は昌栄 である。 抽斎 


の 父 允 成の 門人で、 允 成の 歿後 抽 斎に 従 学した。 

こうずけ のく に  うきょうのすけ てると し 

上野 国 高 崎の 城主 松 平 右京亮 輝聡の 家来で、 本郷 

ゆみち よう 

弓 町 に 住んで いた。 

じ じ せんご  む び  あいだ 

抽斎は 時々 譫語した。 これ を 聞く に、 夢寐の 間に 

きょうごう 

『医 心 方』 を 校合して いるものの 如くであった。 

ゆ、」 こ，. P-  うち 

抽 斎の 病況は 二十 八日に 小康 を 得た。 遺言の 中に、 

兼て 嗣子と 定めて あ つ た 成 善 を 教育す る 方法が あ つ た。 

けいしょ  ひっさつ  そ もん 

経書 を 海 保 漁村に、 筆 札 を 小島 成 斎に、 『素 問』 を多紀 

安琢に 受け しめ、 機 を 看て 蘭 語 を 学ば しめる ようにと 

いうので ある。 

うし 

二十 八日の 夜 丑の刻に、 抽斎は 遂に 絶息した。 即ち 


二十 九日 午前 二 時で ある。 年 は 五十 四 歳であった。 

發 骸は谷 中 感応 寺に 葬られた。 

びぼう じん 

抽 斎の 歿した 跡に は、 四十 三 歳の 未亡人 五 百 を始と 

しゅつ  やすよし  くが 

して、 岡 西 氏の 出 次男 矢 島 優 善 一 一十 四 歳、 四 女 陸 十一 一 

みき  せんろく  すいざん 

歳、 六 女 水木 六 歳、 五男 専六五 歳、 六 男 翠暫四 歳、 七 

男 成 善 二 歳の 四 子 二 女が 残った。 優 善 を 除く 外 は 皆 山 

しゅ つ 

内 氏 五 百の 出 である。 

さきだ 

抽 斎の 子に して 父に 先って 死んだ もの は、 尾 島 氏 

しゅつ  つねよ し  げんきゅう  いと 

の 出 長男 恒善、 比 良 野 氏の 出馬 場 玄玖妻 長女 純、 岡 

よし  とラ 

西 氏の 出 二 女 好、 三男 八 三郎、 山 内 氏の 出 三女 山 内棠、 

き し  さ き 

四 男 幻 香、 五 女 癸 巳、 七 女 幸の 三 子 五 女で ある。 


矢 島 優 善 はこの 年 二月 一 一十 八日に 津軽 家の 表 医者に 

はじめ 

せられた。 初の 地位に 復 したので ある。 

さきだ  いちげつ 

五 百の 姉壻 長尾宗 右衛門 は、 抽 斎に 先つ こと 一月、 

七月 二十日に 同じ 病 を 得て 歿した。 次で 十一月 十五 日 

の 火災に、 横 山 町の 店 も 本 町の 宅 も 皆 焼けた ので、 

ぬり +P のどい や  のこ 

塗物 問屋の 業 はこ こに 廃絶した。 跡に 遣った の は 未 亡 

けい  せん 

人 安四 十四 歳、 長女 敬 二十 一歳、 次女 銓 十九 歳の 三人 

やしき  くう ち 

である。 五 百 は 台所 町の 邸の 空地に 小さい 家 を 建て 

てこれ を 迎え入れた。 五 百 は 敬に 壻を 取って 長 尾 氏の 

まつ リ 

祀を 奉ぜし めようと して、 安に 説き勧め たが、 安は猶 

予 して 決する ことが 出来なかった。 


比 良野貞 固は抽 斎の 歿した 直後から、 連に 五 百に 

説いて、 渋 江 氏の 家 を 挙げて 比 良 野 邸に 寄寓せ しめよ 

ぜん 

うとした。 貞固 はこうい つた。 自分 は 一年 前に 抽 斎と 

藩 政 上の 意見 を 異にして、 一 時 絶交の 姿に なって いた。 

じょうぎ  ちゅうせき 

しかし 抽 斎との 情誼 を 忘る る ことなく、 早晚疇 昔の 

親み を 回復し ようと 思って いるう ちに、 図らずも 抽 

斎に 死なれた。 自分 はどうに かして 旧恩に 報いなくて 

くうしつ 

はならない。 自分の 邸宅に は 空室が 多い。 どうぞ そこ 

へ 移って 来て、 我家に 住む 如くに 住んでも らいたい。 

まずし  にちにち 

自分 は 貧い が、 日々 の 生計に は 余裕が ある。 決して 

衣食の 価 は 申し受けな い。 そうすれば 渋 江 一 家 は 寡 


あなどり  ついえ 

婦 孤児と して 受 くべき 侮 を 防ぎ、 無用の 費 を 節し、 

安んじて 子女の 成長す るの を 待つ ことが 出来ようと 

い つたので ある。 

その 五十 四 

比 良野貞 固は抽 斎の 遺族 を 自邸に 迎えよう として、 

五 百に 説いた。 しかし それ は 五 百 を識ら ぬのであった。 

五 百 は 人の 廡 下に 倚る こと を 甘ん ずる 女ではなかった。 

もちろん 

渋 江 一 家の 生計 は 縮小し なくて はならぬ こと 勿論で あ 

る。 夫の 存命して いた 時の ように、 多くの 奴婢 を 使い、 


しょっかく お 

食客 を 居く こと は 出来ない。 しかし 譜代の 若党 ゃ老 

うち 

婦 にして 放ち 遣る に 忍びざる もの も ある。 寄食 者の 中 

に は 去らし めよう にも 住いて 投 ずべき 家の ない もの も 

ある。 長 尾 氏の 遺族の 如き も、 もし 独立せ しめようと 

おのれ 

したら、 定めて 心細く 思う ことであろう。 五 百 は 己 

が 人に 倚らん より は、 人 をして 己に 倚らし めなくて は 

ならなかった。 そして 内に 恃む 所があって、 敢て 自ら 

しょ-つ 

この 衝に 当ろうと した。 貞 固の 勧誘の 功 を 奏せな 

かった 所以で ある。 

きえん  いえもち 

森枳園 はこの 年 十二月 五日に 徳川家 茂に 謁した。 寿 

ま ご 

蔵 碑に は 「安政 五 年 戊 午 十二月 五日、 初 謁見 将軍 徳川 


おんげ つじつ  こう 

家定 公」 と 書して あるが、 この 年月日 は 家 定が薨 じて 

しげつ  のち 

から 四月の 後で ある。 その 枳園自 撰の 文なる を 思えば、 

す こぶ あやし 

頗る 怪 むべき である。 枳 園が 謁した はずの 家 茂 は 十 

三 歳の 少年でなくて はならない。 家定 はこれ に反して、 

薨 ずる 時 三十 五 歳であった。 

この 年の 虎 列拉は 江戸 市中に おいて 二 万 八 千 人の 犠 

ぶんじん 

牲を 求めた の だそう である。 当時の 聞 人で これに 死し 

いわせけ いざん  あんどうひろしげ ほういつ  すずき ひつ あん 

たものに は、 岩 瀬 京 山、 安藤広重、 抱 一門の 鈴 木必庵 

いちかわべ いあん 

等が ある。 巿河米 庵 も 八十 歳の 高齢で はあった が、 同 

いんせき 

じ 病であった かも 知れない。 渋 江 氏と その 姻戚と は抽 

斎、 宗 右衛門の 二人 を 喪 つて、 五 百、 安の 姉妹が 同時 


に 未亡人と なった ので ある。 

あらわ 

抽 斎の 著す 所の 書に は、 先ず 『経 籍訪 古志』 と 

リ ゆうしん ふ  あいつ  よ 

『留 真譜』 とがあって、 相 踵いで 支那 人の 手に 由って 刊 

行せられ た。 これ は抽 斎と その 師、 その 友との 講窮し 

得た る 果実で、 森枳 園が 記述に 与った こと は 既にい 

える が 如くで ある。 抽 斎の 考証学の 一 面 はこの 二 書が 

代表して いる。 徐承祖 が 『訪 古 志』 に 序して、 

たいて いは ぜんしゃ かんこく のこう を ろんじ こうしょうに つたなく はなはだしく はリ ゆういせ ず 

「大抵 論 繕 写刊刻 之ェ、 拙 於 考証、 不甚留 意」 

はじめ  こうしゅう 

といって いるの は、 我国に おいて 初て 手 を 校 謦の事 

くだ  はな は 

に 下した 抽 斎ら に対して、 備わる を 求む る ことの 太 

だ 過ぎた る もので はなかろう か。 


我国に おける 考証学の 系統 は、 海 保 漁村に 従えば、 

よしだこう とん  えき さい 

吉田 篁墩が 首唱し、 狩谷掖 斎が これに 継いで 起リ、 以 

て抽 斎と 枳園 とに 及んだ ものである。 そして 篁 墩の傍 

系に は 多紀桂 山が あり、 被 斎の 傍系に は 巿野迷 庵、 多 

さいてい  こじま ほうそ 

紀茴 庭、 伊沢 蘭 軒、 小島 宝 素が あり、 抽 斎と 枳 園との 

まう ちゅう 

傍系に は 多紀暁 湖、 伊沢 柏 軒、 小島 抱 沖、 堀川 舟 庵と 

漁村 自己と が あると いうので ある。 宝 素 は 元 表 医師 百 

いずみば しどお リ 

五十 俵 三十 人 扶持 小島 春 庵で、 和 泉 橋 通に 住して いた。 

しょうしつ  じ  がく こ  しゅんき 

名 は 尚 質、 一字 は 学 古で ある。 抱 沖 は その子 春沂 で、 

百 俵 寄 合 医師から 出て 父の 職 を 襲ぎ、 家 は 初め 下 谷 

にちよう まち  にほんば し くれ まさち よう  しょうしん 

二 長 町、 後日 本 橋榑正 町に あった。 名 は 尚 真で ある。 


のち しゅんいく  しょうけい  つ 

春 沂の後 は 春澳、 名 は 尚 綱が 嗣 いだ。 春 澳の子 は 現 

むろらん  こういち  くが みのる 

に 北海道 室 蘭に いる 杲 一さん である。 陸 実が 新聞 『日 

本』 に抽 斎の 略伝 を 載せた 時、 誤って 宝 素 を 小島 成 斎 

とし、 抱 沖 を 成 斎の 子と したが、 今に 迨 るまで 誰も こ 

ただ  ながいきん ぷぅ 

れを 匡さずに いる。 また この 学統 について、 長 井 金 風 

いのうえ らんだい  きんが 

さん は 篁墩の 前に 井上 蘭 台と 井上 金 峨とを 加えなくて 

はならぬ といって いる。 要するに これらの 諸家が 新に 

考証学の 領域 を 開拓して、 抽 斎が 枳 園と 共に、 まさに 

わずか 

纔 に 全 著 を 成就す るに 至った ので ある。 

わたくし は 『訪 古志』 と 『留 真譜』 との 二 書 は、 今 

少し 重く 評価して 可なる もので あろうと 思う。 そして 


頃日 国書 刊行会が 『訪 古志』 を 『解題 叢書』 中に 収め 

て 縮刷し、 その 伝を弘 むる に 至った の を 喜ぶ ので ある。 

その 五十 五 

そ もんしき しょう 

抽 斎の 医学 上の 著述に は、 『素 問識 小』、 『素 問 校 異』、 

れいすう  なかん ずく  つく 

『霊枢 講義』 が ある。 就中 『素 問』 は抽 斎の 精 を殫し 

て研窮 した 所で ある。 海 保 漁村 撰の 墓誌に、 抽 斎が 

せ つもん  け つき ゆう  か 

『説 文』 を 引いて 『素 問』 の 陰陽 結斜は 結糾の 訛な り 

と 説いた ことが 載せて ある。 また 七 損 八 益 を 説く に、 

ぎょくぼう ひけ つ 

『玉 房 秘訣』 を 引いて 説いた ことが 載せて ある。 『霊 枢』 


せいなら ざれば すなわちせ いとう たらず じん げんまた じんじん ことなる 

の 如き も 「不精 則 不正 当人 言 亦 人人 異」 の 文 

中、 抽 斎が 正当 を 連 文と なした の を 賞して ある。 抽斎 

きわめ  かく  いっぱん 

の 説に は 発明 極て 多く、 此の 如き 類 は その 一斑に 過 

ぎない。 

しゅたくぼん 

抽斎 遺す 所の 手沢本に は、 往々 欄外 書の ある もの を 

見る。 此の 如き 本に は 『老子』 が ある。 『難 経』 が ある。 

抽 斎の 詩 は その 余事に 過ぎぬ が、 なお 『抽 斎吟 稿』 

一巻が 存 している。 以上 は 漢文で ある。 

けいすい  ひつじゅ 

『護痘 要 法』 は抽 斎か 池 田 京 水の 説 を筆受 した もので、 

抽 斎の 著述 中 江戸時代に 刊行 せられた 唯 一 の 書で ある。 

あんし  たかおこう 

雑 著に は 『晏子 春秋 筆 録』、 『劇 神仙 話』、 『高 尾考』 


こと 

が ある。 『劇 神仙 話』 は 長 島 五郎作の 言を録 した もの 

である。 『高 尾考』 は惜 むらく は完書 をな していない。 

『※語 〔# 「衞 \ 心」、 165-14〕』 は抽 斎が 国文 を 以て 学問 

き  き ゆ 1 つもん 

の 法 程 を 記して、 及 門の 子弟に 示す 小冊子に 命じた 

しんぼう きしゅう  すいす い 

名であろう。 この 文の 末尾に 「天 保 辛 卯 季秋抽 斎酔睡 

中に※ 言 〔# 「衞 \ 心」、 165-1S す」 と 書して ある。 辛 

卯 は 天 保 二 年で、 抽 斎が 二十 七 歳の 時で ある。 しかし 

こうしょく 

現存して いる 一巻に は、 この 国文 八 枚が 紅色の 半紙 

に 写して あって、 その 前に 白紙に 写した 漢文の 草稿 二 

ごうて つ  もく 

十九 枚が 合 綴 して ある。 その 目を挙 ぐれば、 

はんもんい ぶんべん  ぶっせつ あみだき ようひ  ばつ 

煩悶 異文 弁、 仏説 阿弥陀経 碑、 春秋 外伝 国語 跋、 


そうし ちゅうそ  はち ふんしょ こうきょう  きつろ く 

荘子 注疏 跋、 儀礼 跋、 八 分 書 孝経 跋、 橘録 跋、 

ちゅうきよ しとく しんきょうし やくぶん  せいき 

沖 虚至徳 真経釈 文跋、 青 帰 書目 蔵書 目録 跋、 活字 板 

さ だん  げん はん  せんきん ほう 

左 伝跋、 宋本 校正 病 源 候 論跋、 元 板 再校 千金 方跋、 

いしん ほうの のちに しょす  ちく よしまさおう ぼけつ  らくだこう  たんたん 

書 医 心 方 後、 知 久吉正 翁 墓碣、 駱駝 考、 癱瘓、 論語 

義 疏跋、 告蘭 軒先 生 之 霊の 十八 篇 である。 この 一冊 は 

表紙に 「》 〔# 「衞 \ 心」、 166-2 語、 抽 斎述」 の 五 字が 

篆 文で 題して あって、 首尾 渾て抽 斎の 自筆で ある。 

とくと みそ ほう 

徳富蘇 峰さん の 蔵本に なって いるの を、 わたくし は 借 

覧 した。 

抽斎 随筆、 雑録、 日記、 備忘録の 諸 冊 中には、 今已 

、> つぼう  なかん ずく 

に 佚 亡した もの も ある。 就中 日記 は 文政 五 年から 安 


政 五 年に 至る までの 三十 七 年間に わたる 記載であって、 

ほうぜん  かみた だ 

衷然 たる 大冊 数十 巻 をな していた。 これ は 上 直ちに 天 

明 四 年から 天 保 八 年に 至る までの 五十 四 年間の 允 成の 

日記に 接して、 その 中間の 文政 五 年から 天 保 八 年に 至 

るまでの 十六 年間 は 父子の 記載が 並存して いたので あ 

たも つ 

る。 この 一大 記録 は 明治 八 年 二月に 至る まで、 保 さ 

んが 蔵して いた。 然るに 保さん は 東京から 浜 松 県に 赴 

任す るに 臨んで、 これ を 両掛に 納めて、 親戚の 家に 託 

した。 親戚 は その 貴重品た る を 知らざる がた めに、 こ 

ほうご  ことごと 

れに 十分の 保護 を 加うる こと を 怠った。 そして 悉 く 

これ を 失って しまった。 両掛の 中にはな お前 記の 抽斎 


あらわ  ていしょ 

随筆 等 十 余 冊が あり、 また 允 成の 著す 所の 『定所 雑録』 

おも  ぴ ようぶ ふすま 

等 約 三十 冊が あった。 想う にこの 諸 冊 は 既に 屛風襖 

つづら  したば リ  なに ひと 

葛籠 等の 下貼の 料と なった であろう か。 それとも 何人 

かの 手に 帰して、 何処かに 埋没して いるであろう か。 

そうとう 

これ を 捜 討 せんと 欲する に、 由るべき 道がない。 保 さ 

んは 今に 迨 るまで 歎 惜して 已ま ぬので ある。 

ちょくしゃ 

『直 舎 伝記 抄』 八 冊 は 今 富士川 游 君が 蔵して いる。 

中に 題号 を闕 いた ものが 三 冊 交って いるが、 主に 弘前 

医官の 宿直 部屋の 日記 を抄 写した ものである。 上 は 宝 

しも  しょしょ ぜんい わく  ていしょ 

永 元年から 下 は 天 保 九 年に 至る。 所々 に 善 云と 低 書 

した 註が ある。 宝 永 元年から 天明 五 年に 至る 最古の 一 


冊 は 題号が なく、 引用 書と して 『津軽 一統 志』、 『津軽 

しんよう  ごけいず  きかん 

軍記』、 『津陽 開 記』、 『御 系図 三 通』、 『歴年 亀鑑』、 

こうこうぎ ようじつ  ゆいしょ がき  しんりょう 

『孝 公行 実』、 『常 福 寺 由緒 書』、 『津 梁院 過去帳 抄』、 

でんぶん  とうはん  たかお かれ いげんき  あんもん 

『伝聞 雑録』、 『東 藩 名数』、 『高 岡 霊験 記』、 『諸 書 案文』、 

はん 力ん J 

『藩 翰譜』 が 挙げて ある。 これ は 諸 書に ついて、 主に 弘 

前 医官に 関する 事 を 抄出した ものであろう。 

よ  うたいもの ながうた 

『四つの 海』 は抽 斎の 作った 謡物の 長唄で ある。 こ 

れは 書と 称すべき もので はない が、 前に 挙げた 『護痘 

と +P 

要 法』 と倶 に、 江戸時代に 刊行 せられた 二、 三 葉の 

とじぶ み 

綴 文で ある。 

『仮面の 由来』、 これ もまた 片々 たる 小冊子で ある。 


その 五十六 

りょこう せん ふ  かのえ とら 

『呂后 千 夫』 は抽 斎の 作った 小説で ある。 庚 寅の 元 

旦に 書いた という 自序が あつたそう であるから、 その 

前年に 成った もので、 即ち 文政 十二 年 二十 五 歳の 時の 

作であろう。 この 小説 はせ 百が 来り 嫁した 頃に は、 ま 

す へん 

だ 渋 江の 家に あ つ て、 五 百 は数遍 読過した そうで ある。 

或 時 それ を筑 山左衛 門と いう ものが 借りて 往 つた。 筑 

しもつ けの くに あしかが 

山 は 下野 国 足 利の 名主 だとい うこと であった。 そし 

て 終に 還さずに しまった。 以上 は 国文で 書いた もので 


ある。 

うち 

この 著述の 中 刊行せられ たもの は 『経 籍訪 古志』、 『留 

真 譜』、 『護痘 要 法』、 『四つの 海』 の 四 種に 過ぎない。 

その他 は 皆 写本で、 徳富蘇 峰さん の 所蔵の 『※語 〔# 

ちょくしゃ 

「衞 \ 心」、 168-2』、 富士川 游 さんの 所蔵の 『直 舎 伝記 

抄』 及已に 散佚した 諸 書 を 除く 外 は、 皆 保さん が 蔵 

している。 

おおむ かく 

抽 斎の 著述 は 概ね 是の 如きに 過ぎない。 致仕した 

のち  ほしいまま 

後に、 力 を 述作に 肆 にしようと 期して いたのに、 不 

えきれい  めい おと 

幸に して 疫癘の ために 命を隕 し、 かって 内に 蓄 うる 所 

ほか あらわ  や 

の ものが、 遂に 外に 顕 るるに 及ばず して 已ん だので 


ある。 

わたくし は 此に抽 斎の 修養に ついて、 少しく 記述し 

て 置きたい。 考証 家の 立脚地から 観れば、 経籍は 批評 

の 対象で ある。 在来の 文 を 取って 渾 命に 承認すべき も 

ここ  まつばい 

ので はない。 是 において 考証 家の 末輩に は、 破壊 を以 

て 校 勘の 目的と なし、 毫も ピエ テェの 迹を存 せざる に 

至る もの も ある。 支那に おける 考証学 亡国 論の 如き は、 

もと  じんぷん  へ いそく  ろう けん 

固より 人文 進化の 道を蔽 塞すべき 陋見 であるが、 考証 

学者 中に 往々 修養の ない 人物 を 出 だした という 暗黒面 

は、 その 存在 を 否定すべき もので は あるまい。 

しかし 真の 学者 は 考証の ために 修養 を 廃す るよう な 


まった 

事 はしない。 ただ 修養の 全 からん こと を 欲する に は、 

考証 を闕 くこと は 出来ぬ と 信じて いる。 何故と いうに、 

修養に は 六 経 を 窮めなくて はならない。 これ を窮 むる 

に は 必ず 考証に 須っ ことがある というの である。 

抽斎は その 『※語 〔# 「衞 \ 心」、 169-2』 中に こういつ 

ている。 「凡そ 学問の 道 は、 六 経 を 治め 聖人の 道 を 身 

もちろん  さて その  あきら 

に 行 ふ を 主と する 事 は 勿論な り。 扨 其 六 経 を 読み 明 

いちげん  つまびら か 

めむ とする に は 必ず 其 一 言 一 句 を も 審 に 研究せ ざ 

もんじ 

るべ からず。 一言一句 を 研究す るに は、 文字の 音義を 

つまびら か 

詳 にす る こと 肝要な り。 文字の 音 義を詳 にす るに 

ま  ひしゅう  び ゆう ご 

は、 先 づ善本 を 多く 求めて、 異同 を比謦 し、 謬 誤 を 校 


のち 

正し、 其 字句 を 定めて 後に、 小学に 熟練して、 義理 始 

うたと  ひく 

て 明 了なる こと を 得。 譬 へば 高き に 登る に、 卑 きょり 

し、 遠き に 至る に 近き よりす るが 如く、 小学 を 治め 字 

さいさい  まつぎよう 

句 を校警 する は、 細 砕の 末 業 に 似 たれ ども、 必ず これ 

をな さ ざれば、 聖人の 大道 微意 を 明む る こと 能 はず。 

(中略) 故に 百 家の 書 読まざる べき ものな く、 さすれば 

た いぎよ う 

人間 一生の 内に なし 得が たき 大業に 似 たれ ども、 其 

内 主と する 所の 書 を 専ら 読む を緊務 とす。 それ はい 

づれ にも 師 とする 所の 人に 随 ひて 教 を受 くべ き 所な 

り。 さて 斯の 如く 小学に 熟練して 後に、 六 経 を 窮めた 

ら むに は、 聖人の 大道 微意に 通達す る こと 必ず 成就す 


べし」 といって いる。 

これ は抽 斎の 本領 を 道破した もので、 考証な しに は 

六 経に 通ず る ことが 出来ず、 六 経に 通ず る ことが 出来 

なくて は、 何に 縁って 修養して 好い か 分からぬ ことに 

なるとい うので ある。 さて 抽 斎の 此の 如き 見解 は、 全 

く 師巿野 迷 庵の 教 に本づ いている。 

その 五十 七 

迷 庵の 考証学が^ 何なる もの かとい うこと は、 『読 

書 指南』 について 見るべき である。 しかし その 要旨 は 


こうし 

自序 一 篇に尽 されて いる。 迷 庵 はこうい つた。 「孔子 

ぎょうしゅん  その  たま 

は堯舜 三代の 道 を 述べて、 其 流義を 立て 給 ヘリ。 堯 

あきらか 

舜 より 以下 を 取れる は、 其 事の 明 に 伝 はれる 所 なれ 

ころ  うつ 

ばな リ。 され ども 春秋の 比に いたりて、 世変 リ時遷 り 

て、 其 道 一向に 用 ゐられ ず。 孔子 も 遣って は 見 給へ ど 

も、 遂に 行かず。 終に 魯に 還り、 六 経 を 修めて 後世に 

伝 へらる。 これ その 堯舜 三代の 道 を 認めた まふゆ ゑな 

リ。 儒者 は 孔子 を まもりて 其 経を修 むる ものな リ。 故 

に 儒者 の 道 を 学ば むと 思 は > 、 先づ 文字 を 精出して 覚 

きゅうけ い 

ゆるがよ し。 次に 九 経 をよ く 読むべし。 漢 儒の 注解 

はみ な t 古 より 伝受 あり。 自分の 臆説 を まじへ ず。 故 


に 伝来 を 守る が 儒者 第一 の 仕事な り。 (中略) 宋の時 

ていい  しゅきら おの  いとう げん さ 

程頤、 朱熹等 己が 学 を 建てし より、 近来 伊藤 源 佐、 

おぎ ゆうそう えもん  い  おのれ 

荻生惣 右衛門な どと 云 ふやから、 みな 己 の 学 を 学と し、 

まっくら 

是非 を 争 ひて やまず。 世の 儒者み な 真 闇に なりて わか 

また わか  この 

らず。 余 も 亦 少かリ しょり 此事を 学びし が、 迷 ひて わ 

から ざり し。 ふと 解す る 所 あり。 学 令の 旨に したが ひ 

て、 それん \ の 古書 をよ むがよ しと 思へ り」 といった。 

要するに 迷 庵 も抽斎 も、 道に 至る に は 考証に 由って 

ちと 

至る ょリ 外ない と 信じた ので ある。 固よ リ これ は 

しょうけ い 

捷径で はない。 迷 庵が 精出して 文字 を 覚える といい、 

抽 斎が 小学に 熟練す ると いっている この 事業 は、 これ 


がた めに 一人の 生涯 を 費す かも 知れない。 幾多の 

ジ ェ ネ ラシ ョ ン のこの 間に 生じ 来り 滅し 去る こと を 要 

する かも 知れない。 しかし 外に 手段の 由るべき ものが 

ない とすると、 学者 は此に 従事せ ずに はいられ ぬので 

ある。 

いとま 

然 らば 学者 は 考証 中に 没頭して、 修養に 遑が なく 

なり はせ ぬか。 いや。 そうで はない。 考証 は 考証で あ 

る。 修養 は 修養で ある。 学者 は 考証の 長途 を 歩みつつ、 

不断の 修養 を なすこと が 出来る。 

抽斎は それ をこう 考えて いる。 百 家の 書に 読まない 

い  ぎ よ う 

で 好い もの はない。 十三 経と いい、 九 経と いい、 六 経 


という。 列べ 方 はどうで も 好い が、 秦 火に 焚かれた 

楽 経 は 除く として、 これ だけ は 読破し なくて はなら な 

い。 しかし これ を 読破した 上 は、 大いに 功 を 省く こと 

ことごと  い 

が 出来る。 「聖人の 道と 事々 しく 云へ ども、 前に 云へ 

る 如く、 六 経 を 読破した る 上に て は、 論語、 老子の 二 

すぎた る はなおお よばざる がごと し しんこう 

書に て 事足るな リ。 其 中に も 過 猶不及 を 身 行 

ぶい ふげん  おきて 

の 要と し、 無為 不言 を 心 術の 捉 となす。 此ニ書 を さ 

へ 能く 守れば すむ 事な り」 というの である。 

ひゃくせ きかんとう 

抽斎は 百 尺 竿頭 更に 一 歩 を 進めて こういつ ている。 

ただし  おうじゅう しょ 

「伹 論語の 内に は 取捨すべき 所 あり。 王充 書の 

もんこう へ ん 

問 孔篇及 迷 庵師の 論語 数条を 論じた る 書 あり。 皆 参考 


すべし」 といって いる。 王充の いわゆる 

それせ いけん の ふで をく だしぶん を つくる や  い を もちい てく わしく つまびら かにす る も 

「夫 聖賢 下 筆 造 文、 用 意 詳 審、 

なお いまだ ことごとく はじ つ をう というべ からず  いわん やそう そ つ のと げん 

尚 未 可 謂尽得 実、  況 倉卒 吐 言、 

いずくん ぞ よくみ なぜならん や 

安 能 皆 是」 という 見識で ある。 

抽 斎が 『老子』 を 以て 『論語』 と 並 称する の も、 師 

そうそう  かみ 

迷 庵の 説に 本づ いている。 「天 は 蒼々 として 上に あり。 

人は両 間に 生れて 性 皆 相 近し。 習，. 相 遠き なり。 世の 

始 より 性な きの 人な し。 習な きの 俗な し。 世界 万国 皆 

其 国々 の 習 ありて 同じから ず。 其 習 は 本性の 如く 人に 

しみ 附 きて 離れず。 老子 は 自然と 説く。 其れ 是歟。 孔 

いわく  のべて つくらず  しんじて いにしえ を このむ ひそかに われ をろう ほうに ひす 

子 曰。 述而 不作。 信而 好古。 窃比我 於 老彭。 


のた も  また 

かく 宣給 ふとき は、 孔子の 意 も 亦 自然に 相 近し」 といつ 

たのが 即ち これで ある。 

その 五十八 

そんそう 

抽斎は 『老子』 を 尊崇 せんがた めに、 先ず これ をヂ 

おとし  しんいき  お 

ス クレディに 陥 いれた 仙術 を、 道教の 畛 域外に 逐ぅ 

はか  しん  ほうい てん  力け レ ばん 

こと を 謀った。 これ は 早く 清の 方維甸 が嘉慶 板の 

ほうぼくし  せんえん 

『抱朴 子』 に 序して 弁じた 所で ある。 さて この 洗 冤 を 

おこな  のち 

行った 後に こういつ ている。 「老子の 道 は 孔子と 異な 

るに 似 たれ ども、 その 帰す る 所 は 一 意な り。 


ひとのお のれ を しらざる を うれえず  そうし  あれ どもな きが ごとく じつ なれ どもき よなる がごと し 

不患人 不己知 及 曾 子の 有 若 無 実若虚 

などと 云へ る、 皆 老子の 意に 近し。 且 自然と 云 ふこと、 

万事に わたりて 然ら ざる こと を 得ず。 (中略) 又 仏家 

まく ねん  こ  くう 

に 漠然に 帰す ると 云 ふこと あり。 是れ 空に 体す る 大乗 

おしえ  こと 

の教 なり。 自然と 云 ふより 一層 あとな き 言な リ。 そ 

の 小乗の 教は 一切の 事 皆 式に 依りて 行へ となり。 孔子 

こうてい じんぎ 

の 道 も 孝悌 仁義より 初めて 諸 礼法 は 仏家の 小乗な り。 

いつもつ てこれ を つらぬく  しっちゅう 

その 一 以貫之 は 此教を 一 にして 執 中 に 至り 初て 

いちじょ う 

仏家 大乗の 一場に 至る。 執 中以上 を 語れば、 孔子 釈 

子 同じ 事な リ」 といって いる。 

抽斎 は歉に 儒、 道、 釈の 三教の 帰一 に 到着した。 も 


うち 

しこの 人が 旧 新約 書 を 読んだ なら、 あるいは その 中に 

けいごう てん  か  やすい そつ けん  ベ ん もう 

も 契合 点 を 見出だして、 彼の 安井 息 軒の 『弁 妄』 など 

こと  あらわ 

と 全く 趣 を 殊にした 書 を 著 した かも 知れな い。 

以上 は抽 斎の 手記した 文に ついて、 その 心 術 身 行の 

よ  きた 

由って 来る 所 を 求めた ものである。 この 外、 わたくし 

の 手元に は 一種の 語録が ある。 これ はせ 百が 抽 斎に 聞 

このごろ 

き、 保さん が 五 百に 聞いた 所 を、 頃日 保さん がわた く 

のぼ  みだり 

しのた めに 筆に 上せた ので ある。 わたくし は 今漫に 

潤 削 を 施す ことなしに、 これ を此に 収めようと 思う。 

抽斎は 日常 宋 儒の いわゆる 虞廷の 十六 字 を 口にして 

か  じんしん これ あやうく どうしん これび なり これせ いこれ いつ 

r た。 彼 の 「人 6. 隹 ia、 道 6 准微、 淮精隹 一、 


まことに そのち ゆ をと る  かみ 

允 執 厥 中」 の 文で ある。 上の 三教 帰一 の教は 即ち 

これで ある。 抽斎は 古文 尚 書の 伝来 を 信じた 人で はな 

こと 

いから、 これ を 以て 堯の舜 に 告げた 言と なした のでな 

いこと は 勿論で ある。 そのこれ を 尊重した の は、 古言 

これせ いこれ い つ 

古義と して 尊重した のであろう。 そして 惟精 惟一 の 解 

おうよう めい 

釈は王 陽 明に 従うべき だとい つ ていたそう である。 

れい  せいめいみ にあれば しきしん の ごとし  そ もん 

抽斎は 『礼』 の 「 清明 在躬 、 志気 如 神」 の 句と、 『素 問』 

じょうこ てんしん ろん  てんたんと してき よむならば  しんき これにし たがう 

の 上古 天真 論 の 「恬悛 虚無、 真 気 従 之、 

せ いしんう ちに まもれば やまい いずくん ぞ したがい きたらん  しょう 

精神 内 守、 病 安 従 来」 の 句と を 誦して、 

修養して 心身の 康寧 を 致す ことが 出来る ものと 信じて 

いた。 抽斎は 眼疾 を 知らない。 歯痛 を 知らない。 腹痛 


は 幼い 時に あつたが、 壮年に 及んで から は 絶てな かつ 

た。 しかし 虎 列拉の 如き 細菌の 伝染 をば 奈何と もす る 

こと を 得なかった。 

たく ざんかん 

抽斎は 自ら 戒め 人を戒 むる に、 しばしば 沢山 咸の 

きゅうしこう  しさ い 

「九 四爻」 を 引いて い つた。 学者 は 仔細に 

しょうしょうと しておう らい すれば とも はなん じの おもいに したがう  あじわ 

「憧憧 往来、 朋従爾 思」 という 文 を 味 

くんし は その くら いに そしてお こない その ぼか をね がわず 

うべき である。 即ち 「君子 素 其位而 行、 不願乎 其 外」 

の義 である。 人 は その 地位に 安んじて いなくて はなら 

ただしげ  しつ  よう あんしつ 

ない。 父 允 成が おる 所の 室を容 安室と 名 づけた の は、 

うらや 

これが ためで ある。 医に して 儒 を 羨み、 商に して 士 

を 羨む の は 惑える ものである。 


てんかな に を か おもいな に を か おもんぱからん  てんかき をお なじく して みちを ことにし 

「天下 何 思 何 慮、 天下 同 帰而殊 塗、 

ち を いつにして リょを ひゃくに す  ひゆけば すなわちつ ききたり 

一致 而百 慮」 と い い、 「日 往則月 来、 

つき ゆかば すなわち ひきた リ  じつげつ あいおして ひかりう まる  かんゆけば すなわち しょきた リ 

月 往則日 来、 日月 相 推而明 生焉、 寒 往則暑 来、 

しょ ゆけば すなわち かんきたり  かんしょ あいおして としなる 

暑 往則寒 来、 寒暑 相 推而歳 成焉」 というが 如く、 

人の 運命に もまた 自然の 消長が ある。 須 く 自重して 

時の 到る を 待つ ベ きで ある。 

せき かくの く つ する は  もって のびん こと を もとむ るな リ  リょ うだ のかく るる は 

「尺 蠖之 屈、 以求信 也、 龍 蛇 之蟄、 

も つ てみ をながら えるな リ  い い 

以存身 也」 と はこれ の 謂で あると いった。 五 百の 

すで  や  きん ざ 

兄 広 瀬 栄次郎 が 己に 町人 を罷 めて 金 座の 役人と なり、 

のち  かね ふきかえ  あらた 

その後 久しく 金の 吹替 がない の を 見て、 また 業を更 

めようと した 時 も、 抽斎 はこの 爻を 引いて 諭した。 


その 五十 九 

ちらい ふく  しょきゅうこう 

抽斎 はしばしば 地雷 復の 初九爻 を 引いて 人 を 諭し 

とおからずして かえるく い にいた る ことなし  あやまち 

た。 「不遠 復无祗 悔」 の爻 である。 過 を 知つ 

て 能く 改 むる 義で、 顔 淵の 亜聖た る 所以 は 此に存 する 

というの である。 抽斎 はいつ も その 跡で 言い足した。 

こうしょ  ただ 

しかし 顔 淵の 好処は 啻に これの みで はない。 

か いの ひととな リゃ  ちゅうよう をえ らぴ いちぜん をうれば すなわち けん けん ふくようして 

「回 之 為人 也、 択乎 中庸、 得 一善、 則 拳 拳 服膺、 

これ をう しなわず  しこう 

而弗失 之矣」 というの が これで ある。 孔子が 子 貢に 

われと なんじと しかざる なり 

いった 語に、 顔 淵 を 賞して、 「 吾 与汝、 弗 如 也」 といつ 


たの も、 これが ためで あると いった。 

ま っリ ごと をな すに とく を も つ てす れぱ 

抽斎 はかって いった。 「為 政 以 徳、 

たとえば ほくしんの そのと ころに いて しゅうせ いのこれに むかう がごと し 

譬如 北辰、 居 其 所、 而衆星 共 之」 というの は、 

なとり  しか  い.. R に 

独 君 道を然 りと なすの みで はない。 人 は 皆 奈何した 

おのれ むか 

ら衆 星が 己 に 共う だろうかと 工夫し なくて はなら な 

い。 能く これ を 致す もの は 即ち 「絜矩 之 道」 である。 

かんたいし  そのお のれ をせ むる やお もくしても つて あまねく 

韓退之  は  「其責 己 也重以 周、 

その ひと を まつや かるく しても つ てやくす  まじわ 

其 待 人 也軽以 約」 といった。 人と 交る に は、 そ 

の 長 を 取つ て、 その 短 を 咎めぬ が^; い。 

いちにんに そなわる を もとむ るな かれ  その ひと をつ かう におよ びて や これ をき とす 

「無 求備於 一 人」 といい、 「及 其 使 人 也 器 之」 

という は 即ち これで ある。 これ を 推し 広めて 言えば、 


たいこく をお さむる は しょうせん をに る ごとし  きちゃく 

『老子』 の 「治 大 国、 若烹 小鮮」 という 意に 帰 著 

だいどう すたれて じんぎ ぁリ  せいじん はしせ ざれば 

す る。 「大道 廃 有 仁義」 と い い、 「聖人 不死、 

たいとう はやまず  ゆびさ 

大盗不 止」 というの も、 その反面 を 指して 言った ので 

おれ  かえりみ  やや  けっく 

ある。 己 も 往事 を 顧 れば、 動もすれば 絜矩の 道に お 

か  さい  とくう と 

いて 闕 くる 所があった。 妻 岡 西 氏徳を 疎んじた など も 

さいわい  きょうきゅう 

これが ためで ある。 幸に 父に 匡救 せられて 悔い 改 

ひらいと うどう 

むる こと を 得た。 平 井東 堂 は 学 あり 識 ある 傑物で ある。 

おのれ 

然るに その 父 は 用人た る こと を 得て、 己 は 用人た る 

こと を 得ない。 己 は その 何故なる を 知らぬ が、 修養の 

足らざる の もまた 一 因 をな している だろう。 比 良 野 助 

太 郎は才 に 短で あるが、 人 はかえ つて これに 服す る。 


賦性が 自 ら絜矩 の 道に 愜 つてい るので あると いった。 

抽斎 はまたい つた。 『孟子』 の 好 処は尽 心の 章に ある。 

くんし さんらく ぁリ  しかも てんかに おうた る は  あずかり そん ぜず  ふぼと もに そんし 

「君子 有 三 楽、 而王 天下、 不与 存焉、 父母 倶存、 

けいてい ことなき は いちらくな リ あおぎて てんに はじず ふして ひとに はじざる は にらくな リ 

兄弟 無 故、 一 楽 也、 仰 不愧於 天、 俯 不作 於 人、 二 楽 也、 

てんかの えいさい をえ て これ をき よういく する は さんらくな リ 

得 天下 英才、 而教 育之、 三 楽 也」 というの が これ 

である。 『韓非 子』 は 主 道、 楊 権、 解老、 喩老の 諸篇が 

ゆいと いった。 

これらの 言 を 聞いた 後に、 抽 斎の 生涯 を 回顧 すれば、 

誰 人 も その 言行 一 致 を 認めずに はいられまい。 抽斎は 

うち  ほか  しりぞ  つね おのれ 

内 徳義 を 蓄え、 外 誘惑 を 却け、 恒に 己の 地位に 安ん 

じて、 時の 到る を 待って いた。 我ら は抽 斎の 一た び徴 


されて 起った の を 見た。 その 躋寿 館の 講師と なった 時 

である。 我ら は抽 斎の まさに 再び 徴 されて 辞せん とす 

るの を 見た。 恐らく は その まさに 奥 医師た るべき 時で 

あつただろう。 進むべく して 進み、 辞すべく して 辞す 

しゃくし やく 

る、 その 事に 処す るに、 綽 々 として 余裕が あった。 

かん きゅうし 

抽 斎の 威の 九 四 を 説いた の は 虚言で はない。 

きえん  リ ようさん 

抽 斎の 森枳園 における、 塩田 良 三 における、 妻 岡 西 

氏に おける、 その 人 を 待つ こと 寛宏 なる を 見る に 足る。 

抽斎は 絜矩の 道に おい て 得る 所が あ つ たので ある。 

きた 

抽 斎の 性行と その 由って 来る 所と は、 ほぼ 上述の 如 

あま 

くで ある。 しかし ここにた だ 一 つ 剰す 所の 問題が ある。 


嘉永 安政の 時代 は 天下の 士人 をして 悉 く 岐路に 立た 

しめた。 勤王に 之かん か、 佐幕に 之かん か。 時代 は そ 

ねずみ  ぬす  ゆる 

の 中間に おいて 鼠 いろの 生 を 倫む こと を容 さなかつ 

た。 抽斎 はいかに これに 処し たか。 

この間 題 は抽斎 をして 思慮 を 費 さしむ る こと を 要 

せなかった。 何故と いうに、 渋 江 氏の 勤王 は 既に 久し 

く 定ま つ ていたから である。 

その 六十 

げんい  つまびら か 

渋 江 氏の 勤王 は その 源委を 詳 にしない。 しかし 


しばの りつ ざん 

抽 斎の 父 允 成に 至って、 師柴野 栗 山に 啓発せられ たこ 

い  あきらか 

と は 疑 を容れ ない。 允 成が 栗 山に 従 学した 年月 は 明 

めし 

でない が、 栗 山が 五十 三 歳で 幕府の 召に 応じて 江戸に 

ん つた 天明 八 年に は、 允 成が 丁度 二十 五 歳に なって い 

のち 

た。 家督して から 四 年の 後で ある。 允 成が 栗 山の 門に 

入った の は、 恐らく は その後 久しき を 経ざる 間の 事で 

あつただろう。 これ は 栗 山が 文化 四 年 十二月 朔に 七十 

一 一歳で 歿した として 推算した ものである。 

允 成の 友に して 抽 斎の 師 たりし 巿野迷 庵が 勤王家で 

あった こと は、 その 詠史の 諸 作に 徴 して 知る ことが 出 

き * えん  ただ 

来る。 この 詩 は 維新 後森枳 園が 刊行した。 抽斎は 啻に 


家庭に おいて 王室 を 尊崇す る 心 を 養成せられ たのみで 

なく、 また 迷 庵の 説 を 聞いて 感奮した らしい。 

抽 斎の 王室に おける、 常に 耿々 の 心 を 懐いて いた。 

そして かって 一 たび これが ために 身命 を 危 くした こ 

とが ある。 保さん はこれ を 母 五 百に 聞いた が、 憾 むら 

く は その 月日 を詳 にしない。 しかし 本 所に おいての 出 

来 事で、 多分 安政 三年の 頃であった らしい という こと 

である。 

て じまリ ようすけ 

或 日 手 島 良 助と いう ものが 抽 斎に 一 の 秘事 を 語った。 

きにん 

それ は 江戸に ある 某 貴人の 窮迫の 事であった。 貴人 は 

八 百両の 金がない ために、 まさに 苦境に 陥らん として 


おられる。 手 島 はこれ を 調達 せんと 欲して 奔走して い 

るが、 これ を 獲る 道がない というの であった。 抽斎は 

これ を 聞いて 慨然と して 献金 を 思い立った。 抽 斎は自 

さきどり 

家の 窮乏 を 口実と して、 八 百両を 先取す る ことの 出来 

むじんこう 

る 無尽 講を 催した。 そして 親戚 故旧 を 会して 金 を 

きょしゅつ 

醵出せ しめた。 

よる  すで  のち  もくよく 

無尽 講の 夜、 客が 己に 散 じた 後、 五 百 は 沐浴して い 

みょうちょう  もと もたら 

た。 明朝 金 を 貴人の 許に 齎 さんがた めで ある。 こ 

たてまつ  あら かじ  もう 

の 金 を 上 る 曰 は 予 め 手 島 をして 貴人に 稟 さしめ て 

置いた ので ある。 

たち ま はくた く  ちゅうげん  すいか 

抽斎は 忽ち 剝啄の 声 を 聞いた。 仲間が 誰何す ると、 


某 貴人の 使 だとい つた。 抽斎は 引見した。 来たの は 

さぶ らい  むね  ひとばらい 

三人の 侍 である。 内密に 旨 を 伝えたい から、 人 払 

をしても らいたい という。 抽斎は 三人 を 奥の 四畳半に 

延 いた。 三人の 言う 所に よれば、 貴人 は 明朝 を 待たず 

して 金 を 獲ようと して、 この 使 を 発した という ことで 

ある。 

抽斎は 応ぜなかった。 この 秘事に 与って いる 手 島 

ち と 

は、 貴人の 許に あって 職 を 奉じて いる。 金 は 手 島 を 介 

たてまつ  おもて  し 

して 上 る こと を 約して ある。 面 を識ら ざる 三人に 

交付す る こと は 出来ぬ というの である。 三人 は 手 島の 

来ぬ 事故 を 語った。 抽斎は 信ぜない といった。 


たがい  もく ご  つか 

三人 は 互に 目 語して 身 を 起し、 刀の 欏に手 を 掛け 

こと 

て 抽斎を 囲んだ。 そしてい つた。 我らの 言 を 信ぜぬ と 

おん つかい 

いう は 無礼で ある。 かつ 重要の 御 使 を 承 わって これ 

かえ  めんぼく 

を果 さずに 還って は 面目が 立たない。 主人 はどうして 

も 金 を わたさぬ か。 すぐに 返事 をせ よと いった。 

抽斎は 坐した ままで 暫く 口 を噤ん でいた。 三人が 

いつわり  あきらか 

偽 の 使 だとい うこと は 既に 明 である。 しかし これ 

と 格闘す る こと は、 自分の 欲せざる 所で、 また 能 わざ 

る 所で ある。 家に は 若党が おり 諸 生が おる。 抽斎 はこ 

けしき 

れを 呼ぼう か、 呼ぶまい かと 思って、 三人の 気色 を 

うか か 

視 つていた。 


しょ-つじ  あ 

この 時 廊下に 足音が せずに、 障子が すうつ と 開いた。 

ひとし おどろ  み 

主客 は斉く 愕き眙 た。 

その 六十 一 

刀の 欐に手 を 掛けて 立ち上 つた 三人の 客 を 前に 控え 

て、 四畳半の 端近く 坐して いた 抽斎 は、 客から 目 を 放 

さずに、 障子の 開いた 口 を斜に 見遣った。 そして 妻 

五 百の 異様な 姿に 驚いた。 

わずか  こしまき  つ 

五 百 は 僅に 腰巻 一 つ 身に 著け たばかりの 裸体で 

くわ  しきいぎ わ 

あった。 口に は 瞜剣を 銜えて いた。 そして 閾 際に 身 


を 屈めて、 縁側に 置いた 小 桶 二つ を 両手に 取り上げる 
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ところであった。 小 桶から は 湯気が 立ち 升って いる。 

縁側 を 戸口まで 忍び寄って 障子 を 開く 時、 持って来た 

小 桶 を 下に 置いた のであろう。 

ひとま 

五 百 は 小 桶 を 持った まま、 つと 一間に 進み 入って、 

夫 を 背に して 立った。 そして 沸き返る あがり 湯 を 盛つ 

た 小 桶 を、 右左の 二人の 客に 投げ 附け、 銜えて いた 懐 

と  さや  とこ  ま 

剣 を 把って 鞘 を 払った。 そして 床の間 を 背に して 立つ 

た 一 人の 客 を 睨んで、 「どろぼう」 と 一 声 叫んだ。 

熱湯 を 浴びた 二人が 先に、 欐に手 を 掛けた 刀 を も 抜 

かずに、 座敷から 縁側へ、 縁側から 庭へ 逃げた。 跡の 


一 人 も 続いて 逃げた。 

五 百 は 仲間 や 諸 生の 名 を 呼んで、 「どろぼうく」 と 

いう 声 を その 間に 挟んだ。 しかし 家に 居 合せた 男ら の 

馳せ 集る までに は、 三人の 客 は 皆 逃げて しまった。 こ 

のちのち 

の 時の 事 は 後々 まで 渋 江の 家の 一 つ 話に なって いたが、 

五 百 は 人の その 功 を 称する ごとに、 ^じて 席 を 遁れた 

そうで ある。 五 百 は 幼くて 武家 奉公 をし はじめた 時 か 

ひしゅ いっこう 

ら、 匕首  一口 だけ は 身 を 放さずに 持って いたので、 

ゆ ど の  そば 

湯殿に 脱ぎ 棄 てた 衣類の 傍から、 それ を 取り上げる こ 

まと  いとま 

と は 出来た が、 衣類 を 身に 纏う 遑 はなかった ので ある。 

よくちょう  もと 

翌朝 五 百 は 金 を 貴人の 許に 持って 往 つた。 手 島の 


こと  かりあげ 

言に よれば、 これ は 献金と して は 受けられぬ、 唯 借 上 

になる ので あるから、 十 力 年賦で 返済 するとい うこと 

と  てもと 

であった。 しかし 手 島が 渋 江 氏を訪 うて、 お 手元 

不如^の ために、 今年 は 返金せられ ぬと いう ことが 数 

度あって、 維新の 年に 至る までに、 還され た 金 は些ば 

かりであった。 保さん が 金 を 受け取りに 往 つたこと も 

あるそう である。 

ちゅうちょ 

この 一条 は 保さん もこれ を 語る こと を 躊躇し、 わ 

たくし もこれ を 書く こと を 躊躇した。 しかし 抽 斎の 

まご ころ  あきらか 

誠心 を も、 五 百の 勇気 を も、 かくまで 明 に 見る こと 

の 出来る 事実 を 湮滅せ しむる に は 忍びない。 まして や 


おんかた 

貴人 は 今 は 世に 亡き 御 方で ある。 あからさまに その 人 

さ  しる  さまたげ 

を 斥さずに、 ほぼ その 事 を 記す の は、 あるいは 妨 が 

なかろう か。 わたくし はこう 思惟して、 抽 斎の 勤王 を 

説く に 当って、 遂に この 事に 言い及んだ。 

抽斎は 勤王家で はあった が、 攘夷 家ではなかった。 

ぎら い  かたぶ 

初め 抽斎は 西洋 嫌で、 攘夷に 耳 を 傾け かねぬ 人で 

あさか ごん さ い 

あつたが、 前にい つたと おりに、 安積 艮 斎の 書 を 読ん 

ひそか 

で 悟る 所があった。 そして 窃に 漢訳の 博物 窮理の 書 

を閲 し、 ますます 洋学の 廃すべからざる こと を 知った _ 

当時の 洋学 は 主に 蘭学で あ つた。 嗣子の 保さん に 蘭 語 

を 学ばせる こと を 遺言した の はこれ がた めで ある。 


抽斎 は漢法 医で、 丁度 蘭 法 医の 幕府に 公認 せられる 

と 同時に 世 を 去った ので ある。 この 公認 を 贏ち 得る ま 

でに は、 蘭 法 医 は 社会に おいて 奮闘した。 そして 彼ら 

の 攻撃の 衝に 当った もの は漢法 医で ある。 その 応戦の 

い つ せき 

跡 は 『漢蘭 酒 話』、 『 一 夕 医 話』 等の 如き 書に 徴 して 知 

あえ  げん  さしはさ 

る ことが 出来る。 抽斎は 敢て言 を その 間に 挟 まな 

かった が、 心中 これが ために 憂え 悶えた こと は、 想像 

する に 難から ぬので ある。 

その 六十 一 一 


わたく し は 幕府が 蘭 法 医 を 公 認 すると 同時に 抽 斎が 

はじめ 

歿した といった。 この 公認 は 安政 五 年 七月 初の 事で、 

抽 斎は翌 八月の 末に 歿した。 

これより 先 幕府 は 安政 三年 二月に、 蕃書 調 所 を 

くだん さかした  ばんが しら かく  もん どのしょう せいぼう 

九 段 坂 下 元 小姓 組 番頭 格 竹 本 主 水 正 正懋の 屋敷 跡に 

創設した が、 これ は 今の 外務省の 一 部に 外国語 学校 を 

兼た ような もので、 医術の 事に は 関せなかった。 越え 

さつまのかみ なりあきら 

て 安政 五 年に 至って、 七月 三日に 松 平 薩摩守 斉彬家 

とっかせ いかい  なリ まさ  いとうげんぼく 

来 戸塚 静海、 松 平 肥 前 守斉正 家来 伊東玄朴、 松 平 三 河 

よしとも  とお だちょう あん  かつつ ね  しゅんたい 

守慶倫 家来 遠 田 澄 庵、 松 平 駿河守 勝 道家 来 青木 春岱 

に 奥 医師 を 命じ、 二百 俵 三人 扶持 を 給した。 これが 幕 


府が蘭 法 医 を 任用した 権 輿で、 抽 斎の 歿した 八月 二十 

さきだ 

八日に 先つ こと、 僅に 五十 四日で ある。 次いで 同じ 

月の 六日に、 幕府 は 御 医師 即ち 官医中 有志の もの は 

オランダ  いたし  くるし からず 

「阿 蘭 医術 兼 学 致 候と も不 苦 候」 と 令した。 翌日 ま 

さひょう えの すけみ ちず み  たけう ち げんどう  けんきち 

た 有 馬 左 兵 衛佐道 純 家来 竹内玄 同、 徳 川賢吉 家来 伊東 

かんさい  ににん 

貫 斎が 奥 医師 を 命ぜられた。 この 一 一人 もまた 蘭 法 医で 

ある。 

抽 斎が もし 生きながら えていて、 幕府の 聘を 受ける 

こと を 肯 じたら、 これらの 蘭 法 医と 肩 を 比べ て 仕え 

なくて はなら なか つたであろう。 そうな つ たら 旧思想 

もたら きた 

を 代表す ベ き抽斎 は、 新 思想 を 齎 し 来 つ た 蘭 法 医と 


の 間に、 厭うべき 葛藤 を 生ずる こと を 免れなかった か 

も 知れぬ が、 あるいは また 彼の 多紀茴 嵐の 手に かで た 

ひらの かくけ い 

という 無名氏の 『漢蘭 酒 話』、 平野 革谿の 『 一 夕 医 話』 

こと  しんめんぼく 

等と 趣 を 殊にした、 真面目な 漢蘭医 法 比較 研究の 端緒 

が此に 開かれた かも 知れない。 

抽 斎の 日常生活に 人に 殊 なる 所の あった こと は、 前 

にも 折に 触れて 言った が、 今 遺れ る を 拾って 二、 三の 

事 を 挙げようと 思う。 抽斎は 病 を 以て 防ぎ 得べき もの 

あさひる おのおの 

とした 人で、 常に 摂生に 心 を 用いた。 飯 は 朝 午 各 

さんわん  き 

三 椀、 夕 二 椀 半と 極めていた。 しかも その 椀の 大きさ 

とこれ に 飯 を 盛る 量と が 厳重に 定めて あった。 殊に 晚 


年に なって は、 嘉永ニ 年に 津 軽信 順が 抽斎 のこの 習慣 

を 聞き 知って、 長尾宗 右衛門に 命じて 造らせて 賜わつ 

た 椀の み を 用いた。 その 形 は 常の 椀より やや 大き かつ 

た。 そして これに 飯 を 盛る に、 婢 をして 盛らし むる と 

かふきゅう  ひつ 

き は、 過不及 を 免れぬ といって、 飯 を 小さい 櫃に 取り 

分けさせ、 櫃 から 椀に 盛る こと を、 五 百の 役目に して 

みそしる 

いた。 朝の 未 醬汁も 必ず 二 椀に 限って いた。 

菜蔬は 最も 萊菔を 好 んだ。 生で 食う とき は 大根お ろ 

しにし、 烹て 食う とき はふろ ふきに した。 大根お ろし 

しょうゆ 

は 汁を棄 てず、 醬油 など を 掛けなかった。 

はまな な つとう 

浜 名 納豆 は 絶やさずに 蓄え て 置いて 食べた。 


ぎょるい  あまだい  みそづけ  たしな  たたみいわし 

魚類で は 方 頭 魚 の 未醬漬 を嗜ん だ。 畳鰯 も 喜ん 

うなぎ 

で 食べた。 鰻 は 時々 食べた。 

ほ とん  まれ あめ 

間食 は 殆ど 全く 禁じて いた。 しかし 稀に 飴と 上等 

せんべ い 

の 煎餅と を 食べる ことがあった。 

抽 斎が 少壮 時代に 毫も 酒 を 飲まなかった のに、 天 保 

八 年に 三十 三 歳で 弘 前に 住って から、 防寒の ために 飲 

み はじめた こと は、 前にい つたと おりで ある。 さて 一 

のち 

時 は 晩酌の 量が やや 多かった。 その後 安政 元年に 五十 

歳に なつてから、 猪口に 三つ を踰 えぬ ことにした。 猪 

口 は 山 内 忠兵衛 の 贈った 品で、 宴に 赴く に は それ を 

ふところ 

懐 にして 家 を 出た。 


抽斎は 決して 冷酒 を 飲まなかった。 然るに 安政 二 年 

あ  ご  たまたま 

に 地震に 逢って、 ふと 冷酒 を 飲んだ。 その後 は 偶 飲 

むこと があった が、 これ も 三 杯の 量 を 過さなかった。 

その 六十 三 

鰻 を嗜ん だ抽斎 は、 酒 を 飲む ようにな つてから、 し 

かばやき 

ば しば 鰻 酒と いう こと をした。 茶碗に 鰻の 蒲 焼 を 入れ、 

す こ  ね つし ゆ  .■ こ. -こ  、や. -こ  おお 

些 しの たれ を 注ぎ、 熱 酒を湛 えて 蓋 を 覆つ て 置き、 

しばらく  い お  めと 

少 選して から 飲む ので ある。 抽斎は 五 百を娶 つてから、 

五 百が 少しの 酒に 堪える ので、 勧めて これ を 飲ませた。 


うま 

五 百 はこれ を 旨がって、 兄 栄次郎 と妹壻 長尾宗 右衛門 

すす  さ だ 力た 

とに 侑め、 また 比 良野貞 固に 飲ませた。 これらの 人々 

は 後に 皆 鰻 酒 を 飲む ことにな つ た。 

飲食 を 除いて、 抽 斎の 好む 所 は 何かと 問えば、 読書 

といわなくて はならない。 古刊 本、 古 抄本 を講窮 する 

こと は抽斎 終生の 事業で あるから、 ここに 算 せない。 

医書 中で 『素 問』 を 愛して、 身辺 を 離さなかった こと 

もまた 同じで ある。 次 は 『説 文』 である。 晚 年に は 

まいげつ  きえん 

毎月 説 文 会 を 催して、 小島 成 斎、 森枳 園、 平 井東 堂、 

ちくけ い  きた むらこう そう  じょうん  つど 

海 保 竹逕、 喜 多村栲 窓、 栗 本 鋤 雲 等 を 集えた。 竹逕は 

げんき  べんの すけ  もといな むら 

名 を 元 起、 通称 を 弁 之 助と いった。 本 稲村 氏で 漁村の 


門人と なり、 後に 養われて 子と なった ので ある。 文政 

うまれ 

七 年の 生 で、 抽 斎の 歿した 時、 三十 五 歳に な つていた。 

ちょくかん あざな  しりつ  あんさい のち 

栲窓は 名 を 直 寛、 字を士 栗と いう。 通称 は 安斎、 後 

あんせい  つ  こうじょう 

父の 称 安政 を 襲いだ。 香 城 は その 晩年の 号で ある。 

け い  あさか ごん さ い  せいじゅかん  かいえん のち 

経 を 安積 良 斎に 受け、 医 を躋寿 館に 学び、 父槐 園の 後 

を 承け て 幕府の 医官と なり、 天 保 十二 年に は 三十 八 歳 

で躋寿 館の 教諭に なって いた。 栗 本 鋤 雲は栲 窓の 弟で 

て つ ぞう 

ある。 通称 は哲 三、 栗 本 氏に 養わる るに 及んで、 

瀬 兵衛と 改め、 また 瑞見 といった。 嘉永 三年に 二十 九 

歳で 奥 医師に なって いた。 

説 文 会に は 島 田 篁 村 も 時々 列席した。 篁 村 は 武蔵国 


おおさき  なぬし  ちょうき  ちょうれい  けい ほ 

大 崎の 名主 島 田 重規の 子で ある。 名 は 重 礼、 字 は 敬甫、 

げんろくろう 

通称 は 源六郎 といった。 艮斎、 漁村の 二 家に 従 学して 

いた。 天 保 九 年生で あるから、 嘉永、 安政の 交に はな 

お 十代の 青年であった。 抽 斎の 歿した 時、 豊村は 丁度 

二十 一 になって いたので ある。 

あかほん こんにゃく ぼん きびょうし 

抽 斎の 好んで 読んだ 小説 は、 赤本、 蓖篛 本、 黄表紙 

るい  おも  リ よこう せん ふ 

の 類であった。 想う に その 自ら 作った 『呂后 千 夫』 は 

黄表紙の 体に 倣った ものであった だろう。 

抽斎 がいかに 劇 を 好んだ か は、 劇 神仙の 号 を 襲いだ 

という を 以て、 想 見す る ことが 出来る。 父 允 成が しば 

ぎじょう  しゅつにゅう 

しば 戯 場に 出 入した そうで あるから、 殆ど 遺伝と 


いっても 好かろう。 然るに 嘉永ニ 年に 将軍に 謁見した 

めみえ 

時、 要路の 人が 抽 斎に 忠告した。 それ は 目 見 以上の 身 

のち  ゆ 

分に なった から は、 今より 後巿 中の 湯屋に 往 くこと と、 

芝居小屋に 立ち入る ことと は 遠慮す るが 宜しい という 

のであった。 渋 江の 家に は 浴室の 設 があった から、 

さしつかえ 

湯屋に 往 くこと は 禁ぜられても 差 支がなかった。 し 

とど 

かし 観劇 を 停められ るの は、 抽 斎の 苦痛と する 所で 

しばら 

あった。 抽斎は 隠忍して 姑く 忠告に 従っていた。 安 

政 二 年の 地震の 日に 観劇した の は、 足掛七 年ぶりで 

あ つたと いう ことで ある。 

ひいき 

抽斎 は森枳 園と 同じく、 七 代 目 巿川団 十郎を 矗 属に 


さんしょう はくえん 

していた。 家に 伝わった 俳名 三 升、 白 猿の 外に、 

やう あん  ふきやち よう 

夜雨 庵、 二 九亭、 寿 海老 人と 号した 人で、 葺屋 町の 芝 

まる や さんえ もん 

居 茶屋 丸屋三 右衛門の 子、 五世 団十郎 の 孫で ある。 抽 

斎より 長ず る こと 十四 年で あつたが、 抽 斎に 一年 遅れ 

て、 安政 六 年 三月 二十 三日に 六十 九 歳で 歿した。 

さわ むらそう じゅうろう 

次に 貝顯属 にした の は 五代 目 沢 村 宗十郎 である。 

げんべ え  とつしょう  たかす け  こうが 

源平、 源 之 助、 訥升、 宗 十郎、 長 十郎、 高 助、 高賀と 

改称した 人で、 享和ニ 年に 生れ、 嘉永六 年 十一月 十五 

日に 五十二 歳で 歿した。 抽 斎よ リ 長ず る こと 三年で 

だっそ  き 

あった。 四 世 宗十郎 の 子、 脱疽の ために 脚を截 つた 三 

世 田 之 助の 父で ある。 


その 六十 四 

てりはきょうげん 

劇 を 好む 抽斎 はまた 照葉狂言 を も 好んだ そうで ある。 

わたくし は 照 葉 狂 一一 一一 n という もの を 知らぬ ので、 青々 園 

い はら  きたがわ きそ う 

伊原さん に 問いに 遣 つ た。 伊原さん は 喜 多 川 季荘の 

『近世 風俗 志』 に、 この 演戯の 起原 沿革の 載せて ある こ 

と を 報じて くれた。 

照 葉 狂 言 は 嘉永 の 頃大阪 の蕩子 四、 五 人が 創意した 

あい  いしょう  すおう 

ものである。 大抵 能楽の 間の 狂言 を模 し、 衣裳 は 素 襖、 

かみしも のしめ  かはく  か ぶ き  にわか 

上下、 熨斗目 を 用い、 科白に は 歌舞伎 狂言、 俄、 踊 等 


さま  よせば 

の 状 を も 交え 取った。 安政 中 江戸に 行われて、 寄 場 は 

これが ために 雑沓した。 照 葉と は 天爾波 俄の 訛 略 だ 

と いうので ある。 

お ぼっか 

伊原さん はこの 照 葉の 語原 は 覚束ない といつ ている 

すな わ 

が、 いかにも 輒ち 信じが たいよう である。 

たのし み  わか 

能楽 は抽 斎の 楽み 看る 所で、 少ぃ頃 謡曲 を 学んだ 

たまたま  そうこう 

こと も ある。 偶 弘 前の 人 村井宗 興と 相 逢う ことがあ 

ると、 抽斎は 共に 一 曲 を 温習した。 技の 妙が 人の 意表 

に 出た そうで ある。 

俗曲 は 少しく 長唄 を 学んで いたが、 これ は 謡曲の 妙 

に 及ばざる こと 遠かった。 


抽斎は 鑑賞 家と して 古画 を 翫 ん だが、 多く 買い 集 

たに ぶんちょう おしえ 

むる こと をば しなかった。 谷 文 晁の教 を 受けて、 実 

用の 図 を 作る 外に、 往々 自ら 人物 山水 を も 画いた。 

しゅう ちんか 

「古 武鑑」、 古 江戸 図、 古銭 は抽 斎の 聚珍 家と して 

蒐 集した 所で ある。 わたくしが 初め 「古 武鑑」 に媒 

介せられ て抽 斎を識 つたこと は、 前にい つたと おりで 

ある。 

ま 4 

抽斎は 碁 を 善くした。 しかし 局に 対する ことが 少で 

いまし  ふけ 

あった。 これ は 自ら 儆 めて 耽ら ざらん こと を 欲した 

ので ある。 

抽斎は 大名の 行列 を 観る こと を 喜んだ。 そして 家々 


ろ ま 

の 鹵簿 を 記憶して 忘れなかった。 「新 武鑑」 を 買って、 

その 図に 着色して 自ら 娯 ん だの も、 これが ためで ある _ 

^  J の 嗜好 は 喜 多静廬 の 祭礼 を 看る こと を 喜んだ のと 

す こぶ  あいる い 

頗 る 相 類して いる。 

角兵衛 獅子が 門に 至れば、 抽 斎が 必ず 出て 看た こと 

は、 既に 言った。 

庭園 は抽 斎の 愛する 所で、 自ら 剪刀 を 把って 植木の 

かりこみ  ぎょりゅう  じ が 

莉込 をした。 木の 中で は 御 柳 を 好んだ。 即ち 『爾 雅』 

に 載せて ある 樫で ある。 雨師、 三春 柳な ど ともいう _ 

これ は 早く 父 允 成の 愛して いた 木で、 抽斎は 居 を 移す 

にも、 遺愛の 御 柳 だけ は 常にお る 室に 近い 地に 栽え 替 


かんり ゆうしよ おく 

えさせた。 おる 所 を 観 柳書屋 と 名 づけた 柳 字 も、 

よう リ ゆう  リゅ うげ ん 

楊柳で はない、 樫 柳で ある。 これに 反して 柳 原書 屋 

やなぎ はら 

の 名 は、 お 玉が 池の 家が 柳 原に 近かった から 命じた 

のであろう。 

抽 斎は晚 年に 最も 雷 を 嫌った。 これ は 二度まで 落 

あ  あらた めと 

雷に 遭った からであろう。 一度 は 新に 娶 つた 五 百と 

くも  ふた リ 

道 を 行く 時の 事であった。 陰った 日の 空が 二人の 頭上 

いちどう  くだ 

において 裂け、 そこから 一道の 火が 地上に 降った と 思 

たち ま  たお 

うと、 忽ち 耳 を 貫く 音が して、 二人 は 地に 僵れ た。 一 

せいじゅかん  つめしょ 

度 は躋寿 館の 講師の 詰 所に 休ん でい る 時の 事で あ つ た。 

かわや 

詰 所に 近い 厠の 前の 庭へ 落雷した。 この 時 厠に 立つ 


て 小便 をして いた 伊沢 柏 軒 は、 前へ 倒れて、 門歯 二 枚 

を 朝顔に 打ち 附 けて 折った。 此の 如くに 反覆して 雷火 

に 脅された ので、 抽斎は 雷 声 を 悪む に 至った ので あ 

ろう。 雷が 鳴り 出す と、 蚊躕の 中に 坐して 酒 を 呼ぶ こ 

とに していた そうで ある。 

抽斎 のこの 弱点 は 偶 森枳 園が これ を 同じう してい 

のち  あお やま どうじ ゆん 

た。 枳 園の 寿 蔵 碑の 後に 門人 青山 道 醇らの 書した 文 

かげ つらい しん をお それ はっせ いの まえ かならず さきに これ をし る 

に、 「夏 月畏雷 震、 発声 之前必 先知 之」 といって あ 

る。 枳 園に は 今一 つ 厭な ものが あった。 それ は 蛞蝓で 

あった。 夜行く のに、 道に 蛞蝓が いると、 闇 中に おい 

てこれ を 知った。 門人の 随ぃ 行く ものが、 燈 火を以 


て 照し 見て 驚く ことがあつ たそうで ある。 これ も 同じ 

文に 見えて いる。 

その 六十 五 

へ いせい  おさなな つねき ち  のち 

抽斎は 平 姓で、 小字 を恒吉 といった。 人と 成った 後 

かねよし あざな どうじ ゆん  しりょう 

の 名 は 全 善、 字 は 道 純、 また 子 良で ある。 そして 道 

もとち ゆう 

純 を 以て 通称と した。 その 号抽 斎の 抽字 は、 本※ 〔# 

「竹かん む リ\  (て へん +  (溜 —さんず い))」、 192-U に 作つ 

た。 ※ 〔# 「竹かん む リ\  (て へん +  (溜| さんず い))」、 

192-n、 ※ 〔# 「てへ ん+  (溜 I さんず い)」、 192-ニ、 抽の 


しゅたくぼん 

三 字 は 皆 相 通ず るので ある。 抽 斎の 手沢本に は※ 〔# 

「竹かん む リ\  (てへ ん+  (溜 —さんず い))」、 斎 校正 

てんいん ほ とん  お 

の篆 印が 殆ど 必ず 捺 して ある。 

りゅうげん  さんえ きどう  もく こうちゅう 

別号に は 観 柳 書屋、 柳 原書 屋、 三 亦 堂、 目 耕 肘 書 

こんみ ぜ おう  ふきゅう じんかい  げきしん せん 

斎、 今未是 翁、 不求甚 解 翁 等が ある。 その 三世 劇 神仙 

と 称した こと は、 既にい つたと おりで ある。 

ほうし  よう あんいん 

抽斎 はか つ て 自ら 法諡を 撰んだ。 容安院 

ふきゅう じんかい こじ  じめん 

不求甚 解 居士と いうので ある。 この 字面 は 妙なら ずと 

はいいが たいが、 余りに 抽象的で ある。 これに 反して 

い お  きわ 

抽 斎が 妻 五 百の ために 撰んだ 法 諡は妙 極まって いる。 

はんせん いんしゅつ らんしゅ うかつ だいし 

半千院 出藍 終葛大 姉と いうので ある。 半 千 は 五 百、 


こんやち よう  かっし かごお リ 

出藍 は 紺屋 町に 生れた こと、 終 葛 は 葛 飾 郡で 死ぬ る 

せいじ  げき と 

ことで ある。 しかし 世事の 転変 は逆覩 すべから ざる も 

ほんじよ 

ので、 五 百 は 本 所で 死ぬ る こと を 得なかった。 

この 二つの 法諡 はいずれ も 石に 彫られなかった。 抽 

斎の 墓に は 海 保 漁村の 文 を 刻した 碑が 立てられ、 また 

まけ つ 

五 百の 遺骸 は抽 斎の 墓穴に 合 葬せられ たからで ある。 

大抵 伝記 は その 人の 死 を 以て 終る を 例と する。 しか 

し 古人 を 景仰す る もの は、 その 苗裔が どうな つた か 

という こと を 問わずに はいられない。 そこで わたくし 

しる おわ 

は 既に 抽 斎の 生涯 を 記し 畢 つたが、 なお 筆を投 ずるに 

忍びない。 わたくし は抽 斎の 子孫、 親戚、 師友 等の な 


リ ゆきを、 これより 下に 書き 附 けて 置こうと 思う。 

あまた  しょうがい 

わたくし はこの 記事 を 作る に 許 多の 障礙 の ある こ 

と を 自覚す る。 それ は 現存の 人に 言い及 ぼす ことが 

よう や  きき  とうちゃく 

漸く 多くなる に 従って、 忌諱すべき 事に 撞着す る こ 

しきり 

とも また 漸く 頻 なること を 免れぬ からで ある。 この 

障礙は 上に 抽 斎の 経歴 を 叙して、 その 安政 中の 末路に 

こうべ  もたげ  のち 

近づいた 時、 早く 既に 頭 を 擡げて 来た。 これから 後 

いよいよ  てんじょう  いと 

は、 これが 弥 筆端に 纏繞 して、 厭うべき 拘束 を 加え 

ようとす るであろう。 しかし わたくし はよ しゃ 多少の 

困難が あるに しても、 書かん と 欲する 事 だけ は 書いて、 

まつと 

この 稿 を 完 うする つもりで ある。 


渋 江の 家に は抽 斎の 歿後に、 既にい うように、 未 亡 

くが  み き  すいざん  しげよ し 

人 五 百、 陸、 水木、 専六、 翠暫、 嗣子 成 善と 矢 島 氏 を 

やすよし  さく  わずか 

冒した 優 善と が 遺って いた。 十月 朔に才 に 二 歳で 家 

督 相続 をした 成 善と、 他の 五 人の子との 世話 をして、 

一家の 生計 を 立てて 行かなくて はならぬ の は、 四十 三 

歳の 五 百であった。 

遺子 六 人の 中で 差 当り 問題に なって いたの は、 矢 島 

ふぎょうせき  ぜん 

優 善の 身の上で ある。 優 善 は 不行跡の ために、 二 年 前 

へん  ぜん 

に 表 医者から 小 普請 医者に 貶せられ、 一 年 前に 表 医者 

すけ  わず 力  もと 

介に 復し、 父 を 喪う 年の 二月に 纔に 故の 表 医者に 復 

する ことが 出来た ので ある。 


しかし 当時の 優 善の 態度に は、 まだ 真に ゆ 俊した 

みな  いお  たんぼ 

ものと は 看做しに くい 所があった。 そこで 五 百 は 旦暮 

周密に その 挙動 を 監視し なくて はならなかった。 

うち 

残る 五 人の子の 中で、 十二 歳の 陸、 六 歳の 水木、 五 

歳の 専六 はもう 読書、 習字 を 始めて いた。 陸 や 水木に 

くと ラ  しゅせき  と 

は、 五 百が 自ら 句読 を 授け、 手跡 は 手 を 把って 書かせ 

すぎし ろう  もと 

た。 専六は 近隣の 杉四郎 という 学究の 許へ 通って いた 

が、 これ も 五 百が 復習させる ことに 骨 を 折った。 また 

専 六の 手本 は 平 井東 堂が 書いた が、 これ も 五 百が 臨書 

だけ は 手 を 把って 書かせた。 午餐 後日の 暮れ かかる ま 

うしろ  てならい 

では、 五 百 は 子供の 背後に 立って 手 習の 世話 をした の 


である。 

その 六十 六 

すま  いっけ 

邸内に 棲 わせて ある 長 尾の 一家に も、 折々 多少の 

風^が 起る。 そうすると 必ず 五 百が 調停に 往 かなくて 

はならなかった。 その 争，" は 五 百が 商業 を 再興 させよ 

やす ちゅうちょ 

うとして 勧める のに、 安が 躊躇して 決せない ために 

起る ので ある。 宗 右衛門の 長女 敬 はもう 二十 一歳に 

しょ ラと  <  こと 

なって いて、 生得 やや 勝 気な ので、 母 をして 五 百の 言 

に 従わし めようと する。 母 はこれ を 拒み はせ ぬが、 さ 


れば とて 実行の 方へ は、 一歩 も 踏み出そうと はしない。 

ここに 争 は 生ずる のであった。 

ちんぶ 

さて これが 鎮撫に 当る ものが 五 百でなくて はならぬ 

の は、 長 尾の 家で まだ 宗 右衛門が 生きて いた 時からの 

習慣で ある。 五 百の 言に は宗 右衛門が 服して いたので、 

その 妻 や 子 もこれ に抗 する こと をば 敢 てせ ぬので ある。 

宗 右衛門が 妻の 妹の 五 百 を、 啻抽 斎の 配偶と して 尊 

敬す る のみでな く、 かくまでに 信任した に は、 別に 来 

歴が ある。 それ は 或 時宗 右衛門が 家庭の チ ランと して 

きびし 

大いに 安 を 虐待して、 五 百の 厳 い 忠告 を 受け、 涙 を 流 

のち 

して 罪 を 謝した ことがあって、 それから 後 は 五 百の 前 


に 項 を 屈した ので ある。 

りよ ラ ちょ く 

宗 右衛門 は 性質 亮 直に 過ぐ る ともいうべき 人で 

かんしゃくもち  ぜん 

あつたが、 癇癩 持であった。 今から 十二 年 前の 事で 

せん 

ある。 宗 右衛門 はま だ 七 歳の 銓に 読書 を 授け、 この 子 

さむらい  にょうぼう 

が 大きくな つたなら 士 の 女房に するとい つていた。 

きせ い 

銓は記 性が あって、 書 を 善く 読んだ。 こういう 時に、 

宗 右衛門が 酒気 を 帯びて いると、 銓を 側に 引き 附 けて 

たわむれ  キ セル 

置いて、 忍耐 を 教える といって、 戯 のように 煙管で 

頭 を 打つ ことがある。 銓は 初め 忍んで 黙って いるが、 

のち  と  いや 

後に は 「お 父つ さん、 厭 だ」 といって、 手 を 挙げて 打 

ま ね  いか  てむかい 

つ 真似 をす る。 宗 右衛門 は 怒って 「親に 手 向 をす るか」 


といいつつ、 銓を 拳で 乱打す る。 或 日こう いう 場合に 

安が 停めよう とすると、 宗 右衛門 はこれ を も 髪 を 攫ん 

で拉き 倒して 乱打し、 「出て 往け」 と 叫んだ。 

ちと 

安 は本宗 右衛門の 恋女房で ある。 天 保 五 年 三月に、 

きん ご 

当時 阿部 家に 仕えて 金 吾と 呼ばれて いた、 まだ 二十歳 

の 安が、 宿に 下って 堺 町の 中 村 座へ 芝居 を 看に 往っ 

た。 この 時宗 右衛門 は 安 を 見初めて、 芝居が はねて か 

ら 追尾して 行って、 紺屋 町の 日 野屋に 入る の を 見極め 

た。 同窓の 山 内 栄次郎 の 家で ある。 さて は 栄次郎 の 妹 

であった かとい うので、 直ちに 人 を 遣って 縁談 を 申し 

込んだ ので ある。 


ちら  ちと  まるまげ 

こうした わけで 貰われた 安 も、 拳の 下に 崩れた 丸 髭 

いとま 

を 整える 遑も なく、 山 内へ 逃げ帰る。 栄次郎 の忠兵 

衛は広 瀬 を 名告る 前の 頃で、 会 津屋へ 調停に 往 くこと 

はまて る 

を 面倒が る。 妻 はおい らん 浜 照が なれの 果で 何の 用に 

も 立たない。 そこで 偶 渋 江の 家から 来 合せて いた 五 

百に、 「どうかして 遣って くれ」 という。 五 百 は 姉を宥 

め賺 して、 横 山 町へ 連れて 往 つた。 

会津 屋に往 つて 見れば、 敬 はう ろうろ 立ち 廻って い 

る。 銓は まだ 泣いて いる。 & の 出た 跡で、 更に 酒 を 呼 

んだ宗 右衛門 は、 気味の 悪い 笑顔 をして 五 百 を 迎える。 

しずか  わびごと  き 

五 百 は 徐 に 詫 言 を 言う。 主人 は なかなか 聴かな い。 


暫く 語 を 交えて いる 間に、 主人 は 次第に 饒舌に なつ 

て、 光燄 万丈 当るべからざる に 至った。 宗 右衛門 は 

ぎしょ  こうそうし  いだ 

好んで 故事 を 引く。 偽書 『孔叢 子』 の孔氏 三世 妻 を 出 

さいちゅう  むすめ ようき 

したと いう 説が 出る。 祭 仲の 女雍 姫が 出る。 

さいとう たろ う ざえ もん  むすめ 

斎 藤 太 郎左衛 門の 女が 出る。 五 百 はこれ を 聞きつつ 

思案した。 これ は 負けて いて は 際限がない。 例 を 引 

い て 論ずる ことなら、 こ つちに も 言 分が な いこと はな 

き こ あい あた  こうふ 

い。 そこで 五 百 も 論陣 を 張って、 旗鼓 相当った。 公 父 

ぶんはく  きけいき よう  がんし すい  つ い 

文 伯の 母 季敬姜 を 引く。 顔 之 推の 母 を 引く。 終に 

たいがし せい  かさい をた だし けいてい にいた リ もって かほう をぎ よす 

「大雅 思斉」 の 章の 「刑 干 寡 妻、 至 干 兄弟、 以御干 家 邦」 

を 引いて、 宗 右衛門が 離々 の 和 を 破る の を 責め、 声色 


共に 属しかった。 宗 右衛門 は 屈服して、 「なぜ あなた 

は 男に 生れなかった のです」 といった。 

長 尾の 家に 争が 起る ごとに、 五 百が 来なくて はなら 

ぬと いう ことになるに は、 こういう 来歴が あつたので 

ある。 

その 六十 七 

抽 斎の 歿した 翌年 安政 六 年に は、 十一月 二十 八日に 

やすよし  おく どお リ 

矢 島 優 善が 浜 町中 屋敷 詰の 奥 通に せられた。 表 医者 

のぶ ゆき かたわら 

の 名 を 以て 信 順の I に 侍する ことにな つたので ある _ 


今な お 信頼し が たい 優 善が、 責任 ある 職に 就いた の は、 

五 百の ために 心労 を 増す 種で あ つ た。 

すま  のぷ 

抽 斎の 姉須 磨の 生んだ 長女 延の 亡くなつ たの は、 多 

分 この 年の 事であった だろう。 允 成の 実父 稲垣 清 蔵の 

おおやせ いべえ  い いだよ しきょ 

養子が 大矢 清兵衛 で、 清 兵衛の 子が 飯 田 良 清で、 良 清 

むすめ  ようぼう  こぶねち よう 

の 女が この 延 である。 容貌の 美しい 女で、 小舟 町の 

か つ おぶ しど いや あらい やはんし ち 

鰹節 問屋 新 井屋半 七と いう ものに 嫁して いた。 良 清の 

なお のす け  まご ざぶ ろう 

長男 直 之 助 は 早世して、 跡に は 養子 孫三郎 と、 延の妹 

みち 

路 とが 残った。 孫 三 郎の事 は 後に 見えて いる。 

まんえん  しげよ し 

抽斎 歿後の 第二 年 は万延 元年で ある。 成 善 はま だ 四 

はや  のぶ ゆき 

歳で あつたが、 夙く も 浜 町中 屋敷の 津 軽信 順に 近習と 


して 仕える ことにな つた。 勿論 時々 機嫌 を 伺いに 出る 

に 止まって いたであろう。 この 時 新に 中小 姓に なって 

中 屋敷に 勤める 矢 川 文 一郎と いう ものが あって、 穉 

い 成 善の 世話 をして くれた。 

ほんばつ  ちょうそく リ ゆう 

矢 川に は 本末 両家が ある。 本家 は 長足 流の 馬術 を 

伝えて いて、 世 文 内と 称した。 先代 文 内の 嫡男 与四郎 

ゆきつぐ  つ 

は、 当時 順 承の 側 用人に なって、 父の 称 を 襲いで いた。 

こだま  つるが  さかい うきょうのすけ ただやす 

妻 児 玉 氏 は 越 前 国 敦賀の 城主 酒 井 右京亮 忠毗の 家来 

むすめ 

某の 女であった。 二百 石 八 人 扶持の 家で ある。 与 四 

郎の文 内に 弟が あり、 妹が あって、 彼 を 宗兵衛 といい、 

此を岡 野と いった。 宗兵衛 は 分家して、 近習 小姓 倉 田 


こじ ゆうろう  むすめ  めと  ちゅうろう 

小 十 郎の女 みつを 娶 つた。 岡 野 は 順 承 附の中 藤に 

なった。 実は 妾 である。 

文 一郎 はこの 宗兵衛 の 長子で ある。 その 母の 姉妹に 

はやし ゆうて き  さたけ えいかい 

は 林 有 的の 妻、 佐 竹 永 海の 妻な どが ある。 佐 竹 は 初 

め 山 内 氏 五 百を娶 らんと して 成らず、 遂に 矢 川 氏を胁 

れた。 某の 年の 元日に 佐 竹 は 山 内へ 廻 礼に 来て、 庭に 

立って いた 五 百の 手 を※ 〔# 「てへ ん+ 參」、 198-15U ろ 

うとす ると、 五 百 は その 手 を 強く 引いて 放した。 佐 竹 

お  き 

は 庭の 池に 墜 ちた。 山 内で は 佐 竹に 栄次郎 の 衣服 を 著 

せて 帰した。 五 百 は 後に 抽 斎に 嫁して から、 両国 中 村 

楼の 書画 会に 住って、 佐 竹と ^ 逅 した。 そして 佐 i: の 


げいぎ 

数人の 芸妓に 囲まれて いるの を 見て、 「佐 竹さん、 相 変 

らず 英雄 化 を 好む とやら です ね」 といった。 佐 竹 は 頭 

を搔 いて 苦笑した そうで ある。 

文 一郎の 父 は 早く 世 を 去って、 母 みつは 再嫁した。 

じょうふ くじ 

そこで 文 一 郎は津 軽 家に 縁故の ある 浅 草 常 福 寺に あず 

うまれ 

けられた。 これ は 嘉永四 年の 事で、 天 保 十二 年生の 

文 一 郎は十 一 歳に なって いた。 

文 一郎 は 寺で 人と 成って、 渋 江 家で 抽 斎の 亡くなつ 

ちと 

た 頃、 本家の 文 内の 許に 引き取られた。 そして 成 善が 

近習 小姓 を 仰 付けられる 少し 前に、 二十歳で 信 順の 中 

小姓に なった ので ある。 


す こぶ  しぼう  みず か  た の 

文 一郎 は 頗る 姿貌 があって、 心 自ら これ を 恃んで 

よし わら  こうぎ  あし しげ 

いた。 当時 吉 原の 狎妓の 許に 足繁く 通って、 遂に 夫婦 

ちかい  さ  かたわら  ふ 

の 誓 をした。 或 夜 文 一郎 はふと 醒めて、 傍 に 臥し 

いちがん  みひら 

ている 女 を 見る と、 一眼 を 大きく 睜 開いて 眠って いる _ 

常に 美しい とば かリ 思って いた 面貌の 異様に 変じた の 

はだ あわ  たちまち  えんむ おびやか 

に 驚いて、 肌に 粟 を 生じた が、 忽 また 魘 夢に 脅 さ 

れ ている ので はない かと 疑って、 急に 身 を 起した。 女 

が 醒めて どうした のかと 問うた。 文 一 郎が答 はい まだ 

なかば  まん けん こう ちょう  へんもう 

半なら ざるに、 女 は 満臉に 紅 を 潮して、 偏 盲の ため 

に 義眼 を 装って いる こと を 告げた。 そして 涙 を 流しつ 

つ、 旧盟を 破らずに いて くれと 頼んだ。 文 一郎 は 陽に 


これ を諾 して 帰って、 それき りこの 女と 絶った そうで 

ある。 

その 六十 八 

ことば 

わたくし は 少時の 文 一郎 を 伝うる に、 辞 を 費す こ 

おさな しげよ し 

とや や 多き に 至った。 これ は 単に 文 一郎が 穉ぃ成 善 

ふえき 

を扶掖 したから ではない。 文 一郎と 渋 江 氏との 関係 は、 

後に 漸く 緊密に なった からで ある。 文 一郎 は 成 善の 

あかさ かだい まち 

姉壻 になった からで ある。 文 一郎さん は 赤 坂 台 町に 現 

存 している 人で は あるが、 恐く は 自ら 往事 を談 ずる 


こと を 喜ばぬ であろう。 その 少時の 事蹟に は 二 つ の 掛 

つる 

きた 典拠が ある。 一 つ は 矢 川 文 内の 二 女お 鶴さん の 話 

で、 一 つ は 保さん の 話で ある。 文 内に は 三 子 二 女が 

あった。 長男 俊 平 は 宗家 を嗣 いで、 その子 蕃 平さん 

むこうや なぎはら ちょう 

が 今 浅 草 向 柳 原 町に 住して いるそう である。 俊 平 

ちゅうへい ろくへ い  えつ  つぎ 

の 弟は鈕 平、 録平 である。 女子 は 長を鉞 といい、 次 を 

鑑 という。 鑑は 後に 名 を 鶴と 更 めた。 中 村 勇 左衛門 

おけ やまち  はんいち 

即ち 今弘 前桶屋 町に いる 範 一さん の 妻で、 その子の 

すす も 

範 さんと わたくしと は 書信の 交通 をして いるので あ 

る。 

成 善 はこの 年 十月 朔 に 海 保 漁村と 小島 成 斎との 門 


い  したや したやね りべ いこう じ 

に 入った。 海 保の 塾 は 下 谷 練 塀 小路に あった。 いわ 

でんけ いろ  ひしつ 

ゆる 伝経廬 である。 下 谷 は卑※ 〔# 「さんず ぃ+  二  \ 

(幺 + 幺) \ 土)」、 201-2U の 地なる にもかかわらず、 庭に 

ごとうう  おおた きんじょう 

は 梧桐が 栽え てあつた。 これ は 漁村が その 師大田 錦 城 

の 風 を 慕って 栽え させた ので ある。 当時 漁村 は 六十 二 

せいじゅかん  むつの くに はちのへ 

歳で、 躋寿 館の 講師と なって いた。 また 陸 奥 国 八 戸の 

なんぶ とうとうみ のかみ のぶ ゆき  さばえ  まなべ 

城主 南部 遠 江 守 信 順と 越 前 国 鯖 江の 城主 間 部下 総 守 

あき かつ 

詮勝 とから 五 人 扶持ず つの 俸 を 受けて いた。 しかし 躋 

寿 館に おいても、 家塾に おいても、 大抵 養子 竹 逕が代 

講 をして いたので ある。 

まさ やす  た つ  くち 

小島 成 斎 は 藩主 阿部 正 寧の 世に は、 辰の 口の 老中 屋 


けんのすけ まさのり 

敷に いて、 安政 四 年に 家督相続 をした 賢 之 助 正教の 世 

うち 

になって から、 昌平 橋 内の 上屋敷に いた。 今の 神 田 

あわじち よう  す こぶ 

淡路 町で ある。 手 習に 来る 児童の 数 は 頗る 多く、  二 

階の 三 室に 机 を 並べ て 習う のであった。 成 善が 相識の 

うまれ  いさわ てっさぶ ろう 

兄弟子に は、 嘉永 二年生で 十二 歳になる 伊沢 鉄三郎 

がいた。 柏 軒の 子で、 後に 徳 安と 称し、 維新 後に ぎと 

あらた  むち 

更 めた 人で ある。 成 斎 は 手に 鞭 を 執って、 正面に 坐 

さき ゆびさ 

していて、 筆法 を 誤る と、 鞭の 尖で 指し示した。 そし 

う  かいぎゃく 

て 児童 を 倦まし めざらん がた めであろう か、 諧謔 を 

交えた 話 をした。 その 相手 は 多く 鉄三郎 であった。 成 

善 はま だ 幼い ので、 海 保へ 往く にも、 小島へ 往く にも 


若党に 連れられて 行った。 鉄三郎 にも 若党が 附 いて 来 

おく づめ 

たが、 これ は 父が 奥 詰 医師に なって いるので、 従者ら 

しく 附 いて 来たので ある。 

抽 斎の 墓碑が 立てられ たの もこの 年で ある。 海 保 漁 

ほうひ 

村の 墓誌 は その 文が 頗る 長かった の を、 豊碑を 築き 起 

おご  じょう  はばか リ 

して 世に 傲る が 如き 状 をな す は、 主家に 対して 憚 

もんじ  し 

が あると いって、 文字 を識る 四、 五 人の 故旧が 来て、 

あいぎ  ふえつ  まった 

胥議 して 斧鉞 を 加えた。 その 文の 事 を 伝えて 完 から 

まま  ちと 

ず、 また 間 実に 惇る もの さえ あるの は、 この 筆 削の た 

めで ある。 

建碑の 事が 畢 つてから、 渋 江 氏 は 台所 町の 邸 を 引き 


かめ さわちよう  よどがわ かしょぶ ねし はい 

払って 亀 沢 町 に 移った。 これ は 淀川 過 書 船 支配 

すみの くらよ いち 

角 倉 与 一 の 別邸 を 買った ので ある。 角 倉の 本邸 は 

いいだ まち もちの きざ かした 

飯 田 町 黐 木 坂 下にあって、 主人 は 京都で 勤めて いた。 

亀 沢 町の 邸に は 庭が あり 池が あって、 そこに 稲荷と 

わごう じん  ほこら 

和合 神との 祠 があった。 稲荷 は 亀 沢 稲荷と いって、 

はつう ま  さんけいにん  あきうど  あま リ 

初 午の 日に は 参詣人が 多く、 縁日商人が 二十 余の 

やたいみせ 

浮 舗 を 門前に 出す ことにな つていた。 そこで 角 倉 は 

邸 を 売る に、 初 午の 祭 をさせる という 条件 を附 けて 

売った。 今 相 生 小学校に なって いる 地所で ある。 

これまで 渋 江の 家に 同居して いた 矢 島 優 善が、 新に 

本 所 緑 町に 一戸 を 構えて 分立した の は、 亀 沢 町の 家に 


渋 江 氏の 移る のと 同時であった。 

その 六十 九 

矢 島 優 善 をして 別に 一 家 をな して 自立せ しめようと 

すえ  なかまる しょうあん 

いう こと は、 前年 即ち 安政 六 年の 末から、 中丸昌 庵が 

主として 勧説した 所で ある。 昌 庵は抽 斎の 門人で、 多 

せいはい  うまれ 

才能 弁 を 以て 儕輩に 推されて いた。 文政 元年 生で あ 

るから、 当時 四十 三 歳に なって、 食禄 二百 石 八 人 扶持、 

近習 医者の 首位に おった。 昌庵 はこうい つた。 「優 善 

ちがえ  へ ん ちつ  さいわい 

さん は 一 時の 心得 違から 貶黜を 受けた。 しかし 幸 


あやまち  もと  かえ 

に 過 を 改めた ので、 一 昨年 故の 地位に 複り、 昨年 は 

おく どお リ 

奥 通 を さえ 許された。 今 は抽斎 先生が 亡くなられて 

から、 もう 二 年 立って、 優 善さん は 二十 六 歳に なって 

いる。 わたくし は 去年から そう 思って いるが、 優 善 さ 

んの 奮って 自ら 新に すべき 時 は 今で ある。 それに は 

せめ 

一 家 を 構えて、 責を 負って 事に 当らなくて はならない」 

といった。 既にして 二、 三の これに 同意 を 表する もの 

い お あやぶ  い 

も 出来た ので、 五 百は危 みっつ この 議を 納れ たので 

さだかた 

ある。 比 良 野 貞固は 初め 昌 庵に 反対して いたが、 五 百 

また 

が 意 を 決した ので、 復 争わな くな つた。 

優 善の 移った 緑 町の 家 は、 渾名 を 鳩 医者と 呼ばれた 


町 医 佐久間 某の 故 宅で ある。 優 善 は 妻 鉄 を 家に 迎え 取 

り、 下女 一人 を 雇って 三人 暮し になった。 

げんせき 

鉄 は 優 善の 養父 矢 島 玄碩の 二 女で ある。 玄碩、 名 を 

やすしげ  もと  ただよし 

優絲 といった。 本抽 斎の 優 善に 命じた 名 は 允 善で あつ 

たの を、 矢 島 氏 を 冒す に 及んで、 養父の 優 字 を 襲用し 

はじめ  さい 

たので ある。 玄碩の 初の 妻 某氏 には子がなかった。 

こうさい す み  かめ たかむら きざえ もん  かりおや 

後妻 寿 美 は 亀 高 村 喜左衛 門と いう ものの 妹で、 仮親 は 

かずさの くに いちのみや  かのう  ひさ あきら  はら うん あん 

上 総 国 一 宫 の 城主 加 納遠江 守 久徴 の 医官 原芸 庵で あ 

る。 寿 美が 二 女 を 生んだ。 長 を 環と いい、 次 を 鉄と い 

う。 嘉永四 年 正月 二十 三日に 寿 美が 死し、 五月 二十 四 

日に 九 歳の 環が 死し、 六月 十六 日に 玄碩が 死し、 跡に 


わずか  のこ 

は 僅 に 六 歳の 鉄が 遺った。 

い  まつごよ うし 

優 善 はこの 時 矢 島 氏に 入って 末期 養子と なった ので 

ある。 そして その 媒介 者 は 中丸昌 庵であった。 

中 丸 は 当時 その 師抽 斎に 説く に、 頗る 多言 を 費し、 

まつ リ 

矢 島 氏の 祀を 絶つ に 忍びぬ という を 以て、 抽 斎の 

じょうぎ うった 

情誼に 想えた。 なぜと いうに、 抽 斎が 次男 優 善 をし 

て 矢 島 氏の 女壻 たらしむ るの は大 いなる 犠牲であった 

むすめ  とうそう うれ 

からで ある。 玄碩の 遺した 女 鉄 は 重い 痘瘡 を 患えて、 

瘢痕 満面、 人の 見る を 厭う 醜貌 であった。 

抽斎は 中 丸の 言に 動され て、 美貌の 子 優 善 を 鉄に 

与えた。 を 百 は 情と して 忍びが たく はあった が、 事が 


夫の 義気に 出で ている ので、 強いて 争う こと も 出来な 

かった。 

この 事の あった 年、 五 百 は 二月 四日に 七 歳の 棠を失 

き し  くが 

い、 十五 日に 三 歳の 癸 巳 を 失って いた。 当時 五 歳の 陸 

こやなぎ ちょう  とう リ よう  もと 

は、 小 柳 町の 大工の 棟梁 新 八が 許に 里に 遣られて い 

たので、 それ を 喚び 帰そうと 思って いると、 そこへ 鉄 

が 来て 抱かれて 寝る ことにな り、 陸 は 翌年まで 里親の 

許に 置かれた。 

むすめ うち  いと 

棠は 美しい 子で、 抽 斎の 女の 中で は 純と 棠と の容 

姿が 最も 人に 褒められ ていた。 五 百の 兄栄次 郎は棠 の 

踊 を 看る 度に、 「食い 附 きたいよ うな 子 だ」 といった。 


うんぬん  か 

五 百 も 余り 棠の 美し さ を 云々 する ので、 陸 は 「お 母 あ 

様の 姉え さん を 褒める の を 聞いて いると、 わたしなん 

ま け 

ぞ はお 化の ような 顔 をして いると しか 思われない」 と 

いい、 また 棠の 死んだ 時、 「大方お 母 あ 様 はわた し を 

代に 死なせたかった のだろう」 とさえ いった。 

その 七十 

むすめとう  はんねん  いお 

女棠が 死んで から 半年の 間、 五 百 は 少しく 精神の 

やみ 

均衡 を 失して、 夕暮 になる と、 窓 を 開けて 庭の 闇 を 凝 

視 している ことが しばしばあった。 これ は 何故と もな 


しに、 闇の 裏に 棠の 姿が 見え はせ ぬかと 待 たれた の だ 

きづか 

そうで ある。 抽斎は 気遣って、 「五 百、 お前に も 似ない 

じ やない か、 少しし つかりし ないか」 と飭 めた。 

やすよし 

そこへ 矢 島 玄碩の 二 女、 優 善の 未来の 妻た る 鉄が 来 

て、 五 百に 抱かれて 寝る ことにな つた、 蜾臝の 母 は 情 

た  なじみ  すか 

を 矯めて、 暱 のない 人の子 を賺し はぐくまなくて は 

ならなかった ので ある。 さて 眠って いるう ちに、 五 百 

ふところ  ゆめうつつ 

はいつ か 懐に いる 子が 棠 だと 思って、 夢現の 境に 

な  たち ま 

その 体 を 撫でて いた。 忽ち 一種の 恐怖に 襲われて 目 

を 開く と、 痘痕の まだ 新しい、 赤く 引き 弔った 鉄の 顔 

むせ 

が、 触れ合う ほど 近い 所に ある。 五 百 は 覚えず 咽び泣 


いた。 そして 意識の 明 になる と共に、 「ほんに 優 善 

は可哀 そうだ」 とつぶ やくので あった。 

緑 町の 家へ、 優 善が この 鉄 を 連れて はいった 時 は、 

鉄 はもう 十五 歳に なって いた。 しかし 世馴れた 優 善 は 

あっかい  ことば  な だ 

鉄 を 子供 扱 にして、 詞を やさしくして 宥めて いた 

ので、 二人の 間に は 何の 衝突 も 起らずに いた。 

ちと 

これに 反して 五 百の 監視の 下 を 離れた 優 善 は、 門 を 

い  ほうし 

出で て は 昔の 放恣なる 生活に 立ち 帰った。 長 崎から 

リ ようさん  れんらく 

帰った 塩田 良 三との 間に も、 定めて 聯絡が 附 いてい 

ただ  ぎろう  い で ぃリ 

たこと であろう。 この 人た ち は 啻に 酒家 妓楼に 出入す 

るの みで はなく、 常に 無頼の徒と 会して 袁 耽の 技 を 闘 


べつつ い  き 

わした。 良 三の 如き は 頭 を 一 つ 竈 にして どてら を 被 

かいじょう  かっぽ 

て 街 上 を 闊歩した ことがあ るそう である。 優 善の 背 

せま 

後に は、 もう ネメ シスの 神が 逼り 近づいて いた。 

渋 江 氏が 亀 沢 町に 来る 時、 五 百 はまた 長 尾 一族の た 

もと  こ いえ  うつ  すま 

めに、 本の 小 家 を 新しい 邸に 徒して、 そこへ 一族 を 棲 

ねんげつ つまびら か 

わせた。 年月 は 詳 にせぬ が、 長 尾 氏の 二 女の人に 

嫁した の は、 亀 沢 町に 来てから の 事で ある。 初め 長女 

なかだち 

敬が 母と 共に 坐 食す るに 忍びぬ といって、 媒 する も 

さる わかちよう  もりた ざ つき 

のの あるに 任せて、 猿 若 町 三 丁目 守 田 座附の 茶屋 

みかわ ゃリ きぞう  せん  すがち よう 

三 河屋カ 蔵に 嫁し、 次で 次女 銓も浅 草須賀 町の 呉服商 

ます やぎ へ え 

桝屋儀 兵衛に 嫁した。 未亡人 は 筆算が 出来る ので、 敬 


ちょうほう 

の 夫 力 蔵に 重宝がられて、 茶屋の 帳場に すわる こと 

になった。 

抽 斎の 蔵書 は 兼て 三 万 五 千 部 あると いわれて いたが、 

この 年 亀 沢 町に 徒って 検 すると、 既に 一 万 部に 満たな 

かった。 矢 島 優 善が 台所 町の 土蔵から 書籍 を 搬出す る 

の を、 当時 まだ 生きて いた 兄恒 善が 見附けて、 奪い 還 

した ことがある。 しかし 人目に 触れずに、 どれ だけ 出 

して 売った かわからない。 或 時 は 二階から 本 を 索に 繫 

いで 卸す と、 街 上に 友人が 待ち受け ていて 持ち去った 

じ じ びょうが 

そうで ある。 安政 三年 以後、 抽 斎の 時々 病臥す る こと 

があって、 その 間に は 書籍の 散佚す る ことが 殊に 多 


な 力ん ずく 

かった。 また 人に 貸して 失った 書も少 くない。 就中 

きえん 

森枳 園と その子 養 真と に 貸した 書 は 多く 還らなかった。 

しげよ し  い  ちくけ い しばしば 

成 善が 海 保の 塾に 入った 後に は、 海 保 竹逕が 数 渋 江 

氏に 警告して、 「大分 御蔵 書 印の ある 本が 市中に 見え 

るよう でございますから、 御注意なさい まし」 といつ 

た。 

抽 斎の 心に 懸けて 死んだ 躋寿館 校 刻の 『医 心 方』 は、 

この 年 完成して、 森枳 園ら は 白銀 若干 を 賞 賜せられ た。 

あさかごんさい 

抽 斎に 洋学の 必要 を 悟らせた 安積 艮斎 は、 この 年 十 

一月 二十 二日に 七十 一歳で 歿した。 良 斎の 歿した 時の 

齢 は 諸 書に 異同が あって、 中に 七十 一とした ものと 


七十 六と した ものと が 多い。 鈴 木 春 浦さん に 頼んで、 

ならび 

妙 源 寺の 墓石と 過去 帖と を検 して もらった が、 並に 

皆 これ を 記して いない。 しかし 文集 を閲 する に、 故郷 

あだたら やま 

の 安達 太郎 山に 登った 記に、 干支と 年齢のお およそと 

が 書して あって、 万延 元年に 七十 六に 満たぬ こと は 明 

ぶんくろう ちょういん  わか  かいせん 

白で ある。 子 文 九郎重 允が 家を嗣 いだ。 少ぃ時 疥癬の 

ために 衰弱した の を、 父が 温泉に 連れて 往 つて 治した 

ことが、 文集に 見えて いる。 抽 斎は艮 斎の ワシントン 

の 論讃を 読んで、 喜んで 反復した そうで ある。 恐く 

あ あ ワシントン は じゅうけつ にうまる といえ ども 

は 『洋 外紀 略』 の 「嗚呼 話聖 東、 雖生於 戎羯、 

その ひととなり や たりて おおき もの あり 

其 為人、 有 足 多 者」 云々 の 一節であった だろう。 


その 七十 一 

はじめ  い お 

抽斎 歿後 第三 年 は文久 元年で ある。 年の 初に 五 百 

は 大きい 本箱 三つ を 成 善の 部屋に 運ばせて、 戸棚の 中 

に 入れた。 そしてこう いった。 

わずか  い 

「これ は 日本に 僅 三部し かない 善い 版の 『十三 

ぎょう ちゅうそ  と  おっしゃ 

経 註疏』 だが、 お 父う 様が お前の だと 仰った。 今年 

はもう 三回忌の 来る年 だから、 今から お前の 傍に 置く 

よ」 といった。 

数日の 後に 矢 島 優 善が、 花の 友達 を 集めて 会 をし 


たいが、 緑 町の 家に は 丁度^い 座敷が ないから、 成 善 

の 部屋 を 借りたい といった。 成 善 は 部屋 を 明け渡した。 

しるこ 

さて 友達と いう 数人が 来て、 汁粉な ど を 食って 帰つ 

た 跡で、 戸棚の 本箱 を 見る と、 その 中 は 空虚であった。 

みもち  ふらち  かど 

三月 六日に 優 善 は 「身 持 不行跡 不埒」 の廉を 以て 隠 

ご れんびん  みょうせき おんたて くだされ おく 

居 を 命ぜられ、 同時に 「御 憐憫 を 以て 名跡 御 立 被 下 置」 

という ことにな つて、 養子 を 入れる こと を 許された。 

優 善の まさに 養う ベ き 子 を 選ぶ こと をば、 中 丸昌庵 

が 引き受けた。 然るに 中 丸の 歓心 を 得て いる 近習 詰 百 

うえはら げんえ い 

五十石 六 人 扶持の 医者に、 上 原 元 永と いう ものが あつ 

て、 この 上 原が 町 医 伊達 周換を 推薦した。 


周禎は 同じ年の 八月 四日 を 以て 家督相続 をして、 矢 

島 氏の 禄 二百 石 八 人 扶持 を 受ける ことにな つた。 養父 

うまれ 

優 善 は 二十 七 歳、 養子 周禎は 文化 十四 年生で 四十 五 

歳に なって いた。 

周 禎の妻 を 高と いって、 己に 四 子 を 生んで いた。 長 

しゅうせき 

男 周碩、 次男 周 策、 三男 三蔵、 四 男 玄四郎 が 即ち これ 

しょうどく 

である。 周 禎が矢 島 氏 を 冒した 時、 長男 周碩は 生得 

ぶちょうほう  しかん 

不調法 にして 仕宦 に 適せぬ と 称して 廃嫡 を 請い、 

小 田 原に 住って 町 医と なった。 そこで 弘化 二年生の 次 

男 周 策が 嗣子に 定まった。 当時 十七 歳で ある。 

さき  さた  こうむ 

これより 先 優 善が 隠居の 沙汰 を 蒙った 時、 これが 


いきどお 

ために 最も 憂えた もの は 五 百で、 最も 憤 つた もの は 

さだかた  めんせき 

比 良野貞 固で ある。 貞固は 優 善 を 面責して、 いかにし 

はず 力し め  すす 

てこの 辱 を 雪ぐ かと 問うた。 優 善 は 山 田 昌栄の 塾 

にんって 勉学した いと 答えた。 

かいしゅん  しか のち 

貞固は 先ず 優 善が 改悛の 状 を 見届けて、 然る 後に 

入塾せ しめる といって、 優 善と 妻 鉄と を 自邸に 引き取 

り、 二階に 住 わせた。 

い お  とも 

さて 十月に なつてから、 貞固は 五 百 を 招いて、 倶に 

優 善 を 山 田の 塾に 連れて 往 つた。 塾 は 本郷弓 町に あつ 

た。 

この 塾の 月俸 は 三分 二 朱であった。 貞 固の いうに は、 


いささか 

これ は 聊 の 金で は あるが、 矢 島 氏の 禄を受 くる 周禎 

が 当然 支出すべき もので、 また 優 善の 修行 中 その 妻 鉄 

を も 周禎が あずかる が 好い といった。 そして この 二 件 

を 周禎に 交渉した。 周禎は ひどく 迷惑ら しい 答 をした 

が、 後に 渋りながら も 承諾した。 想う に 上 原 は 周禎を 

矢 島 氏の 嗣 となす に 当って、 株の 売 渡の ような 形式 

を 用いた のであろう。 上 原 は 渋 江 氏に 対して 余り 同情 

を 有せぬ 人で、 優 善に は 屁の 糟 という 渾名 を さえ 附け 

ていたそう である。 

山 田の 塾に は 当時 門人 十九 人が 寄宿して いたが、 い 

いくばく  うめば やしまつ や 

まだ 幾 も あらぬ に 梅林 松弥 という ものと 優 善と が 塾 


のち ここ 

頭に せられた。 梅林 は 初め 抽 斎に 学び、 後此に 来た も 

ので、 維新 後名 を 潔と 改め、 明治 二十 一年 一月 十四日 

に 陸軍 一 等 軍医 を 以て 終った。 

ものが しら  いなば たんげ 

比 良 野 氏で はこの 年 同藩の 物 頭 一 一 百 石 稲葉 丹 下の 

ふさ のす け 

次男 房 之 助 を 迎えて 養子と した。 これ は貞 固が 既に 五 

十 歳に なった のに、 妻 かなが 子 を 生まぬ からであった。 

うまれ 

房 之 助 は 嘉永四 年 八月 二日 生で、 当時 十一 歳に なつ 

すき 

ていて、 学問より は 武芸が 好であった。 

その 七十 一 一 


矢 川 氏で はこの 年 文 一郎が 二十 一歳で、 本 所 二つ目 

かなもの どい や  むすめ リ ゆう めと 

の 鉄 物 問屋 平野 屋の女 柳を娶 つた。 

ほうか いし 

石 塚 重 兵 衛の豊 芥子 は、 この 年 十二月 十五 日に 六十 

三 歳で 歿した。 豊 芥子が 渋 江 氏の 扶助 を 仰ぐ こと は、 

ほ とん  い お 

殆ど 恒例の 如くに なって いた。 五 百 は 石 塚 氏に わた 

しる 

す 金 を 記す 帳簿 を 持って いたそう である。 しかし 抽斎 

もんじ  し 

はこの 人の 文字 を識 つて、 広く 市井の 事に 通じ、 また 

つまびら か  きた  と 

劇の 沿革 を 審 にして いるの を 愛して、 来リ訪 うご 

とに 歓び 迎えた。 今抽 斎に 遅る る こと 三年で 世 を 去つ 

たので ある。 

しりう ごと 

人の 死 を 説いて、 直ちに その 非 を 挙げん は、 後 言め 


きらい  さんいつ  てんまつ 

く 嫌 は あるが、 抽 斎の 蔵書 をして 散佚せ しめた 顚末 

せめ 

を尋 ぬると き は、 豊 芥子 もまた 幾分の 責を 分たなくて 

おんぎょく 

はならない。 その 持ち去つ たの は 主に 歌舞 音曲の 書、 

随筆 小説の 類で ある。 その他 書画骨董 にも、 この 人の 

手から 商 估の 手に わたった ものが ある。 ここに 保さん 

の 記憶して いる 一 例 を 挙げよう。 抽 斎の 遺物に 

まる やまおう きょ  え  か 

円 山 応挙の 画 百 枚が あった。 題材 は 彼の 名高い 七難 七 

福の 図に 似た もので、 わたくし は その 名 を 保さん に 聞 

いて 記憶して いるが、 少しく これ を 筆に する こと を 

はばか  そうこう 

憚る。 装潢 頗る 美に して 桐の 箱 入に なって いた。 こ 

もくちょう 

の 画と 木彫の 人形 数箇と を、 豊 芥子 は 某 会に 出陳す 


ると いって 借りて 帰った。 人形 は 六 歌仙と 若衆と で、 

寛 永 時代の 物 だと かいう ことであった。 これ は抽 斎が 

さんぼう  ひな  かわり 

ニニ 坊には 雛人形 を 遣らぬ 代に これ を 遣る」 といった 

しげよ し おさなな さんきち 

の だそう である。 三 坊とは 成 善の 小字 三吉 である。 五 

百 は 度々 清 助と いう 若党 を、 浅 草誠訪 町の 鎌 倉屋へ 

かえ  こと 

遣って、 催促して 還 させよう としたが、 豊 芥子 は 言 を 

ちと 

左右に 託して、 遂に これ を 還さなかった。 清 助 は 本 京 

リ ようがえ てん ぜ にや  むすこ  ゆうとう 

都の 両替 店 銭屋の 息子で、 遊蕩の ために 親に 勘当せ 

られ、 江戸に 来て 渋 江 氏へ 若党に 住み込んだ。 手跡が 

い  やと 

なかなか 好い ので、 豊 芥子の 筆耕に 傭われる ことに 

なって いた。 それゆえ 鎌倉屋 への 使に 立った ので ある。 


きえん  おの ふこく 

森枳 園が 小 野 富穀と 口論 をした という 話が あって、 

つまびら か 

その 年月 を 詳 にせぬ が、 わたくし は 多分 この 年の 

やましろ がし  つとう 

頃で あろうと 思う。 場所 は 山城 河岸の 津 藤の 家で あ つ 

えし  ほうかん  げぃ * き 

た。 例の 如く 文人、 画師、 力士、 俳優、 封 巾 間、 芸妓 等 

の大 一 座で、 酒 酣 なる 比に なった。 その 中に 枳園、 

やすよし  とく あん 

富穀、 矢 島 優 善、 伊沢 徳安 などが 居 合せた。 初め 枳園 

と 富 穀とは 何事 を か 論じて いたが、 万事 を 茶に して 世 

を 渡る 枳 園が、 どうした わけ か 大いに 怒って、 七 代 目 

もどき  はんだいかん 

賽 のたん か を 切り、 胖大漢 の富穀 をして 色 を 失って 

席 を遁れ しめたそう である。 富穀 もまた 滑稽 趣味に お 

へそ  タバコ  の 

いて は枳 園に 劣らぬ 人物で、 臍で 烟草を 喫む という 


隠芸を 有して いた。 枳園 とこの 人と がかくまで 激烈 

に 衝突し ようと は、 誰も 思い 掛けぬ ので、 優 善、 徳安 

けんか  かしょく 

の 二人 は 永く この 暄嘩を 忘れずに いた。 想う に 貨殖に 

長 じた 富穀 と、 人の 物と 我物との 別に 重き を 置かぬ、 

むとんじゃく  あいい 

無頓着な 枳 園と は、 その 性格に 相容れ ざる 所があった 

つとう  つのく にや とうじろう  リん 

であろう。 津藤 即ち 摂津 国屋 藤次郎 は、 名 は 鱗、 字 は 

冷 和、 香以、 鯉 角、 梅 阿弥 等と 号した。 その 豪遊 を 

ほしいまま  とうじん 

肆 にして 家産 を 蕩尽した の は、 世の 知る 所で ある。 

うまれ 

文政 五 年生で、 当時 四十 歳で ある。 

きにち 

この 年の 抽 斎が 忌日の 頃であった。 小島 成 斎 は 五 百 

なかばし うめち 

に 勧めて、 なお 存 している 蔵書の 大半 を、 中橋埋 地の 


柏 軒が 家に あずけた。 柏 軒 は 翌年お 玉が 池に 第 宅 を 移 

す 時 も、 家財と 共に これ を 新居に 搬び 入れて、 一 年間 

ていちょう  ほうご 

位 鄭重 に 保護して いた。 

その 七十 三 

抽斎 歿後の 第 四 年 は 文久ニ 年で ある。 抽斎は 世に あ 

うすようず リ  いほうる いじゅ 

る 日、 藩主に 活版 薄葉 刷の 『医 方 類聚』 を献 ずる こと 

きた むらこう そう 

にして いた。 書 は 喜 多村栲 窓の 校 刻す る 所で、 月 ごと 

に 発行せられ るの を、 抽斎は 生 を 終る まで 次を逐 つて 

たてまつ  しげよ し 

上った。 成 善 は 父の 歿後 相 継いで 納本して いたが、 


おわ  ゆきつぐ 

この 年に 至って 全部 を 献じ畢 つた。 八月 十五 日 順 承 は 

重臣 を 以て 成 善に 「御 召 御紋御 羽織 並 御酒 御 吸物」 を 

賞 賜した。 

ぜん  ちくけ い 

成 善 は 二 年 前から 海 保 竹逕に 学んで、 この 年 十二月 

ゆき つぐ 

一 一十 八日に、 六 歳に して 藩主 順 承から 奨学金 一 一 百 匹 を 

おも  けいし  そどく  おわ 

受けた。 主なる 経史の 素読 を畢 つたた めで ある。 母 

五 百 は 子女に 読書 習字 を 授けて 半日 を 費 す を 常と し 

ていたが、 毫も 成 善の 学業に 干渉し なかった。 そして 

すき  い 

「あれ は 書物が 御飯より 好 だから、 構わなくても 好い」 

といった。 成 善 はまた 善く 母に 事うる という を 以て、 

賞を受 くる こと 両度に 及んだ。 


この 年 十月 十八 日に 成 善が 筆 札の 師 小島 成 斎が 六十 

七 歳で 歿した。 成 斎 は 朝 生徒に 習字 を 教えて、 次で 阿 

部 家の 館に 出仕し、 午 時 公 退して 酒 を 飲み 劇 を談ず 

る こと を 例と していた。 阿部 家で は抽 斎の 歿する に 先 

だっこと 一 年、 安政 四 年 六月 十七 日に 老中 の 職に おつ 

まさのり 

た 伊勢 守 正 弘が世 を 去って、 越えて 八月に 伊予 守 正教 

が 家督相続 をした。 成 善が 従 学して から は、 成 斎は始 

終 正教に 侍して いたので ある。 後に 至って 成 善 は 朝の 

課業の 暄擾を 避け、 午後に 訪 うて 単独に 教を 受けた。 

そこで 成 斎の 観 劇談 を 聴く ことしば しばであった。 成 

そっちゅう 

斎 は 卒中で 死んだ。 正弘の 老中たり し 時、 成 斎 は 


ようにん かく ぬきん  はっとり  ひとし 

用人 格に 擢 でられ、 公用 人 服 部 九十 郎と 名を斉 うし 

ていたが、 二人 皆 同病に よって 命を隕 した。 成 斎に は 

せいしょう  のぶ ゆき 

一 一 子 三女が あ つ て、 長男 生輒 は 早世し、 次男 信 之が 家 

しゅんじ  いつのす け 

を 継いだ。 通称 は 俊 治で ある。 俊 治の 子 は鎰之 助、 縊 

こま ごめ どうざ かちょう  しょうきち 

之 助の 養嗣子 は、 今 本 郷区駒 込 動 坂 町に いる 昌吉さ 

こうそく  おこの ぎた つたろう 

ん である。 高足の 一 人 小此木 辰太郎 は、 明治 九 年に ェ 

やとい 

務省雇 になり、 十 人 年内 閣属に 転じ、 十九 年 十二月 一 

日から 二十 七 年 三月 一 一十 九日まで 職 を 学習 院に 奉じて、 

生徒に 筆 札 を 授けて いたが、 明治 二十 八 年 一月に 歿し 

た。 

とも  ながす みちよう  かく おんじ 

成 善が この頃 母 五 百と 倶に浅 草 永住 町 の覚音 寺に 


詣 でた ことがある。 覚音寺 は 五 百の 里方 山 内 氏の 

ぼだいし よ  ふた リ  くらまえ どお リ 

菩提 所で ある。 帰途 二人 は 蔵 前 通 を 歩いて 桃 太郎団 

子の 店の 前に 来る と、 五 百の 相識の 女に 邂逅した。 こ 

れは五 百と 同じく 藤 堂 家に 仕えて、 中老に なって いた 

人で ある。 五 百 は 久しく 消息の 絶えて いた この 女と 話 

よこちょう  たが そで 

がしたい といって、 ほど 近い 横町に ある 料理屋 誰 袖 

に 案内した。 成 善 も 跡に 附 いて 住った。 誰 袖 は 当時 

かわち よう あおやぎ だいしち 

川 長、 青柳、 大七 などと 並 称せられた 家で ある。 

おお、, レっざ 

三人の 通った 座敷の 隣に 大 一 座の 客が あるら しかつ 

こえた か  まし  げんか 

た。 しかし 声高く 語り合う こ ともなく、 矧てゃ 絃歌の 

響な ど は 起らなかった。 暫くあって その 座敷が 遽に 


騒がしく、 多人数の 足音が して、 跡 はまた ひっそりと 

した。 

き ゆ-つじ 

給仕に 来た 女中に 五 百が 問う と、 女中 は いった。 「あ 

ふだ さし  だんなし ゆ  いたずら  いで 

れは札 差の 檀那 衆が 悪 作劇 をして お出な すった ところ 

へ、 お 辰さん が 飛び込んで お出な すった ので ございま 

す。 蒔き 散らして あつたお 金 を そのまま にして 置いて 

檀那 衆が お 逃な さると、 お 辰さん は それ を 持って お 

かえ リ  のちぬ すみ 

帰なさい ました」 といった。 お 辰と いうの は、 後 盗 

あおき やたろう  しょう 

をして 捕えられた 旗本 青木 弥太郎 の 妾で ある。 

おわ 

女中の 語 リ畢る 時、 両刀 を 帯びた 異様の 男が 五 百ら 

ちんにゅう  てまえ  ばくち 

の 座敷に 闖入 して 「手前た ち も 博奕の 仲間だろう、 金 


を 持って いるなら、 そこへ 出して しまえ」 といいつつ、 

刀 を 抜いて 威嚇した。 

かた め 

「なに、 この 騙り 奴が」 と 五 百 は 叫んで、 懐 剣を抜い 

た  はじめ  ひるがえ 

て 起った。 男 は 初の 勢に も 似ず、 身 を 翻 して 逃げ 

去った。 この 年 五 百 はもう 四十 七 歳に なって いた。 

その 七十 四 

やすよし  い 

矢 島 優 善 は 山 田の 塾に 入って、 塾 頭に 推されてから、 

やや 自重す る ものの 如く、 病 家に も 信頼 せられて、 

はたもと  さ 

旗下の 家庭に して、 特に 矢 島の 名 を 斥して 招請す る も 


のさえ あった。 五 百 も 比 良 野貞固 もこれ がた めに 頗 ^ 

る 心 を 安んじた。 

はつう ま 

既にして この 年 二月の 初 午の 曰と なった。 渋 江 氏で 

は 亀 沢 稲荷の 祭 を 行う といって、 親戚 故旧 を 集えた。 

さよち と 

優 善 も 来て 宴に 列し、 清 元 を 語ったり 茶番 を 演じたり 

した。 五 百 はこれ を 見て 苦々 しく は 思った が、 酒 を 飲 

まぬ 優 善で あるから、 よしや 少しく 興に 乗じた からと 

のち わずらい のこ 

いって、 後に 累 を胎 すよう な 事 は あるまい と 気に 掛 

けずに いた。 

優 善が 渋 江の 家に 来て、 その 夕方に 帰って から、 一一、 

ちんてい 

三日 立った 頃の 事で ある。 師山田 椿 庭が 本郷弓 町から 


尋ねて 来て、 「矢 島さん はこ ちらです か、 余り 久しく 御 

滞留になります から、 どうな された かと 存じて 伺い ま 

した」 といった。 

「優 善 は 初 午の 日に まいりました きりで、 あの 日に は 

晚の 四つ 頃に 帰り ましたが」 と、 五 百 は 訝 かしげに 答 

えた。 

「はてな。 あれから 塾へ は 帰られません がご 椿 庭 は 

まゆ しか 

こうい つて 眉を蹙 めた。 

五 百 は 即時に 人 を 諸方に 馳 せて 捜索せ しめた。 優 善 

の 所在 はすぐ に 知れた。 初 午の 夜に 無銭で 吉 原に 住き、 

たまち  ひきて ぢ やや 

翌日から 田 町の 引手 茶屋に 潜伏して いたので ある。 


五 百 は 金 を 償って 優 善 を 帰らせた。 さて 比 良野貞 固、 

小 野 富穀の 二人 を 呼んで、 いかに これに 処 すべき か を 

議 した。 幼い 成 善 も、 戸主 だとい うので、 その 席に 

つらな 

列 つた。 

貞固は 暫く 黙して いたが、 容を 改めてこう いった。 

「この度の 処分 はた だ 一 つし かないと わたくし は 思う。 

げんせき  つめばら 

玄碩 さん はわた くしの 宅で 詰 腹 を 切らせます。 小 野 さ 

あね  たちあい 

んも、 お 姉え さん も、 三坊も 御苦労な がらお 立 会 下さ 

お わ  きぴ 

いご 言い 畢 つて 貞 固は緊 しく 口 を 結んで 一 座 を 見廻 

した。 優 善 は 矢 島 氏 を 冒してから、 養父の 称 を 襲いで 

玄碩 といって いた。 三 坊は成 善の 小字 三吉 である。 


ふこく  めんしょく 

富穀は 面色 土の 如くに なって、 一語 を 発する こと 

も 得なかった。 

い お  ことば  しずか 

五 百は貞 固の 詞を 予期して いたよう に、 徐に 答え 

ごもっとも 

た。 「比 良 野 様の 御意 見 は 御尤と 存じます。 度々 の不 

始末で、 もうこの 上 何と 申し 聞け よう も ございません。 

いずれ 篤と 考えました 上で、 改めて こちらから 申し 上 

げ ましょう」 といった。 

これで 相談 は 果てた。 貞固は 何事 もない ような 顔 を 

して、 席 を 起って 帰った。 富穀は 跡に 残って、 どうか 

比 良 野 を 勘弁させる ように 話 をして くれと、 繰り返し 

やすよし 

て 五 百に 頼んで 置いて、 すごすご 帰った。 五 百 は 優 善 


を 呼んで 厳 に 会議の 始末 を 言い渡した。 成 善 はどう 

なる 事 かと 胸 を 痛めて いた。 

翌朝 五 百は貞 固を訪 うて 懇談した。 大要 はこうで あ 

さく じつ  おおせ 

る。 昨日の 仰は尤 至極で ある。 自分 は 同意せ ずに は 

ゆきが か 

いられない。 これまでの 行 掛リを 思えば、 優 善に この 

上 どうして 罪 を 贖わせよう という 道 はない。 自分 も 

一死が その 分で あると は 信じて いる。 しかし 晴 がまし 

く 死なせる こと は、 家門の ために も、 君 侯の ために も 

望ましくない。 それゆえ 切腹に 代えて、 金毘羅に 

きしょうもん  のぞみ 

起請文 を 納めさせたい。 悔い改める 望の ない 男で あ 

めいめい うち  こうむ 

るから、 必ず 冥々 の 裏に 神罰 を 蒙 るであろう という 


ので ある。 

よ  おもいつき 

貞固は つくづく 聞いて 答えた。 それ は 好い ぉ思附 

い のち ごい 

である。 この度の 事に ついては、 命乞の 仲裁なら 決 

しにざま 

して 聴くまい と 決心して いたが、 晴 がましい 死 様 を さ 

せる に は 及ばぬ というお 考は 道理 至極で ある。 然 らば 

その 起請文 を 書いて 金毘羅に 納める こと は、 姉上に お 

任せす ると いった。 

その 七十 五 

い お  やすよし 

五 百 は 矢 島 優 善に 起請文 を 書かせた。 そして それ を 


持って 虎の 門の 金毘羅へ 納めに 住った。 しかし 起請文 

ゆくすえ 

は 納めずに、 優 善が 行末の 事 を 祈念して 帰った。 

小 野 氏で はこの 年 十二月 十二 日に、 隠居 令 図が 八十 

ぜん  ふこく 

歳で 歿した。 五 年 前に 致仕して 富 穀に家 を 継がせて い 

たく わ 

たので ある。 小 野 氏の 財産 は 令 図の 貯えた のが 一万 

両を 超えて いたそう である。 

伊沢 柏 軒 はこの 年 三月に 二百 俵 三十 人 扶持の 奥 医師 

にせられて、 中橋埋 地から お 玉が 池に 居 を 移した。 こ 

の 時 新宅の 祝宴に 招かれた 保さん が 種々 の 事 を 記憶し 

み き 

ている。 柏 軒の 四 女 やす は 保さん の 姉 水木と 長唄の 

おいまつ  しばた じょう あん 

「老松」 を 歌った。 柴田常 庵と いう 肥え太った 医師 は、 


えっちゅうふんどし  だるま 

越 中襌ー つ を 身に 着けた ばかりで、 「棚の 達磨」 を 

踊った。 そして 宴が 散 じて 帰る 途中で、 保さん は 

じんまく ひさ ごろう  こやなぎへ いすけ 

陣幕 久 五郎が 小 柳 平 助に 負けた 話 を 聞いた。 

しょしゅつ むすめ  かりや 

やす は 柏 軒の 庶出の 女 である。 柏 軒の 正妻 狩 谷 氏 

たか  とうす け 

俊の 生んだ 子 は、 幼くて 死した 長男 棠助、 十八、 九 歳 

ましん  しゅう  えき さい 

になって 麻疹で 亡くなった 長女 洲、 狩谷掖 斎の 養 孫、 

懐，" 之の 養子 三 右衛門に 嫁した 次女 国の 三人 だけで、 そ 

しょう  はら 

の 他の 子 は 皆 妾 春の 腹で ある。 その 順序 を 言えば、 

きた  いわお 

長男 棠助、 長女 洲、 次女 国、 三女 北、 次男 磐、 四 女 や 

しんべ い  まごす け 

す、 五 女 こと、 三男 信 平、 四 男 孫 助で ある。 おやす さ 

いなか  あざぶ とり いざかち よう 

んは 人と 成って 後田 舎に 嫁した が、 今 は 麻布 鳥居 坂 町 


ちと 

の 信 平さん の 許に いるそう である。 

柴田常 庵 は 幕府 医官の 一 人であった そうで ある。 し 

かしわた くしの 蔵して いる 「武鑑」 に は 載せて ない。 

万延 元年の 「武鑑」 は、 わたくしの 蔵本に 正月、 三月、 

七月の 三種が ある。 柏 軒 は 正月のに はま だ 奥 詰の 部に 

出て いて、 三月 以下のに は奧 医師の 部に 出て いる。 柴 

田 は 三 書 共に これ を 載せない。 維新 後に この 人 は 狂言 

たけしば じゅ さく  ばん どう ひこ さぶ ろう 

作者に なって 竹柴寿 作と 称し、 五世 坂 東 彦三郎 と 親し 

かった という ことで ある。 なお 尋ねて 見たい もので あ 

る。 

まけ  いりょう ほか 

陣幕 久 五郎の 負 は 当時 人の 意 料の 外に 出た 出来事で 


かくて い 

ある。 抽斎は 角觝を 好まなかった。 然るに 保さん は 

おさな  み 

穉ぃ 時から これ を 看る こと を 喜んで、 この 年の 春 場 

所 を も、 初日から 五日 目まで 一 日も闕 かさずに 見舞つ 

た。 さて その 六日 目が 伊沢の 祝宴であった。 子の刻 を 

過ぎてから、 保さん は 母と 姉と に 連れられて 伊沢の 家 

を 出て 帰り 掛かった。 途中で 若党 清 助が 迎えて、 保 さ 

んに 「陣幕が 負けました」 と 耳語した。 

「虚言 を衝 け」 と、 保さん は 叱した。 取組 は 前から 知つ 

やなぎ 

ていて、 小 柳が 陣幕の 敵で ない こと を 固く 信じて いた 

ので ある。 

こと 

「いいえ、 本当です」 と、 清 助 はいった。 清 助の 言 は 


事実であった。 陣幕 は 小 柳に 負けた。 そして 小 柳 はこ 

の 勝の 故 を 以て 人に 殺された。 その 殺された のが 九つ 

半 頃であった というから、 丁度 保さん と 清 助と が この 

応答 をして いた 時で ある。 

ちなみ こにしき 

陣幕の 事 を 言った から、 因 に 小 錦の 事 を も 言つ て 

置こう。 伊沢のお かえさん に附 けられて いた 松と いう 

うお やよ すけ  むすめ  ふた リ 

少女が あった。 松 は 魚屋 与 助の 女で、 菊、 京の 二人の 

いわきが わ 

妹が あった。 この 京が 岩 木 川の 種 を 宿して 生んだ のが 

やそき ち 

小 錦 八十 吉 である。 

保さん は 今一 つ、 柏 軒の 奥 医師に なった 時の 事 を 記 

憶して いる。 それ は 手 習の 師 小島 成 斎が、 この 時 柏 軒 


の 子 鉄三郎 に対する 待遇 を 一 変した 事で ある。 福 山 侯 

の 家来 成 斎が、 いかに 幕府の 奥 医師の 子 を 尊敬し なく 

て はならなかった かとい う、 当年の 階級 制度の 画 図が、 

あきらか おさな 

明 に 穉ぃ成 善の 目前に 展開せられ たので ある。 

その 七十 六 

小島 成 斎が 神 田の 阿部 家の 屋敷に 住んで、 二階 を 

きょうじょう 

教場に して、 弟子に 手 習 を させた 頃、 大勢の 児童が 

むち  ただ 

机 を 並べて いる 前に、 手に 鞭 を 執って 坐し、 筆法 を 正 

さき  ゆびさ  かいぎゃく 

すに 鞭の 尖 を 以て 指し示し、 その 間に は 諧謔 を 交え 


た 話 をした こと は、 前に 書いた。 成 斎 は 話 をす るに、 

多く 伊沢 柏 軒の 子 鉄 三郎を 相手に して、 鉄坊々 々と 呼 

ん だが、 それが 意あって か、 どうか 知らぬ が、 鉄砲々々 

と 聞え た。 弟子ら もまた 鉄 三郎を 鉄砲さん と 呼んだ。 

成 斎が 鉄砲さん を 揶揄えば、 鉄砲さん も 必ずしも 師 

を 敬って ばかり はいない。 往々 戯言 を 吐いて 尊厳 を 冒 

す ことがある。 成 斎 は 「おのれ 鉄砲 奴」 と 叫びつつ、 

ふる  にげ 

鞭 を 揮って 打とうと する。 鉄砲 は 笑って 逃る。 成 斎 は 

追い 附 いて、 鞭で 頭 を 打つ。 「ああ、 痛い、 先生 ひどい 

じゃありません か」 と、 鉄砲 はつぶ やく。 弟子ら は 面 

ほ とん 

白が つて 笑った。 こういう 事 は 殆ど 毎日あった。 


然るに この 年の 三月に なって、 鉄砲さん の 父 柏 軒が 

奥 医師に なった。 翌日から 成 斎 ははつ きりと 伊沢の 子 

たとえ  とく あん 

に対する 待遇 を 改めた。 例 之ば 筆法 を 正す にも 「徳安 

うち 

さん、 その 点 はこうお 打なさい まし」 という。 鉄三郎 

おさなな  す 

はよ ほど 前に 小字 を棄 てて 徳 安と 称して いたので ある。 

この 新な 待遇 は、 不思議に も、 これ を 受ける 伊沢の 嫡 

たち ま 

男 をして 忽ち 態度 を 改めし めた。 鉄 三 郎の徳 安は甚 

おとな 

だしく 大人しく なって、 殆ど はにかむ ように 見えた。 

この 年の 九月に 柏 軒 は あずか つていた 抽 斎の 蔵書 を 

力え  いえもち 

還した。 それ は 九月の 九日に 将軍家 茂が 明年 二月 を以 

じょ ラ ら V 

て 上洛 するとい う 令 を 発して、 柏 軒 はこれ に 随行す 


る 準備 をした からで ある。 渋 江 氏 は 比 良野貞 固に 諮つ 

て、 伊沢 氏から 還され た 書籍の 主な もの を津軽 家の 倉 

むしぼし 

庫に あずけた。 そして 毎年 二度ず つ 虫 干 をす る ことに 

定めた。 当時 作った 目録に よれば、 その 部数 は 三千 五 

百 余に 過ぎなかった。 

書籍が 伊沢 氏 か ら 還され て、 まだ 津軽家 に あずけら 

きえん 

れぬ ほどの 事であった。 森枳 園が 来て 『論語』 と 『史 

記』 と を 借りて 帰った。 『論語』 は 乎古止点 を 施した 古 

まつな が ひさ ひで  ばん 

写本で、 松 永久 秀の印 記が あ つ た。 『史 記』 は 朝鮮 板で 

のち  しま だこう そん  と 

あった。 後明 治 一 一十三 年に 保さん は 島 田 篁 村を訪 うて、 

ほそ かわじ つ しゅう 

再び この 『論語』 を 見た。 篁 村 はこれ を 細 川十洲 さん 


に 借りて 閲 していた ので ある。 

のぶ ゆき 

津軽 家で はこの 年 十月 十四日に、 信 順が 浜 町中 屋敷 

しげよ し まくらべ 

において、 六十 三 歳で 卒した。 保さん の 成 善 は 枕辺に 

侍して いた。 

よ  はなわ じろう  さんばん ちょう 

この 年 十二月 二十 一 日の 夜、 墒次郎 が 三番 町 で 

せき かく  や いば  おと 

剌 客の 刃 に 命を隕 した。 抽斎は 常に この 人と 岡 本 

きょうさい  と 

况斎 とに、 国典の 事を詢 うこと にして いたそう である _ 

おんこ どう  ほきい ち  だん  よつ やて らまち 

次 郎は温 古堂と 号した。 保 己 一 の 男、 四 谷 寺 町に 住む 

忠 雄さん の 祖父で ある。 当時の 流言に、 次郎が 安藤 対 

のぶ ゆき 

馬 守信睦 のために 廃 立の 先例 を 取り調べ たという 事が 

伝えられ たのが、 この 横 禍の因 をな したので ある。 遺 


かたわら  たい， きゃく  すて ふだ 

骸の 傍に、 大逆の ために 天罰 を 加う という 捨 札が 

うまれ 

あった。 次郎は 文化 十一 年生で、 殺された 時が 四十 

九 歳、 抽 斎よ リ少 きこと 九 年であった。 

ましん 

この 年 六月 中旬から 八月 下旬まで 麻疹が 流行して、 

ぎょりゅう  ばいたら よう  もら 

渋 江 氏の 亀 沢 町の 家へ、 御 柳の 葉と 貝 多羅 葉と を 貰 

いに 来る 人が 踵 を 接した。 ニ樹の 葉が 当時 民間 薬と 

して 用いられて いたから である。 五 百 は 終日 応接して、 

しょ にん  そむ 

諸人の 望に 負か ざらん こと を 努めた。 

その 七十 七 


抽斎 歿後の 第五 年 は文久 三年で ある。 成 善 は 七 歳で、 

はじめ  たき あんたく  もと  そ もん 

始て 矢の 倉の 多 紀安琢 の 許に 通って、 『素 問』 の 講義 

を 聞いた。 

いえもち 

伊沢 柏 軒 はこの 年 五十 四 歳で 歿した。 徳川家 茂に 

したが  力く し 

随 つて 京都に 上り、 病 を 得て 客死した ので ある。 嗣 

とく あん 

子 鉄 三 郎の徳 安が お 玉が 池の 伊沢 氏の 主人と な つ た。 

やま ざき よししげ 

この 年 七月 二十日に 山 崎 美 成が 歿した。 抽斎は 美 成 

と 甚だ 親しかった ので は あるまい。 しかし r 一家 書庫の 

蔵す る 所 は、 互に 出 だし 借す こと を吝 まなかったら 

このごろ  のち はむかし ものがた リ 

し い。 頃日 珍書 刊行会が 『後 昔 物語』 を刊 したの を 

おくがき  き さ じ 

見る に、 抽 斎の 奥 書が ある。 「右喜 三 二 随筆 後 昔 物語 


こうもん どうぞう ほん を かり  へ いは くみんよ が ためにとう しゃす 

一 巻。 借 好 間 堂 蔵本。 友 人 平 伯 民為予 謄写。 

こうし もうとう  こうし 

庚 子孟冬 一 校。 抽斎ご 庚 子 は 天 保 十 一 年で、 抽 斎が 弘 

へ いはく みん 

前から 江戸に 帰った 翌年で ある。 平 伯 民 は 平 井東 堂 だ 

そうで ある。 

きゅうけい ほく ほう こうもん どう 

美 成、 字は久 卿、 北 峰、 好 問 堂 等の 号が ある。 通称 

しんべ え  のち  したや にちよう まち 

は 新兵 衛、 後久 作と 改めた。 下 谷 二 長 町に 薬 店 を 開い 

い いだ まち 

ていて、 屋号 を 長崎屋 といった。 晚 年に は 飯 田 町の 

なべ しま  もちの きざ かした 

鍋 島と いう ものの 邸内に いたそう である。 黐 木 坂 下に 

えいの すけ  よりあい 

鍋 島 穎 之 助と いう 五千石の 寄 合が 住んで いたから、 定 

めて その 邸であろう。 

美 成の 歿した 時の 齢 を 六十 七 歳と すると、 抽 斎よ 


リ長 ずる こと 八 歳であった だろう。 しかし 諸 書の 記載 

まちまち  たしか 

が 区々 になって いて、 確に は 定めが たい。 

抽斎 歿後の 第 六 年 は 元 治 元年で ある。 森枳 園が 

躋寿 館の 講師た る を 以て、 幕府の 月俸 を 受ける ことに 

なった。 

第 七 年 は慶応 元年で ある。 渋 江 氏で は 六月 二十日に 

すいざん  ようさつ 

翠暫が 十 一 歳で 夭 札した。 

さだかた 

比 良 野貞固 はこの 年 四月 二十 七日に 妻 かなの 喪に 

あ  うまれ 

遭った。 かな は 文化 十四 年の 生で 四十 九 歳に なって 

いた。 内に 儉素を 忍んで、 外に 声望 を 張ろうと する 貞 

はじめ 

固が 留守居の 生活 は、 かなの 内助 を 待って 始て保 続 


せられた ので ある。 かなの 死後に、 親戚 僚 属は頻 に 

めと  こ 

再び 娶 らんこと を 勧めた が、 貞固は 「五十 を踰 えた 花 

壻 になりたくない」 といって、 久しく これに 応ぜずに 

いた。 

ぜん 

第 八 年 は 慶応ニ 年で ある。 海 保 漁村が 九 年 前に 病に 

罹り、 この 年 八月 その 再発に 逢い、 九月 十八 日に 六十 

ちくけ い 

九 歳で 歿した ので、 十 歳の 成 善 は 改めて その子 竹逕の 

門人に なった。 しかし これ は 殆ど 名義の みの 変更に 過 

ぎなかった。 何故と いうに、 晚 年の 漁村が 弟，， 子の ため 

に 書 を 講じた の は、 四 九の 日の 午後の みで、 その他 授 

ことごと 

業 は 竹逕が 悉 くこれ に 当ってい たからで ある。 漁村 


の 書 を 講ずる 声 は 咳 嗄れて いるのに、 竹逕は 音吐 晴朗 

で、 しかも 能弁であった。 後年に 至って 島 田 篁 村の 如 

きも、 講壇に 立つ とき は、 人 をして 竹逕の 口吻 態度 を 

学んで いはせ ぬかと 疑わしめ た。 竹逕の 養父に 代って 

講説す る こと は、 啻に 伝経廬 における のみで はな かつ 

へいい  き  い 

た。 竹逕は 弊衣 を 著て 塾 を 出で、 漁村に 代って 躋寿館 

ゆ  まなべけ  いきお いかく 

に 住き、 間 部 家に 住き、 南部 家に 住いた。 勢 此の 如 

くであった ので、 漁村 歿後に 至っても、 練 塀 小路の 伝 

経廬は 旧に 依って 繁栄した。 

やまのう ちほう かく しょうまき 

多年 渋 江 氏に 寄食して いた 山 内豊覚 の 妾 牧は、 こ 

の 年 七十 七 歳 を 以て、 五 百の 介抱 を 受けて 死んだ。 


その 七十 八 

す ま  いいだよ しきょ  むすめ ふたり 

抽 斎の 姉須 磨が 飯 田 良 清に 嫁して 生んだ 女 一 一人の 

のぶ こぶねち よう  あらい やはんし ち 

中で、 長女 延は 小舟 町の 新 井屋半 七が 妻と なって 死に、 

みち  とうそう  かたち やぶ 

次女 路が 残って いた。 路は 痘瘡の ために 貌を 傷ら れ 

ていたの を、 多分 この 年の 頃であった だろう、 三百 石 

の 旗本で 戸田 某と いう 老人が 後妻に 迎えた。 戸田 氏 は 

旗本 中に 頗る 多い ので、 今 考える ことが 出来に くい。 

なおの すけ 

良 清の 家 は、 須 磨の 生んだ 長男 直 之 助が 夭折した 跡へ、 

孫三郎 という 養子が 来て 継いで から、 もう 久しうな つ 


ていた。 飯 田 孫 三 郎は十 年 前の 安政 三年から、 「武鑑」 

かちめつ け  ゆし ま 

の 徒 目附の 部に 載せられ ている。 住所 は 初め 湯 島 

てんたく じまえ 

天 沢 寺 前と してあって、 後に は 湯 島 天神 裏門 前と して 

りんしょういん まえ さる あめ 

ある。 保さん の 記憶して いる 家 は 麟祥院 前の 猿 飴の 

横町であった そうで ある。 孫 三郎は 維新 後 静岡県の 官 

よしまさ  い  したや 

吏に なって、 良 政と 称し、 後 また 東京に 入って、 下 谷 

くるまざ かちょう 

車 坂 町 で 終った そうで ある。 

さだかた  のち 

比 良 野 貞固は 妻 かなが 歿した 後、 稲葉 氏から 来た 養 

ふさ のす け  やもめ ぐら 

子房 之 助と 二人で、 鰥暮し をして いたが、 無 妻で 留守 

居 を 勤める こと は 出来ぬ と 説く ものが 多い ので、 貞固 

な ^  ^ うど 

の 心が やや 動いた。 この 年の 頃に なって、 媒 人が 


おもて ぼうず おおす  むすめて る めと 

表 坊主 大須 という ものの 女 照 を 娶れと 勧めた。 r 武 

鑑」 を検 する に、 慶応ニ 年に 勤めて いた この 氏の 表坊 

げんき  げんえ つ  こうじまち さんげん や 

主 父子が ある。 父は玄 喜、 子 は玄悦 で、 麴町 三 軒 家の 

同じ 家に 住んで いた。 照は玄 喜の 女で、 玄悦の 妹で 

は あるまい か。 

したやく 

貞固 は津軽 家の 留守居 役所で 使って いる 下役 

す ぎ う ら き さえ もん  や 

杉 浦 喜 左 衛門を 遣って、 照 を 見させた。 杉 浦 は 老実な 

人物で、 貞 固が 信任して いたから である。 照に 逢って 

げんぎよ 

来た 杉 浦 は、 盛んに 照の 美 を 賞して、 その 言語 その 挙 

止さえ いかにも しとやか だとい つた。 

結納 は 取換され た。 婚礼の 当日に、 五 百 は 比 良 野の 


家に 住って 新婦 を 待ち受ける ことにな つた。 貞 固と 五 

もと  力 こ  力 

百と が 窓の 下に 対坐して いると、 新婦の 轎は門 内に 舁 

き 入れられた。 五 百 は轎を 出る 女 を 見て 驚いた。 身の 

たけき わめ  とが 

丈 極て 小さく、 色 は 黒く 鼻 は 低い。 その上 口が 尖つ 

て 歯が 出て いる。 五 百 は 貞固を 顧みた。 貞固は 苦笑 を 

して、 「お 姉え さん、 あれが 花よ め 御です ぜ」 といった。 

さ かずき 

新婦が 来てから 杯 をす るまでに は 時が 立った。 五 

あやし 

百 は 杉 浦の おらぬ の を 怪んで 問う と、 よめの 来たの 

を 迎えて すぐに、 比 良 野の 馬 を 借りて、 どこかへ 乗つ 

て往 つたと いう ことであった。 

暫 らくして 杉 浦 は 五 百と 貞 固との 前へ 出て、 顙の 


汗 を 拭いつつ いった。 「実に 分疏 がご ざいません。 わ 

たくし はお 照 殿に お近づき になり たいと、 先方へ 申し 

込んで、 先方から も 委細 承知した という 返事が あって 

参った ので ございます。 その 席へ 立派に お 化粧 をして 

茶 を 運んで 出て、 暫時 わたくしの 前にす わって いて、 

時候の 挨拶 をいた したの は、 兼て 申し上げた とおりの 

美しい 女で ございました。 今日 参った よめ 御 は、 その 

しきい 

日に 菓子鉢 か 何 か 持って 出て、 閾の 内まで ちょっと 

はいった きりで、 すぐに 引き取 リ ました。 わたくし は 

よも や あれが お 照 殿で あろうと は 存じ ませなん だ。 余 

りの 間違で ございま すので、 お 馬 を 借用して、 大須家 


へ 駆け付けて 尋ねました ところが、 御 挨拶 を させた 女 

は 照のお 引合せ をいた させた 悴 のよ めで ございます 

という 返答で ございます。 全く わたくしの 粗忽で」 と 

いって、 杉 浦 はまた 顙の汗 を 拭った。 

その 七十 九 

せ 百 は 杉 浦 喜左衛 門の 話 を 聞いて 色 を 変じた。 そし 

て貞 固に 「どうな さいます か」 と 問うた。 

杉 浦 は 傍 からい つた。 「御 破談に なさる より 外 ご 

ざいますまい。 わたくしが あの 日に、 あなたが お 照 様 


いちごん  よろ 

でございます ねと、 一 言 念 を 押して 置けば 宜しかった 

ので ございます。 全く わたくしの 粗忽で」 という、 目 

に は 涙 を 浮べ ていた。 

こまぬ  あね 

貞固は 叉いて いた 手 を ほどいて いった。 「お 姉え さ 

ん御 心配 をなさい ますな。 杉 浦も悔 まぬが^; い。 わた 

し はこの 婚礼 をす る ことに 決心し ました。 お 坊主 を 恐 

れ るので はない が、 i 一曄 を 始める の は 面白くない。 そ 

れ にわたし はもう 五十 を 越して いる。 器量 好み をす る 

年で もない」 といった。 

つ い  さかずき  うまれ 

貞固は 遂に 照と 杯 をした。 照 は 天 保 六 年生 で、 

嫁した 時 三十 二 歳に なって いた。 醜い ので 縁遠かった 


さい  まじわ 

のであろう。 貞固は 妻の 里方と 交る に、 多く 形式の 

い  のち 

外に 出でなかった が、 照と 結婚した 後 間もなく その 弟 

玄琢を 愛する ようになった。 大須 玄琢は 学才が あるの 

に、 父兄 はこれ に 助力せ ぬので、 貞固は 書籍 を 買って 

与えた。 中には 八 尾 板の 『史 記』 などの ような 大部の 

ものが あった。 

この 年弘前 藩で は 江戸 定府を 引き上げて、 郷国に 帰 

らしむ る ことに 決した。 抽 斎ら の 国 勝手の 議が、 この 

わずか 

時に 及んで 纔に 行われた ので ある。 しかし 渋 江 氏と 

その 親戚と は 先ず 江戸 を 発する 群に はんらなかった。 

やすよし 

抽斎 歿後の 第 九 年 は慶応 三年で ある。 矢 島 優 善 は 本 


きた あだち ごお り かわぐち 

所 緑 町の 家 を 引き払って、 武蔵国 北 足 立 郡 川口に 移リ 

しる ひと 

住んだ。 知人が あって、 この 土地で 医業 を 営む のが 有 

望 だと 勧めた からで ある。 しかし 優 善が 川口に いて 医 

を 業と したの は、 僅の 間で ある。 「どうも 独身で 田 

舎に いて 見る と、 土臭い 女が たかって 来て、 うるさく 

てなら ない」 といって、 亀 沢 町の 渋 江の 家に 帰って 同 

居した。 当時 優 善 は 三十 三 歳であった。 

こうさ い  リ ゆう  むすめ 

比 良野貞 固の 家で は、 この 年後 妻 照が 柳と いう 女 

を 生んだ。 

ふしみ  と ば  たたかい 

第 十 年 は 明治 元年で ある。 伏 見、 鳥 羽の 戦 を 以て 

始まり、 東北 地方に 押し詰められた 佐幕の 余力が、 春 


より 秋に 至る 間に 漸く 衰滅に 帰した 年で ある。 最後 

の 将軍 徳川慶 喜が 上野 寛 永 寺 にんった 後に、 江戸 を 引 

じょうふ 

き 上げた 弘前 藩の 定府の 幾 組 かがあった。 そして その 

中に 渋 江 氏が いた。 

渋 江 氏で は 三千 坪の 亀 沢 町の 地所と 邸宅と を 四十 五 

両に 売った。 畳 一枚の 価 は 二十 四 文であった。 庭に 

ていしょ  ていりゅう 

定所、 抽斎 父子の 遺愛の 木た る 樫 柳が ある。 神 田の 

火に 逢って、 幹の 二 大枝に 岐れ ている その 一 つが 枯れ 

ている。 神 田から 台所 町へ、 台所 町から 亀 沢 町へ 徒 さ 

さ、 わ、  しお 

れて、 幸 に 凋れ なかった 木で ある。 また 山 内 豊覚が 

いげん  いしどうろう  しげよ し 

遺言して 五 百に 贈った 石燈 籠が ある。 五 百 も 成 善 も、 


これらの 物を棄 てて 去る に 忍びなかった が、 されば と 

て 木石 を 百 八十 一 一里の 遠き に 致さん こと は、 王侯 富豪 

力た 

も 難ん ずる 所で ある。 まして や 一 身の 安き を だに 期し 

がたい 乱世の 旅で ある。 母子 はこれ を 奈何と もす る こ 

とが 出来なかった。 

もし  かいわい 

食客 は 江戸 若く は その 界隈に 寄るべき 親族 を 求めて 

去った。 奴婢 は、 弘 前に 随ぃ 行くべき 若党 二人 を 除 

ことごと  いとま 

く 外、 悉く 暇 を 取った。 こういう 時に、 年老いた る 

男女の 往 いて 投 ずべき 家の ない もの は、 愍 むべき で 

ぜん 

ある。 山 内 氏から 来た 牧はニ 年 前に 死んだ が、 跡に ま 

みょうり ように 

だ 妙 了 尼が いた。 


妙 了 尼の 親戚 は 江戸に 多かった が、 この 時に なって 

誰 一人 引き取ろう という ものがなかった。 せ 百 は 一時 

当惑した。 

その 八十 

渋 江 氏が 本 所 亀 沢 町の 家 を 立ち退こう として、 最も 

くるし 

処置に 因んだ の は 妙 了 尼の 身の上であった。 この 老 

すで 

尼 は 天明 元年に 生れて、 己に 八十 八 歳に なって いる。 

津軽 家に 奉公した こと はあって も、 生れてから 江戸の 

土地 を 離れた ことのない 女で ある。 それ を弘 前へ 伴う 


こと は、 五 百が ために も 望ましくない。 また 老いさら 

しる ひと 

ぼいた る 本人の ために も、 長途の 旅 をして 知人の ない 

遠国に 往 くの はつら い ので ある。 

ちと 

本 妙 了 は 特に 渋 江 氏に 縁故の ある 女で はない。 神 田 

としまち よう  むすめ  しんじゅ いん おんな ごしょう 

豊島 町の 古着 屋の 女に 生れて、 真 寿 院の女 小姓 を 勤 

いとま  うしな 

めた。 さて 暇 を 取って から 人に 嫁し、 夫 を 喪って 

剃髪した。 夫の 弟が 家を嗣 ぐに 及んで、 初め 恋愛して 

いたた めに 今 憎悪す る 戸主に 虐 遇せられ、 それ を 耐え 

忍んで 年 を 経た。 亡夫の 弟の 子の 代に なって、 虐遇は 

前に 倍し、 あまつさえ 眼病 を 憂えた。 これが 弘化ニ 年 

で、 妙 了が 六十 五 歳に なった 時で ある。 


ち と 

妙 了 は 眼病の 治療 を 請いに 抽 斎の 許へ 来た。 前年に 

きた  い お 

来り 嫁した 五 百が、 老 尼の 物語 を 聞いて 気の毒が つて、 

遂に 食客に した。 それから は 渋 江の 家に いて 子供の 世 

話 をし、 中に も 棠と成 善と を 愛した。 

あいおい ちょう  しっくい や 

妙 了の 最も 近い 親戚 は、 本 所 相 生 町に 石灰 屋 をし 

ている 弟で ある。 しかし 弟 は 渋 江 氏の 江戸 を 去る に 

いまが わば し 

当って、 姉 を 引き取る こと を 拒んだ。 その外 今 川 橋の 

あめや  いし はら  くぎ や  はこ ざき  たび や 

飴屋、 石 原の 釘屋、 箱 崎の 呉服屋、 豊島 町の 足袋 屋な 

ども、 皆 縁 類で ありながら、 一 人と して 老 尼の 世話 を 

しょうと いう ものはなかった。 

幸に 妙 了の 女 IIT が 一 人 富 田 十兵衛 という ものの 妻に 


なって いて、 夫に 小 母の 事 を 話す と、 十 兵衛は 快く 妙 

いずのく に にら やま 

了 を 引き取る こと を諾 した。 十 兵衛は 伊豆 国 韮 山の 某 

てらおとこ 

寺に 寺男 をして いるので、 妙 了 は 韮 山へ 住った。 

四月 朔に渋 江 氏 は 亀 沢 町の 邸宅 を 立ち退いて、 本 所 

横 川の 津軽 家の 中 屋敷に 徒った。 次で 十一 日に 江戸 を 

発した。 この 日 は 官軍が 江戸 城 を 収めた 日で ある。 

い つ こう  い お  くが 

一行 は 戸主 成 善 十二 歳、 母 五 百 五十 三 歳、 陸 二十 二 

み き  せんろく  やすよし 

歳、 水木 十六 歳、 専六 十五 歳、 矢 島 優 善 三十 四 歳の 六 

ににん  ひと リ  こま ごろう 

人と 若党 二人と である。 若党の 一 人 は 岩 崎 駒 五郎と い 

ちゅうじ ようか つじろう  ひたちの くに 

ぅ弘 前の もので、 今一 人 は中条 勝次郎 という 常 陸 国 

つち うら 

土 浦の ものである。 


やか わぶんい ちろう  あさごえ い つけ 

同行者 は 矢 川 文 一 郎と浅 越 一 家と である。 文 一 郎は 

ぜん 

七 年 前の 文久 元年に 二十 一歳で、 本 所 二つ目の 

かなもの どい や  むすめ  めと  なんし 

鉄 物 問屋 平野 屋の 女 柳 を娶っ て、 男子 を 一 人もう け 

ゆき  き 

ていたが、 弘 前行の 事が 極まる と、 柳 は 江戸 を 離れる 

こと を 欲せぬ ので、 子 を 連れて 里方へ 帰った。 文 一郎 

は 江戸 を 立った 時 一 一十 八 歳で ある。 

むすめ 

浅 越 一 家 は 主人 夫婦と 女と で、 若党 一 人 を 連れて 

いた。 主人 は 通称 を玄隆 といって、 百 八十 石 六人扶 

わか  ふぎよ うせき 

持の 表 医者で ある。 玄隆は 少ぃ時 不行迹 のために 父 永 

まつご 

寿に 勘当せられ ていたが、 永寿の 歿する に 及んで 末期 

のち  う 

養子と して 後 を 承け、 次で 抽 斎の 門人と なり、 また 抽 


斎に 紹介 せられて 海 保 漁村の 塾に 人った。 天 保 九 年の 

生れで、 抽 斎に 従 学した 安政 四 年に は 二十歳であった。 

その後 渋 江 氏と 親んで いて、 共に 江戸 を 立った 時 は 

三十 一歳で ある。 玄隆の 妻よ し は 二十 四 歳、 女 ふく 

は 当歳で ある。 

ここに この 一 行に 加わろう として 許されなかった も 

のが ある。 わたくし はこれ を 記す るに 当って、 当時の 

こと 

社会が 今と 殊 なることの 甚だしき を 感ず る。 奉公人が 

もちろん  でい リ 

臣 僕の 関係に なって いた こと は 勿論で あるが、 出入の 

あきうど  じょうぎ  す こぶ 

職人 商人 もまた 情誼が 頗る 厚かった。 渋 江の 家に 

いでいり  かざり やちょう はち 

出入す る 中で、 職人に は 飾屋長 八と いう ものが あり、 


商人に は齚屋 久次郎 という ものが あった。 長 八 は 渋 江 

ぼぼく きょう 

氏の 江戸 を 去る 時 墓 木 拱して いたが、 久次郎 は 六十 

おきな  ながら 

六 歳の 翁 になって 生存え ていたの である。 

その 八十 一 

飾 屋長八 は 単に 渋 江 氏の 出入 だとい うのみで はな 

かった。 天 保 十 年に 抽 斎が 弘 前から 帰った 時、 長 八 は 

病んで 治療 を 請うた。 その 時 抽斎は 長 八が 病の ために 

業を罷 めて、 妻と 三人の 子と を 養う ことの 出来ぬ の を 

見て、 長屋に 住 わせて 衣食 を 給した。 それゆえ 長 八 は 


い  つのち 

病が 癒えて 業に 就いた 後、 長く 渋 江 氏の 恩 を 忘れな 

かった。 安政 五 年に 抽 斎の 歿した 時、 長 八 は 葬式の 世 

話 をして 家に 帰り、 例に 依って 晚 酌の 一 合 を 傾けた。 

そして 「あの 檀那 様が お亡くなり なすって 見れば、 己 

もお 供 をしても 好い な」 といった。 それから 二階に 上 

がって 寝た が、 翌朝 起きて 来ぬ ので 女房が 往 つて 見る 

と、 長 八 は 死んで いたそう である。 

もと  ふリ さかなや  い お 

齚屋久 次 郎は本 ぼて 振の 肴屋 であった の を、 五 百の 

ひいき 

兄 栄次郎 が 貝頭属 にして 資本 を 与えて 料理店 を 出させた。 

すしき ゆう  ほうちょう  よ 

幸に 鲊久の 庖丁 は 評判が 好かった ので、 十ば かり 年 

わか  せがれと よきち 

の 少ぃ妻 を 迎えて、 天 保 六 年に 悴豊吉 をもう けた。 


うまれ  のち 

享和 三年 生の 久次郎 は 当時 三十 三 歳であった。 後 九 

年に して 五 百が 抽 斎に 嫁した ので、 久次郎 は 渋 江 氏に 

も 出入す る ことにな つて、 次第に 親しくな つていた。 

渋 江 氏が 弘 前に 徒る 時、 久次郎 は 切に 供 をして 往く 

こと を 願った。 三十 四 歳に なった 豊吉 に、 母の 世話 を 

させる ことにして 置いて、 自分 は 単身 渋 江 氏の 供に 立 

とうとし たので ある。 この 望 を 起す に は、 弘 前で 料理 

店 を 出そうと いう 企業心 も 少し 手伝って いたらし いが、 

おきな 

六十 六 歳の 翁が 二百 里 足らずの 遠路 を 供に 立って 行 

おも  そんそう 

こうと したの は、 主に 五 百 を 尊崇す る 念から 出た ので 

ある。 渋 江 氏で は 故な く 久次郎 の 願 を 却け る ことが 


出来ぬ ので、 藩の 当事者に 伺った が、 当事者 はこれ を 

こうのろ くろう 

許す こと を 好まなかった。 五 百 は 用人 河 野 六郎の 内意 

を 承け て、 久次郎 の 随行 を 謝絶した。 久次郎 は ひどく 

力 力 

落胆した が、 翌年 病に 罹って 死んだ。 

ほと リ  たかせぶね 

渋 江 氏の 一 行 は 本 所 二 つ 目 橋の 畔 から 高瀬舟に 

たて かわ こ  なかが わ  とねが わ  い  ながれや ま 

乗って、 竪川を 漕がせ、 中 川より 利根 川に 出で、 流 山、 

しば また  おやま  つ  さ  わずか 

柴又等 を 経て 小山に 著いた。 江戸 を距る こと 僅に 二 

十一 里の 路に 五日 を 費した。 近衛 家に 縁故の ある 津 

にし だて こせい  あっせん 

軽 家 は、 西 館 孤 清の 斡旋に 依って、 既に 官軍に 加わつ 

ゆくて 

ていたので、 路の行 手の 東北 地方 は、 秋 田の 一藩 を 除 

ことごと  やが わ  あさごえ 

く 外、 悉 く 敵地で ある。 一 行の 渋 江、 矢 川、 浅 越の 


にんず 

三 氏の 中で は、 渋 江 氏 は 人数 も 多く、 老人が あり 少年 

少女が ある。 そこで 最も 身軽な 矢 川 文 一郎と、 乳 飲 子 

を 抱いた 妻と いう 累 を 有する に 過ぎぬ 浅 越 玄隆と を 

ば 先に 立た せて、 渋 江 一 家が 跡に 残った。 

ちょう  か ご  やすよし 

五 百ら の 乗った 五 挺 の 駕籠 を 矢 島 優 善が 宰領して、 

若党 二人 を 連れて、 石橋 駅に 掛かる と、 仙 台 藩の 

しょうへ いせん 

哨兵 線に 出合った。 銃を擬 した 兵卒が 左右 二十 人ず 

かこ  さしはさ  すいか 

っ轎を 挟 んで、 一 つ 一 つ 戸 を 開けさせて 誰何す る。 

しさい 

女の 轎は 仔細な く 通過 させた が、 成 善の 轎に 至って、 

審問に 時 を 費した。 この 晚に 宿に 著いて、 五 百 は 成 善 

に 女装 させた。 


出 羽の 山形 は 江戸から 九十 里で、 弘 前に 至る 行程の 

なかば  ここ  ならい 

半で ある。 常の 旅に は此に 来る と 祝う 習で あつたが、 

うなぎや 

五 百ら はわ ざと 旅 店 を 避けて 鰻屋に 宿 を 求めた。 

その 八十 一 一 

こざ かとうげ  こ 

山形から 弘 前に 住く 順路 は、 小 坂 峠を踰 えて 仙 台に 

い  いたやと うげ 

入る ので ある。 五 百ら の 一行 は 仙 台 を 避けて、 板 谷 峠 

よね ざ わ  い 

を踰 えて 米 沢に 入る ことにな つた。 しかし この 道筋 も 

かみの やま 

安全ではなかった。 上 山まで 往 くと、 形勢が 甚だ 不 

穏 なので、 数日間 淹留 した。 


五 百ら は 路用の 金が 竭 きた。 江戸 を 発する 時、 多く 

な 力 ±J ち 

金 を 携えて 行く の は 危険 だとい つて、 金銭 を 長 持 五十 

か  し  ふな まわ 

荷 余りの 底に 布 かせて 舟 廻し にした からで ある。 五 百 

ちと 

らは上 山で、 ようよう 陸 を 運んで 来た 些の 荷物の 過半 

を 売った。 これ は 金 を 得ようと したば かリ ではない。 

かんどう  かさだか 

間道 を 進む ことに 決した ので、 嵩高になる 荷 は 持って 

ちと 

いられぬ からで ある。 荷 を 売った 銭 は 固より 路用の 不 

のぼ 

足 を 補う 額に は 上らなかった。 幸に 弘前 藩の 会計 方に 

落ち合って、 五 百ら は 少しの 金 を 借る ことが 出来た。 

じんえん まれ  さん こく 

上 山 を 発してから は人烟 稀なる 山 谷の 間 を 過ぎた。 

なわばしご  すが  だんが い しょうか  よる 

緦 梯子に 褪 つて 断 3室 を 上下した こと も ある。 夜の 宿 は 


旅人に 餅 を 売って 茶 を 供す る 休息所 の 類が 多かった。 

宿で 物 を 盗まれる こと も 数度に 及んだ。 

院内 峠を踰 えて 秋 田領に 入った 時、 五 百ら は 少し 

さたけ うきょうの たゆう よしたか 

く 心 を 安ん ずる こと を 得た。 領主 佐 竹 右 京大 夫義堯 は、 

弘 前の 津 軽承昭 と共に 官軍 方に なって いたから である。 

秋 田領は 無事に 過ぎた。 

さて 矢 立 峠を踰 え、 四十 八 川 を 渡って、 弘 前へ は往 

くので ある。 矢 立 峠の 分水線が 佐 竹、 津軽 両家の 領地 

ざ かい  くだ  いかりが せき 

界 である。 そこ を 少し 下る と、 碇関 という 関が あつ 

て 番人が 置いて ある。 番人 は 鑑札 を検 してから、 始 

いんぎん  ことば  うんぴょう  そび 

て慇憝 な詞を 使う ので ある。 人が 雲表に 聳 ゆる 


いわき やま ゆびさ  ふもと 

岩 木 山 を 指して、 あれが 津 軽富士 で、 あの 麓が 弘前 

こま 

の 城下 だと 教えた 時、 五 百ら は 覚えず 涙 を 翻して 喜ん 

だそう である。 

い  どて まち 

弘 前に 入って から、 五 百ら は 土手 町の 古着 商 伊勢屋 

いちにん いちじつ  いちぶ  しむけ 

の 家に、 藩から 一人 一日 金 一 分の 為 向 を 受けて、 下宿 

する ことにな リ、 そこに 半年 余りいた。 船 廻し にした 

のち  ちまた  い 

荷物 は、 ほど 経て 後に 着いた。 下宿屋から 街に 出づ 

れば、 土地の人が 江戸 子々々々 と 呼びつつ 跡に 附 いて 

もと どリ  ゆ  じお リ もめん  き 

来る。 当時 髻 を 麻糸で 結い、 地 織 木綿の 衣服 を 著た 

そだち  まじ 

弘 前の 人々 の 中へ、 江戸 育 の 五 百ら が 交った の だから、 

あやし  こと  しげよ し 

物 珍ら しく 思われた のも怪 むに 足りない。 殊に 成 善 


かわほり がさ  み 

が 江戸で もま だ少 かった 蝙蝠傘 を 差して 出る と、 看る 

ものが 堵の 如くであった。 成 善 は 蝙蝠傘と、 懐中時計 

と を 持って いた。 時計 は 識らぬ 人 さえ 紹介 を 求めて 見 

に 来る ので、 数日のう ちに 弄り 毀され てし まった。 

とじよ-つ 

成 善 は 近習 小姓の 職が あるので、 毎日 登城す る こと 

になった。 宿直 は 二 力 月に 三度 位であった。 

けいし  かね まっせき きょ  かい ほち くけい 

成 善 は 経史 を 兼 松 石 居に 学んだ。 江戸で 海 保 竹逕の 

塾 を 辞して、 弘 前で 石 居の 門を敲 いたので ある。 石 居 

ちっきょ  ゆる 

は 当時 既に 蟄居 を 免され ていた。 医学 は 江戸で 

たき あんたく  おしえ  のち 

多 紀安琢 の教を 受けた 後、 弘前 では 別に 人に 師事せ 

ずに いた。 


戦争 は 既に 所々 に 起って、 飛脚が 日 ごとに 情報 を 

齎 した。 共に 弘 前へ 来た 矢 川 文 一郎 は、 二十 八 歳で 

従軍して 北海道に 向う ことにな つた。 また 浅 越 玄隆は 

南部 方面に 派遣 せられた。 この 時 浅 越の 下に 附属 せら 

れ たのが、 新に 町医者から 五 人 扶持の 小 普請 医者に 

抱えられた 蘭 法 医 小山 内元洋 である。 弘前 では これよ 

り 先 藩学 稽古 館に 蘭学 堂 を 設けて、 官 医と 町 医との 子 

弟 を 教育して いた。 これ を 主宰して いたの は 江戸の 杉 

田 成 卿の 門人 佐々 木 元 俊で ある。 元洋 もまた 杉 田 門 

から 出た 人で、 後 建と 称して、 明治 十八 年 二月 十四日 

ちゅうさ  せい 

に 中佐 相当 陸軍 一等 軍医 正 を 以て 広 島に 終った。 今の 


おさない かおる  おか ださぶ ろうすけ  やちょ 

文学士 小山 内 薫 さ ん と 画家 岡 田 一 一 一 郎助さ んの妻 八千代 

やすよし  とど 

さんと は 建の 遺子で ある。 矢 島 優 善は弘 前に 留まって 

こうそう 

いて、 戦地から 後送 せられて 来る 負傷者 を 治療した。 

その 八十 三 

渋 江 氏の 若党の 一 人中 条勝 次郎 は、 弘 前に 来てから 

思い も 掛けぬ 事に 遭遇した。 

一 行が 土手 町に 下宿した 後 r 一、 三月に して 暴風雨が 

あった。 弘 前の 人 は 暴風雨 を 岩 木 山の 神が 崇を 作す 

の だと 信じて いる。 神 は 他郷の 人が 来て 土着す るの を 


悪んで、 暴風雨 を 起す というの である。 この 故に 弘前 

の 人 は 他郷の 人 を 排斥す る。 就中 丹 後の 人と 南部の 

人と を 嫌う。 なぜ 丹 後の 人 を 嫌う かとい うに、 岩 木 山 

あんじゅ ひめ  おのれ  さんしょう たゆう 

の 神 は 古伝説の 安寿 姫で、 己 を 虐使した 山椒 大 夫の 

郷人を 嫌う の だそう である。 また 南部の 人 を 嫌う の は、 

神 も津軽 人の パル チキ ユラ リス ムに 感化せられ ている 

のか も 知れない。 

暴風雨の 後 数日に して、 新に 江戸から 徒った 家々 に 

さた  うまれ  まぎ 

沙汰が あった。 もし 丹 後、 南部 等の 生の ものが 紛れ 

入って いるなら、 厳重に 取り 釓 して 国境の 外に 逐 えと 

いうので ある。 渋 江 氏の 一行で は 中条が 他郷の ものと 


して 目指された。 中 条は常 陸生 だとい つて 申し 解いた 

しょうこく  たちのき  さと 

が、 役人 は 生国 不明と 認めて、 それに 立 退 を 諭した。 

五 百 はやむ こと をえず、 中条に 路用の 金 を 与えて 江戸 

へ 還らせた。 

とみた しん まち  うつ 

冬に な つ てから 渋 江 氏 は 富 田 新 町の 家に 遷る ことに 

ちぎょう  びけ 

なった。 そして 知行 は 当分の 内 六 分 引 を 以て 給す ると 

ぼ 力 

いう 達しが あって、 実は 宿料 食料の 外 何の 給与 もな 

のち  ちつろく 

かった。 これが 後 二 年に して 秩禄に 大 削減 を 加えられ 

ほったん  ぜん 

る 発端であった。 一 一年 前から 逐次に 江戸 を 引き上げて 

じょうふ  しんて らまち しんわ リ ちょう 

来た 定府の 人た ち は、 富 田 新 町、 新 寺 町 新 割 町 、 

かみし ろかね ちょう しも  しお わけち よう ちゃば たちよう 

上白 銀 町、 下 白銀 町、 塩分 町、 茶畑 町の 六 力 所に 分 


えど こまち 

れ 住んだ。 富 田 新 町に は 江戸 子 町、 新 寺 町 新 割 町に は 

大 矢場、 上白 銀 町に は 新 屋敷の 異名が ある。 富 田 新 町 

に は 渋 江 氏の 外、 矢 川 文 一郎、 浅越玄 降らが おり、 新 

さだかた 

寺 町 新 割 町に は 比 良野貞 固、 中 村 勇左衛 門ら がお り、 

下 白銀 町に は 矢 川 文 内ら がお り、 塩分 町に は 平 井東 堂 

らが おった。 

じゅがく  おもい 

この頃 五 百は専 六が 就学 問題の ために 思 を 労した。 

専 六の 性質 は 成 善と は 違う。 成 善 は 書 を 読む に 人の 催 

促を須 たない。 そして その 読む 所の 書 は 自ら 択 ぶに 任 

せる ことが 出来る。 それゆえ 五 百 は 彼が 兼 松 石 居に 

おさ  ごう  ようか い 

従って 経史 を 攻める の を 見て、 毫も 容喙 せずにいた。 


成 善が 儒と なる もまた 可、 医と なる もまた 不可なる な 

しとお もった ので ある。 これに 反して 専六は 多く 書 を 

読む こと を 好まない。 書に 対すれば、 先ず 有用 無用の 

せんぎ 

詮議 をす る。 五 百 はこの 子に は 儒と なるべき 素質が な 

いと 信じた。 そこで 意 を 決して 剃髪せ しめた。 

五 百は弘 前の 城下に ついて、 専 六が 師 となすべき 医 

おやかた ちょう 

家 を 物色した。 そして 親方 町に 住んで いる 近習 医者 

おの げんしゅう  え 

小 野 元秀を 獲た。 

その 八十 四 


つし まいく じろう  おさなな 

小 野 元 秀は弘 前 藩士 対 馬 幾 次郎の 次男で、 小字 を 

つねき ち 

常吉 といった。 十六、 七 歳の 時、 父 幾 次郎が 急に 病 を 

は  もと 

発した。 常吉は 半夜 馳 せて 医師 某の 許に 住った。 某 は 

きた  がえん 

家に いたのに、 来り 診す る こと を肯ぜ なかった。 常 

おし 

吉 はこの 時 父の ために 憂え、 某の ために 借んで、 心に 

ろラさ 

これ を牢 記して いた。 後に 医と なつてから、 人の 病 あ 

る を 聞く ごとに、 家の 貧富 を 問わず、 地の 遠近 を 論ぜ 

くら  はし  ふ  ひけ 

ず、 食う ときには 箸 を 投じ、 臥した る ときには 被 を 蹴 

て 起ち、 径 ちに 住いて 診した の は、 少時の 苦き 経験 を 

忘れなかった ためだそう である。 元秀は 二十 六 歳に し 

しゅ 1 つと く 

て 同藩の 小 野 秀徳の 養子と なり、 その 長女 そのに 配 


せられた。 

元秀は 忠誠に して 廉潔であった。 近習 医に 任ぜられ 

つめしょ いでい リ  あした  ゆ 

てから は、 詰 所に 出入す るに、 朝に は 人に 先んじて 往 

き、 夕に は 人に 後れて 反った。 そして 公 退 後に は士 

庶の 病人に 接して、 絶て 倦む 色がなかった。 

ごじつ こく まち 

稽古 館 教授に して、 五十石 町に 私塾 を 開いて いた 

ェ藤 他山 は、 元秀と 親善であった。 これ は 他山が いま 

つ  しょ 

だ 仕途に 就かなかった 時、 元秀 がその 貧 を 知って、 糈 

ねんごろ  まじわ リ 

を 受けず して 懇 に 治療した 時からの 交 である。 他 

との ささ  し 

山の 子 外 崎さん も 元 秀を識 つていた が、 これ を 評して 

温 潤 良 玉の 如き 人であった といって いる。 五 百が 専六 


をして 元 秀に従 学せ しめたの は、 実に その 人 を 獲た も 

のとい うべ きで ある。 

かんぞう もと 

元秀の 養子 完造は 本山 崎 氏で、 蘭 法 医 伊東玄朴の 門 

ほう ほ  もと なるみ 

人で ある。 完 造の 養子 芳甫 さん は 本 鳴 海 氏で、 今弘前 

きた かわばた ちょう  すえ 

の 北 川端 町に 住んで いる。 元秀の 実家の 裔は弘 前の 

かち まち  しょうぞう 

徒 町 川端 町の 対 馬 ※蔵 〔# 「金 + 公」、 243-12〕 さんで あ 

る。 

専六は 元秀の 如き 良師 を 得た が、 憾 むらく は 心、 医 

つね  えんちょう 

となる こと を 欲せなかった。 弘 前の 人 は 毎に、 円頂 

つつそで  い  き  たんこ  は  あかもう ふ  まと 

の専 六が 筒袖の 衣 を 著、 短 袴 を 穿き、 赤毛布 を 纏って 

ば つ しょ う 

銃 を 負い、 山野 を 跋渉す るの を 見た。 これ は 当時の 


兵士の 服装で ある。 

まじわ リ 

専六は 兵士の 間に 交 を 求めた。 兵士ら は 呼ぶ に 医 

者 銃 隊の名 を 以てして、 頗る これ を 愛好した。 

うつ  じょうふ  やまず みきち ぞう 

時に 弘 前に 徒った 定 府中に、 山澄吉 蔵と いう ものが 

なおきよ 

あった。 名 を 直 清と いって、 津軽 藩が 文久 三年に 江戸 

や  うち 

に 遣った 海軍 修行 生徒 七 人の 中で、 中小 姓 を 勤めて い 

つきじ 

た。 築地 海軍 操 練 所で 算数の 学 を 修め、 次で 塾の 教員 

の 列に 加わった。 弘 前に 徒って 間もなく、 山 澄 は k ハ隊 

司令官に せられた。 兵士 中身 を 立てん と 欲する もの は 

よう ざん 

多く この 山 澄を師 として 洋算を 学んだ。 専六 もまた 藤 

ひそむ かしわ ばられ きぞう  い 

田 潜、 柏原櫟 蔵ら と共に 山 澄の 門に 入って、 洋算簿 


記 を 学ぶ ことと なり、 いっとな く 元 秀の講 筵に は 臨ま 

なくなった。 後山 澄 は 海軍 大尉 を 以て 終り、 柏 原 は 海 

►  J うぎ よ くし やちょう 

軍 少将 を 以て 終った。 藤 田さん は 今攻玉 社長 をして 

こんどう まこと 

いる。 攻玉社 は 後に 近 藤 真 琴の 塾に 命ぜられた 名で あ 

こうじまち  とば  ながかず 

る。 初め 麴町 八丁 目の 鳥 羽 藩主 稲垣 対 馬 守 長 和の 邸 

内に あつたの が、 中 ごろ 築地 海軍 操 練 所 内に 移る に 及 

しば しんめい ちょう しょうせんこう 

んで、 始めて 攻玉 塾と 称し、 次で 芝 神明 町の 商船 黌 

しば しんせん ざ 

と、 芝 新 銭 座の 陸地 測量 習練 所と に 分離し、 二者の 総 

称が 攻玉 社と なり、 明治 十九 年に 至る まで、 近 藤 自ら 

これ を 経営して いたので ある。 


その 八十 五 

小 野富穀 とその 子道悦 とが 江戸 を 引き上げ たの は、 

この 年 二月 一 一十三 日で、 道中に 二十 五日 を 費 し、 三月 

つ  い  さきだ 

十八 日に 弘 前に 著いた。 渋 江 氏の 弘 前に 入る に 先つ 

こと 一 一力 月足らず である。 

やすゆき  つ  しゅうて い 

矢 島 優 善が 隠居 させられた 時、 跡 を 襲いだ 周禎の 

f 家 も、 この 年に 弘 前へ 徒った が、 その 江戸 を 発する 

さんぞう  とど  お だ わら 

時、 三男 三蔵 は 江戸に 留まった。 前に 小 田 原へ 住った 

しゅうせき 

長男 周碩 と、 この 三蔵と は、 後に カトリック 教の 宣教 

師 になった そうで ある。 弘 前へ 住った 周 禎は表 医者 


おく どおり  しゅうさく 

奥 通に 進み、 その 次男で 嗣子に せられた 周 策 もまた 

めみえ  のち 

目 見の 後 表 医者 を 命ぜられた。 

い いだよ しきょ 

袖 斎の 姉須 磨の 夫 飯 田 良 清の 養子 孫三郎 は、 この 年 

のち 

江戸が 東京と 改称した 後、 静岡 藩に 赴いて 官吏に なつ 

た。 

きえん  うつ 

森枳園 はこの 年 七月に 東京から 福 山に 遷 つた。 当時 

まさの リ  のち  う  あ ベ 

の 藩主 は文久 元年に 伊予 守 正教の 後 を 承け た 阿部 

かぞえの かみ まさかた 

主計 頭 正方であった。 

リ ようさん  うらわ 

優 善の 友 塩田 良 三 はこの 年 浦 和 県の 官吏に なった。 

ちんてい  い 

これより 先 良 三 は、 優 善が 山 田 椿 庭の 塾に 入った のと 

ほ とん  い 

殆ど 同時に、 伊沢 柏 軒の 塾に 入って、 柏 軒に その 才の 


雋 鋭なる を 認められ、 節 を 折って 書 を 読んだ。 文久 

三年に 柏 軒が 歿してから は 家に 帰って いて、 今 仕宦し 

たので ある。 

はこ だて  よ  えの もとた け あき 

この 年 箱 館に 拠って いる 模本 武揚を 攻めん がた めに、 

官軍が 発向す る 中に、 福 山 藩の 兵が 参加して いた。 伊 

沢榛 軒の 嗣子 棠軒 はこれ に 従って 北に 赴いた。 そして 

渋 江 氏 を 富 田 新 町に 訪 うた。 棠軒は 福 山 藩から 

いちりゆう きんたん 

一粒 金 丹 を 買う こと を 託せられて いたので、 この 任 

かたわら 

を 果たす 傍 、 故旧の 安否 を 問うた ので ある。 棠軒、 

しんじゅん  しゅん あん  ぜん あん  のち 

名 は 信淳、 通称 は 春 安、 池 田 全 安が 離別 せられた 後 

じょ 

に、 榛 軒の 女 かえの 壻 となった ので ある。 かえ は 後に 


名 を そのと 更 めた。 おその さん は 現存 者で、 市 谷 

とみ ひさち よう  めぐむ  もと 

富久 町の 伊沢 徳 さんの 許に いる。 徳 さん は棠軒 の嫡 

子で ある。 

抽斎 歿後の 第 十一 年 は 明治 二 年で ある。 抽 斎の 四 女 

くが 

陸が 矢 川 文 一郎に 嫁した の は、 この 年 九月 十五 日で あ 

る。 

陸が 生れた 弘化四 年に は、 三女 棠が まだ 三 歳で、 母 

ふところ  お 

の 懐 を 離れなかった ので、 陸 は 生れ 降ち ると すぐに、 

こやなぎ ちょう  とう リ よう  さとこ  や 

小 柳 町 の 大工の 棟梁 新 八と いう ものの 家へ 里子に 遣 

られ た。 さて 嘉永四 年に 棠が七 歳で 亡くなつ たので、 

たまたま 

母 五 百が 五 歳の 陸 を 呼び返そう とすると、 偶 矢 島 氏 


鉄が 来たの を 抱いて 寝なくて はなら なくなって、 陸 を 

還す こと を 見 あわせた。 翌五 年に ようよう 還った 陸 は、 

色の 白い、 愛らしい 六 歳の 少女であった。 しかし 五 百 

の 胸 をば 棠を惜 む 情が 全く 占めて いたので、 陸 は 十分 

に 母の愛に 浴す る ことが 出来ずに、 母に 対して は頗 

る 自ら 抑 遜して いなくて はなら なか つ た。 

これに 反して 抽斎は 陸 を 愛撫して、 身辺に おらせて 

おれ 

使役しつつ、 或 時 五 百に こういった。 「己 はこん なに 

丈夫 だから、 どうもお 前より は 長く 生きて いそうだ。 

それ だから 今の 内に、 こうして 陸 を 為 込んで 置いて、 

お前に 先へ 死なれた 時、 この 子 を 女房 代りにす るつ も 


り だ ご 

陸 はまた 兄 矢 島 優 善に も 愛せられた。 塩田 良 三 もま 

た 陸 を 愛する 一人で、 陸が 手 習 をす る 時、 手 を 把って 

書かせな どした。 抽 斎が 或 日 陸の 清書 を 見て、 「良 三 

うま  からか 

さんのお 清書が 旨く 出来た な」 といって 揶揄った こと 

が ある。 

ながうた すき  つきやま 

陸 は 小さい 時から 長歌が 好で、 寒夜に 裏庭の 築山の 

上に 登って、 独り 寒 声の 修行 をした。 

その 八十 六 


抽 斎の 四 女 陸 はこの 家庭に 生長して、 当時な おその 

境遇に 甘んじ、 毫も 婚嫁を 急ぐ 念がなかった。 それ ゆ 

とらの じょう 

え かって 一 たび 飯 田 寅 之 丞に嫁 せんこと を 勧めた もの 

ととの 

もあった が、 事が 調わなかった。 寅 之丞は 当時 近習 

小姓であった。 天 保 十三 年 壬 寅に 生れた からの 名で あ 

たつみ  きし 

る。 即ち 今の 飯 田 巽さん で、 巽の 字 は 明治 二 年 己巳 

に 一 一十 八に なった という 意味で 選んだ の だそう である。 

なこうど 

陸との 縁談 は 媒 が 先方に 告げずに 渋 江 氏に 勧めた の 

ではな かろうが、 余り 古い 事な ので 巽さん は 己に 忘れ 

ている らしい。 然るに この度 は 陸が 遂に 文 一郎の 聘を 

却く る ことが 出来 なくなった。 


文 一 郎は 最初の 妻 柳が 江戸 を 去る こと を 欲せぬ の 

で、 一人の 子を附 けて 里方へ 還して 置いて 弘 前へ 立つ 

めと 

た。 弘 前に 来た 直後に、 文 一郎 は 二度目の 妻を娶 つた 

が、 いまだ 幾 ならぬ にこれ を 去った。 この 女 は 西 村 

むすめ 

与 三 郎の女 作であった。 次で 箱 館から 帰った 頃から 

であろう、 陸を娶 ろうと 思い立って、 人 を 遣して 請う 

こと 数度に 及んだ。 しかし 渋 江 氏で は輒ち 動かな 

かった。 陸に は 旧に 依って 婚嫁を 急ぐ 念がない。 五 百 

は 文 一郎の 好人物 なること を 熟知して いたが、 これ を 

もと 

壻に する こと をば 望まなかった。 こういう 事情の 下に、 

両家の 間に はや や 久しく 緊張した 関係が 続いて いた。 


文 一 郎は 壮年の 時 パッションの 強い 性質 を 有して い 

た。 その 陸に 対する 要望 はこれ がた めに 頗る 熱烈で 

あった。 渋 江 氏で は、 もし その 請 を納れ なかったら、 

じたん  おもん ばか 

あるいは 両家の 間に 事 端 を 生じ はすまい かと 慮 つ 

き く 

た。 陸が 遂に 文 一郎に 嫁した の は、 この 疑懼の 犠牲に 

な つ たような ものである。 

この 結婚 は、 名義から いえば、 陸が 矢 川 氏に 嫁した 

けいせき 

ので あるが、 形迹 から 見れば、 文 一郎が 壻入 をした よ 

うであった。 式 を 行った 翌日から、 夫婦 は 終日 渋 江 

の 家に いて、 夜更けて 矢 川の 家へ 寝に 帰った。 この 時 

あらた うままわり 

文 一郎 は 新に 馬 廻に なった 年で 二十 九 歳、 陸 は 二十 


三 歳であった。 

やすよし  さい 

矢 島 優 善 は、 陸が 文 一郎の 妻に なった 翌月、 即ち 十 

ちと 

月に、 土手 町に 家 を 持って、 周禎の 許に いた 鉄 を 迎え 

ゆきが か  はた 

入れた。 これ は 行 懸リの 上から 当然の 事で、 五 百 は 傍 

から 世話を焼 いたので ある。 しかし 二十 三 歳に なった 

鉄 は、 もう 昔日の 如く 夫の 甘言に 賺 されて はおらぬ の 

で、 この 土手 町の 住い は 優 善が 身上の クリ ジス を 起 

す 場所と なった。 

ちと 

優 善と 鉄との 間に、 夫婦の 愛情の 生ぜぬ こと は、 固 

よ り 予期す ベ きであった。 しかし 啻に 愛情が 生ぜ ざ る 

たち ま  しゅうて き 

のみで はなく、  二人 は 忽ち 謦敵 となった。 そして そ 


の 争う に は、 鉄が いつも 攻勢 を 取り、 物質 上の 利害 問 

題 を 提げて 夫に 当る のであった。 「あなたが いくじが 

ない ばかりに、 あの 周禎 のよう な 男に 矢 島の 家 を 取ら 

れ たのです ご この 句が 幾度と なく 反復 せられる 鉄が 

論難の 主眼であった。 優 善が これに 答える と、 鉄 は 冷 

笑す る、 舌 打 をす る。 

あらそい  かさ  や 

この 争 は 週 を累ね 月を累 ねて 歇 まなかった。 五 百 

らは 百方 調停 を 試みた が 何の 功 を も 奏せな か つ た。 

五 百 はやむ こと をえぬ ので、 周禎に 交渉して 再び 鉄 

を 引き取って もらおう とした。 しかし 周禎は 容易に 応 

ぜ なかった。 渋 江 氏と 周禎が 方との 間に、 幾度と なく 


おしもんどう 

交換 せられた 要求と 拒絶と は、 押 問答の 姿に なった。 

この 往 反の 最中に 忽ち 優 善が 失踪した。 十二月 二十 

八日に 土手 町の 家 を 出て、 それき り 帰って来 ぬので あ 

る。 渋 江 氏で は、 優 善が 悶を排 せんがた めに 酒色の 境 

のが  てわけ  ぎろう 

に遁れ たの だろうと 思って、 手 分 をして 料理屋と 妓楼 

と を 捜索 させた。 しかし 優 善の ありか はどうしても 知 

れ なかった。 

その 八十 七 

さだかた  じょうふ 

比 良 野 貞固は 江戸 を 引き上げる 定府の 最後の 一 組 三 


こうあん さ い まる 

十 戸ば かりの 家族と 共に、 前年 五、 六月の 交 安済 丸と 

ほぶね  しか  うか 

いう 新造 帆船に 乗った。 然るに 安済 丸 は 海に 泛んで 間 

だ き 

もな く、 柁機を 損じて 進退の 自由 を 失った。 乗組員 は 

あまた  な 

某 地より 上陸して、 許 多の 辛苦 を甞 め、 この 年 五月に 

ようよう 東京に 帰った。 

さて 更に 米艦ス ルタン 号に 乗って、 この度 は 無事に 

ちゃく  さとう やろ く  いちにん 

青 森に 著 した。 佐藤弥 六さん は 当時の 同乗者の 一 人 

だそう である。 

弘前 にある 渋 江 氏 は、 貞 固が 東京 を 発した こと を 聞 

とうちゃく 

いていた のに、 いつまでも 到 著 せぬ ので、 どうした 事 

かと 案じて いた。 殊に 比 良 野 助 太郎と 書した 荷札が 青 


森の 港に 流れ 寄った という 流言な どが あって、 いよい 

な 力 だち 

よ 心 を 悩ます る 媒 となった。 そのうち この 年 十二月 

しゅしょ  うち 

十日 頃に 青 森から 発した 貞 固の 手書が 来た。 その 中に 

は 安済 丸の 故障の ために 一 たび 去った 東京に 引き返し、 

再び 米 艦に 乗って 来た こと を 言って、 さて 金 を 持って 

迎えに 来て くれと いってあった。 一年 余の 間 無益な 往 

はんてん わずか  いちぶぎん  あま 

反 をして、 貞 固の 盤 纏 は 僅に 一分銀 一 つ を 剰して い 

たので ある。 

弘 前に 来てから 現金の 給与 を 受けた ことのない 渋 江 

ふな まわ 

氏で は、 この 書 を 得て 途方に 暮れた が、 船 廻し にした 

うち  ふリ 

荷の 中に、 刀剣の あつたの を 三十 五 振 質に 入れて、 金 


二十 五両を 借り、 それ を 持って 往 つて 貞 固を弘 前へ 案 

内した。 

てまわり 

貞 固の 養子 房 之 助 はこの 年に 手 廻 を 命ぜられ たが、 

藩 制が 改まったので、 久しく この 職に おる ことが 出来 

なかった。 

抽斎 歿後の 第 十二 年 は 明治 三年で ある。 六月 十八 日 

に弘前 藩士の 秩禄 は大 削減 を 加えられ、 更に 医者の 

こうとう  ろくだか 

降等が 令せられ た。 禄高 は 十五 俵よ リ 十九 俵まで を 十 

五 俵に、 二十 俵より 二十 九 俵まで を 二十 俵に、 三十 俵 

より 四十 九 俵まで を 三十 俵に、 五十 俵より 六十 九 俵 ま 

で を 四十 俵に、 七十 俵より 九十 九康 まで を 六十 俵に、 


百 俵より 二百 四十 九 俵まで を 八十 俵に、 二百 五十 俵よ 

り 四百 九十 九 俵まで を 百 俵に、 五 百 俵より 七 百 九十 九 

俵まで を 百 五十 俵に、 八 百 俵 以上 を 二百 俵に 減ぜられ 

こくだか 

たので ある。 そして 従来 石高 を 以て 給せられ ていた も 

の は、 そのまま 俵と 看做して 同一 の 削減 を 行われた。 

じょうし  わか 

そして 士分 を 上士、 中士、 下士に 班って、 各 班に 大少 

しょ ラ かし 

を 置いた。 二十 俵を少 下士、 三十 俵を大 下士、 四十 俵 

を少中 土、 八十 俵を大 中士、 百 五十 俵 を少上 土、  二百 

俵 を大上 土と するとい うので ある。 

渋 江 氏 は原禄 三百 石で あるから、 中の 上に 位する は 

ずで、 小禄の 家に 比 ぶれば、 受 くる 所の 損失が 頗る 大 


きい。 それでも 渋 江 氏 はこれ を 得て 満足す るつ もりで 

いた。 

然るに 医者の 降等の 令が 出て、 それが 渋 江 氏に 適用 

もと しげよ し 

せられる ことにな つた。 本 成 善 は 医者の 子と して 近習 

小姓に 任ぜられて いるに は 違.^ ない。 しかしい まだ か 

つて 医と して 仕えた こと はない。 しかの みならず 令の 

かづる に 先だって、 十四 歳 を 以て 藩学の 助教に せられ、 

けいしょ  すで 

生徒に 経書 を 授けて いる。 これ は師 たる 兼 松 石 居が 已 

へ いきょ  ゆる 

に 屛居を 免され て 藩の 督学を 拝した ので、 その 門人 も 

あん 

また 挙用せられ たので ある。 かつ 先例 を 按ずる に、 歯 

しゅんえ き 

科 医 佐 藤 春 益の 子 は、 単に 幼く して 家督した ために、 


へいし  ぶんめい 

平士 にせられ ている。 いわん や 成 善 は 分明に 儒 職に さ 

おのれ 

え 就いて いるので ある。 成 善が この 令 を 己に 適用せ 

られ ようと 思わなかった の も 無理 はない。 

しかし 成 善 は 念のために 大 参事 西 館 孤 清、 少 参事 兼 

大隊 長 加 藤 武彦の 二人 を 見て 意見 を 叩いた。 二人 皆 成 

み  さき 

善 は 医と して 視 るべき もので ない といった。 武彦は 前 

の 側 用人 兼用 人 清 兵衛の 子で ある。 何ぞ 料らん、 成 善 

は 医者と 看做されて 降等に 逢い、 三十 俵の 禄を受 くる 

ほか 

ことと なり、 あまつさえ 士籍の 外に ありな どと さえい 

われた ので ある。 成 善 は 抗告 を 試みた が、 何の 功 を も 

奏せなかった。 


その 八十 八 

何故に 儒 を 以て 仕えて いる 成 善に、 医者 降等の 令 を 

適用した かとい うに、 それ は 想像す るに 難く はない。 

渋 江 氏 は 世 儒 を 兼ねて、 命 を 受けて 経 を 講じて はいた 

ちと 

が、 家 は 本 医道の 家で ある。 成 善に 至っても、 幼い 時 

から 多 紀安琢 の 門 にんって いた。 また 已に弘 前に 来た 

のち  きたお かたいじ ゆん てづ かげんず い  いま はるせ き 

後 も、 医官 北 岡 太淳、 手 塚 元瑞、 今春 碩らは 成 善に 兼 

て 医 を 以て 仕えん こと を 勧め、 こういう 事 を 言 つ た。 

しゅんたい みかみ どうしゅん  ゆうかく 

「弘 前に は 少壮 者 中に 中 村 春 台、 三 上 道 春、 北 岡 有 格、 


小野圭 庵の 如き ものが ある。 その他 小山 内元洋 のよう 

あらた  じょうふ 

に 新に 召し抱えられ たもの も ある。 しかし 江戸 定府 

出身の 少ぃ 医者がない。 ちと 医業の 方 を も 出精して 

はどう だ」 といった。 かつ 令の 発せられる 少し 前の 出 

つぐて る 

来 事で、 成 善が 津軽 承昭に 医と して 遇せられ ていた 証 

た. A ゝ，  おお ましば 

拠が ある。 六月 十三 日に、 藩 知事 承昭は 戦 を 大星場 

に 習わせた。 承昭は 五月 二十 六日に 知事に なって いた 

ので ある。 銃声の 盛んに 起った 時、 第五 大隊の 医官 小 

野道 秀が病 を 発した。 承昭は 傍 に 侍した 成 善 をして 

小 野に 代らし めた。 此の 如く 渋 江 氏の 子が 医 を 善くす 

じょうか 

る こと は、 上下 皆 信じて いたと 見える。 しかし これが 


ために、 現に 儒 を 以て 仕えて いるもの を 不幸に 陥 いれ 

たの は、 同情が 闕け ていたと いっても 好かろう。 

やすよし  し つ そう  "き く 

矢 島 優 善 は 前年の 暮に 失踪して、 渋 江 氏で は 疑懼の 

いちげつ 

間に 年 を 送った。 この 年 一月 二日の 午後に、 石 川 駅の 

人が 二通の 手紙 を 持って来た。 優 善が 家 を 出た 日に 書 

いた もので、 一 はせ 百に 宛て、 一 は 成 善に 宛てて ある。 

ならび けつべつ  しょしょる いこん いん 

並に 訣別の 書で、 所々 涙痕を 印して いる。 石 川は弘 

前 を距る こと 一 里 半 を 過ぎぬ 駅で あるが、 使の もの は 

のち 

命ぜられた とおりに、 優 善が 駅 を 去った 後に 手紙 を 届 

けたので ある。 

五 百と 成 善と は、 憂 善が 雪中に 行き悩み はせ ぬか、 


ふ  きづ か  やと 

病み 臥し はせ ぬかと 気遣って、 再び 人 を 傭って 捜索 さ 

おおわに くらだて 

せた。 成 善 は 自ら 雪 を 冒して、 石 川、 大鰐、 倉 立、 

いか リぜき  くま  しょうせき  たえ 

碇関等 を 隈なく 尋ねた。 しかし 蹤跡は 絶て 知れな 

かった。 

優 善 は 東京 を さして 石 川 駅 を 発し、 この 年 一月 二十 

みなと や つ  かみ 

一 日に 吉 原の 引手 茶屋 湊屋に 著いた。 湊屋の 上さん は 

大分 年を取った 女で、 常に 優 善 を 「蝶さん」 と 呼んで 

親んで いた。 優 善 はこの 女 をた よって 往 つたので あ 

る。 

湊屋に 皆と いう 娘が いた。 このみい ちゃん は 美しい 

よびもの  つとう 

ので、 茶屋の 呼 物に なって いた。 みいち やん は津 藤に 


縁故が あると かいう 河 野 某 を 檀那に 取って いたが、 河 

めと 

野 は 遂にみ いちやん を娶 つて、 優 善が 東京に 著いた 時 

いま どばし  ほとり 

に は、 今 戸 橋の 畔に 芸者 屋を 出して いた。 屋号 は 同 

じ湊屋 である。 

さんや ぼリ 

優 善は吉 原の 湊屋の 世話で、 山 谷 堀の 箱屋に なり、 

主に 今 戸 橋の 湊屋で 抱えて いる 芸者ら の 供 をした。 

四 力 月半ば かりの 後、 或 人の 世話で、 優 善 は 本 所 緑 

こっとう てん にゅうせ い 

町の 安田と いう 骨董 店に 入贅 した。 安田の 家で は 主 

れいす け  ぴ ぼうじん まさ 

人 礼 助が 死んで、 未亡人 政が 寡居して いたので ある。 

しかし 優 善の 骨董 商 時代 は 箱屋 時代より 短かった。 そ 

れは 政が 優 善の 妻に な つ て 間もなくみ まかった からで 


ある。 

さき  りよ 1 つさん 

この頃 前に 浦 和 県の 官吏と な つた 塩田 良 三 が、 

ごんだ いさかん のぼ  ていしょう がかり 

権大 属に陞 つて 聴訟係 をして いたが、 優 善 を 県令 

に 薦めた。 優 善 は 八月 十八 日 を 以て 浦 和 県 出仕 を 命ぜ 

られ、 典獄に なった。 時に 年 三十 六であった。 

その 八十 九 

まじわ リ よう や 

専六は 兵士との 交が 漸く 深くな つて、 この 年 五 

ぐんむき よくに おい てが く しゅけい こおお せ つけら る 

月に はとうとう 「於 軍務 局 楽 手 稽古 被 仰 付」 という 

沙汰 書 を 受けた。 さて 楽 手の 嗲行 をして いるう ちに、 


やまだ げんご 

十二月 二十 九日に 山 田 源 吾の 養子に なった。 源 吾 は 天 

の ぶ ゆき 

保中津 軽信 順が いまだ 致仕せ ざる 時、 側 用人 を 勤めて 

むね さか  なが いとま 

いたが、 旨に 忤 つて 永の 暇に なった。 しかし 他家に 

しょうこ わざ 

仕えよう という 念 もな く、 商 估の 業 を も 好まぬ ので、 

ぼだいし よ  なか ごう  ふけん じ  しゅうきよ 

家の 菩提 所なる 本 所 中の 郷の 普賢 寺の 一房に 僦 居し、 

ちまた  い  こ 

日 ごとに 街 に 出で て 謡 を 歌って 銭 を 乞うた。 

この 純然たる 浪人 生活が 三十 年ば かり 続いた のに、 

もんつき  かみしも  つづら 

源 吾 は 刀剣、 紋附の 衣類、 上下 等 を 葛籠 一 つに 収めて 

持って いた。 

つぐて る  かえ 

承昭 はこの 年 源 吾 を 召し 還して、 二十 傣を 給し、 

めみえ 

目 見 以下の 士に 列せ しめ、 本 所 横 川 邸の 番人 を 命じた。 


然るに 源 吾 は 年老い 身 病んで 久しく 職に おりが たいの 

を 慮って、 養子 を 求めた。 

しんせき  とざわい せい 

この 時 源 吾の 親戚に 戸沢 惟清と いう ものが あ つ て、 

専六を その 養子に 世話 をした。 戸沢 はも 百に 説く に、 

かせ い  もとい やし  づ とめ 

山 田の 家 世の 本卑 くなかった のと、 東京 勤の 身 を 立 

つるに 便なる と を 以てし、 またこう いった。 「それに 

のち  おとうとご 

専 六さん が 東京に いると、 後に 弟御さん が 上京す る 

よろ 

ことにな つても 御 都合が 宜しいで しょう」 といった。 

成 善 は 等 を 降され 禄を 減ぜられた 後、 東京に 往 つて 恥 

すす 

を 雪ごうと 思って いたから である。 

戸沢が こういって 勧めた 時、 五 百 は 容易に これに 耳 


かたぶ  ひと  な 

を 傾けた。 五 百 は 戸沢の 人と 為り を 喜んでい たから 

やそき ち  のぶ ゆき 

である。 戸沢 惟清、 通称 は 八十 吉、 信 順 在世の 日の 

そばやく 

側役であった。 才幹 あり 気概 ある 人で、 恭謙に して 抑 

ちと  こうぶ 

損し、 些の 学問 さえあった。 然るに 酒 を 被る とき は 

剛愎に して 人 を 凌いだ。 信 順 は 平素 命じて 酒 を 絶た し 

ようど とぼ 

め、 用帑 匱し きに 至る ごとに、 これに 酒 を 飲まし め、 

命 を 当局に 伝えさせた。 戸沢 は 当局の 一 諾を 得ないで 

は 帰らな か つたそう である。 

もの かき まつ もときね ぞう 

或 時 戸沢 は 公事 を 以て 旅行した。 物 書 松 本 甲子 蔵が 

したが  か ご  うち 

これに 随 つていた。 駕籠の 中に 坐した 戸沢が、 ふと 

側 を 歩く 松 本 を 見る と、 草鞋の 緒が 足 背 を 破って、 


とど 

鮮血が 流れて いた。 戸沢 は 急に 一行 を 止まらせて、 大 

きょう ひ 

声に 「甲子 蔵」 と 呼んだ。 「はつ」 といって 松 本 は轎扉 

に 近づ いた。 戸沢 は 「ちと 内用が あるから 遠慮いた せ」 

とお ざ  わらじ 

といって、 供の もの を 遠け、 松 本に 草鞋 を 脱がせて、 

強いて 轎 中に 坐せ しめ、 自ら 松 本の 草鞋 を 著け、 さて 

轎丁を 呼んで 舁 いて 行かせた そうで ある。 これ は 松 本 

が 保さん に 話した 事で、 保さん はまた 戸沢と その 弟 星 

し  よねたろう 

野 伝 六郎と をも識 つていた。 戸沢の 子 米 太郎、 星 野の 

きんぞう  おしえ 

子 金蔵の 二人 はかって 保さん の 教 を 受けた ことがあ 

る。 

ちゃく  さだかた 

戸沢の 勧誘に は、 この 年弘 前に 著した 比 良 野貞固 


も 同意した ので、 五 百 は 遂に これに 従って、 専 六が 山 

田 氏に 養わる る こと を諾 した。 その 事の 決した のが 十 

二月 一 一十 九日で、 専 六が 船の 青 森 を 発した のが 翌 三十 

日で ある。 この 年 専六は 十七 歳に なって いた。 然るに 

しゅうちゅう 

東京に ある 養父 源 吾 は、 専 六が なお 舟 中 にある 間に 

病歿した。 

くが  まんきち 

矢 川 文 一郎に 嫁した 陸 は、 この 年長 男 万吉を 生んだ 

しんて らまち  ぶんない 

が、 万吉は 夭折して 弘前新 寺 町の 報恩 寺なる 文 内が 母 

の 墓の 傍 に 葬られた。 

みき  むらた こきち  ひろたろう 

抽 斎の 六 女 水木 はこの 年 馬 役 村 田 小 吉の子 広 太郎に 

嫁した。 時に 年 十八であった。 既にして 矢 島 周禎が 


琴瑟 調わざる こと を 五 百に 告げ た。 五 百 はやむ を えず 

して 水木 を 取り戻した。 

小 野 氏で はこの 年 富穀が 六十 四 歳で 致仕し、 子道悦 

うまれ 

が 家督相続 をした。 道 悦は天 保 七 年生で、 三十 五 歳 

になって いた。 

中 丸昌庵 はこの 年 六月 二十 八日に 歿した。 文政 元年 

生の 人 だから、 五十 三 歳 を 以て 終った ので ある。 

弘 前の 城 はこの 年 五月 一 一十 六日に 藩 庁と なった ので、 

つぐて る  さんのう ち  うつ 

知事 津軽承 昭は三 之 内に 遷 つた。 

その 九十 


抽斎 歿後の 第 十三 年 は 明治 四 年で ある。 成 善 は 母 を 

弘 前に 遺して、 単身 東京に 往 くこと に 決心した。 その 

東京に 往 こうと する の は、 一に は 降等に 遭って 不平に 

のち  よ 

堪えなかった からで ある。 二に は 減 禄の後 は 旧に 依つ 

て 生計 を 立てて 行く ことが 出来ぬ からで ある。 その 母 

うたが い 

を弘 前に 遺す の は、 脱藩の 疑 を 避けん がた めで ある。 

弘前藩 は 必ずしも 官費 を 以て 少壮 者 を 東京に 遣る こ 

と を 嫌わなかった。 これに 反して 私費 を 以て 東京に 往 

すで 

こうと する ものが あると、 藩 は已に その 人の 脱藩 を 

疑った。 いわん や 家族 を さえ 伴おうと すると、 この 疑 


ますます 

は 益 深くなる のであった。 

成 善が 東京に 往 こうと 思って いるの は 久しい 事で、 

かね ま つせ ききょ はか 

しばしば これ を 師兼松 石 居に 謀った。 石 居 は 機 を 見て 

成 善 を 官費 生たら しめようと 誓った。 しかし 成 善 は 今 

は 徐 にこれ を 待つ ことが 出来 なくなつ たので ある。 

あえ 

さて 成 善 は 私費 を 以て 往 くこと を 敢 てす るので ある 

が、 なお 母 だけ は 遺して 置く ことにした。 これ はやむ 

こと をえぬ からで ある。 何故と いうに、 もし 成 善が 母 

とも  ゆる 

と倶 に往， J うと い つ たなら、 藩 は 放ち 遣る こと を 聴 さ 

なかった であろう。 

成 善 は 母に 約す るに、 他日 東京に 迎え 取るべき こと 


そかく 

を 以てした。 しかし 藩の 必ず これ を 阻 格すべき こと は、 

母子 皆 これ を 知っていた。 約め て 言えば、 弘前を 去る 

ち  うらみ 

成 善に は 母 を 質と する に 似た 恨が あった。 

藩が 脱籍 者の 輩出 せんこと を 恐る るに 至った の は、 

二、 三の 忌むべき 実例が あつたから である。 その 首に 

おる もの は、 彼の 勘定 奉行 を罷 めて 米穀 商と なった 平 

川 半 治で ある。 当時 此の 如く 財 利の ために 士籍 を遁れ 

ようとす る 気風が あった こと は、 渋 江 氏 もまた 親しく 

これ を 験す る こと を 得た。 或 人 はせ 百に 説いて、 東京 

両国の 中 村楼を 買わせよ うとした。 今 千両の 金 を 投じ 

きょまん とみ 

て 買って 置いたなら、 他日 鉅 万の 富 を 致す ことが 出来 


すだちよ う 

ようとい つたので ある。 或 人 は 東京 神 田須田 町の 某 売 

薬 株 を 買わせよ うとした。 この 株 は 今 廉価 を 以て 贖 

うこと が 出来て、 即日から 月収 三百 両 乃至 五 百 両の利 

が あると いったの である。 五 百の これに 耳 を 仮 さな 

ちと 

か つたこと は 固より である。 

当時 藩 職に おって、 津軽家 をして 士を 失わ ざら しめ 

んと 欲し、 極力 脱籍を 防いだ の は、 大 参事 西 館 孤 清で 

ある。 成 善 は 西 館を訪 うて、 東京に 往 くこと を 告げた。 

西 館 はおお よそこう いった。 東京に 往くは 好い。 学業 

成就して 弘 前に 帰るなら、 我ら はこれ を 任用す る こと 

を吝 まぬ であろう。 しかし 半途に して 母 を 迎え 取らん 


とする が 如き ことがあったなら、 それ は 郷土の ために 

謀つ て忠 ならざる こと を 証す る ものである。 我 藩 はこ 

れを 許さぬ であろう といった。 成 善 は 悲痛の 情 を 抑え 

ちと 

て 西 館の 許 を 辞した。 

成 善 は 家禄 を 割いて、 その 五 人 扶持 を 東京に 送致し 

ゆる 

て もらう こと を、 当路の 人に 請うて 允され た。 それ か 

ひと さお  きんた け 

ら長持 一棹の 錦絵 を 書画 兼 骨董 商 近 竹に 売った。 これ 

くらまえ  とけい 

は 浅 草 蔵 前の 兎 桂 等で、 二十 枚 百 文 位で 買った 絵で あ 

るが、 当時 三枚 一 一 百 文 乃至 一 枚 百 文で 売る ことが 出来 

なかば とど  おく 

た。 成 善 はこの 金 を 得て、 半 は 留めて 母に 餽リ、 半 は 

, J れを 旅費と 学資と に 充てた。 


いとまごい  わかれ 

成 善が 弘 前で 暇 乞に 廻った 家々 の 中で、 最も 別 を 

おし 

惜ん だの は 兼 松 石 居と 平 井東 堂と であった。 東 堂 は 

さがく か  こぶ  リ ゆうおう 

左腭 下に 瘤 を 生じた ので、 自ら 瘤 翁と 号して いたが、 

お ぼっか 

別に 臨んで、 もう 再会 は 覚束ない といって 落涙した。 

成 善の 去った 翌年、 明治 五 年 九月 十六 日に 東 堂 は 

塩分 町の 家に 歿した。 年 五十 九で ある。 四 女と めが 

じんぼう ちょう 

家 を 継いだ。 今 東京 神 田 裏 神 保 町に 住んで、 琴の 師 

まつの 

匠 をして いる 平 井 松 野さん が このと めで ある。 

その 九十 一 


成 善 は 藩学の 職 を 辞して、 この 年 三月 二十 一日に、 

い お  みずさかずき  く  か ご 

母 五 百と 水 杯 を 酌み 交して 別れ、 駕籠に 乗って 家 を 

出た。 水杯 を 酌んだ の は、 当時の 状況より 推して、 再 

会の 期しが たきを 思った からで ある。 成 善 は 十五 歳、 

五 百 は 五十六 歳に なって いた。 抽 斎の 歿した 時 は、 成 

はじめ  わかれ 

善 はま だ 少年であった ので、 この 時始て 親子の 別の 

きょうちゅう 

悲し さ を 知って、 轎 中で 声 を 発して 泣きた くなる の 

を、 ようよう 堪え忍ん だそう である。 

きね ぞう  ちゅうしょう 

同行者 は 松 本 甲子 蔵であった。 甲子 蔵 は 後に 忠 章 

しょうべ え  もと  さだかた 

と 改称した。 父 を 庄兵衛 といって、 素 比 良野貞 固の 父 

まくち よく 

文 蔵の 若党であった。 文 蔵 は その 樸直な の を 愛して、 


すす  あしがる 

津軽 家に 薦めて 足軽に して もらった。 その子 甲子 蔵 は 

才学が あるので、 藩の 公用 局の 史 生に 任用せられ てい 

たので ある。 

弘 前から 旅立つ もの は、 石 川 駅まで 駕籠で 来て、 こ 

こで 親戚 故旧と 酒 を 酌んで 別れる 習であった。 成 善 

くとう 

を 送る もの は、 句読 を 授けられた 少年ら の 外、 矢 川 文 

は つ とリ ぜんきち  ひし かわたろう 

一郎、 比 良 野 房 之 助、 服 部 善吉、 菱 川太郎 などで あつ 

た。 後に 服 部 は 東京で 時計 職工に なり、 菱川は 辻 新 次 

ににん  すで 

さんの 家の 学僕に なった が、 二人共に 己に 世 を 去った。 

成 善 は 四月 七日に 東京に 着いた。 行李 を 卸した の は 

本 所 二つ目の 藩邸で ある。 これより 先 成 善の 兄専六 は、 


山 田 源 吾の 養子に なって、 東京に 来て、 まだ 父子の 対 

ま 

面 をせ ぬ 間に 死んだ 源 吾の 家に 住んで いた。 源 吾は津 

軽 承 昭の本 所 横 川に 設けた 邸 を あずかつ ていて、 住宅 

は 本 所 割下 水に あつたの である。 その外 東京に は 五 百 

やげん ぼリ  むすめ ふた リ 

の 姉 安が 両国 薬研 堀に 住んで いた。 安の 女 二人のう 

ち、 敬 は 猿 若 町 三 丁目の 芝居 茶屋 三河屋 に、 銓は蔵 前 

ます や  もと 

須賀 町の 呉服屋 桝屋儀 兵衛の 許に いた。 また 専 六と 成 

やすよし 

善との 兄 優 善 は、 ほど 遠から ぬ 浦 和に いた。 

あんたく  ちくけ い 

成 善の 旧師に は 多 紀安琢 が 矢の 倉に おり、 海 保竹逕 

はじめ 

がお 玉が 池に いた。 維新の 初に 官吏に なって、 この 

ね リベ いこう じ 

邸 を 伊沢 鉄 三 郎の徳 安が 手から 買い受けて、 練 塀 小路 


の 湿地に あった、 床の 低い、 畳の 腐った 家から 移り 住 

ひとり 

んだ。 独 家宅が 改まった のみで はない。 常に 弊衣 を 

き  けん ぷ  き 

著て いた 竹逕 が、 その 頃から 絹布 を 被る ようになった。 

しかし 幾 もな く、 当時の 有力者 山 内豊信 等の 斥く 

る 所と なって 官を罷 めた。 成 善 は 四月 二十 二日に 再び 

竹逕の 門に 乃った が、 竹逕は 前年に 会陰に 膿瘍 を 発し 

たために、 やや 衰弱して いた。 成 善 は 久しぶりに その 

え き  もうし  き 

『易』 や 『毛 詩』 を 講ずる の を 聴いた。 多 紀安琢 は 維新 

こうむ 

後 困窮して、 竹逕の 扶養 を 蒙って いた。 成 善 はしば 

しば その 安否 を 問うた が、 再び 『素 問』 を 学ぼうと は 

しなかった。 


成 善 は 英語 を 学ばん がた めに、 五月 十一 日に 本 所 

相 生 町 の 共立 学舎に 通い はじめた。 父 抽斎は 遺言し 

て 蘭 語 を 学ば しめようと したのに、 時代の 変遷 は 学ぶ 

べき 外国語 を 易うる に 至ら しめたの である。 共立 学舎 

せき しんぱち  はじめ  じんじゅ 

は 尺 振 八の 経営す る 所で ある。 振 八、 初の 名 を 仁 寿 

いのうえ  まさた き 

と いう。 下 総 国 高 岡の 城主 井上 筑後守 正 滝の 家来 鈴 木 

はくじゅ 

伯 寿の 子で ある。 天 保 十 年に 江戸 佐久間 町に 生れ、 安 

ばつ ねん  たなべ たいち 

政の 末年に 尺 氏 を 冒した。 田 辺 太 一に 啓発 せられて 英 

にしきち じゅうろう 

学に 志し、 中 浜 万 次郎、 西吉十 郎等 を師 とし、 次で 英 

米 人に 親炙し、 文 久中仏 米 二 国に 遊んだ。 成 善が 従 学 

した 時 は 三十 三 歳に な つていた。 


その 九十 一 一 

でんけ いろ  い  せき 

成 善 は 四月に 海 保の 伝 経廬に 入り、 五月に 尺の 共立 

学舎に 入った が、 六月から 更に 大学 南 校に も籍を 置き、 

日課 を 分割して 三校に 往来し、 なお 放課後に は フル 

もと  もと オランダ 

ベックの 許を訪 うて 教を 受けた。 フルベック は 本 和 蘭 

人で 亜米利加合衆国に 民籍を 有して いた。 日本の 教育 

、ち こん 

界を 開拓した 一 人で ある。 

うち 

学資 は弘前 藩から 送って 来る 五 人 扶持の 中 三人 扶持 

を 売って 弁ずる ことが 出来た。 当時の 相場で 一力 月金 


二 両三 分 二 朱と 四百 六十 七 文であった。 書籍 は 英文の 

あらた 

もの は 初より 新に 買う こと を 期して いたが、 漢書 は 

しゅたくぼん 

弘 前から 抽 斎の 手沢本 を 送っても らう ことにした。 然 

るに この 書籍 を 積んだ 舟が、 航海 中 七月 九日に 暴風に 

遭って 覆って、 抽斎 のかって 蒐集した 古刊本 等の 大 

かいじ やく  ゆう  き 

部分が 海 若の 有に 帰した。 

八月 一 一十 八日に 弘前 県の 幹 督が成 善に 命ずる に 神社 

調掛を 以てし、 金三両 二分 二 朱と 二 匁 二分 五 厘の 手 

当 を 給した。 この 命 は 成 善が 共立 学舎に 入る こと を 届 

ききとどけ  いらい 

けて 置いた ので、 同時に 「欠席 聞 届の 委頼」 という 形 

式 を 以て 学舎に 伝えられた。 これより 先 七月 十四日の 


みことのり  し 

詔 を 以て 廃藩置県の 制が 布 かれた ので、 弘前 県が 

成立して いたので ある。 

矢 島 優 善 は 浦 和 県の 典獄に なって いて、 この 年 一月 

からつ  おおさ わせい むすめち よう めと 

七日に 唐津 藩士 大沢 正の 女 蝶を娶 つた。 嘉永ニ 年 

うまれ 

生で 二十 三 歳で ある。 これより 先 前 妻 鉄 は 幾多の 

かっとう  のち 

葛藤 を 経た 後に 離別せられ ていた。 

優 善 は 七月 十七 日に 庶務 局 詰に 転じ 十月 十七 日に 判 

任史 生に せられた。 次で 十一月 十三 日に 浦 和 県が 廃せ 

られ て、 その 事務 は 埼玉県に 移管せられ たので、 優 善 

は 十一 一月 四日 を 以て 更に 埼玉県 十四 等 出仕 を 命ぜられ 

た。 


とも  きね ぞう 

成 善と 倶に 東京に 来た 松 本 甲子 蔵 は、 優 善に 薦めら 

のち 

れて、 同時に 十五 等 出仕 を 命ぜられ たが、 後 兵事 課長 

に 進み、 明治 三十 二 年 三月 二十 八日に 歿した。 弘化ニ 

年生で あるから、 五十 五 歳に なった ので ある。 

当時 県 吏の 権勢 は 盛な ものであった。 成 善が 東京 

にんった 直後に、 まだ 浦 和 県 出仕の 典獄であった 優 善 

を訪 うと、 優 善 は 等外 一 等 出仕 宫本半 蔵に 駕龍 一 挺 を 

さかい 

宰領 させて 成 善 を 県の 界に 迎えた。 成 善が その 駕籠 

に 乗って、 戸田の 渡しに 掛かる と、 渡船場の 役人が 土 

下座 をした。 

優 善が 庶務 局 詰に なった 頃の 事で ある。 或 日 優 善 は 


宴会 を 催して、 前年に 自分が 供 をした 今 戸 橋の 湊屋の 

抱 芸者 を始 とし、 山 谷 堀で 顔を識 つた 芸者 を 漏な く 

たけな わ  おれ  まえが た 

招いた。 そして 酒 闌 なる 時 「己 はお 前方の 供 をして、 

大ぶ 世話になった ことがあ るが、 今日は 己 もお 客 だぞ」 

といった。 大丈夫 志 を 得た という 概 があった そうで あ 

る。 

県 吏の 間に は 当時 飲 宴が しばしば 行われた。 浦 和 県 

まじま ふゆみ ち  りょうさん 

知 事 間 島 冬 道 の 催した 懇親会で は、 塩田 良 三が 

のろま  メリ ヤス  じゅばん はかました  き 

野呂松 狂言 を 演じ、 優 善が 莫大小の 襦袢 袴 下 を 著て 

よばい  ま ね 

夜 這の 真似 をした ことがある。 間 島 は 通称 万 次郎、 

尾 張の 藩士で ある。 明治 二 年 四月 九日に 刑 法官 判事 か 


おおみ や 

ら大宫 県知事に 転じた。 大宫 県が 浦 和 県と 改称せられ 

たの は、 その 年 九月 二十 九日の 事で ある。 

この 年の 暮、 優 善が 埼玉県 出仕に なって からの 事で 

こちょう  ひとくる ま 

ある。 某 村の 戸 長 は 野菜 一車 を 優 善に 献 じたいと 

おれ  わいろ 

いって 持って来た。 優 善 は 「己 は 賄賂 は 取らぬ ぞ」 と 

いって 却け た。 

戸 長 は 当惑 顔 をして い つ た。 「どうも この 野菜 を こ 

のま ま 持って 帰って は、 村の 人民 どもに 対して、 わた 

めんぼく 

くしの 面目が 立ち ませぬ ご 

「そんなら 買って 遣ろう」 と、 優 善が いった。 

戸 長 はよう よう 天 保 銭 一 枚 を 受け取って、 野菜 を 車 


から 卸させて 帰った。 

やす 

優 善 は廉ぃ 野菜 を 買った からといって、 県令 以下の 

職員に 分配した。 

のむ らもり ひで  もら 

県令 は 野 村 盛 秀で あつたが、 野菜 を 貰う と 同時に こ 

てんまつ 

の 顚末を 聞いて、 「矢 島さん の 流義は 面白い」 といって 

ほ  そうしち 

褒めた そうで ある。 野 村 は 初め 宗 七と 称した。 薩 摩の 

士で、 浦 和 県が 埼玉県と なった 時、 日 田 県知事から 転 

じて 埼玉県 知事に 任ぜられた。 間 島 冬 道 は 去って 名 古 

屋 県に 赴いて、 参事の 職に 就いた が、 後明 治 二十 三年 

おんうた どころ ょリ うど 

九月 三十日に 御 歌 所 寄 人 を 以て 終った。 また 野 村 は 

のち 

後明 治 六 年 五月 二十 一 日に この 職に いて 歿した ので、 


ながと  しらね たすけ  せっこう 

長 門の 士 参事 白 根 多 助が 一 時 県 務を摂 行した。 

その 九十 三 

山 田 源 吾の 養子に なった 専六 は、 まだ 面会 もせぬ 養 

うしな 

父 を 喪って、 その 遺跡 を 守って いたが、 五月 一日に 

つぐて る 

至って 藩 知事 津軽承 昭の命 を 拝した。 「親 源 吾 給禄ニ 

そういな くつ かわさる 

十 俵 無 相違 被 遣」 というの である。 さて 源 吾 は 謁見 を 

許されぬ 職 を 以て 終った が、 六月 二十日に 専六 は承昭 

に 謁する こと を 得た。 これ は 成 善が 内意 を 承け て 願書 

を呈 したため である。 


でんけ いろ  い 

専六は 成 善に 紹介 せられて、 先ず 海 保の 伝 経 廬に入 

リ、 次で 八月 九日に 共立 学舎に 入り、 十二月 三日に 

うめ うらせい いち 

梅 浦 精 一 に 従 学した。 

I： もつ- 

この 年 六月 七日に 成 善 は 名 を 保と 改めた。 これ は 

おも  い お  じめん  が 

母 を 懐う が 故に 改めた ので、 母 は 五 百の 字面の 雅 なら 

ざるが ために、 常に 伊保と 署 していた の だそう である _ 

やすよし  ゆたか 

矢 島 優 善の 名 を 優と 改めた の もこの 年で ある。 山 田 

おさむ 

専 六の 名 を 脩と 改めた の は、 別に 記載の 徴 すべき も 

の はない が、 やや 後の 事であった らしい。 

ざん ぱ つ 

この 年 十二月 三日に 保と 脩と が 同時に 斬 髪した。 優 

は 何時 斬 髪した か 知らぬ が、 多分 同じ 頃であった だろ 


う。 優 は 少し 早く 東京に 入り、 ほどなく 東京 を 距るこ 

と 遠から ぬ 浦 和に 住って 官吏 をして いたが、 必ずしも 

ひも 

二 弟に 先だって 斬 髪した ともい いがたい。 紫の 紐を以 

もと どり ゆ  とうしょく 

て 髻 を 結う のが、 当時の 官吏の 頭 飾 で、 優が 何時 ま 

で その 髻を 愛惜した かわからない。 人 は あるいは 抽 

もち 

斎の 子供が 何時 斬 髪し たかを 問う こと を須 いぬと いう 

はじめ 

かも 知れない。 しかし 明治の 初に 男子が 髪 を 斬った 

の は、 独逸 十八 世紀の ッォッ プフが 前に 断 たれ、 清朝 

べんぱつ のち 

の 辮髪が 後に 断 たれた と 同じく、 風俗の 大 変遷で ある。 

くるし 

然るに 後の 史家 は その 年月 を 知る に 苦む かも 知れな 

き 

い。 わたくしの 如き は 自己の 髪 を 斬った 年 を 記して い 


ない。 保さん の 日記の 一 条を此 に 採録す る 所以で ある。 

この 年 十二月 二十 二日に、 本 所 二つ目の 弘前 藩邸が 

廃せられ たために、 保 は 兄 山 田 脩が 本 所 割下 水の 家に 

同居した。 

ちくけ い  むすめ 

海 保 竹逕の 妻、 漁村の 女が この 年 十月 二十 五日に 

歿した。 

いちげつ 

抽斎 歿後の 第 十四 年 は 明治 五 年で ある。 一 月に 保が 

よこ あみち よう 

山 田 脩の 家から 本 所 横 網 町 の 鈴 木き よ 方の 二階へ 

うつ  ふなやど 

徒った。 鈴 木 は 初め 船宿で あつたが、 主人が 死んで か 

せきがし 

ら、 未亡人き よが 席 貸 をす る ことにな つた。 きょは 天 

うまれ 

保 元年 生で、 この 年 四十 三 歳に なって いた。 当時 善 


いんしん 

く 保 を 遇した ので、 保 は 後年に 至る まで 音信 を 断た な 

さき 

かった。 これより 先 保は弘 前に ある 母 を 呼び迎えよう 

として、 藩の 当路 者に 諮る こと 数次であった。 しかし 

つぐて る 

津軽 承昭の 知事た る 間 は、 西 館ら が 前説 を 固守して 許 

さなかった。 前年 廃藩の 詔 が 出て、 承昭は 東京に 

おる ことにな リ、 県 政 もまた 頗る 革 まった ので、 保 

はか  また  い 

はまた 当路 者に 諮った。 当路 者 は復五 百の 東京に 入る 

こと を 阻止し ようと はしなかった。 唯 保が 一 諸 生を以 

て 母 を 養わん とする のが 怪 むべき だとい つた。 それ 

ゆえ 保 は 矢 島 優に 願書 を 作らせて 呈 した。 県庁 はこれ 

を 可とした。 五 百 はよう よう 弘 前から 東京に 来る こと 


になった。 

のち 

保が 東京に 遊学した 後の 五 百が 寂しい 生活に は、 特 

ぜん 

に 記すべき 事 はない。 ただ 前年 廃藩 前に、 弘前 

まないたば やし 

俎 林の 山林 地が 渋 江 氏に 割 与せられ たのみで ある。 

これ は 士分の ものに 授産の 目的 を 以て 割 与した 土地に 

剰余が あつたので、 当路 者が 士分と して 扱われざる 医 

者に も 恩恵 を 施した の だそう である。 この 地面の 授受 

あさごえ げんりゅう 

は 浅 越玄隆 が 五 百の 委託に よ つ て 処理した。 

ちと 

五 百が 弘前を 去る 時、 村 田 広 太郎の 許から 帰った 

み き  もちろん 

水木 を 伴わなくて はならぬ こと は 勿論であった。 その 

く か  とも 

外 陸 もまた 夫 矢 川 文 一 郎と倶 に 五 百に 附 いて 東京へ 往 


くこと にな つ た。 

文 一 郎は弘 前 を 発する 前に、 津軽 家の 用達 商人 

くどうち ゆう ごろう はんかん  はんとく  のこ 

ェ藤忠 五郎 蕃 寛の 次男 蕃徳を 養子に して 弘 前に 遺した。 

よしつぐ もり じん ぺ い 

蕃 寛に は 二子 一 一女が あった。 長男 可 次 は森甚 平の 士籍、 

れん 

また 次男 蕃徳は 文 一郎の 士籍を 譲り受けた。 長女お 連 

のち  しもし ろかね ちょう 

さん は蕃 寛の 後 を 継いで、 現に 弘 前の 下 白銀 町に 矢 

いわか わ とも や 

川 写真館 を 開いて いる。 次女お みきさん は 岩 川 氏友弥 

さん を壻に 取って、 本 町  一丁目 角に ェム矢 川 写真 所 を 

開いて いる。 蕃徳は 郵便 技手に なって、 明治 三十 七 年 

ぶんべい  のち つ 

十月 二十 八日に 歿し、 養子 文 平さん がその 後 を 襲いだ。 


その 九十 四 

五 百 は 五月 二十日に 東京に 着いた。 そして 矢 川 文 一 

くが  ならび  みき  とも 

郎、 陸の 夫妻 並 に 村 田 氏から 帰った 水木の 三人と 倶に、 

本 所 横 網 町の 鈴 木 方に 行李 を 卸した。 弘 前からの 同行 

者 は武田 代次郎 という ものであった。 代 次郎は 勘定 奉 

じゅん ざえ もん 

行武田 準左衛 門の 孫で ある。 準 左 衛門は 天 保 四 年 十二 

のぶ ゆき  しも 

月 二十日に 斬罪に 処 せられた。 津 軽信 順の 下で 

かさ はらおう み  まつりごと ほしいまま 

笠 原 近 江が 政 を 擅 にした 時の 事で ある。 

五 百と 保と は 十六 力 月 を 隔てて 再会した。 母 は 五十 

七 歳、 子 は 十六 歳で ある。 脩 は 割下 水から、 優 は 浦 和 


から 母に 逢いに 来た。 

三人の 子の 中で、 最も 生計に 余裕が あつたの は 優で 

ごんしょう さかん 

ある。 優 はこの 年 四月 十二 日に 権少属 になって、 月 

給 僅に 二十 五 円で ある。 これに 当時の 潤沢なる 巡回 

旅費 を 加えても、 なお 七十 円ば かりに 過ぎない。 しか 

しその 意気 は 今の 勅任官に 匹敵して いた。 優の 家に は 

ふた リ  ひと リ  さい  おおさ わせ い 

二人の 食客が あった。 一人 は 妻 蝶の 弟大沢 正で ある。 

とく 

今 一 人 は 生母 徳の兄 岡 西 玄亭の 次男 養玄 である。 玄亭 

え な  てんかん 

の 長男 玄庵 はか つ て 保の 胞衣 を 服用した という 癲癇 病 

者で、 維新 後 間もなく 世 を 去った。 次男が この 養玄 で、 

あらた  おかかん さい 

当時 氏名 を更 めて 岡 寛 斎と いっていた。 優が 登庁す 


きゅうじ  なか だ  けい ざぶ ろう 

ると、 その 使役す る 給仕 は 故旧 中 田 某の 子 敬三郎 であ 

る。 優が 推薦した 所の 県 吏に は、 十五 等 出仕 松 本 

き ね ぞ う 

甲子 蔵が ある。 また 敬 三 郎の父 中 田 某、 脩の 親戚 山 田 

けんぞう  か つじろう 

健 三、 かって 渋 江 氏の 若党たり し 中条勝 次郎、 川口に 

開業して いた 時の 相識 宮本半 蔵が ある。 中 田 以下 は 皆 

きょうら し 

月給 十 円の 等外 一等 出仕で ある。 その他 今の 清 浦 子が 

県下の 小学 教員と なり、 県庁の 学務 課員と なる にも、 

あずか  けいご 

優の 推薦が 与 つて 力が あつたと かで、 「矢 島 先生 奎吾」 

せき どく すつ う  のこ  よ 

と 書した 尺牘数 通が 遺って いる。 一時 優の 救援に 藉っ 

お ぢ 

て 衣食す る もの 数十 人の 衆き に 至った そうで ある。 

K は 下宿屋 いの 諸 生、 脩は堯 藩と 同時に 横 川 邸の 


番人 を罷 めら れて、 これ も 二 尸 を 構えて いると いう だ 

けで やはり 諸 生で あるのに、 独リ 優が 官吏であって、 

しかも 此の 如く 応分の 権勢 を さえ 有して いる。 そこで 

優 は 母に 勧めて、 浦 和の 家に 迎えよう とした。 

「保が 卒業して 渋 江の 家 を 立てる まで、 せめて 四、 五 

年の 間、 わたくしの 所に 来て いて 下さい」 といった の 

である。 

しかし 五 百 は 応ぜなかった。 「わたし も 年 は 寄った 

が、 幸に 無病 だから、 浦 和に 住って 楽 をし なくても ゆ 

い。 それより は 学校に 通う 保の 留守居で もし ましよ 

う」 と い つたので ある。 


や  いちりゅう きんたん 

優 はなお 勧めて 已 まなかった。 そこへ 一粒 金 丹の 

くるめ 

やや 大きい 注文が 来た。 福 山、 久留 米の 二 力 所から 来 

たので ある。 金 丹 を 調製す る こと は、 始終 五 百が 自ら 

これに 任じて いたので、 この度 もまた 直に 調合に 着手 

した。 優 は 一 旦浦 和へ 帰った。 

八月 十九 日に 優 は 再び 浦 和から 出て 来た。 そして 母 

に 言う に は、 必ずしも 浦 和へ 移らなくても 好い から、 

とにかく 見物が てら 泊り に 来ても らいたい というので 

み き 

あった。 そこで 二十日に 五 百 は 水木と 保と を 連れて 浦 

和へ 住った。 

さき  い 

これより 先 保 は 高等 師範学校に 入る こと を 願って 置 


いたが、 その 採用試験が 二十 二日から 始まる ので、 独 

リ 先に 東京に 帰った。 

その 九十 五 

保が 師範学校に 入る こと を 願った の は、 大学の 業 を 

卒 うるに 至る までの 資金 を 有せぬ がた めであった。 師 

範 学校 はこの 年始て 設けられて、 文部省 は 上等 生に 十 

円、 下等 生に 八 円 を 給した。 保 はこの 給費 を 仰がん と 

欲した ので ある。 

ここ  しょうがい 

然るに 此にー つの 障礙 があった。 それ は 師範学校 


の 生徒 は 二十歳 以上に 限られて いるのに、 保 はま だ 十 

きえん 

六 歳 だからで ある。 そこで 保 は森枳 園に 相談した。 

枳園 はこの 年 二月に 福 山 を 去って 諸国 を 漫遊し、 五 

ゆし まきり どお  しゃっか 

月に 東京に 来て 湯 島 切通し の 借家に 住み、 同じ 月の 二 

十七 日に 文部省 十 等 出仕に なった。 時に 年 六十 六で あ 

る。 

枳園 はよ ほど 保 を 愛して いた ものと 見え、 東京に 

入った 第三 日に 横 網 町の 下宿 を訪 うて、 切通し の 家へ 

来い といった。 保が 二、 三日 住かずに いると、 枳園は 

また 来て、 なぜ 来ぬ かと 問うた。 保が 尋ねて 行って 見 

みせ づくリ  ま 

ると、 切通し の 家 は 店 造 で、 店と 次の間と 台所と が あ 


るの みで、 枳園は その 店先に 机 を 据えて 書 を 読んで い 

ばいぼく しゃ 

た。 保が 覚えず、 「売卜 者の ようじゃありません か」 と 

いうと、 枳園は 面白げ に 笑った。 それから は 湯 島と 本 

ゆきき 

所との 間に、 往来が 絶えなかった。 枳園 はしばしば 保 

やました がんな ベ こまが た かわます 

を 山 下の 雁 鍋、 駒 形の 川桝 などに 連れて 往 つて、 酒 を 

こうむ  ののし 

被 つ て 世 を 罵 つた。 

文部省 は 当時 頗る 多く 名流 を羅 致して いた。 岡 本 

さかき ばらきん しゅう  げんおん  ないし 

況斎、 榊 原 琴洲、 前 田 元 温 等の 諸家が 皆 九 等 乃至 十 

等 出仕 を 拝して 月に 四、 五十 円 を 給せられ ていたので 

ある。 

保が 枳園 を訪 うて、 師範 生徒の 年齢の 事 を 言う と、 


枳園は 笑って、 「なに 年の 足りない 位の 事 は、 己が どう 

にか 話を附 けて 遣る」 といった。 保は枳 園に 託して 願 

書を呈 した。 

師範学校の 採用試験 は 八月 二十 二日に 始まって、 三 

十日に 終った。 保 は 合格して 九月 五日に 入学す る こと 

になった。 五 百 は 入学の 期日に 先だって、 浦 和から 

帰って来た。 

すえ ま つし  かじょし かた ふるわた りすけ ひで 

保の 同級に は 今の 末 松 子の 外、 加治義 方、 古渡 資秀 

むれ 

などが いた。 加 治 は 後に 渡 辺 氏 を 冒し、 小説家の 群に 

つづきもの 

投じ、 『絵 入 自由 新聞』 に 続 物 を 出した ことがある。 

みょう はなが さぶんき よう  ふうさい あが 

作者 名 は 花 笠 文 京 である。 古渡 は 風采 楊らず、 挙止 


うせつ  まじわ  ほ とん  いちにん 

迂 拙であった ので、 これと 交る もの は 殆ど 保 一人の 

もと ひたちく に 

みであった。 本 常 陸 国の 農家の 子で、 地方に 初生児 を 

ろうしゅう 

窒息 させて 殺す 陋習 が あ つ たために、 まさに 害せら 

れんと して 僅に 免れた の だそう である。 東京に 来て 

桑田 衡平の 家の 学僕に なって いて、 それから この 学校 

に 入った。 齢 は 保より 長ず る こと 七、 八 歳で あるのに、 

はるか  しも  ひと  な 

級の 席次 は迥に 下にいた。 しかし 保 は その 人と 為リ 

ちんちゃく 

の 沈 著な の を 喜んで 厚く これ を 遇した。 この 人は卒 

業 後に 佐賀県 師範学校に 赴任し、 暫くして 罷め、 慶応 

義塾の 別科 を 修め、 明治 十二 年に 『新 潟 新聞』 の 主筆 

になって、 一 時 東北 政論 家の 間に 重せられ たが、 その 


コレラ  のちつ 

年 八月 十二 日に 虎 列拉を 病んで 歿した。 その後 を 襲い 

お ざき かくどう 

だのが 尾崎愕 堂さん だそう である。 

, J の 頃 矢 島 優 は 暇 を 得る ごとに、 浦 和から 母の 安否 

を 問いに 出て 来た。 そして 土曜日に は 母 を 連れて 浦 和 

へ 帰り、 日曜日に 車で 送り 還した。 土曜日に 自身で 来 

t 力え 

られ ぬと き は、 迎の車 をお こすので あった。 

おんなあるじ  したし 

鈴 木の 女主 人 は 次第に 優に 親んで、 立派な、 気さく 

だんな  しゅぜん 

な 檀那 だとい つて 褒めた。 当時の 優 は 黒い 鬚髯 を 蓄え 

きょた か 

ていた。 かって 黒 田 伯 清隆に 謁した 時、 座に 少女が 

あって、 良久し く 優の 顔 を 見て いたが、 「あの 小父さん 

の 顔 は 倒に 附 いています」 といった そうで ある。 


びんもう  ひげ  あご  み 

鬢 毛が 薄くて 髯が 濃い ので、 少女 は顋を 頭と 視た の で 

つ  きんぐさり 

ある。 優 はこの 容貌で 洋服 を 著け、 時計の 金鎖 を 

きょうぜん 

胸 前に 垂れて いた。 女主 人が 立派 だとい つた はずで 

ある。 

或 土曜日に 優が 夕食 頃に 来たので、 女主 人が 「浦 和 

の 檀那、 御飯 を 差し上げましょう か」 といった。 

「いや。 ありがた いがもう 済まして 来ました よ。 今 浅 

みつけ  や  うま  ちゃめし あんかけ 

草 見附の 所 を 遣って 来る と、 旨そう な 茶飯 餡掛を 食べ 

させる 店が 出来て いました。 そこに 腰 を 掛けて、 茶飯 

を 二 杯、 餡 掛をニ 杯 食べました。 どっち も 五十 文ず つ 

で、 丁度 二百 文でした。 廉 いじゃありません か」 と、 


優 はいった。 女主 人が 気さく だと 称する の は、 この 調 

子 を 斥して 言った ので ある。 

その 九十 六 

この 年に は弘 前から 東京に 出て 来る ものが 多かった _ 

さだかた  ひと リ  たもつ 

比 良 野 貞固も その 一 人で、 或 日 突然 保が 横 網 町の 下 

つ  てる 

宿に 来て、 「今 著いた」 といった。 貞固は 妻 照と 六 歳に 

むすめ リ ゆう  ぐい  つな 

なる 女 柳と を 連れて来て、 百 本代の 側に 繋がせた 舟 

の 中に 遺して 置いて、 独り 上陸した ので ある。 さて 差 

当り 保と 同居す るつ もり だとい つ た。 


保 は 即座に 承引して、 「御 遠慮なく 奥さん やお 嬢 さ 

ん をお 連 下さい、 追附 母も弘 前から 参る はずに なって 

ひそか  くるし 

いますから」 といった。 しかし 保 は 窃に心 を 苦め た。 

おんなあるじ 

なぜと いうに、 保 は 鈴 木の 女主 人に 月 ニ両の 下宿 代 を 

払 う 約束 を していながら、 学資 の 方が 足らぬ がちな の 

で、 まだ 一度 も 払わずに いた。 そこへ 遽に 三人の 客 

を 迎えなくて はなら なくなった。 それが 余の 人なら ば、 

しゅくりょう  おのれ 

宿料 を 取る こと も 出来よう。 貞固は 己が 主人と 

なって は、 人に 銭 を 使わせた ことがない ので ある。 保 

はどうしても 四 人前の 費用 を 弁ぜなくて はならない。 

これが 苦労の 一 つで ある。 また この 界隈で はま だ 


いと びん やつ こ  るすい  みし 

糸鬢 奴のお 留守居 を 見識って いる 人が 多い。 それ を 

やど 

横 網 町の 下宿に 舎ら せる のが 気の毒で ならない。 これ 

が 保の 苦労の 二つで ある。 

保 はこれ を 忍んで 数 力 月間 三人 を欵 待した。 そして 

にちにち  ちそう 

殆ど 日々 貞固を 横 山 町の 尾 張屋に 連れて 往 つて 馳走し 

た。 貞固は 養子 房 之 助の 弘 前から 来る まで、 保の 下宿 

にいて、 房 之 助が 著いた 時、 一し よに 本 所 緑 町に 家 を 

借りて 移った。 丁度 保が 母親 を 故郷から 迎える 頃の 事 

である。 

矢 川 文 内 もこの 年に 東京に 来た。 浅 越 玄隆も 来た。 

しちみせ 

矢 川 は 質 店 を 開いた が 成功し なかった。 浅 越 は 名 を 


りゅう あらた 

隆と更 めて、 あるいは 東京 府の 吏と なり、 あるいは 

本 所 区役所の 書記と なり、 あるいは 本 所 銀行の 事務員 

うまれ 

となりな どした。 浅 越の 子 は 四 人あった。 江戸 生の 

なか ざ わ ひこき ち  ににん 

長女 ふく は 中沢彦 吾の 弟彦 七の 妻に なり、 男子 二人の 

うち 

中、 兄 は 洋画家と なり、 弟 は 電信 技手と なった。 

くが 

五 百と 一 しょに 東京に 来た 陸が、 夫 矢 川 文 一 郎の名 

さとうみ せ 

を 以て、 本 所 緑 町に 砂糖 店 を 開いた の もこの 年の 事で 

むすめ 

ある。 長 尾の 女 敬の 夫 三 河屋カ 蔵の 開いて いた 

さる わかちよう  ひきて ぢ や や  しんとみ ちょう う つ 

猿 若 町の 引手 茶屋 は、 この 年 十月に 新 富 町に 徒った。 

守 田 勘 弥の守 田 座が 二月に 府庁の 許可 を 得て、 十月に 

開演す る ことにな つたから である。 


ちくけ い  うまれ 

この 年 六月に 海 保 竹逕が 歿した。 文政 七 年生で あ 

また 

るから、 四十 九 歳 を 以て 終った ので ある。 前年 来復 弁 

げんき 

之 助と 称せず して、 名の 元 起 を 以て 行われて いた。 竹 

しょう 

逕の 歿した 時、 家に 遺った の は 養父 漁村の 妾 某氏と 

おのおの いちにん  しげ ま つ 

竹逕の 子女 各 一 人と である。 嗣子 繁松 は文久 二年生 

で、 家 を 継いだ 時 七 歳に なって いた。 竹逕が 歿して か 

こうそん 

らは、 保 は 島 田 篁 村 を 漢学の 師と仰いだ。 天 保 九 年に 

生れた 篁 村 は 三十 五 歳に なって いたので ある。 

抽斎歿 彼の 第 十五 年 は 明治 六 年で ある。 二月 十日に 

渋 江 氏 は 当時の 第 六 大区六 小 区 本 所 相 生 町 四 丁目に 

しゅうさよ 

僦 居した。 五 百が 五十八 歳、 保が 十七 歳の 時で ある。 


みき  のち 

家族 は 初め 母子の 外に 水木が いたば かりで あるが、 後 

ぜんそく 

に は 山 田 脩が 来て 同居した。 脩 はこの 頃 喘息に 悩んで 

いたので、 割下 水の 家 を 畳んで、 母の 世話になりに 来 

たので ある。 

五 百 は 東京に 来てから 早く 一  戸 を 構えたい と 思って 

いたが、 現金の 貯 は 殆ど 尽きて いたので、 奈何と も 

する ことが 出来なかった。 既にして 保が 師範学校から 

月額 十 円の 支給 を 受ける ことにな り、 五 百 は 世話 をす 

る ものが あって、 不本意ながら も 芸者 屋 のために 裁縫 

をして、 多少の 賃銀 を 得る ことにな つた。 相 生 町の 家 

ここ  はじめ 

は 此に至 つて 始 て 借りられ たので ある。 


その 九十 七 

保 は 前年 来 本 所 相 生 町の 家から 師範学校に 通って い 

たが、 この 年 五月 九日に 学校 長が 生徒 一同に 寄宿 を 命 

じた。 これ は 工事中であった 寄宿舎が 落成した ためで 

ある。 しかも この 命令に は 期限が 附 してあって、 来 六 

月 六日に 必ず 舎 内に 徒れ という ことで あ つ た。 

しか  つき 

然るに 保 は 入舎 を 欲せない ので、 「母 病気に 付 当分 

うち  ご  あいな リ たく 

の 内通 学 御 許可 相 成 度」 云々 という 願書 を呈 して、 旧 

に 依って 本 所から 通って いた。 母の 病気と いうの は 


うそ  かかくる し 

虚言ではなかった。 五 百 は 当時 眼病に 罹って 苦んで 

もくしつ 

いた。 しかし 保 は 単に 五 百の 目 疾の故 を 以て 入舎の 期 

を 延ばした ので はない。 

お さ 

保 は 師範学校の 授 くる 所の 学術が、 自己の 攻めん と 

ひそか 

欲する 所の ものと 相反して いるの を 見て、 窃に 退学 

を 企てて いた。 それゆえ 舎 外 生から 舎 内 生に 転じて、 

学校と 自己との 関係の 一 段の 緊密 を 加うる こと を 嫌う 

のであった。 

きた 

学校 は 米 人 スコット という もの を 雇い 来って、 小学 

の 教授法 を 生徒に 伝えさせた。 主として 練習させる の 

は 子 母 韻の 発声で ある。 発声の 正しい もの は 上席に お 


ら せる。 訛って いるもの は 下 席に おらせる。 それゆえ 

東京 人、 中国人な どは材 能がなくても 重んぜられ、 九 

州 人、 東北人な どは材 能が あっても 軽ん せられる。 生 

徒 は 多く 不平に 堪えなかった。 中に も 東京 人 某 は、 

おのれ 

己が 上位に 置かれて いる にもかかわらず、 「この 教授 

法で は 延寿 太夫が 最 優等生になる」 と 罵った。 

保 は 英語 を 操い 英文 を 読む こと を 志して いるのに、 

学校の 現状 を 見れば、 所望に 愜ぅ 科目 は 絶てなかった。 

たと 

また 縦い 未来に おいて 英文の 科が 設けられる にしても、 

共に 入学した 五十 四 人の 過半 は 純 乎た る 漢学 諸 生 だか 

ら、 スペル リング や 第一 リイ ダァ から 始められなくて 


はならない。 保 は これらの 人々 と 歩調 を 同じう して 行 

くの を 堪えが たく 思った。 

保 は ど うに かして 退学した いと 思った。 退学し て ど 

うする かとい うと、 相識の フルベックに 請うて 食客に 

して もらっても ゆい。 また 誰かの ボ オイに なって 海外 

へ 連れて行って もらっても 好い。 モォ レエ 夫婦な どの 

如く、 現に 自分 を 愛して いるもの も ある。 頼み さえし 

たら、 ボ オイに 使って くれぬ こと も あるまい。 こんな 

夢 を 保 は 見て いた。 

保 は 此の 如くに 思惟して、 校長、 教師に 敬意 を 表せ 

じゅん ま 1 つ 

ず、 校則、 課業 を 遵奉す る こと を も 怠り、 早晚 退学 処 


分の 我 頭上に 落ち 来らん こと を 期して いた。 校長 

もろく ずの ぶず み  し  ちょう 

諸 葛 信 澄の 家に 刺 を 通せない。 その 家が 何 町に ある 

がをだに 知らずに いる。 教師に 遅れて 教場に 入る。 数 

学 を 除く 外、 一 切の 科目 を 温習せ ずに、 ただ 英文の み 

を 読んで いる。 

ちと 

入舎の 命令 をば この 状況の 下に 接受した。 そして 保 

はこう 思った。 もし 入舎 せずにいたら、 必ず 退学処分 

が 降る だろう。 そうな つたら、 再び 頂 天 立地の 自由の 

身と なって、 随意に 英学を 研究しょう。 勿論 折角 贏ち 

しょし まんがんろう 

得た 官費 は 絶えて しまう。 しかし 書肆 万 卷楼の 主人が 

相識で、 翻訳書 を 出して くれようと いっている。 早速 


翻訳に 着手しょう というの である。 万巻 楼の 主人 は 

おおでん まちよう  ふくろ やかめ じろう  さき  はじめ 

大 伝馬 町の 袋屋 亀次郎 で、 これより 先 保の 初て 訳し 

た カッケンボスの 『来 国史』 を 引き受けて、 前年 これ 

を 発行した ことがある。 

保 はこの 計画 を 母に 語って 同意 を 得た。 しかし 矢 島 

優と 比 良野貞 固と が 反対した。 その 主なる 理由 は、 

も し 退学処分 を 受け て 、 氏名 を 文部省 雑誌 に 載せられ 

たら、 拭う ベ からざる 汚点 を 履歴の 上に 印す るだろう 

というに あった。 

十月 十九 日に 保 は 隠忍して 師範学校 の 寄宿舎 にんつ 

た。 


その 九十 八 

ゆたか  しょうさかん のぼ 

矢 島 優 はこの 年 八月 二十 七日に 少 属に陞 つたが、 

次で 十二月 一 一十 七日に は 同 官等 を 以て ェ部 省に 転じ、 

しば こと ひらちよう 

鉱山に 関する 事務 を 取り扱う ことにな り、 芝 琴 平 町 

きた 

に 来り 住した。 優の 家に いた 岡 寛 斎 も、 優に 推挙 せら 

のち 

れてェ 部 省の 雇員に なった。 寛 斎 は 後明 治 十七 年 十月 

うまれ 

十九 日に 歿した。 天 保 十 年生で あるから、 四十 六 歳 

しぼ ラ 

を 以て 終った ので ある。 寛 斎 は 生れて 姿貌 があった が、 

かたち やぶ 

痘を 病んで 容を 毀ら れた。 医学 館に 学び、 また 抽斎、 


きえん  のち 

枳 園の 門下に おった。 寛 斎は枳 園が 寿 蔵 碑の 後に 書し 

よわ かいとき か つて せんせ いのもん にあ リ よく その ひととなりと がくの こうはく をし る 

て、 「余 少時 曾 在 先生 之 門、 能 知 其 為人、 且学之 広 博、 

よりて ひそかに せんせいの げんこう および じがく いがくの しょせつ をろ くし ぺ つに しょうさつ しとな す 

因窃録 先生 之 言行 及 字 学 医学 之 諸説、 別 為 小冊子」 

つまびら か 

といって いる。 わたくし は その 書の 存否 を 審 にし 

むすめ 

ない。 寛 斎 は 初め 伊沢 氏 かえの 生んだ 池 田 全 安の 女 

めと  むつの くに いわき だいら 

梅を娶 つたが、 後 これ を 離別して、 陸 奥 国 磐 城 平の 城 

主 安藤 家の 臣後 藤氏の 女 いつを 後妻に： i れた。 いつは 

しゅんたろう  ほんごう にし かたまち 

二子 を 生んだ。 長男 俊太郎 さん は、 今 本 郷西片 町に 住 

んで、 陸軍省 人事 局 補任 課に 奉職して いる。 次男 

とく じろう  かざま  こいし かわみ やした ちょう 

篤次郎 さん は 風 間 氏 を 冒して、 小石 川宮 下町に 住んで 

いる。 篤次郎 さん は 海軍 機関 大佐で ある。 


くが  さとうみ せ 

陸 はこの 年 矢 川 文 一郎と 分離して、 砂糖 店 を 閉じた。 

生計 意の 如くなら ざるが ためであった だろう。 文 一 郎 

が 三十 三 歳、 陸が 二十 七 歳の 時で ある。 

ほんじよ かめ ざ わち よう  きね やか つ ひさ 

次で 陸 は 本 所 亀 沢 町 に 看板 を 懸けて 杵屋勝 久と称 

し、 長唄の 師匠 をす る ことにな つた。 

矢 島 周禎の 一族 もまた この 年に 東京に 遷 つた。 周禎 

れいがん じ ま 

は 霊 岸 島に 住んで 医 を 業と し、 優の 前 妻 鉄 は 本 所 

あいおい ちょう  どおりお もちやみ せ  もと 

相 生 町 二つ目 橋 通に 玩具 店 を 開いた。 周 禎は素 眼科 

なので、 五 百 は 目の 治療 を この 人に 頼んだ。 

と  そくしゅう 

或 日 周禎は 嗣子 周 策 を 連れて 渋 江 氏を訪 い、 束脩 

を 納めて 周 策 を 保の 門人と せんこと を 請うた。 周 策 は 


已に 二十 九 歳、 保 は 僅に 十七 歳で ある。 保 は その 意 

を 解せなかった が、 これ を 問えば 周 策 をして 師範学校 

に 入らし むる 準備 をな さんがた めであった。 保 は 喜び 

諾 して、 周 策 をして 試験 諸 科 を 温習せ しめ かっこれ に 

のち 

漢文 を 授けた。 周 策 は 後生 徒の 第二次 募集に 応じて 合 

格し、 明治 十 年に 卒業して 山梨県に 赴任した が、 幾 

もな く 精神病に 罹って 罷 めら れた。 

ふさ のす け  いなばい ちむ さい 

緑 町の 比 良 野 氏で は 房 之 助が、 実父 稲葉 一夢 斎と 共 

に 骨董 店 を 開いた。 一 夢 斎 は 丹 下が 老後の 名で ある。 

さだかた  くろふねち ようしょう かくじ  せんえい  もう 

貞固は 月に 数度 浅 草 黒船 町 正覚 寺の 先 塋に詣 でて、 

帰途に は 必ず 渋 江 氏を訪 い、 五 百と 昔を談 じた。 


抽斎 歿後の 第 十六 年 は 明治 七 年で ある。 五 百の 眼病 

じんぜん  ち  ひ 

が 荏苒と して 治せぬ ので、 矢 島 周禎の 外に 安藤 某を延 

すうげ つ 

いて 療 せしめ、 数 月に して 治す る こと を 得た。 

み き  さがち よう  ひょうご やとう じろう 

水木 は y  J の 年 深 川佐賀 町の 洋品 商 兵 庫 屋藤次 郎に再 

嫁した。 二十 二 歳の 時で ある。 

にら やま 

妙 了 尼 はこの 年 九十 四 歳 を 以て 韮 山に 歿した。 

かんのう じ 

渋 江 氏で はこの 年 感応 寺に おいて 抽斎 のために 法要 

ゆたか くが  さだかた 

を 営んだ。 五 百、 保、 矢 島 優、 陸、 水木、 比 良野貞 固、 

よしまさ 

飯 田 良 政ら が 来会した。 

渋 江 氏の 秩禄 公債 証書 はこの 年に 交付せられ たが、 

きんだか 

削減 を 経た 禄を 一 石 九十 五 銭の 割 を 以て 換算した 金高 


は、 固より 言う に 足らぬ 小額であった。 

いちげつ 

抽斎 歿後の 第 十七 年 は 明治 八 年で ある。 一月 二十 九 

日に 保 は 十九 歳で 師範学校の 業を卒 え、 二月 六日に 文 

部 省の 命 を 受けて 浜 松 県に 赴く ことと なり、 母 を 奉じ 

て 東京 を 発した。 

のち 

五 百、 保の 母子が 立った 後、 山 田 脩 は 亀 沢 町の 陸の 

もと  ゆたか 

許に 移った。 水木 はなお 深 川佐賀 町に いた。 矢 島 優 

はこの 頃 家 を 畳んで 三 池に 出張して いた。 

その 九十 九 


つ  しばら 

保 は 母 五 百 を 奉じて 浜 松に 著いて、 初め 暫くの ほ 

ど は 旅 店に いた。 次で 母子の 下宿料 月額 六 円 を 払って、 

しも たれち よう ごう やど  わさぶろう 

下垂 町 の郷宿 山田屋 和三郎 方に いる ことにな つた。 

郷 宿と は 藩 政 時代に 訴訟な どのた めに 村民が 城下に 出 

やど 

た 時 舎る 家 をい うので ある。 また 諸国 を 遊歴す る 書画 

家 等の 滞留す る もの も、 大抵 この 郷宿 にいた。 山田屋 

にっけい  げんそん 

は 大きい 家で、 庭に 肉桂の 大木が ある。 今 もな ぉ儼存 

して いるそう である。 

やまき 

山 田屋の 向いに 山 喜と いう 居酒屋が ある。 保 は 山 田 

はじめ  おおざら かばやき 

屋に 移った 初に、 山 喜の 店に 大皿に 蒲 焼の 盛って あ 

るの を 見て 五 百に 「あれ を 買つ て 見ましょう か」 とい つ 


た。 

ぜいたく  うなぎ 

「贅沢 をお 言いで ない。 鰻 はこの 土地で も 高かろう」 

といって、 五 百 は 止めよう とした。 

「まあ、 聞いて 見ましょう」 といって、 保 は 出て 行つ 

た。 価 を 問えば、 一 銭に せ 串であった。 当時 浜 松 辺 

で暮 しの 立ち やすかつ たこと は、 これに 由って 想 見す 

る ことが 出来る。 

保 は 初め 文部省の 辞令 を 持って 県庁に 往 つた。 浜 松 

県の 官吏 は 過半 旧幕 人で、 薩長 政府の 文部省に 対する 

おおえた かぶみ  す こぶ 

反感が あ つ て、 学務 課 長大 江 孝 文の 如き も、 頗る 保 を 

.P. や 

冷遇した。 しかし 良久し く 話して いるう ちに、 保が 津 


軽 人 だと 聞いて、 少しく 面 を 和げ た。 大 江の 母は津 

軽 家の 用人 栂野求 馬の 妹であった。 後 大江は 県令 

はやし こうとく もう 

林 厚徳に 稟 して、 師範学校 を 設ける ことにして、 保 を 

教頭に 任用した。 学校の 落成した の は 六月で ある。 

たかまち 

数 月の 後、 保 は 高 町の 坂 下、 紺屋 町 西 端の 雑貨商 

ごう しゅうや はやみへ いきち  はなれざしき  うつ 

江 州 屋速見 平 吉の離 座敷 を 借 リて遷 つた。 この 江州屋 

も 今な ぉ存 している そうで ある。 

しょうさかん  や 

矢 島 優 はこの 年 十月 十八 日に ェ部少 属を罷 めて、 

さきがけ  まさご 

新聞記者 になり、 『 魁 新聞』、 『真砂 新聞』 等の ために、 

主として 演劇 欄に 筆 を 執った。 『魁 新聞』 に は 山 田 脩 

とも  きえん 

が倶に 入社し、 『真砂 新聞』 に は森枳 園が 共に 加盟した。 


枳園は 文部省の 官吏と して、 医学 校、 工学 寮 等に 通勤 

しつつ、 旁ら 新聞社に 寄稿した ので ある。 

抽斎 歿後の 第 十八 年 は 明治 九 年で ある。 十月 十日に 

浜 松 師範学校が 静岡 師範学校 浜 松 支部と 改称 せられた。 

これよ リ先 八月 二十 一 日に 浜 松 県 を 廃して 静岡県に 併 

ちと 

せられた ので ある。 しかし 保の 職 は 故の 如くであった。 

この 年 四月に 保 は 五 百の 還暦の 賀延を 催して 県令 以 

下の 祝 を 受けた。 

やす  しんとみ ざっき  みかわ や 

五 百の 姉 長 尾 氏 安 はこの 年 新 富 座附の 茶屋 三 河屋で 

のち 

歿した。 年 は 六十 二であった。 この 茶屋の 株 は 後 敬の 

りき ぞう 

夫 力 蔵が 死ぬ るに 及んで、 他人の 手に 渡った。 


比 良 野貞固 もまた この 年 本 所 緑 町の 家で 歿した。 文 

うまれ 

化 九 年生 であるから、 六十 五 歳 を 以て 終った ので ある。 

のち  つ 

その後 を 襲いだ 房 之 助さん は 現に 緑 町  一 丁目に 住んで 

いる。 

小 野富穀 もまた この 年 七月 十七 日に 歿した。 年 は 七 

十であった。 子 道悦が 家督相続 をした。 

多 紀安琢 もまた この 年 一 月 四日に 五十 三 歳で 歿した。 

げんえん  うんじ ゆう 

名 は 元琰、 号 は 雲 従であった。 その後 を 襲いだ のが 

かずさの くに いすみ ごお リ そう もと むら  せ い のす け 

上 総 国 夷隅 郡 総 元 村に 現存して いる 次男 晴之 助さん で 

ある。 

こうそう 

喜 多 村栲窓 もまた この 年 十一 月 九日に 歿した。 栲窓 


おおつ か むら 

は抽 斎の 歿した 頃 奥 医師 を罷 めて 大塚 村に 住んで いた 

ゆうはん しん  ここ 

が、 明治 七 年 十二月に 卒中し、 右 半身不随 になり、 此 

に迨 つて 終った。 享年 七十 三で ある。 

抽斎 歿後の 第 十九 年 は 明治 十 年で ある。 保 は 浜 松 

おもて はやうま ちょう  い くばく 

表 早馬 町 四十 番地に 一 戸 を 構え、 後 また 幾 ならず 

もとじょう ない  もといのう え 

して 元 城内 五十 七 番地に 移った。 浜 松 城 は 本 井上 

かわち のかみ まさな お  あらた 

河内 守 正直の 城で ある。 明治 元年に 徳川家が 新に こ 

ほう  いちはら ごお リ 

の 地に 封せられ たので、 正直 は 翌年 上 総 国 巿原郡 

つるまい  うつ 

鶴 舞に 徒った。 城内の 家屋 は 皆 井上 家 時代の 重臣の 

ていたく  つらな 

第 宅で、 大手の 左右に 列 つていた。 保 は その 一 つに 

母 を おらせる ことが 出来た ので ある。 


この 年 七月 四日に 保の 奉職して いる 静岡 師範学校 浜 

松 支部 は 変則 中学校と 改称 せられた。 

かね まっせき きょ 

兼 松 石 居 はこの 年 十二月 十二 日に 歿した。 年 六十 八 

こんにち われめん をし る 

である。 絶筆の 五 絶と 和歌と が ある。 「今日 吾 知 免。 

また つるに のりて あそばん とす  じょうて いしゅめ い をた まう 

亦 将騎鶴 遊。  上帝 賫殊 命。 

なんじ をして ながく あ いやす まし めんと  としなみ 

使 爾永相 休 ご 「年浪 のた ち 騒ぎつ る 世 をう み 

こ  い  さかい いわみ のかみ ただみち 

の 岸 を 離れて 舟 漕ぎ出で むご 石 居 は 酒 井石 見守 忠方 

やしろ  じょ めと 

の 家来 屋代 某の 女を娶 つて、 三 子 二 女 を 生ませた。 長 

こん あざな  ししょ  こうぼく けん 

子艮、 字 は 止 所が 家を嗣 いだ。 号 は 厚朴 軒で ある。 

せいき 

良の 子 成 器 は 陸軍 砲兵 大尉で ある。 成 器さん は 下 総 国 

いちかわ まち 

巿川 町に 住んで いて、 厚朴 軒さん も その 家に いる。 


その 百 

いちげつ 

抽斎 歿後の 第二 十 年 は 明治 十一 年で ある。 一月 二十 

つぐて る  へんしゅう 

五日 津軽 承昭は 藩士の 伝記 を 編輯せ しめんが ために、 

しも さわ やすみ  め 

下 沢 保躬を し て 渋 江 氏 について 抽 斎の 行状 を徴さ し め 

た。 保 は 直ちに 録呈 した。 いわゆる 伝記 は今存 ずる 所 

の 『津軽 藩 旧記 伝 類』 では あるまい か。 わたくし はい 

まだ その 書 を 見ざる が 故に、 抽 斎の 行状が 采択 せら れ 

つまびら か 

しゃ 否や を 審 にしない。 

保の 奉職して いる 浜 松 変則 中学 枚 はこの 年 二月 一 一十 


三日に 中学校と 改称 せられた。 

山 田 脩 はこの 年 九月 二日に、 母 五 百に 招致 せられて 

ぜんそく  きづか 

浜 松に 来た。 これより 先 五 百 は 脩の 喘息 を 気遣って い 

ゆたか  さきがけ 

たが、 脩が 矢 島 優と 共に 『 魁 新聞』 の 記者と なる に 

ぼういん 

及んで、 その 保に 寄す る 書に 卯 飲の 語 ある を 見て、 大 

おそ  きた 

いに その 健康 を 害せん を 惧れ、 急に 命じて 浜 松に 来ら 

しめた。 しかし 五 百 は 独り 脩の 身 化の ためにの み 憂え 

たので はない。 その 新聞記者の 悪徳に 化せら れんこと 

おもん ばか 

を も 慮 つたので ある。 

この 年 四月に 岡本況 斎が 八十 一 一歳で 歿した。 

抽斎 歿後の 第二 十一 年 は 明治 十二 年で ある。 十月 十 


て いきょ 

五日 保 は 学問 修行の ため 職 を 辞し、 二十 八日に 聴許せ 

られ た。 これ は慶応 義塾 にんって 英語 を 学 ばんがため 

である。 

これより 先 保 は 深く 英語 を 窮めん と 欲して、 いまだ 

その 志 を 遂げずに いた。 師範学校に 入った の も、 その 

業を卒 えて 教員と な つたの も、 皆 学資 給せ ざるが ため 

に、 やむ こと をえず して 為した ので ある。 既にして 保 

そくぶん  す こぶ  ふ く ざ わ ゆきち 

は慶応 義塾の 学風 を 仄聞し、 頗る 福 沢 諭吉に 傾倒した。 

あ. T-  あらわ 

明治 九 年に 国学者 阿波の 人 某が、 福 沢の 著す 所の 『学 

はく  にっぽん  さいじ 

問の す、 め』 を駁 して、 書中の 「日本 は蕞爾 たる 小国 

はす 力し 

である」 の 句 を 以て 祖国 を 辱 むる ものと なす を 見る 


に 及んで、 福 沢に 代って 一 文 を 草し、 『民間 雑誌』 に投 

じた。 『民間 雑誌』 は 福 沢の 経営す る 所の 日刊新聞で、 

今の 『時事 新報』 の 前身で ある。 福 沢 は 保の 文 を采録 

しゅしょ  し 

し、 手書して 保に 謝した。 保 はこれ より 福 沢に 識られ 

てきじ ゆう 

て、 これに 適 従 せんと 欲する 念が いよいよ 切に なつ 

たので ある。 

ち と 

保 は 職 を 辞す る 前に、 山 田 脩 をして 居 宅 を 索め しめ 

た。 脩 は 九月 二十 八日に 先ず 浜 松 を 発して 東京に 至り、 

まつ もとちょう 

芝 区 松 本 町 十一 一番 地の 家 を 借りて、 母と 弟と を 迎えた。 

五 百、 保の 母子 は 十月 三十 一日に 浜 松 を 発し、 十一 

月 三日に 松 本 町の 家に 著いた。 この 時 保と 脩と は 再び 


東京に あって 母の 膝下に 侍する こと を 得た が、 独り 矢 

島 優 のみ は 母の 到 著す る を 待つ ことが 出来ずに 北海 

道へ 旅立った。 十月 八日に 開拓 使 御用 掛を 拝命して、 

札幌に 在勤す る ことと なった からで ある。 

くが  のち 

陸 は 母と 保との 浜 松へ 住った 後 も、 亀 沢 町の 家で 長 

唄の 師匠 をして いた。 この 家に は 兵庫屋 から 帰った 

み き 

水木が 同居して いた。 勝久は 水木の 夫であった 

はたな かとう じろう 

畑 中 藤 次郎を 頼もし くないと 見定めて、 まだ 脩が 浜 松 

に 住かぬ 先に 相談して、 水木 を 手元へ 連れ戻し たので 

ある。 

保ら は 浜 松から 東京に 来た 時、 二人の 同行者が あつ 


た。 一 人 は 山 田 要 蔵、 一 人 は 中 西常武 である。 

とおとう みのく に ふち ごお リ つづき 

山 田 は 遠 江 国 敷 智郡都 築の 人で ある。 父 を 喜 平と 

たたみ どい や  げんじ  うまれ 

いって、 畳 問屋で ある。 その 三男 要 蔵 は 元 治 元年 生 

の 青年で、 渋 江の 家から 浜 松 中学校に 通い、 卒業して 

東京に 来たので ある。 時に 年 十六であった。 中 西 は 伊 

わたら いごお り  いわぶ ちちよう  ようすけ 

勢 国 度 会 郡 山 田 岩 淵 町 の 人中 西 用亮の 弟で ある。 愛 

知 師範学校に 学んで 卒業し、 浜 松 中学校の 教員に な つ 

ていた。 これ は 職を罷 めて 東京に 来た 時 二十 七、 八 歳 

であった。 山 田 も 中 西 も、 保と 同じく 慶応 義塾に 入ら 

んと 欲して、 共に 入京した ので ある。 


その 百 一 

保 は 東京に 著いた 翌日、 十一 月 四日に 慶応 義塾に 

住って、 本科 第三 等に 編入 せられた。 

同行者の 山 田 は、 保と 同じく 本科に、 中 西 は 別科に 

い  のち 

入った。 後山 田 は 明治 十四 年に 優等 を 以て 卒業して、 

一 時 義塾の 教員と なり、 既にして 伊東 氏 を 冒し、 衆議 

院議 員に 選ばれ、 今 は 某 銀行、 某 会社の 重役 をして い 

る。 中 西 は 別科 を 修めた 後に 郷に 帰った。 

ばんらい しゃ 

保 は慶応 義塾の 生徒と なつてから 三日 目に、 万来 舎 

において 福 沢 諭吉を 見た。 万来 舎 は 義塾に 附属した ク 


ラブ 様の もので、 福 沢 は 毎日 午後に 来て 文明 論 を 講じ 

ていた。 保が 名 を 告げた 時、 福 沢 は 昔年の 事 を 語り か 

でて これ を 善 遇した。 

当時 慶応 義塾 は 年 を 三 期に 分ち、 一 月から 四月まで 

を 第一 期と いい、 五月から 七月まで を 第二 期と いい、 

九月から 十二月まで を 第三 期と いった。 保が この 年 第 

三 期に 編入 せられた 第三 等 はなお 第三 級と いわんが ご 

とくで ある。 月の 末に は 小 試験が あり、 期の 終に はま 

た大 試験が あった。 

きえん 

森枳園 はこの 年 十二月 一 日に 大蔵省 印刷 局の 編修に 

なった。 身分 は 准 判 itt 御用 掛で、 月給 四十 円であった。 


とくのう りょうす け 

局長 得 能 良 介 は 初め 八十 円 を 給せ ようと い つ たが、 

枳園は 辞して いった。 多く 給せられ て 早く 罷 めら れん 

すくな 

より は、 少く 給せられ て 久しく 勤めたい。 四十 円で 

さしゅく 

十分 だとい つた。 局長 はこれ に 従って、 特に 耆宿 とし 

て 枳園を 優遇し、 土蔵の 内に 畳 を 敷いて 事務 を 執らせ 

かぎ 

た。 この 土蔵の 鍵は枳 園が 自ら 保管して いて、 自由に 

しゅつにゅう  にちにちき よくに ぃリ 

これに 出入 した。 寿 蔵 碑に 「日々 入 局、 

お い のま さに いたらん とする を しらず ほとんど きんぱ もん のお もい をな すと いう  き 

不知 老之将 至、 殆為金 馬 門 之 想 云」 と 記して 

ある。 

抽斎 歿後の 第二 十二 年 は 明治 十三 年で ある。 保 は 四 

月に 第二 等に 進み、 七月に 破格 を 以て 第一 等に 進み、 


遂に 十二月に 全科の 業 を 終えた。 下等の 同学 生に は 渡 

ひらが びん  せリ かわとく いち 

辺修、 平 賀敏が ぁリ、 また 同じ 青森県 人に 芹 川 得 一、 

くどうぎ すけ  いぬかい き 

ェ藤儀 助が あった。 上等の 同学 生に は 犬養毅 さんの 外、 

や だせき  やすば  さかい じえい 

矢 田績、 安場 男爵が あり、 また 同県 人に 坂 井 次 永、 

かみおきん や  のち 

神 尾金弥 があった。 後の 二人 は 旧会津 藩士で ある。 

かお こ  そう まなが たね  めが た 

万来 舎で は 今の 金子 子爵、 その他 相 馬 永 胤、 目賀田 

はと やまかず お 

男爵、 鳩 山 和 夫 等が 法律 を 講ずる ので、 保 も 聴いた。 

山 田 脩 はこの 年 電信 学校に 入って、 松 本 町の 家から 

くが  かたわら 

通った。 陸の 勝久が 長唄 を 人に 教 うる 旁 、 音楽 取調 

所の 生徒と なった の もまた この 年で ある。 音楽 取調 所 

ほうが 

は 当時 創立 せられた もので、 後の 東京 音楽学 校 の 萌芽 


みき  もと 

である。 この頃 水木 は 勝 久の許 を 去って 母の 家に 来た。 

ふじ むらよ したね  ぐう 

この 年 また 藤村義 苗さん が 浜 松から 来て 渋 江 氏に 寓 

した。 藤 村 は 旧 幕臣で、 浜 松 中学校の 業を卒 え、 遠 江 

国 中 泉 で 小学校 訓導 をして いたが、 外国語 学校で 露 

語 生徒の 入学 を 許し、 官費 を 給す ると 聞いて、 その 試 

験 を 受けに 来たので ある。 藤 村 は 幸に 合格した が、 後 

に 露語 科が 廃せられ てから、 東京 高等 商業学校 にんつ 

て その 業を卒 え、 現に 某々 会社の 重役に なって いる。 

松 本 町の 家に は 五 百、 保、 水木の 三人が いて、 諸 生 

に は 山 田 要 蔵と この 藤 村と が 置いて あつたの である。 

抽斎 歿後の 第二 十三 年 は 明治 十四 年で ある。 当時 慶 


応 義塾の 卒業生 は 世人の 争って 聘 せんと 欲する 所で、 

その 世話 をす る 人 は 主に 小幡 篤次郎 であった。 保 はな 

お 進んで 英語 を 窮めたい 志 を 有して いたが、 浜 松に 

あった 日に 衣食 を 節して 貯えた 金が また 罄 きたので、 

遂に 給 を 俸 銭に 仰がざる こと を 得な くな つ た。 

はけく ち  す こぶ 

この 年 もまた 卒業生の 決 口 は 頗る 多かった。 保の 

如き も 第一 に 『三重 日報』 の 主筆に 擬 せられて、 これ 

もき ち 

を 辞した。 これ は 藤 田 茂吉に 三重県 庁が 金 を 出して い 

る こと を 聞いた からで ある。 第二に 広 島 某 新聞の 主筆 

は、 保が 初め その 任に 当ろうと していた が、 次で 出来 

た 学校の 地位に 6 を 傾けた ために、 半途に して 交渉 


を 絶った。 

学校の 地位と いうの は、 愛知 中学校 長で ある。 招聘 

の 事 は 阿部 泰 蔵と 会談して 定まり、 保 は 八月 三日に 母 

と 水木と を 伴って 東京 を 発した。 諸 生 山 田 要 蔵 はこの 

時慶応 義塾に 寄宿した。 

その 百 一 一 

ほい ごお リ こふ まち  つ  ちょう せんじ 

保 は 三 河 国宝 飯 郡 国府 町に 著いて、 長 泉 寺の 隠居 所 

を 借りて 住んだ。 そして 九月 三十日に 愛知県 中学校 長 

に 任ずと いう 辞令 を 受けた。 


保が 学校に 往 つて 見る と、 二つの 急 を 要する 問題が 

前に 横 わって いた。 教則 を 作る ことと 罰則 を 作る こ 

ととで ある。 教則 は 案 を 具して 文部省に 呈し、 その 認 

可 を 受けなくて はならない。 罰則 は 学校 長が 自ら 作り 

自ら 施す こと を 得る ので ある。 教則の 案 は 直ちに 作つ 

て呈 し、 罰則 は 不文律と なして、 生徒に 自力の 徳教を 

おし  たやす 

誨 えた。 教則 は 文部省が 輒く 認可せ ぬので、 往復 数 

十回 を累 ね、 とうとう 保の 在職 中には 制定せられ ずに 

しまった。 罰則 は 果して 必要でなかった。 一人の 

※違 者 〔# 「言+ 圭」、 295-S を も 出さなかった からで あ 

る。 


長 泉 寺の 隠居 所 は 次第に 賑 しくな つた。 初め 保 は 

み き 

母と 水木との 二人の 家族が あつたの みで、 寂しい 家庭 

きぐう  ひと リ い 

をな していた が、 寄寓 を 請う 諸 生 を、 一人 容れ、 二人 

容れ て、 幾 も あらぬ に 六 人の 多き に 達した。 

はちた いくたろう いながき しん こう  じゅい ち  じん ざぶ ろう すがぬ ま いわ ぞう 

八 田 郁太郎、 稲垣 親康、 島 田 寿 一 、大矢 尋三郎 、菅沼 岩 蔵、 

みぞべ い き 

溝 部 惟幾の 人々 である。 中に も 八 田 は 後に 海軍 少将に 

至った。 菅沼は 諸方の 中学校に 奉職して、 今 は 浜 松に 

いる。 最も 奇 とすべき は 溝 部で、 或 日 偶然 来て 泊り込 

えん りゅう  かじつ あわせ  ばお リ  き  てん 

み、 それなりに 淹留 した。 夏日 袷に 袷 羽織 を 著て 恬 

として 恥じず、 また 苦熱の 態 を も 見せない。 人 皆 その 

ながと  ねんし 

長 門の 人なる を 知ってい るが、 かって 自ら 年歯 を 語つ 


たこと がない ので、 その 幾 歳なる か を 知る ものがない。 

のち 

打ち 見る 所 は 保と 同年 位であった。 溝 部 は 後 農 商務省 

の 雇員と なり、 地方 官に 転じ、 栃木県 知事に 至った。 

当時 保 は 一 人の 友 を 得た。 武田 氏名 は 準 平， -で、 保 

こふ  あっせん 

が 国府の 学校に 聘 せられた 時、 中に 立って 斡旋した 阿 

部泰 蔵の 兄で ある。 準 平 は 国府に 住んで 医 を 業と して 

あらわ  せいかく 

いたが、 医家 を 以て 著れ ずに、 かえって 政 客 を 以て 聞 

えていた。 

さき 

準 平 は y  J れ より 先 愛知県 会の 議長と な つた ことがあ 

る。 某 年に 県会が 畢 つて、 県 吏と 議員と が 懇親の 宴 を 

くにさ だれん ぺ い  あきたら 

開いた。 準 平 は 平素 県令 国貞廉 平の 施設に 慊 なかつ 


たけな わ  さか. 19 き 

たが、 宴 闌 なる 時、 国貞の 前に 進んで 杯 を献 じ、 

さかな  そむ  い 

さて 「ぉ殽 は」 と 呼びつつ、 国貞に 背いて 立ち、 衣 を 

かか  しリ あらわ 

搴げて 尻 を 露 したそう である。 

保 は 国府に 来てから、 この 準 平と 相識に なった。 既 

にして 準 平が 兄弟に なろうと 勧めた。 保 は 謙 つて 父 

子になる 方が 適当であろう といった。 遂に 父子と 称し 

て 杯 を 交した。 準 平 は 四十 四 歳、 保 は 二十 五 歳の 時で 

ある。 

この 時 東京に は 政党が 争い 起った。 改進党が 成り、 

自由党が 成り、 また 帝政 党が 成って、 新聞紙 は 早晚こ 

れらの 結党 式の 挙行 せらるべき こと を 伝えた。 準 平と 


保と は 国府に あってこう いった。 「東京の 政界 は 華々 

ふち  ぎよ 

しい。 我ら 田舎に 住んで いるもの は、 淵に 臨んで 魚 を 

羨む の 情に 堪えない。 しかし 大 なる もの は 成る に 難 

く、 小なる もの は 成る に 易い。 我ら も 甲ら に 似せて 穴 

を 掘り、 一 の 小 政 社 を 結んで、 東京の 諸 先輩に 先んじ 

て 式 を 挙げよう ではない か」 といった。 この 政 社の 

o な 力た 

雛 形 は 進取 社と 名づ けられて、 保 は 社長、 準 平 は 副 社 

長であった。 

その 百 三 


抽斎 歿後の 第二 十四 年 は 明治 十五 年で ある。 一月 二 

せき かく 

日に 保の 友 武田準 平が 刺客に 殺された。 準 平の 家に は 

むすめ ひと リ  ひで ぞう 

母と 妻と 女 一人と がいた。 女の 壻秀三 は 東京 帝 国大 

学 医科大学の 別科 生に なって いて、 家に いなかった。 

いとま  こ 

常 は 諸 生が おり、 僕が おった が、 皆 新年に 暇 を 乞うて 

帰った。 この 日 家人が 寝に 就いた 後、 浴室から 火が 

起った。 唯一 人 暇 を 取らずに いた 女中が 驚き 醒めて、 

けぶり くりや  こ  ひきまど 

烟の 厨を罩 むる を 見、 引窓 を 開きつつ 人 を 呼んだ。 

ほうちゅう 

浴室 は 庖厨の 外に 接して いたので ある。 準 平 は 女中 

の 声 を 聞いて、 「なんだ、 なんだ」 といいつつ、 手に 

あんどう  さ  ひきまわし 

行燈を 提げて 厨に 出て 来た。 この 時 一人の 引 廻が つ 


き  た 

ば を 被た 男が 暗中より 起って、 準 平に 近づいた。 準 平 

は 行燈を 措いて 奥 にんった。 引 廻の 男 は 尾いて 入った。 

準 平 は 奥の 廊下から、 雨戸 を 蹴 脱して 庭に 出た。 引 廻 

きず 

の 男 はまた 尾いて 出た。 準 平 は 身に 十四 力 所の 創 を 

ひのき  たお 

負って、 庭の 檜の 下に 殪れ た。 檜 は 老木で あつたが、 

前年の 暮、 十二月 二十 八日の 夜、 風の ない に 折れた。 

たきぎ  ひ 

準 平 は それ を 見て、 新年 を 過して から 薪に 挽かせよ 

うとい つていた ので ある。 家人 は 檜が 讖を なした など 

たれ  なにゆえ 

といった。 引 廻の 男 は 誰で あつたか、 また 何故に 準 平 

を 殺した か、 終に 知る ことが 出来なかった。 

保 は 報 を 得て、 馳 せて 武 田の 家に 往 つた。 警察署 長 


佐 藤 某が いる。 郡長 竹 本元※ 〔# 「にんべん + 暴」、 298- 

2U がいる。 巡査 数人が いる。 佐 藤 はこうい うので ある。 

「武 田さん は 進取 社の 事の ために 殺されな すった かと 

思われます。 渋 江さん も 御用 心な さるが 好い。 当分の 

内 巡査 を 二人 だけ 附 けて 上げましょう」 というの であ 

る。 

保 は 彼の 小結 社の 故 を 以て、 剌 客が 手 を 動した も 

しばら  すすめ 

のと は 信ぜなかった。 しかし 暫く は 人の 勧に 従って 

巡査の 護衛 を 受けて いた。 五 百 は 例の 懐剣 を 放さずに 

持って いて、 保に も 弾を塡 めた 拳銃 を 備えさせた。 進 

取 社 は 準 平が 死んで から、 何の 活動 を もな さずに 分散 


した。 

保 は 『横 浜 毎日 新聞』 の 寄書 家に なった。 『毎日』 は 

島 田三郎 さんが 主筆で、 『東京 日々 新聞』 の 福 地 桜痴と 

論争して いたので、 保 は 島 田 を 助けて 戦った。 主なる 

論題 は 主権 論、 普通選挙 論 等であった。 

とやましょう いち 

普通選挙 論で は 外 山 正 一 が 福 地に 応援して、 「毎日 

めくら へび 

記者 は 盲目 蛇に おじざる もの だ」 といった。 これ は 島 

田の ベンサム を 普通選挙 論者と な したる は 無学の ため 

で、 ベ ン サム は 実は 制限 選挙 論者 だとい うのであった。 

そこで 保 はべ ン サムの 憲法 論に ついて、 普通選挙 を 可 

しょ ラ しゅ つ 

とする 章句 を鈔 出し、 「外 山 先生 は 盲目 蛇に おじ ざ 


おうむがえし 

る もの だ」 という 鸚鵡 返の 報復 をした。 

のち  ぬまし ゆ いち 

これらの 論戦の 後、 保 は 島 田 三郎、 沼 間 守 一 、 

肥 塚 龍ら に 識られ た。 後に 横 浜 毎日 社員に なった の 

は、 この 縁故が あつたから である。 

保 は 十二月 九日 学校の 休暇 を 以て 東京 にんった。 実 

は 国府 を 去らん とする 意が あ つたので ある。 

この 年 矢 島 優 は札幌 にあって、 九月 十五 日に 渋 江 

氏に 復籍した。 十月 二十 三日に その 妻 蝶が 歿した。 年 

三十 四であった。 

おさむ  いちげつ 

山 田 脩 はこの 年 一月 ェ部 技手に 任ぜられ、 日本 橋 

電信局、 東京 府庁 電信局 等に 勤務した。 


その 百 四 

抽斎 歿後の 第二 十五 年 は 明治 十六 年で ある。 保 は 前 

い  しばた まち 

年の 暮に 東京に 入って、 仮に 芝 田 町  一丁目 十二 番地に 

住んだ。 そして 一 面 愛知県 庁に 辞表 を呈 し、 一 面 府下 

めん ひ 

に 職業 を 求めた。 保 は 先ず 職業 を 得て、 次で 免 罷の報 

>  J うぎ よくし や 

に 接した。 一月 十一 日に は攻玉 社の 教師と なり、 二 

十五 日に は慶応 義塾の 教師と なって、 午前に 慶応 義塾 

に往 き、 午後に 攻玉 社に 往く ことにした。 攻玉社 は 社 

こんどう まこと  ひそむ  のち 

長が 近 藤 真 琴、 幹事が 藤 田 潜で、 生徒 中には 後に 海軍 


ひで しま  かさまち よく 

少将に 至った 秀島 某、 海軍 大佐に 至った 笠 間 直 等が 

あった。 慶応 義塾 は 社頭が 福 沢 諭吉、 副 社頭が 

おばたと くじろう  はまの さ だしろう  かどの いくのしん 

小幡篤 次郎、 校長が 浜 野 定四郎 で、 教師 中に 門 野 幾 之 進、 

かま だえ いきち  いけべき ちたろう  かどの じゅうく ろう 

鎌 田栄吉 等が あり、 生徒 中に 池辺吉 太郎、 門 野 重 九郎、 

わ だとよ じ  ひびおう すけ  いぶきら いた 

和田豊 治、 日 比 翁 助、 伊吹 雷 太 等が あった。 愛知県 中 

学校 長 を 免ずる 辞令 は 二月 十四日 を 以て 発せられた。 

保 は 芝 烏 森 町 一番 地に 家 を 借りて、 四月 五日に 国府 

かえ  みき 

から 還った 母と 水木と を 迎えた。 

勝 久は相 生 町の 家で 長唄 を 教えて いて、 山 田 脩 は 

その 家から 府庁 電信局に 通勤して いた。 そこへ 優が 

開拓 使の 職 を 辞して 札幌 から 帰った のが 八月 十日で あ 


る。 優 は 無 妻に なって いるので、 勝久に 説いて 師匠 を 

や  もつ ぱ  つかさど 

罷めさせ、 専ら 家政 を 掌 ら せた。 

八月 中の 事であった。 保 は 客 を 避けて 『横 浜 毎日 新 

い つ しゅうじ つ 

聞』 に 寄す る 文 を 草 せんがた めに、 一 週日 ほどの 間 柳 

ほ あしけん ぞう  きが 

島の 帆 足 謙 三と いう ものの 家に 起臥して いた。 烏 森 町 

の 家に は 水木 を 遺して 母に 侍せし め、 かつ 優、 脩、 勝 

久の 三人 をして 交る 交る その 安否 を 問わし めた。 然る 

に 或 夜 水木が 帆 足の 家に 来て、 母が 病気と 見えて 何も 

食わな くな つたと 告げた。 

保が 家に 帰って 見る と、 五 百 は 床 を 敷かせて 寝て い 

ただいま 

た。 「只今 帰りました」 と、 保 はいった。 


「お 帰 かえ」 といって、 五 百 は 微笑した。 

「おつ 母 様、 あなた は 何も 上らない そうです ね。 わた 

くし は 暑くて たまりません から、 氷 を 食べます ご 

「そんなら ついでに わたしの も 取って おくれ ご 五 百 

は 氷 を 食べた。 

翌朝 保が 「わたくし は 今朝 は 生卵に します」 といつ 

た。 

「そうかい、 そんなら わたし も 食べて 見よう ご 五 百 は 

生卵 を 食べた。 

午に なって 保 はいった。 「きょうは 久しぶりで、 洗 

いに 水 貝 を 取って、 少し 酒 を 飲んで、 それから 飯に し 


ます 」 

「そんなら わたし も 少し 飲もう。」 五 百 は 洗いで 酒 を 

飲んだ。 その 時 はもう 平日の 如く 起きて 坐って いた。 

晚 になって 保 はいった。 「どうも 夕方に なって こん 

なに 風が ちっともなくて は 凌ぎ 切れません。 これから 

しおゆ  は い  こげつ 

汐 湯に 這 入って、 湖 月に 寄って 涼んで 来ます ご 

「そんなら わたし も往 くよ ご 五 百 は 遂に 汐湯 にんつ て、 

のみくい 

湖 月で 飲食した。 

五 百 は 保が 久しく 帰らぬ がた めに 物 を 食わな くな つ 

たので ある。 五 百 は 女子 中で は棠を 愛し、 男子 中で は 

屎を 愛した。 さきに 弘 前に 留守 をして いて、 保 を 東京 


に 遣った の は、 意 を 決した 上の 事で ある。 それゆえ 能 

く 年余の 久しき に 堪えた。 これに 反して 帰るべく して 

帰らざる 保 を 日 ごとに 待つ こと は、 五 百の 難ん ずる 所 

であった。 この 時 五 百 は 六十 八 歳、 保 は 二十 七 歳で 

あった。 

その 百 五 

この 年 十二月 二日に 優が 本 所 相 生 町の 家に 歿した。 

優 は 職を罷 める 時から 心臓に 故障が あって、 東京に 

きょか わ げんどう 

還って 清川玄 道の 治療 を 受けて いたが、 屋内に 静 坐し 


ていれば 別に 苦悩 もなかった。 歿する 日に は 朝から 物 

ひるごろ  くた び  ぎょうが 

を 書いて いて、 午 頃 「ああ 草臥れた」 といって 仰臥し 

たが、 それき り 起たなかった。 岡 西 氏徳の 生んだ、 抽 

かく 

斎の 次男 は 此の 如くに して 世 を 去った ので ある。 優 は 

四十 九 歳に なって いた。 子 はない。 遺骸 は 感応 寺に 葬 

られ た。 

とうし  のち 

優は蕩 子であった。 しかし 後に 身 を 吏籍に 置いて か 

らは、 微官 におった にもかかわらず、 頗る 材能を 見 

じょうぎ  しんせき ほうゆう 

した。 優 は 情誼に 厚かった。 親戚 朋友の その 恩恵 を 

被った こと は 甚だ 多い。 優 は 筆 札 を 善くした。 その 書 

に は 小島 成 斎の 風が あった。 その他 演劇の 事 はこの 人 


の 最も 精通す る 所であった。 新聞紙の 劇評の 如き は、 

き えん  うち 

森枳 園と 優と を 開拓者の 中に 算 すべきであろう。 大正 

ひちょう 

五 年に 珍書 刊行会で 公に した 『劇界 珍 話』 は 飛 蝶の 名 

が署 して あるが、 優の 未定稿で ある。 

抽斎 歿後の 第二 十六 年 は 明治 十七 年で ある。 二月 十 

四日に 五 百が 烏 森の 家に 歿した。 年 六十 九であった。 

五 百 は 平お 病む ことが 少 かった。 抽斎 歿後に 一た 

かか  じ じ せん つう うれ 

び 眼病に 罹り、 時々 疝痛を 患えた 位の ものである。 特 

のち  ほ とん 

に 明治 九 年 還暦の 後 は、 殆ど 無病の 人と なって いた。 

然るに 前年の 八月 中、 保が 家に 帰らぬ を 患えて 絶食し 

た 頃から、 やや 心身 違和の 徴 があった。 保ら はこれ が 


ために 憂慮した。 さて 新年 にんって 見る と、 五 百の 健 

康 状態 は 好くな つた。 保 は 二月 九日の 夜 母が 

て ん ぷ ら そ ば  こたつ  こう たけな わ 

天麩羅 薷麦を 食べて 炬燧に 当り、 史を談 じて 更の 闌 

なる に 至った こと を 記憶して いる。 また 翌 十日に も 

ごしょく 

午 食に iE 麦 を 食べた こと を 記憶して いる。 午後 三時 頃 

五 百 は 煙草 を 買いに 出た。 二、 三年 前から は 子ら の 

いさめ  い 

諌 を納れ て、 単身 戸外に 出ぬ ことにし ていたが、 当時 

みせ 

の 家から 煙草 店へ 往く道 は、 烏 森 神社の 境内であって 

車 も 通らぬ ゆえ、 煙草 を 買いに だけ は 単身で 往 つた。 

保 は 自分の 部屋で 書 を 読んで、 これ を 知らずに いた。 

しばら  うしろ 

暫 くして 五 百 は 烟草を 買って 帰つ て、 屎の 背後に 立 つ 


て 話 をし 出した。 保 はかつ 読み かつ 答えた。 初て ド 

イツ 語 を 学ぶ 頃で、 読んで いる 書 はシェ ッ フェルの 文 

典であった。 保 は 母の 気息の 促 迫して いるのに 気が 附 

いて、 「おつ 母 様、 大 そうせ かせ かします ね」 といった。 

「ああ 年の せいだろう、 少し 歩く と 息が 切れる の だ 

よご 五 百 はこうい つたが、 やはり 話を罷 めずに いた。 

少し 立って 五 百 は 突然 黙った。 

「おつ 母 様、 どうかな すった のです かご 保 はこうい つ 

ラ しろ 

て 背後 を 顧みた。 

五 百 は 火鉢の 前に 坐って、 やや 首 を 傾けて いたが、 

保 は その 姿勢の 常に 異なる のに 気が 附 いて、 急に 起つ 


かたわら  のぞ 

て 傍 に往き 顔を視 いた。 

こうかく  よだれ 

五 百の 目 は 直視し、 口角から は 涎が 流れて いた。 

保 は 「おつ 母 様、 おつ 母 様」 と 呼んだ。 

五 百 は 「ああ」 と 一 声 答えた が、 人事 を 省せ ざる も 

のの 如くであった。 

ちと 

保 は 床 を 敷いて 母 を 寝させ、 自ら 医師の 許へ 走った。 

その 百 六 

ぞんせ いどう 

渋 江 氏の 住んで いた 烏 森の 家から は、 存生 堂と いう 

松 山 棟 庵の 出張所が 最も 近かった。 出張所に は 片倉某 


という 医師が 住んで いた。 保 は 存生 堂に 駆け 附 けて、 

片倉を 連れて 家に 帰った。 存生 堂から は 松 山の 出張 を 

も 請いに 遣った。 

片 倉が 一 応の 手当 をした 所へ、 松 山が 来た。 松 山 は 

ゆうはん しん ふずい 

一 診して いった。 「これ は 脳卒中で 右 半身不随 になつ 

ています。 出血の 部位が 重要 部で、 その 血 量 も 多い か 

のぞみ 

ら、 回復の 望はありません」 といった。 

しかし 保 は その 言 を 信じたくなかった。 一時 空を視 

おもて 

ていた 母が 今 は 人の 面に 注目す る。 人が 去れば 目送 

ちんべん  さしゅと 

する。 枕辺に 置いて ある ハンカチ ィフを 左手に 把って 

畳む。 屎が 滂 に 寄る ごとに、 左手で 保の 胸 を 撫でさえ 


した。 

いんどう げんと く 

保 は 更に 印東 玄得を も 呼んで 見せた。 しかし 所見 は 

松 山と 同じで、 この 上手 当のしょう はない といった。 

五 百 は 遂に 十四日の 午前 七 時に 絶息した。 

五 百の 晩年の 生活 は 日々 印刷した ように 同じで あつ 

きかん 

た。 祁 寒の 時 を 除く 外 は、 朝 五 時に 起きて 掃除 をし、 

ちょうず 

手水 を 使い、 仏壇 を 拝し、 六 時に 朝食 をす る。 次で 新 

ごさん 

聞 を 読み、 暫く 読書す る。 それから 午餐の 支度 をして、 

正午に 午餐す る。 午後に は 裁縫し、 四時に 至って 女中 

を 連れて 家 を 出る。 散歩が てら 買物 をす るので ある。 

魚 菜 を も 大抵 この 時 買う。 夕餉 は 七 時で ある。 これ を 


終れば、 日記 を附 ける。 次で また 読書す る。 倦めば 保 

を 呼んで 棋を 囲みな どす る こと も ある。 寝に 就く の は 

十 時で ある。 

隔日に 入浴し、 毎月 曜日に 髪 を 洗った。 寺に は 毎月 

もう  きにち 

一 度詣 で、 親と 夫との 忌日に は 別に 詣 でた。 会計 は抽 

斎の 世に あった 時から 自ら これに 当っていて、 死に 迨 

るまで 廃せ なかった。 そして その 節儉の 用意に は 驚く 

べき ものが あった。 

五 百の 晩年に 読んだ 書に は、 新刊の 歴史地理の 類が 

多かった。 『兵 要 日本 地理 小 志』 は その 文が 簡潔で^ 

いといって、 滂 に 置いて いた。 


奇 とすべき は、 五 百が 六十 歳を踰 えてから 英文 を 読 

み はじめた 事で ある。 五 百 は 頗る 早く 西洋の 学術に 注 

あさか ごん さ い 

意した。 その 時期 を考 うるに、 抽 斎が 安積 良 斎の 書 を 

読んで 西洋の 事 を 知った よりも 早かった。 五 百 はま だ 

さとかた  すしき ゆう 

里方に いた 時、 或 日 兄 栄次郎 が 鲊久 に 奇な事 を 言う 

よる さか 

の を 聞いた。 「人間 は 夜 逆さに なって いる ヒ K 々といつ 

あやし  のち 

たので ある。 五 百 は怪ん で、 鲊久が 去った 後に 兄に 

はじめ  のち 

問うて、 始て 地動説の 講釈 を 聞いた。 その後 兄の 机 

きかい かんらん 

の 上に 『気 海 観瀾』 と 『地理 全 志』 との あるの を 見て、 

取って 読んだ。 

抽 斎に 嫁した 後、 或日抽 斎が 「どうも 天井に 蝇が糞 


をして 困る」 といった。 五 百 はこれ を 聞いて いった。 

「でも 人間 も 夜 は蝇が 天井に 止ま つ たように な つてい 

るの だと 申します ね」 といった。 抽斎は 妻が 地動説 を 

知ってい るのに 驚いた そうで ある。 

あきたら 

五 百 は 漢訳 和訳の 洋説を 読んで 慊 ぬので、 とうと 

う 保に スペル リング を 教えても らい、 ほどなく ウィル 

どくほん 

ソンの 読本に 移り、 一年ば かり 立つ うちに、 パァ レエ 

の 『万国史』、 カッケンボスの 『米 国史』、 ホォ セット 

夫人の 『経済 論』 等 を ぼつぼつ 読む ようになった。 

五 百の 抽 斎に 嫁した 時、 婚を 求めた のは抽 斎で ある 

が、 この間に 或 秘密が 包蔵せられ ていたそう である。 


それ は抽斎 をして 婚を 求む るに 至ら しめたの は、 阿部 

いし かわて いはく 

家の 医師 石川貞 白が 勧めた ので、 石 川貞白 をして 勧め 

しめたの は、 五 百 自己であった というの である。 

その 百 七 

はじめ  いその かつ ごろう  いつ 

石 川 貞白は 初の 名 を 磯野 勝 五郎と いった。 何時の 

事で あつたか、 阿部 家の 武具 係 を 勤めて いた 勝 五郎の 

しゅうけ  なが  いとま 

父 は、 同僚が 主家の 具足 を 質に 入れた ために、 永の 暇 

いさわ しんけん 

になった。 その 時 勝 五郎 は 兼て 医術 を 伊沢 榛 軒に 学ん 

でいた ので、 直に 氏名 を 改めて 剃髪し、 医業 を 以て 身 


を 立てた。 

貞白は 渋 江 氏に も 山 内 氏に も 往来して、 抽斎 を識り 

五 百を識 つていた。 弘化 元年に は 五 百の 兄栄次 郎が吉 

しょう-ぎ  もと  めと 

原の 娼妓 浜 照の 許に 通って、 遂に これ を娶 るに 至った。 

みうけ  かリ おや 

そ の 時 貞白は 浜 照が 身受 の 相談 相手と なり、 その 仮親 

となる こと を さえ 諾 したので ある。 当時 兄の 措置 を 喜 

ばなかった 五 百が、 平生 青 眼 を 以て 貞白を 見なかった 

あまり 

こと は、 想像す るに 余が ある。 

或 日 五 百 は 使 を 遣って 貞白を 招いた。 貞白 はお そる 

しきい  また  たす 

おそる 日 野 屋の閾 を 跨いだ。 兄の 非行 を 封 巾け ている 

ので、 妹に 譴 めら れ はせ ぬかと 懼れ たので ある。 


然るに 貞白を 迎えた 五 百に はいつ もの 元気が なか つ 

し 一 つみ 

た。 「貞 白さん、 きょうはお 頼 申したい 事が あって、 

まねき 

あなた をお 招 いたしました」 と いう、 態度が 例に なく 

いんぎん 

慇憝 であった。 

何事 かと 問えば、 渋 江さん の 奥さんの 亡くなった 跡 

へ、 自分 を 世話 をして はくれ まい かとい う。 貞白は 事 

の 意表に かで たのに 驚いた。 

さき 

これより 先日 野屋 では 五 百に 壻を 取ろうと いう 議が 

あって、 貞白 はこれ を与リ 知っていた。 壻に擬 せら 

まつざ かや 

れ ていたの は、 上野 広小路の 呉服店 伊藤 松 坂屋の 

かよい ばんとう 

通 番頭で、 年 は 三十 二、 三であった。 栄次郎 は 妹が 自 


分た ち 夫婦に 慊 ぬの を 見て、 妹に 壻を 取って 日野屋 

の 店 を 譲り、 自分 は 浜 照 を 連れて 隠居しょう としたの 

である。 

壻に擬 せられて いる 番頭 某と 五 百と なら、 旁から 見 

うちみ 

て も 好配 偶で ある。 五 百 は 二十 九 歳で あるが、 打 見に 

は 二十 四、 五に しか 見えなかった。 それに 抽斎 はもう 

四十 歳に 満ちて いる。 貞白は 五 百の 意の ある 所 を 解す 

くるし 

るに 苦 んだ。 

そこで 五 百に 問い質す と、 五 百 はた だ 学問の ある 夫 

が 持ちたい と 答えた。 その 詞には 道理が ある。 しか 

し貞白 はま だ 五 百の 意中 を 読み 尽す ことが 出来な かつ 


た。 

けしき 

五 百は貞 白の 気色 を 見て、 こう 言い足した。 「わた 

くし は壻を 取って この 世帯 を 譲っても らいたく はあり 

力た 

ません。 それよりか 渋 江さん の 所へ 住って、 あの方に 

うしろみ  いただ 

日 野屋の 後見 をして 戴きたい と 思います ご 

ひざ  う 

貞白は 膝を拍 つた。 「なるほど /\。 そういうお 考 

えです か。 宜しい。 一 切 わたくしが 引き受け ましよ 

うご 

貞白は 実に 五 百の 深慮 遠謀に 驚いた。 五 百の 兄栄次 

やす 

郎も、 姉 安の 夫宗 右衛門 も、 聖堂に 学んだ 男で ある。 

もし 五 百が 尋常の 商人 を 夫と したら、 五 百の 意志 は 山 


内 氏に も 長 尾 氏に も 軽ん せられる であろう。 これに 反 

して 五 百が 抽 斎の 妻と なると 栄次 郎も宗 右衛門 も 五 百 

うなじ 

の 前に 項 を 屈せなくて はならない。 五 百 は 里方の た 

めに 謀って、 労少 くして 功多き こと を 得る であろう。 

かつ 兄の 当然 持って おるべき 身代 を、 妹と して 譲リ受 

ける という こと は 望ましい 事で はない。 そうして 置い 

くちばし  い 

て は、 兄の 隠居が 何事 をしょう と、 これに 椽 を容れ 

る ことが 出来ぬ であろう。 永久に 兄を徳 として、 その 

な  力く 

為す がま まに 任せて いなくて はなるまい。 五 百 は 此の 

如き 地位に 身 を 置く こと を 欲せぬ ので ある。 五 百 は 潔 

くこの 家 を 去って 渋 江 氏に 適き、 しかも その 渋 江 氏の 


カを藉 りて、 この 家の 上に 監督 を 加えよう とする ので 

ある。 

貞白は 直に 抽斎 を訪 うて 五 百の 願 を 告げ、 自分 も 

詞を 添えて 抽斎を 説き 動した。 五 百の 婚嫁は 此の 如 

くにして 成就した ので ある。 

その 百 八 

保 はこの 年 六月に 『横 浜 毎日 新聞』 の 編輯 員 になつ 

た。 これまで は その 社と ただ 寄稿者と しての 連繫 のみ 

ュ ま ンゅ、 ち 

を 有して いたのであった。 当時の 社長 は 沼 間 守 一、 主 


筆 は 島 田 三郎、 会計係 は 波 多 野 伝三郎 という 顔 触で、 

編輯 員に は 肥 塚 龍、 青木 匡、 丸 山 名 政、 荒井泰 治の 

つの だしんべ い  たかなし てっしろう 

人々 がいた。 また 矢 野次 郎、 角 田 真平、 高梨哲 四郎、 

大岡 育造の 人々 は 社友であった。 次で 八月に 保 は攻玉 

や  さくらが わち よう 

社の 教員 を罷 めた。 九月 一日に は 家 を 芝 桜 川 町 十八 

番地に 移した。 

脩 はこの 年 十二月に ェ部 技手 を罷 めた。 

み き  しんせん ざちょう 

水木 はこの 年 山 内 氏 を 冒して 芝 新 銭 座 町に 一 戸 を 構 

えた。 

抽斎 歿後の 第二 十七 年 は 明治 十八 年で ある。 保 は 新 

聞 社の 種々 の 用務 を 弁ずる ために、 しばしば 旅行した。 


十月 十日に 旅から 帰って 見る と、 森枳 園の 五日に 寄せ 

た 書が 机上に あった。 面談したい 事が あるが、 ！!： 時 

往 つたら 逢われようかと いうので ある。 保 は 十一 日の 

朝枳 園を訪 うた。 枳園は 当時 京 橋 区 水 谷 町 九 番地に 

よ めお おつき  むすめ  ふた リ 

住んで いて、 家族 は 子 婦大槻 氏よう、 孫 女 こうの 二人 

さきだ 

であった。 嗣子 養 真 は 父に 先って 歿し、 こうの 妹り ゆ 

うは 既に 人に 嫁して いたので ある。 

枳園は 『横 浜 毎日 新聞』 の 演劇 欄 を 担任し ようと 思つ 

かりやえ きさ い 

て、 保に 紹介 を 求めた。 これより 先 狩谷掖 斎の 

わみょうしょう せんちゅう 

『倭 名鈔箋 註』 が 印刷 局に おいて 刻せられ、 また 『経 

籍訪 古志』 が 清国 使 館に おいて 刻せられ て、 これらの 


事業 は枳 園が これに 当ってい たから、 その 家 は 昔の 如 

く 貧しく はなかった。 しかし この 年 一月に 大蔵省の 職 

を罷 めて、 今 は 月給 を 受けぬ ことにな つてい るので、 

再び 記者た らんと 欲する のであった。 

もとめ 

保は枳 園の 求に 応じて、 新聞社に 紹介し、 二、 三篇 

の 文章 を 社に 交付して 置いて、 十二 日に また 社用 を 帯 

びて 遠 江 国 浜 松に 住った。 然るに 用事 は 一 力 所に おい 

て果す ことが 出来なかった ので、 犬 居に 往き、 掛塚か 

とよ かわ まる  つ 

ら 汽船 豊川 丸に 乗って 帰京の 途に 就いた。 そして 航海 

あ  しも だ  えん りゅう 

中 暴風に 遭 つ て、 下田に 淹留 し、 十一 一月 十六 日に よう 

よう 家に 帰った。 


机上に はまた 森 氏の 書信が あった。 しかし これ は枳 

しゅしょ  ふいん 

園の 手書ではなくて、 その 訃音であった。 

枳園は 十二月 六日に 水 谷 町の 家に 歿した。 年 は 七十 

しゅうえん  めぐむ 

九であった。 枳 園の 終焉に 当って、 伊沢 徳 さん は 

ちんべん 

枕辺に 侍して いたそう である。 印刷 局 は 前年の 功労 を 

ひつぎ  かんが  とど 

忘れず、 葬送の 途次 柩を 官衙の 前に 駐 めしめ、 局員 皆 

い  おとわ どううん じ  せんえい 

出で て 礼拝した。 枳園は 音 羽 洞 雲 寺の 先塋に 葬られた 

すが も むら いけぶ くろまる やま 

が、 この 寺 は 大正 二 年 八月に 巣 鴨 村 池 袋 丸 山 千 六 百 

五番 地に 徒され た。 池 袋 停車場の 西 十 町ば かりで、 府 

しょう うんじ 

立 師範学校の 西北、 祥雲 寺の 隣で ある。 わたくし は 洞 

おおつ きふみ ひこ 

雲 寺の 移転 地 を 尋ねて 得ず、 これ を大 槻文彦 さんに 問 


うて 始て 知った。 この 寺に は 枳園六 世の 祖 からの 墓 

が 並んで いる。 わたくしの 参詣した 時には、 おこう さ 

き  そとば 

ん と 大槻 文彦さ ん との 名 を 記した 新しい 卒堵 婆が 立 て 

てあつた。 

のち  つ 

枳 園の 後 は その子 養 真の 長女お こうさんが 襲いだ。 

ながす みちよう  まさじろう 

おこうさん は 女流 画家で、 浅 草 永住 町の 上田 政次郎 

ちと 

という 人の 許に 現存して いる。 おこう さんの 妹お り ゆ 

きけつし  のち 

うさん はかって 剞劂氏 某に 嫁し、 後 未亡人と なって、 

しょうでん  クリスト 

浅 草 聖天 横町の 基督教 会堂 のコ ンシェ ルジ ェ になつ 

ていた。 基督教 徒で ある。 

ふ  のち 

保は枳 園の 訃を 得た 後、 病の ために 新聞記者の 業 を 


すち ごお リ いぬい むら 

罷め、 遠 江 国 周 智郡犬 居 村 百 四十 九 番地に 転籍した。 

保 は 病の ために 時々 卒倒す る ことがあ つたので、 松 山 

とうあん 

棟 庵が 勧めて 都会の 地 を 去ら しめたの である。 

その 百 九 

抽斎 歿後の 第二 十八 年 は 明治 十九 年で ある。 保は静 

あんざい  みなみう らまち 

岡 安西  一丁目 南 裏町 十五 番地に 移り 住んだ。 私立 静 

ふじな みじんす け 

岡英 学校の 教頭に なった からで ある。 校主 は 藤 波甚助 

やとい 

という 人で、 雇 外国人に は カツ シデ 工夫 妻、 カツ キン 

グ 夫人 等が いた。 当時の 生徒で、 今 名 を 知られて いる 


やまじ あいざん  やきち  ほった はら 

もの は 山路 愛山さん である。 通称 は 弥吉、 浅 草 堀 田 原、 

とリ ごえ  かた  えい  げんじ 

後に は 鳥 越に 住んだ 幕府の 天文 方 山路 氏の 裔で、 元 治 

元年に 生れた。 この 年 二十 三 歳であった。 

十月 十五 日に 保 は 旧 幕臣 静岡県 士族 佐 野 常 三 郎の女 

めと  いち 

松を娶 つた。 戸籍 名 は 一 である。 保 は 三十 歳、 松 は 明 

うまれ 

治 一 一年 正月 十六 日 生 であるから 十八 歳であった。 

小 野 富穀の 子道悦 が、 この 年 八月に 虎 列拉を 病んで 

ついたち  けいしょ 

歿した。 道 悦は天 保 七 年 八月 朔 に 生れた。 経書 を 

はぎわら らくて い  さいてい 

萩原 楽亭 に、 筆 札 を 平 井東 堂に、 医術 を 多紀茴 庭と 伊 

おく どお リ 

沢 柏 軒と に 学んだ。 父と 共に 仕えて 表 医者 奥 通に 至 

り、 明治 三年に 弘 前にお いて 藩学の 小学 教授に 任ぜら 


そどく 

れ、 同じ年に 家督相続 をした。 小学 教授と は 素読の 師 

をい うので ある。 しかし 保が 助教授に なって いたの は 

藩学の 儒学 部で、 道悦が 小学 教授に なって いたの は そ 

の 医学部で ある。 道悦も 父祖に 似て 貨殖に 長 じていた 

おも しゅせい 

が、 終生 主に 守成 を 事と していた。 然るに 明治 十一、 

こう  どう ふ  もと 

二 年の 交、 道 悦が松 田 道 夫の 下にあって、 金 沢 裁判所 

の 書記 をして いると、 その 留守に 妻が 東京に あって 投 

のち  しげの 

機の ために 多く 金 を 失った。 その後 道悦は 保が 重 野 成 

斎に 紹介し て 、 修史 局 の 雇員 にしても らう ことが 出来 

た。 子 道 太郎は 時事 新報 社の 文選 をして いたが、 父に 

さきだ 

先 つて 死んだ。 


尺 振 八 もまた この 年 十一月 二十 八日に 歿した。 年 は 

四十 八であった。 

抽斎 歿後の 第二 十九 年 は 明治 二十 年で ある。 保 は 一 

ぎよ ラ しょ ラ 

月 二十 七日に 静 岡で 発行して いる 『東海 暁 鐘 新報』 

ちと 

の 主筆に なった。 英 学校の 職 は 故の 如くで ある。 『暁 

まえ じ まとよ たろう 

鐘 新報』 は 自由党の 機関で、 前 島 豊太郎 という 人 を 社 

ぜん 

主としていた。 五 年 前に 禁獄 三年、 罰金 九 百 円に 処せ 

じもく  おどろか  うまれ 

られ て、 世の 耳目 を 驚 した 人で、 天 保 六 年の 生 であ 

るから、 五十 三 歳に なって いた。 次で 保 は 七月 一日に 

静岡 高等 英華 学校に 聘 せられ、 九月 十五 日に また 静岡 

ぞくた く 

文武 館の 嘱託 を 受けて、 英語 を 生徒に 授けた。 


抽斎 歿後の 第三 十 年 は 明治 二十 一年で ある。 一月に 

『東海 暁 鐘 新報』 は 改題して 東海の 二字 を 除いた。 同 

なかえ ちょうみん  と 

じ 月に 中 江 兆民が 静岡を 過ぎて 保を訪 うた。 兆民 は 前 

よ  お  しののめ 

年の 暮に 保安条例に 依って 東京 を逐 われ、 大阪 東雲 新 

聞 社の 聘 に応じて 西 下す る 途次、 静 岡に は 来たので あ 

さ ん. S ち 

る。 六月 三十日に 保の 長男 三吉が 生れた。 八月 十日に 

たかじょ うまち 

私立 渋 江 塾 を 鷹匠 町  一 一丁目に 設 くる こと を 認可 せら 

れた。 

おさむ 

脩 は 七月に 東京から 保の 家に 来て、 静岡 警察署 内 

巡査 講習 所の 英語 教師 を 嘱託せられ、 次で 保と 共に 渋 

さき 

江 塾 を 創設した。 これより 先 脩 は 渋 江 氏に 復籍して い 


た。 

脩 は 渋 江 塾の 設けられた 時 妻 さだを 娶 つた。 静 岡の 

する が のく に あべ ごお リ と よだ むら 

人 福 島 竹 次郎の 長女で、 県下 駿河国 安倍 郡 豊田村 

まがりが ね  うんの じゅ さく むすめ ぶん 

曲 金 の 素封家 海 野 寿 作の 娘 分で ある。 脩 は 三十 五 歳、 

さだは 明治 一 一年 八月 九日 生で あるから 二十歳であった。 

ちと 

この 年 九月 十五 日に、 保の 許に 匿名の 書が 届いた。 

日 を 期して 決闘 を 求む る 書で ある。 その 文体 書風が 

いたずら  こ ころが まえ 

悪 作劇と も 見えぬ ので、 保 は 多少の 心 構 をして その 

日 を 待った。 静 岡の 市中で はこの 事 を 聞き伝えて 種々 

うわさ 

の 噂が 立った。 さて その 日になる と、 早朝に 

まえ だ ごもん  じょ りき 

前 田 五門が 保の 家に 来て 助力 をしょう と 申し込んだ。 


もと ご ざえ もん  せいろく  は 

五門 は 本 五左衛門と 称して、 世 禄五百 七十 二 石 を 食み、 

したや あたらしば しわき 

下 谷 新橋 脇に 住んで いた 旧 幕臣で ある。 明治 十五 年 

に 保が 三 河 国 国府 を 去って 入京しょう とした 時、 五門 

かんゆうに つぼう 

は 懇親会に おいて 保と 相識に なった。 初め 函右 日報 社 

主で、 今 『大務 新聞』 顧問に なって いる。 保 は 五門と 

とち 

倶に 終日 匿名の 敵 を 待った が、 敵 は 遂に 来なかった。 

五門 は 後明 治 三十 八 年 二月 二十 三日に 歿した。 天 保 六 

年の 生で あるから、 年を享 くる こと 七十 一であった。 

その 百 十 


抽斎 歿後の 第三 十一 年 は 明治 二十 二 年で ある。 一月 

もとめ 

八日に 保 は 東京 博 文 館の 求に 応じて 履歴書、 写真 並 

に 文 稿 を 寄 示した。 これが 保の この 書肆の ために 書 を 

あらわ  たんちょ  よう や 

著す に 至った 端緒で ある。 交渉 は 漸く 歩 を 進めて、 

とお ざ  ちかづ 

保 は 次第に 暁 鐘 新報 社に 遠 かり、 博 文 館に 近いた。 

そして 十二月 二十 七日に 新報 社に 告 ぐるに、 年末 を 

待って 主筆 を 辞す る こと を 以てした。 然るに 新報 社 は 

保に 退社 後な お 社説 を 草 せんこと を 請うた。 

しゅうきち 

脩の 嫡男 終吉 が この 年 十一 一月 一 日に 鷹匠 町 一 一丁目 

の 渋 江 塾に 生れた。 即ち 今の 図案家の 渋 江終吉 さんで 

ある。 


抽斎 歿後の 第三 十二 年 は 明治 二十 三年で ある。 保 は 

ゆうらく ちょう 

三月 三日に 静 岡から 入京して、 麴町 有 楽 町  一 一丁目 一 一 

たけ  や  きぐう 

番地 竹の 舎に 寄寓した。 静岡を 去る に 臨んで、 渋 江 塾 

を 閉じ、 英 学校、 英華 学校、 文武 館 三校の 教職 を 辞し 

た。 ただ 『暁 鐘 新報』 の 社説 は 東京に おいて 草す る こ 

と を 約した。 入京 後 三月 二十 六日から 博 文 館の ために 

する 著作 翻訳の 稿 を 起した。 七月 十八 日に 保 は 神 田 

なかさる がくちょう  とよ だしゅん が  もと 

仲 猿 楽 町 五番 地豊田 春賀の 許に 転寓 した。 

保の 家に は 長女 福が 一 月 三十日に 生れ、 二月 十七 日 

に 夭した。 また 七月 十一 日に 長男 三 吉が三 歳に して 歿 

した。 感応 寺の 墓に 刻して ある 智運 童子 はこの 三吉で 


ある。 

脩 はこの 年 五月 二十 九日に 単身 入京して、 六月に 

い いだ まち  および  ゆうしゅう 

飯 田 町 補習 学会 及 神 田 猿 楽 町 有終 学校の 英語 教師と 

なった。 妻子 は 七月に 至って 入京した。 十二月に 脩 は 

ヽ， わた 一 ーぢ リ- やく  5  、 

鉄道 庁 第二 部 傭 員と なって、 遠 江 国 磐 田 郡 袋 井 駅に 勤 

務 する ことと なり、 また 家 を 挙げて 京 を 去った。 

明治 一 一十 四 年に は 保 は 新居 を 神 田 仲 猿 楽 町 五番 地に 

ぼく  らく 

卜して、 七月 十七 日に 起工し、 十月 一日に これ を 落し 

た。 脩 は 駿河国 駿東郡 佐 野 駅の 駅長 助役に 転じた。 

抽斎 歿後の 第三 十三 年で ある。 

二十 五 年に は 保の 次男 繁 次が 二月 十八 日に 生れ、 九 


しきょ う 

月 二十 三日に 夭した。 感応 寺の 墓に 示教 童子と 刻して 

ある。 脩 は 七月に 鉄道 庁に 解 傭 を 請うて 入京し、 芝 

あたごし たちよう  にし こんやち よう 

愛宕 下町に 住んで、 京 橋 西 紺屋 町秀英 舎の 漢字 校正係 

ゆき はる 

になった。 脩の 次男 行晴が 生れた。 この 年 は抽斎 歿後 

の 第三 十四 年で ある。 

一 一十 六 年に は 保の 次女 冬が 十二月 一 一十 一 日に 生れた。 

脩が この 年から 俳句 を 作る こと を 始めた。 「皮 足袋の 

四十に 足 を 踏 込みぬ」 の 句が ある。 二十 七 年に は 脩の 

ゆき はる  くが 

次男 行晴が 四月 十三 日に 三 歳に して 歿した。 陸が 十一 一 

まつい ちょう 

月に 本 所 松 井町 三 丁目 四 番地 福 島 某の 地所に 新築した。 

きょた く 

即ち 今の 居 宅で ある。 長唄の 師匠と しての この 人の 経 


ゆたか  とんざ  ご 

歴は、 一 たび 優 のために 頓挫した が、 その後 は 継続し 

て 今日に 至ってい る。 なお 下方に 詳記す るであろう。 

一 一十 八 年に は 保の 三男 純吉が 七月 十三 日に 生れた。 一 一 

十九 年に は 脩が 一 月に 秀英舎 市が 谷 工場の 欧文 校正係 

うし ごめ にじつ きちょう 

に 転じて、 牛 込 二十 騎 町に 移った。 この 月 十二 日に 脩 

の 三男 忠 三さん が 生れた。 三十 年に は 保が 九月に 

根本 羽嶽 の 門に 入つ て 易 を 問う こと を 始めた。 

ながいきん ぷぅ  こと  よ  のがみ ちんれ い 

長 井 金 風さん の 言に 拠る に、 羽 嶽の師 は 野上陳 令、 陳 

ほく ざん  じょうん 

令の 師は山 本 北山 だそう である。 栗 本 鋤 雲が 三月 六日 

しょう 

に 七十 六 歳で 歿した。 海 保 漁村の 妾が 歿した。 三十 

一 年に は 保が 八月 三十日に 羽 嶽の義 道 館の 講師に なり、 


十二月 十七 日に その 評議員に なった。 脩の 長女 花が 十 

こうそん 

二月に 生れた。 島 田 篁 村が 八月 二十 七日に 六十 一歳で 

歿した。 抽斎 歿後の 第三 十五 年 乃. "至 第 四十 年で ある。 

その 百 十 一 

わたくし は此に 前記 を 続いで 抽斎 歿後 第 四十 一 年以 

下の 事 を 挙げる。 明治 三十 三年に は 五月 二日に 保の 三 

おとめ  ぎんげ つ 

女 乙女さん が 生れた。 三十 四 年に は 脩が 吟 月と 号した。 

はいかい  かつら  もと きんし じょ 

俳諧の 師 二世 桂 の 本 琴 糸 女の 授 くる 所の 号で ある。 

み き 

山 内 水木が 一 月 二十 六日に 歿した。 年 四十 九であった。 


福 沢 諭吉が 二月 三日に 六十 八 歳で 歿した。 博 文 館主 

おおはし さ へ い 

大橋佐 平が 十一月 三日に 六十 七 歳で 歿した。 三十 五 年 

そうじゅうろう ちょう 

に は 脩が 十月に 秀英舎 を 退いて 京 橋 宗十郎 町 の 国文 

社 にんり、 校正係に なった。 修の四 男 末男さん が 十二 

月 五日に 生れた。 三十 六 年に は 脩が 九月に 静 岡に 住つ 

あんざ い  みなみ うら 

て、 安西  一丁目 南 裏に 渋 江 塾 を 再興した。 県立 静岡 

かわ だせいち よう すすめ 

中学校 長 川 田 正澂の 勧に 従って、 中学生の ために 温 

習の 便宜 を 謀った ので ある。 脩の 長女 花が 三月 十五 日 

に 六 歳で 歿した。 三十 七 年に は 保が 五月 十五 日に 神 田 

みさきち よう 

三 崎 町 一番 地に 移った。 三十 八 年に は 保が 七月 十三 日 

え ばら 一 ^ お りしな がわち よ う 

に 荏 原 郡 品 川 町 南 品 川 百 五十 九 番地に 移った。 脩が 


十二月に 静 岡の 渋 江 塾 を 閉じた。 川 田が 宮城県 第 一 中 

学校 長に 転じて、 静岡 中学校の 規則が 変更せられ、 渋 

ぞんリ つ 

江 塾 は 存立の 必要な きに 至った ので ある。 伊沢 柏 軒の 

いわお  とく あん 

嗣子 磐が 十一 月 二十四日に 歿した。 鉄 三 郎が徳 安と 

改め、 維新 後に また 磐と 改めた ので ある。 磐の 嗣子 

しんじ  あかさ かひ かわち よう  しみず かうん  もと 

信 治さん は 今 赤 坂 氷 川 町の 姉壻 清水 夏 雲さん の 許に い 

こいし かわ ひさかた ちょう 

る。 三十 九 年に は 脩が 入京して 小石 川 久堅町 博 文 館 

印刷所の 校正係に なった。 根本 羽嶽が 十月 三日に 八十 

もみじ 

五 歳で 歿した。 四十 年に は 保の 四 女 紅葉が 十月 二十 二 

日に 生れて、 二十 八日に 夭した。 これが 抽斎 歿後の 第 

四十 八 年に 至る までの 事 略で ある。 


抽斎 歿後の 第 四十 九 年 は 明治 四十 一年で ある。 四月 

十二 日 午後 十 時に 脩が 歿した。 脩 はこの 月 四日 降雪の 

日に 感冒した。 しかし 五日まで は 博 文 館 印刷所の 業 を 

廃せ なかった。 六日に 至って 咳嗽 甚 しく、 発熱して 

じゅ じょく  つい  カタル  おと 

就蓐 し、 終に 加 答 児 性 肺炎の ために 命を隕 した。 嗣 

しもし ぶ や 

子終吉 さん は 今の 下 渋 谷の 家に 移った。 

しょうし ゆ つ 

わたくし は 脩の 句 稿 を 左に 鈔 出す る。 類句 を 避け 

て 精選す るが 如き は、 その 道に 専 ならざる わたくし 

よ  してき  さいわい 

の 能くす る 所ではない。 読者の 指撾を 得ば 幸 であろ 

、つ。 


やま はた かすみ  くわ 

山 畑 や 霞 の 上の 鍬づ かひ 

ち リづか  やよい かな 

塵 塚に 菜の 花咲け る 弥生 哉 

のリ  か むぎわら 

海苔 の 香 や 麦藁 染 むる 縁 の 先 

きれ だ こ  こがわ 

切 砜 のつ ひに 流る、 小川 かな 

陽炎と 共に ちらつく 小 鮎 哉 

い つ 見ても 初物ら しき 白魚 哉 

ぼたん きつ  ゆうべ 

牡丹 切て 心さび しき 夕 かな 

おおす いか  きら 

大 西瓜 真っ二つに ぞ 切れけ る 

とうろ 

山寺 は 星より 高き 燈籠 かな 

稲妻の 跡に 手ぬ るき 星の 飛ぶ 

とうがらし 

秋 は 皆 物 の 淡き に 唐芥 子 


手 も 出さで 机に 向 ふ 寒さ 哉 

ものうり  ずきん  よ 

物 売 の 皆 頭巾 着 て 出る 夜 哉 

こがらし かわらけ 

0 や 土器 乾く 石燈籠 

雪の 日 や 鶏の 出て 来る 炭俵 

明治 四十 四 年に は 保の 三男 純吉が 十七 歳で 八月 十 一 

あざぶ にし まち 

日に 死んだ。 大正 二 年に は 保が 七月 十二 日に 麻布 西 町 

ほんむら ちょう 

十五 番地に、 八月 一 一十 八日に 同 区 本 村 町 八 番地に 移つ 

ふなが わらち よう 

た。 三年に は 九月 九日に 今の 牛 込 船 河原 町の 家に 移つ 

た。 四 年に は 保の 次女 冬が 十月 十三 日に 二十 三 歳で 歿 

した。 これが 抽斎 歿後の 第五 十二 年から 第五 十六 年に 


至る 事 略で ある。 

その 百 十一 一 

抽 斎の 後裔に して 今に 存じて いるもの は、 上記の 如 

く、 先ず 指 を 牛 込の 渋 江 氏に 屈せなくて はならない。 

主人の 保さん は抽 斎の 第 七 子で、 継嗣と なった もので 

けい  ちくけ い  こうそん 

ある。 経 を 漁村、 竹 逕の海 保 氏 父子、 島 田 篁 村、 兼 松 

せきき よ  うんじ ゆう 

石 居、 根本 羽嶽 に、 漢医方 を 多紀雲 従に 受け、 師範 学 

校に おいて、 教育家と して 養成せられ、 共立 学舎、 慶 

応 義塾に おいて 英語 を 研究し、 浜 松、 静岡 にあって は、 


あるいは 校長と なり、 あるいは 教頭と なり、 旁 新聞 

記者と して、 政治 を 論じた。 しかし 最も 大いに 精力 を 

費した もの は、 書肆 博 文 館の ためにす る 著作 翻訳で、 

その 刊行す る 所の 書が、 通計 約 百 五十部の 多き に 至つ 

ている。 その 書 は 随時 世人 を 啓発した 功 は あるに して 

おおむね じしょう  しょこ  ちゅうきゅう 

も、 概皆時 尚 を 追う 書 估の 誅求 に応じて 筆 を 走ら 

せた ものである。 保さん の 精力 は 徒費せられ たとい わ 

ざる こと を 得ない。 そして 保さん は 自ら これ を 知って 

ひ つ きょう 

いる。 畢竟 文士と 書 估との 関係 は ミュチ ユア リス ム 

であるべ きのに、 実は パラ ジチ スム になって いる。 保 

さん は 生物学 上の 亭主 役 をした ので ある。 


保さん の 作らん と 欲する 書 は、 今な お 計画と して 保 

さんの 意中に ある。 曰く 本 私刑 史、 曰く 支那 刑法 史、 

曰く 経 子 一 家 言、 曰く 周易 一 家 言、 曰く 読書 五十 年、 

この 五部の 書が 即ち これで ある。 就中 読書 五十 年 の 

如き は、 啻に 計画と して 存在す るの みで はない、 その 

こうま レ  ハ 

藁 本が 既に 堆を 成して いる。 これ は 一 種の ビブ リオ グ 

うかが 

ラフ イイで、 保さん の 博 渉の 一面 を 窺う に 足る もの 

げんくん  かくだい 

である。 著者の 志す 所 は 厳君の 『経 籍訪 古志』 を廓大 

して、 古 より 今に 及ぼし、 東より 西に 及ぼす にある 

といっても、 あるいは 不可なる ことが なかろう。 保 さ 

んは 果して 能く その 志 を 成す であろう か。 世間 は果し 


て 能く 保さん をして その 志 を 成さし むる であろう か。 

こんねん 

保さん は 今年 大正 五 年に 六十 歳、 妻 佐 野 氏お 松さん 

じょ 

は 四十 八 歳、 女 乙女さん は 十七 歳で ある。 乙女さん は 

かぶらき きょかた  つ  え 

明治 四十 一年 以降 鏑木清 方に 就いて 画 を 学び、 また 大 

いかん あとみ 

正 三年 以還跡 見 女学校の 生徒に な つてい る。 

おんなあるじ 

第二に は 本 所の 渋 江 氏が ある。 女主 人は抽 斎の 四 女 

くが  きね やかつ ひさ  き 

陸で、 長唄の 師匠 杵屋 勝久 さんが これで ある。 既に 記 

したる 如く、 大正 五 年に は 七十 歳に なった。 

はじめ 

陸が 始 て 長唄の 手 ほどき をして もらった 師匠 は 日 

ばくろう ちょう  ば ば  おに かつ 

本 橋 馬 喰 町の 二世 杵屋 勝三郎 で、 馬場の 鬼 勝と 称せ 

わずか 

られた 名人で ある。 これ は嘉永 三年 陸が 僅に 四 歳に 


なった 時 だとい うから、 まだ 小 柳 町の 大工の 棟梁 新 

八の 家へ 里子に 遣られて いて、 そこから 稽古に 通った 

ことであろう。 

母 五 百 も 声が 好かった が、 陸 は それに 似た 美声 だと 

ほ  お ぼ  さみせん 

いって、 勝 三郎が 褒めた。 節 も 好く 記え た。 三味線 は 

「宵 は 待ち」 を 弾く 時、 早く 既に 自ら 調子 を 合せる こと 

が 出来、 めりやす 「黒髪」 位に 至る と、 師匠に 連れら 

れて、 所々 の 大浚 に 住った。 

つきろ くさ い 

勝 三 郎は陸 を 教える に、 特別に 骨 を 折った。 月 六 斎 

きょぞう たつ ぞう  でし 

と 日 を 期して、 勝 三 郎が喜 代 蔵、 辰 蔵 一 一人の 弟子 を 伴つ 

やしき  くが 

て、 お 玉が 池の 渋 江の 邸 に 出向く と、 その 日に は 陸 も 


もと  さらえ おわ 

里親の 許から 帰って 待ち受け ていた。 陸の 浚が 畢る 

と、 二番 位 演奏が あって、 その上で 酒 飯が 出た。 料理 

あおやぎ  し だ 

は 必ず 青柳から 為 出した。 嘉永四 年に 渋 江 氏が 本 所 台 

所 町に 移って から も、 この 出稽古 は 継続 せられた。 

その 百 十三 

いったん  うつ  のち 

渋 江 氏が 一 旦弘 前に 徒って、 その後 東京と 改まった 

か え  くが  さとうみ せ 

江戸に 再び 還った 時、 陸 は 本 所 緑 町に 砂糖 店 を 開いた。 

ど ち や く 

これ は 初め 商売 を 始めようと 思って 土 著した ので はな 

いなば  くう ち 

く、 唯 稲葉と いう 家の 門の 片隅に 空地が あつたので、 


そこへ 小 家 を 建てて 住んだ のであった。 さて この 家に 

住んで から、 稲葉 氏と 親しく 交わる ことにな り、 その 

勧奨に 由って 砂糖 店 をば 開いた ので ある。 また 砂糖 店 

のち 

を 閉じた 後に、 長唄の 師匠と して 自立す るに 至った の 

も、 同じ 稲葉 氏が 援助した ので ある。 

本 所に は 三百 石 取 以上の 旗本で、 稲葉 氏 を 称した も 

のが 四 軒ば かりあった から、 親しく その子 孫に ついて 

質さなくて は、 どの 家 かわから ぬが、 陸 を 庇護した 稲 

ちと 

葉 氏に は、 当時 四十 何歳の 未亡人の 下に、 一 旦 人に 嫁 

いえ つき むすめ  こま 

して 帰った 家附の 女 で 四十 歳 位の が 一 人、 松さん、 駒 

せんしゅう 

さんの 兄弟が あった。 この 松さん は 今 千秋と 号して 


書家に な つ ている そうで ある。 

陸が 小 家に 移った 当座、 稲葉 氏の 母と 娘と は、 湯屋 

に往 くに も 陸 を さそって 往き、 母が 背中 を 洗って 遣れ 

ば、 娘が 手 を 洗って 遣る というよ うにした。 髪 を も 二 

まげ  ゆ 

人で 毎日 種々 の鬍に 結って 遣った。 

さて 稲葉の 未亡人の いうに は、 若い ものが 坐 食して 

いて は 悪い、 心安い 砂糖 問屋が あるから、 砂糖 店 を 出 

したが 好かろう、 医者の 家に 生れて、 陸 は 秤 目 を 知つ 

ている から 丁度 好い という ことであった。 砂糖 店 は 開 

かれた。 そして 繁昌した。 品 も 好く、 秤 も 好い と 評 

判せられ て、 客 は 遠方から 来た。 汁 粉屋が 買いに 来る。 


にしめ や  こまつが わ 

煮 締屋が 買いに 来る。 小 松 川 あ たりから わざわざ 来る 

もの さえ あ つ た。 

或 日 貴婦人が 女中 大勢 を 連れて 店に 来た。 そして 氷 

コ ンぺ イト—  むすめ 

砂糖、 金 米糠な ど を 買って、 陸に 言った。 「士族の 女 

けなげ  うわさ 

で 健気に も 商売 を 始めた ものが あると いう 噂 を 聞い 

て、 わたし は わざわざ 買いに 来ました。 どうぞ 中途で 

や  しんぼう  とお 

罷 めないで、 辛 棒 をし 徹して、 人の 手本に なって 下さ 

い」 といった。 後に 聞けば、 藤 堂 家の 夫人 だそう であつ 

た。 藤 堂 家の 下屋敷 は 両国 橋 詰に あって、 当時の 主人 

たかゆき  たかた け じょ 

は 高猷、 夫人 は 一 族 高崧の 女であった はずで ある。 

いお  よせ  しんうち えんちょう 

或 日 また 五 百と 保と が 寄席に 往 つた。 心 打 は 円 朝 


であった が、 話の 本題に 入る 前に、 こういう 事 を 言つ 

た。 「この頃 緑 町で は、 御大 家のお 嬢 様が お 砂糖 屋を 

はじめ  こと ほか 

ぉ始 になって、 殊の外 御 繁昌 だと 申す ことで ござい 

ます。 時節柄 結構な お思い 立で、 誰もそう ありたい 事 

うち  しんがく 

と 存じます」 といった。 話の 中に いわゆる 心学 を 説い 

めんぼく  うかが  き 

た 円 朝の 面目が 窺われる。 五 百 は 聴いて 感慨に 堪え 

なか つたそう である。 

この 砂糖 店 は 幸か不幸か、 繁昌の 最中に 閉じられて、 

むく 

陸 は 世間の 同情に 酬いる こと を 得なかった。 家族 関係 

の 上に 除きが たい 障礙が 生じた ためで ある。 

かんか  もと 

商業 を 廃して 間 暇 を 得た 陸の 許へ、 稲葉の 未亡人 は 


遊びに 来て、 談は 偶 長唄の 事に 及んだ。 長唄 は 未 亡 

すき 

人が かって 稽古した ことがある。 陸に は 飯よりも 好な 

道で ある。 一し よに 浚って 見よう ではない かとい うこ 

とに なった。 いまだ 一段 を 終らぬ に、 世話 好の 未亡人 

しろうと 

は 驚歎しつつ こういった。 「あなた は 素人 じ やないで 

はありません か。 是非 師匠に おなりなさい。 わたしが 

一 番に 弟子 入 をし ます ご 

その 百 十四 

ことば 

稲葉の 未亡人の 詞を 聞いて、 陸の 意 はや や 動いた。 


芸人になる という こと を 憚って はいるが、 どうにか 

して 生計 を 営む ものと すると、 自分の 好む 芸を 以てし 

ちと 

たいので あった。 陸 は 母 五 百の 許に 住って 相談した。 

おもい ほか たやす 

五 百 は 思 の 外 容易く 許した。 

陸 は 師匠 杵屋勝 三郎の 勝の 字 を 請い 受けて 勝 久と称 

し、 公 に稟 して 鑑札 を 下付 せられた。 その 時 本 所 亀 

沢 町 左官 庄兵衛 の 店に、 似合わしい 一戸が 明いて いた 

ので、 勝久は それ を 借りて 看板 を 懸けた。 二十 七 歳に 

なった 明治 六 年の 事で ある。 

よしの  ぞうげ 

この 亀 沢 町の 家の 隣に は、 吉野 という 象牙 職の 老夫 

あるじ  わか しゅが しら  よ な 

婦が 住んで いた。 主人 は 町内の 若い 衆 頭で、 世馴れた、 


俠 気の ある 人であった から、 女房と 共に 勝久の 身の上 

を 引き受けて 世話 をした。 「まだ 町 住いの 事 は 御存じ 

さしず 

ない の だから、 失礼ながら わたしたち 夫婦で お 指図 を 

いたして 上げます」 といった ので ある。 夫婦 は 朝 表口 

あげど 

の 揚戸を 上げて くれる。 晚に また 卸して くれる。 何 か 

ら 何まで 面倒 を 見て くれたの である。 

むすめ 

吉 野の 家に は 二人の 女が あって、 姉 を ふくと いい、 

妹 を かねとい つた。 老夫婦 は 即時に この 姉妹 を 入門 さ 

おおさか まち 

せた。 おかねさん は 今日 本 橋 大坂町 十三 番地に 住む 水 

野 某の 妻で、 子供 を も 勝久の 弟子に している。 

吉野は 勝 久の事 を 町 住いに 馴れぬ といった。 勝久は 


かって 砂糖 店 を 出して いた こと はあって も、 今い わ ゆ 

あいきょう 

る 愛敬 商売の 師匠と なって 見る と、 自分の 物 馴れぬ 

ことの 甚 しさに 気附 かずに はいられなかった。 これ ま 

たち ま 

で 自分 を 「お 陸さん」 と 呼んだ 人が、 忽ち 「お 師匠 さ 

ん」 と 呼ぶ。 それ を 聞く ごとに ぎくり として、 理性 は 

呼ぶ 人の 詞の 妥当なる を 認めながら、 感情 は その 人 

を 意地悪の ように 思う。 砂糖 屋 でいた 頃 も、 八百屋、 

肴屋 にお 前と 呼ぶ こと を 遠慮した が、 当時 はま だ その 

ことば うきょく  ただ ち  さ 

辞 を 紆曲に して 直 に 相手 を 斥して 呼ぶ こと を 避けて 

いた。 今 は あらゆる 職業の 人に 交わって、 誰 を も 檀那 

といい、 お上さん といわなくて はならない。 それが ど 


う も 口に 出 憎い のであった。 或時吉 野の 主人が 「好く 

気を附 けて、 人に 高ぶるな んぞ といわれない ようにな 

さいよ」 と 忠告す ると、 勝久は 急所 を剌 された ように 

感じた そうで ある。 

しかし 勝 久の業 は 予期した よりも 繁昌した。 いまだ 

幾ば くも あらぬ に、 弟子の 数 は 八十 人を踰 えた。 それ 

よう や  ぼ とん 

に 上流の 家々 に 招かれる ことが 漸く 多く、 後に は殆 

ど 毎日の ように、 昼の 稽古 を 終って から、 諸方の 邸へ 

は 

車を馳 せる ことにな つ た。 

最も 数 往 つたの は ほど 近い 藤 堂 家で ある。 この 邸 

では 家族の 人々 の 誕生日、 その外 種々 の 被 日に、 必ず 


勝久を 呼ぶ ことにな つてい る。 

藤 堂 家に 次いで は、 細 川、 津軽、 稲葉、 前 田、 伊達、 

ひいき 

牧野、 小 笠 原、 黒 田、 本 多の 諸家で、 勝久は 貝顯属 になつ 

ている。 

その 百 十五 

あいでし かつ ひで 

細 川 家に 勝久の 招かれた の は、 相弟子 勝秀が 紹介し 

たので ある。 勝秀 はかって 肥 後 国 熊 本まで もこの 家の 

人々 に 伴われて 往 つたこと が あるそう である。 勝久の 

はじめ  いま ど  たてさみ せん 

初て 招かれた の は 今 戸の 別邸で、 当日 は 立 三味線が 


勝秀、 外に 脇 二人、 立 唄が 勝久、 外に 脇 唄 二人、 その 

なりもの  ことごと 

他 鳴 物 連中で、 悉く 女 芸人であった。 番組 は 

かんじんちょう  よし わらす ずめ  はなぶ さしゅう じゃく じし  すえ このみ 

「勧進帳」、 「吉原 雀」、 「英 執着 獅子」 で、 末に 好 

しゃつ きょう 

として 「石橋」 を 演じた。 

よしゆき 

細 川 家の 当主 は慶 順であった だろう。 勝久が 部屋へ 

さが  むすめ くが 

下って いると、 そこへ 津軽 侯が 来て、 「渋 江の 女の 陸 

がいる という こと だから 逢いに 来たよ」 といった。 連 

つぐて る 

の 女ら は 皆 驚いた。 津軽 承昭は 主人 慶 順の 弟で あるか 

ら、 その 曰の 客に なって、 来て いたのであろう。 

おわ 

長唄が 畢 つてから、 主客 打 交っての 能が あって、 女 

芸人ら は 陪観 を 許された。 津軽侯 は 「船 弁慶」 を 舞つ 


かいち  なきひと 

た。 勝 久を細 川 家に 介 致した 勝秀 は、 今 は 亡 人で ある。 

津軽家 へ は 細 川 別邸で 主 公に 謁見した のが 縁と な つ 

て、 渋 江 陸と して しばしば 召される ことにな つた。 い 

ひとり 

つも 独 往 つて 弾き もし 歌い もす る ことにな つてい る。 

うたの  なじみ 

老女 歌 野、 お 部屋お たつの 人々 が 馴染に なって、 陸 を 

引き 廻して くれる ので ある。 

稲葉 家 へ は 師匠 勝 三郎が 存命中に 初て 連れて 住った。 

ぶんごの くに うすき 

その 邸 は 青山 だとい うから、 豊後国 臼杵の 稲葉 家で、 

ひさみち  かわらけ ちょう 

当時の 主 公久 通に 麻布 土器 町 の 下屋敷へ 招かれた の 

であろう。 連中 は 男女 交りであった。 立 三味線 は 勝 三 

たてうた  さかた せんぱち 

郎、 脇 勝秀、 立 唄 は 坂 田 仙 八、 脇勝久 で、 皆 稲葉 家の 


なざし  なきひと 

名 指であった。 仙人 は 亡 人で、 今の 勝 五郎、 前名 勝 四 

つるかめ  はっし ぐれ  きせん 

郎の 父で ある。 番組 は 「鶴 亀」、 「初 時雨」、 「喜 撰」 で、 

このみ  たぬきばやし 

末に 好と して 勝 三 郎と仙 八と が 「狸 囉」 を 演じた。 

演奏が 畢 つてから、 勝 三 郎らは 花園 を 観る こと を 許 

その はな は  か き 

された。 園 は 太 だ 広く、 珍奇な 花卉が 多かった。 園 

さい ほ  い  かたわら たけやぶ 

を 過ぎて 菜園に 入る と、 その 傍 に 竹 藪が あって、 

たけのこ むらが 

筍が 叢り 生じて いた。 主 公が 芸人ら に、 「お前た ち 

が 自分で 抜いた だけ は、 何 本で も 持って 帰って 好い か 

ら 勝手に 抜け」 といった。 男女の 芸人が 争って 抜いた。 

ぬ  しりもち  つ 

中には 筍が 抽 ける と共に、 尻餅 を檮 くもの もあった。 

い  あら かじ 

主 公 はこれ を 見て 興に 入った。 筍の 周囲の 土 は、 予 


め 掘り起して、 鬆 めた 後に また 搔き 寄せて あつたそう 

たやす 

である。 それでも 芸人ら は 容易く 抜く こと を 得な かつ 

た。 家 苞には 筍 を 多く 賜わった。 抜かぬ 人 も その 数に 

は 洩れなかった。 

前 田家、 伊達 家、 牧野 家、 小 笠 原 家、 黒 田家、 本 多 

家へ も 次第に 呼ばれる ことにな つた。 初て 住った 頃 は、 

よしやす  かな まる 

前 田家が 宰相 慶寧、 伊達 家が 亀 三郎、 牧野 家が 金 丸、 

とよち よまる  よしす け 

小 笠 原 家が 豊 千代 丸、 黒 田家が 少将 慶賛、 本 多 家が 

しゅぜんの かみやす しげ 

主 膳 正 康穣の 時であった だろう。 しかし わたくし は 

維新 後に おける 華胄家 世の 事に 精し くないから、 もし 

誤謬が あったら 正しても らいたい。 


勝久は 看板 を 懸けてから 四 年 目、 明治 十 年 四月 三日 

に、 両国 中村楼 で名弘 めの 大浚を 催した。 浚 場の 

まぐち  じゅう  うしろ まく 

間口の 天幕 は 深 川の 五本松 門弟 中、 後 幕 は 

うおがし ど いや いまわ  みずひき 

魚河岸 問屋 今 和と 緑 町 門弟 中、 水引 は 牧野 家であった。 

ちりめん  きね かつな とリ 

その外 家元 門弟 中より 紅白 縮緬の 天幕、 杵勝名 取 男女 

はないろ ぎぬ  じゅう  ちゅうがた 

中より 縹色 絹の 後 幕、 勝久 門下 名 取 女中より 中形 縮 

おおが く しんみつ れん  ちゃ どんす  かけじ 

緬 の 大額、 親密 連 女 名 取より 茶 緞子 丸帯の 掛地、 

きば ひいき 

木場 貝頭属 中よ リ白 縮緬の 水引が 贈られた。 役者 はお も 

い おもいの 意匠 を 凝した びら を 寄せた。 縁故の ある 華 

族の 諸家 は 皆 金品 を 遺って、 中には 老女 を 遣した も 

の もあった。 勝久が 三十 一歳の 時の 事で ある。 


その 百 十六 

勝 久が本 所 松 井町 福 島 某の 地所に、 今の 居 宅 を 構え 

た 時に、 師匠 勝 三郎は 喜んで、 歌 を 詠 じて 自ら 書し、 

おく  まつ 

表装して 貽 つた。 勝久 はこの 歌に 本づ いて 歌曲 「松の 

栄」 を 作り、 両国 井生 村楼で 新曲 開き をした。 勝三郎 

ほうしょず リ 

を始 として、 杵屋 一派の 名流が 集まった。 曲 は 奉書 摺 

し た  かく わか  しょよ 

の 本に 為 立てて 客に 頒 たれた。 緒 余に 『四つの 海』 を 

著した 抽 斎が 好尚の 一 面 は、 図らずも その 女 陸に 藉っ 

かく 

て 此の 如き 発展 を 遂げた ので ある。 これ は 明治 二十 七 


年 十二月で、 勝久が 四十 八 歳の 時であった。 

勝 三 郎は尋 で 明治 二十 九 年 二月 五日に 歿した。 年 は 

ほうし  かリ よういんしょう よとうせ いしんし 

七十 七で あつ た。 法諡を 花菱 院照誉 東 成 信士と いう。 

いみな  くらまえ さいふく じ  しんぎよ ういん 

東 成 は その 諱 である。 墓 は 浅 草 蔵 前 西 福 寺 内 真行院 

にある。 原ぬ るに 長唄 杵屋の 一 派 は 俳優 中 村 勘 五郎 か 

ら 出て、 その 宗家 は 世 喜三郎 また 六左衛 門と 称し 現に 

さか もとちょう  みょうせき 

日本 橋 坂 本 町 十八番 地に あ つ て 名跡 を 伝えて いる。 

うえき だな  いえもと 

いわゆる 植木 店の 家元で ある。 三世 喜 三郎の 三男 杵屋 

六 三郎が 分派 をな し、 その 門に 初代 佐吉が あり、 初代 

わきち  のち  つ 

佐吉の 門に 和吉が あり、 和 吉の後 を 初代 勝 五郎が 襲ぎ、 

初代 勝 五郎の 後 を 初代 勝 三郎が 襲いだ。 この 勝 三郎は 


終生 名を更 めずに いて、 勝 五郎の 称 は 門人 をして 襲 

おさなな  こさぶ ろう 

がしめ た。 次が 二世 勝 三郎東 成で、 小字 を 小 三郎と 

いった。 即ち 勝久の 師匠で ある。 

二世 勝三郎 には子 女 各 一人が あって、 姉 をふさと 

きんじろう  おれ 

いい、 弟 を 金次郎 といった。 金 次郎は 「己 は 芸人なん 

ぞに はならない」 といって、 学校にば かり 通って いた。 

二世 勝 三郎は 終 に 臨んで 子ら に 遺言し、 勝 久を小 母 

こうじ  よ 

と 呼んで、 後事 を 相談す るが 好い といった そうで ある。 

二世 勝 三 郎の馬 喰 町の 家 は、 長女 ふさに 壻を 迎えて 

しんじゅく いわまつ 

継がせる ことにな つた。 壻は新 宿の 岩 松と いう もの 

おさなな  なびろ め 

で、 養父の 小字 小 三郎を 襲ぎ、 中 村 楼で名 弘の会 を 催 


いくば 

した。 いまだ 幾くなら ぬに、 小 三郎は 養父の 小字 を 

な の  いさぎよ 

名告る こと を 屑 しとせ ず、 三世 勝三郎 たらん こと を 

欲した。 しかし 先代 勝 三郎の 門人 は杵勝 同窓会 を 組織 

していて、 技芸の 小三郎 より 優れて いるものが 多い。 

たやす 

それゆえ 襲名の 事 は輒く 認容せられ なかった。 小 三 

郎は 遂に 葛藤 を 生じて 離縁 せられた。 

是 において 二世 勝 三郎の 長男 金次郎 は、 父の 遺業 を 

しんせき 

継がなくて はならぬ ことにな つた。 金 次郎は 親戚と 父 

の 門人ら とに 強要 せられて 退学し、 好まぬ 三味線 を 手 

ベ ん さく 

に 取って、 杵勝 分派 諸 老輩の 鞭 策の 下に、 いやいやな 

がら 腕 を 磨いた。 


金 次郎は 遂に 三世 勝三郎 となった。 初め この 勝三郎 

は 学校教育が 累を なし、 目に 丁字な き 儕輩の 忌む 所と 

なって、 杵勝 同窓会 幹事の 一 人た る 勝久の 如き は、 前 

しばしば  もと 

途 のために 手に 汗 を 握る こと 数 であった が、 固より 

ちと 

些 の 学問が 技芸 を 妨げる はず はない ので、 次第 に 家元 

たる 声価 も 定まり、 羽翼 も 成った。 

明治 三十 六 年 勝久が 五十 七 歳に な つ た 時の 事で ある。 

びょうが 

三世 勝 三 郎が鎌 倉に 病臥して いるので、 勝久は 勝秀、 

勝き みと 共に、 二月 二十 五日に 見舞いに 往 つた。 

しゅうきよ  か い こうざんちょう こくじ 

僦居は 海 光山 長 谷 寺の 座敷で ある。 勝 三郎は 病が と 

かく 佳 候を呈 せなかつ たが、 当時な お 杖に 扶 けられて 


じもん  い 

寺 門 を 出で、 勝 久らに 近傍の 故蹟を 見せる ことが 出来 

ぴ ようしょう なぐさみぐ さ 

た。 勝久は 遊覧の 記 を 作って、 病 牀の慰 草に もと 

いって 遣った。 雑誌 『道楽 世界』 に、 杵屋 勝久は 学者 

だと 書いた の は、 この頃の 事で ある。 三月 三日に 勝 三 

郎は 病の いまだ & えざる に 東京に 還 つ た。 

その 百 十七 

三世 勝 三 郎の病 は 東京に 還って から も 癒えなかった。 

とうど リ  こうそくて いし 

当時 勝 三郎は 東京 座頭 取であった ので、 高足 弟子た る 

もりた ちょう 

浅 草 森 田 町の 勝四郎 をして 主として その 事に 当ら しめ 


た。 勝 四郎は 即ち 今の 勝 五郎で ある。 然るに 勝 三郎は 

つとめ  あきたら 

東京 座に おける 勝 四郎の 勤ぶ りに 慊 なかった。 そ 

きみじか 

して 病の ために 気短に なって いる 勝 三郎と 勝四郎 との 

きんげ き 

間に、 次第に 繕いが たい 釁隙を 生じた。 

五月に 至つ て 勝 三 郎は房 州へ 転地す る こと を 思い 

立った が、 出発に 臨んで 自分の 去った 後に おける 杵勝 

分派の 前途 を 気遣った。 そして 分派の 永続 を 保証す ベ 

き 男女 名 取の 盟約 書 を 作らせよ うとした。 勝久の 世話 

をして いる 女 名 取の 間に は、 これ を 作る に 何の 故障 も 

りょうしゅう 

なかった。 しかし 勝 四郎を 領袖と している 男 名 取ら 

いかり  まじわり 

は、 先ず 師匠の 怒が 解けて、 師匠と 勝四郎 との 交 が 


昔の 如き 和 熟 を 見る に 至る まで は、 盟約 書に 調印す る 

こと は 出来ぬ といった。 この 時 勝久は 病める 師匠の 心 

やす  し 

を 安ん ずるに は、 男女 名 取 総員の 盟約 を 完成す るに 若 

く はない と 思って、 師家と 男 名 取らとの 間に 往来して 

調停に 努力した。 

しかし 勝 三郎は 遂に 釈然た るに 至らなかった。 六月 

十六 日に 勝 久が馬 喰 町の 家元 を訪 うて、 重ねて 勝四郎 

のために 請う 所があった とき、 勝 三 郎は涙 を 流して お 

り、 「小母さん は どこまで この 病人に 忤ぅ 気です か」 

ここ  また いかん 

といった。 勝 久は此 に 至って 復 奈何と もす る ことが 出 

来なかった。 


れいがん じ ま 

六月 二十 五日の 朝、 勝 三 郎は霊 岸 島から 舟に 乗って 

房 州へ 立った。 妻み つが 同行した。 即ち 杵勝 分派の も 

のが 女 師匠と 呼んで いる 人で ある。 見送の 人々 は 勝 三 

とうじろう 

郎の姉 ふさ、 いそ、 てる、 勝久、 勝 ふみ、 藤 ニ郎、 そ 

れに 師匠の 家に いる 兼さん という 男、 上 総屋の 親方、 

以上 八 人であった。 勝 三 郎の姉 ふさ は 後に、 日本 橋 浜 

町  一丁目に 二世 勝 三郎の 建てた 隠居 所に 住んで、 独身 

で暮 している ので、 杵勝 分派に 浜 町の 師匠と 呼ばれて 

いる 人で ある。 

わかれ  らくばく 

この 桟橋の 別に は 何となく 落 寞の感 があった。 病 

み 衰えた 勝 三郎は 終に 男 名 取 総員の 和 熟 を 見る に 及ば 


ずして 東京 を 去った。 そして それが 再び 帰らぬ 旅路で 

あった。 

勝久は 家元 を 送って 四日の 後に 病に 臥した。 七月 八 

日に は 女 師匠が 房 州から 帰って、 勝 久の病 を 問うた。 

十二 日に 勝 久は馬 喰 町と 浜 町と へ 留守 見舞の 使 を 遣つ 

て、 勝 三 郎の房 州から 鎌 倉へ 遷 つたこと を 聞いた。 

こさめ 

九月 十一 日 は 小雨の 降る 日であった。 鎌 倉から 勝 三 

すみやか  こう れん 

郎の 病が 革 だと 報じて 来た。 勝久は 腰部の 拘攣 のた 

めに、 寝が えりだに 出来ず、 便所に 往く にも、 人に 抱 

かれて 往 つていた。 そこへ この 報が 来たので、 勝久は 

せんりつ  や 

しばらく 戦 糜 して 己まなかった。 しかし 蠻久は 自ら 励 


まして 常に 親しくし ている 勝 ふみを 呼びに 遣った。 介 

抱かた がた 同行す る こと を 求めた のであった。 二人 は 

新橋から 汽車に 乗って、 鎌 倉へ 住った。 勝三郎 はこの 

ゆうべ  ほうし 

夕に 世 を 去った。 年 は 三十 八であった。 法諡を 

れんしょ ういん くんよ ちさい しんし 

蓮 生院薫 誉智才 信士と いう。 

その 百 十八 

ひつぎ  だぴ しょ 

九月 十二 日に 勝久は 三世 勝 一 一郎の 柩 を荼毗 所まで 

見送って、 そこから 車 を 停車場へ 駆リ、 夜 東京に 還つ 

のち 

た。 勝 三郎が 歿した 後に、 杵勝 分派の 団結 を 維持して 


しょうがい 

行く に は、 一 刻 も 早く 除かなくて はならぬ 障礙が ある。 

しょうぜん 

それ は 勝 三郎の 生前に、 勝 久らが 百方 調停した にも 

ゆる  こうそくて いし 

かかわらず、 宥 されずに しまった 高足 弟子 勝 四 郎の勘 

気で ある。 勝 久は鎌 倉に ある 間 も、 東京へ 帰る 途上で 

も、 須臾 もこれ を 忘れる ことが 出来なかった。 

ま い そう 

十三 日の 昧爽 に、 勝 久は森 田 町の 勝 四郎が 家へ 手紙 

おんき きこみ  そうら 

を 遣った。 「定めし 御 聞込の 事と は 存じ 候へ ども、 杵 

おん  ご  あそばされ そろ それ  つき  こんにち 

屋御 家元 様 は 御 死去 被 遊 候。 夫に 付 私共 は 今日 午後 

ご  あいより そろ こと  この おん 

四時 御 同所に 相 寄 候 事に 御 坐 候。 此際 御前 様 御 心底 は 

いかが  や  おぼしめし 

奈何に 候 哉。 私 存じ 候に は、 同 刻 御自身の 思 召に て 

おんいで なされ そろ かたよろ しく  たわらち よう ちょっと 

馬 喰 町へ 御 出 被 成 候 方 宜敷候 様 存じ 候。 田 原 町へ 一寸 


おんたち よりな されそう ろう  おんい でな された く 

御 立 寄 被 成 候て 御 出 被 成 度 存じ 候。 さ 候 は、 V 及ばず 

いかよう  ご  いたすべく そろ  まず  もうしいれ 

ながら 奈何 様に も 御 都合 宜敷様 可 致 候 。 先 は 右 申入 

候 ご 田 原 町と は 勝 四郎に 亜ぐ 二番 弟子 勝 治 郎の家 を 

いったの である。 勝 治郎は 昨今 病の ために 引き籠って、 

杵勝 同窓会 を も 脱け ている。 

勝 四郎の 返事に は、 好意 はありが たいが、 何分 これ 

ゆきがかり 

までの 行懸上 単身で は 出向かれぬ といって 来た。 そ 

こで 十 造、 勝 助の 二人が 森 田 町へ 迎えに 往 くこと に 

なった。 

つう や  なきひと 

馬 喰 町の 家で は、 この 日 通夜の ために、 亡 人の 親戚 

はじめ 

を始 として、 男女の 名 取が 皆 集まって いた。 勝久は 


浜 町の 師匠と 女 師匠と に 請う に、 亡 人に 代って 勝四郎 

ゆる 

を 免す こと を 以てした。 浜 町の 師匠 は 亡 人の 姉 ふさ、 

女 師匠 は 三十 六 歳で 未亡人と なった 亡 人の 妻み つで あ 

る。 二人の 女 は 許諾した。 そこへ 勝 四郎は 出向いて 来 

もく い  せんこう  た む 

て、 勝 三 郎の木 位 を 拝し、 綫香を 手 向けた。 勝 四郎は 

木 位の 前 を 退いて 男女の 名 取に 挨拶した。 葛藤 は此に 

全く 解けた。 これが 明治 三十 六 年 勝久が 五十 七 歳の 時 

つと 

の 事で、 勝久は 始終 病 を 力めて この 調停の 衝に 当った 

ので ある。 勝久が 病の 本復した の はこの 年の 十二月で 

ある。 

杵勝 同窓会 はこれ より 後 睽乖の 根 を 絶って、 男 名 取 


中から は 名 を 勝 五郎と 更 めた 勝 四郎が 推されて 幹事 

となり、 女 名 取 中から は 勝久が 推されて 同じく 幹事と 

なって いる。 勝 四 郎の名 は 今 飯 田 町 住の 五番 弟子が 襲 

あらため 

いでいる。 一番 弟子 勝 四 郎改勝 五郎、 二番 勝 治郎、 

かつ まつ  かっきち 

三番 勝 松改勝 右衛門、 四番勝 吉改勝 太郎、 五番 勝 四郎、 

六 番勝之 助 改和吉 である。 

二世 勝 三郎の 花菱 院が 三年 忌に は、 男女 名 取が 

ぼんしょう 

梵鐘 一 箇を西 福 寺に 寄附した。 七年忌に は 金 百 円、 

ひとは リ  ぶどう ねずみち リ めん まく  ならびに 

幕 一 帳 男女 名 取 中、 葡萄 鼠 縮緬 幕 女 名 取 中、 大額 並 

くろろ むそう あわせば ぉリ 

黒鋁 夢想 袷 羽織 勝久 門弟 中、 十三 年忌が 三世の 七年忌 

あわ  もくぎょ いっつい 

を 繰り上げて 併せ 修 せられた ときには、 木魚 一対 墓前 


花 立 並 綫香立 男女 名 取 中、 十七 年忌 に は 蓮華 形 皿 十三 

枚 男女 名 取 中の 寄附が あった。 また 三世 勝 三郎の 

れんしょ ういん  きょうば こ  ぃリ 

蓮 生院が 三年 忌に は 経 箱 六 個 経 本 入 男女 名 取 中、 十 

け さ  てんがい 

三年 忌に は 袈裟 一 領 家元、 天蓋 一 箇 男女 名 取 中の 寄附 

があった。 これらの 文字 は、 人が あるいは わたくしの 

なにゆえ  いと  あやし 

何故に これ を条 記して 煩 を 厭わざる か を 怪む であろ 

う。 しかし わたくし は 勝久の 手記 を閲 して、 いわゆる 

芸人の 師に 事うる ことの 厚き に 驚いた。 そして この 善 

行 を 埋没す るに 忍びなかった。 もし わたくしが 虚礼に 

まん か  あえ 

瞞 過せられ たという 人が あったら、 わたくし は 敢て問 

いたい。 そういう 人 は 果して 一 切の 善行の 動機 を 看破 


する こと を 得る だろうかと。 

その 百 十九 

勝久の 人に 長唄 を教 うる こと、 今に 迨 るまで 四十 四 

わす 力 

年で ある。 この間に 勝 久は名 取の 弟子 僅に 七 人 を 得 

ている。 明治 三十 二 年に は 倉 田 ふでが 杵屋勝 久羅と 

なった。 三十 四 年に は 遠 藤 さとが 杵 屋勝久 美と なった。 

四十 三年に は 福 原 さくが 杵 屋勝久 女と なり、 山 口 はる 

が杵 屋勝久 利と なった。 大正 二 年に は 加 藤た つが 杵屋 

かつく ま  かつく よ 

勝久満 となった。 三年に は 細 井の りが 杵屋 勝久 代と 


なった。 五 年に は 伊藤 あいが 杵屋 勝久纓 となった。 こ 

まさじろう  か つまる 

の 外に 大正 四 年に 名 取に なった 山 田 政 次 郎の杵 屋勝丸 

も ある。 しかし これ は 男の 事 ゆえ、 勝久の 弟子で は あ 

るが、 名 は 家元から 取らせた。 今の 教育 は 都て 官 公私 

いきお い 

立の 学校に おいて 行う ことにな つていて、 勢 集団 教 

育の 法に 従わざる こと を 得ない。 そして その 弊 を拯ぅ 

に は、 ただ 個人 教育の 法 を 参 取す る 一途が あるの みで 

ある。 是 において 世に は往々 昔の 儒者の 家塾 を 夢み る 

ものが ある。 然るに いわゆる 芸人に 名 取の 制が あって、 

ろうしゅ  すくな 

今な ぉ牢 守せられ ている ことに は 想い 及ぶ ものが 鮮 

ゆるしと りらん  そしり 

い。 尋常 許 取の 濫は、 芸人が あるいは 人の 誚を 辞す 


る こと を 得ざる 所であろう。 しかし 夫の 名 取に 至って 

あえ かろが ろ 

は、 その 肯て 軽々 しく 仮借せ ざる 所で あるら しい。 も 

しそうで ない ものなら、 四十 四 年の 久しい 間に、 質 を 

勝久に 委ねた 幾 百 人の 中で、 能く 名 取の 班に 列す る も 

のが 独リ 七、 八 人の みではなかった であろう。 

勝 久の陸 は 啻に 長唄 を 稽古した ばかりで はなく、 

いとけ な  やませ  ふじ ま 

幼 くして 琴 を 山 勢 氏に 学び、 踊 を 藤 間 ふじに 学んだ。 

いしよ-つ 

陸の 踊に 使う 衣裳 小道具 は、 渋 江の 家で は 十二分に 取 

そろ  てま わ 

り 揃えて あつたので、 陸と 共に 踊る 子が 手 廻り 兼ねる 

家の 子で あると、 渋 江 氏の 方で その 相手の 子の 支度 を 

もして 遣って 踊らせた。 陸 は 善く 踊った が、 その 嗜好 


が 長唄に 傾いて いたので、 踊 は 中途で 罷 めら れた。 

いけばな  ご しょうぎ  い お 

陸 は 遠 州 流の 活花を も 学んだ。 碁 象 棋をも 母 五 百に 

なぎなた 

学んだ。 五 百の 碁 は 二 段であった。 五 百 はかって 薙刀 

を さえ 陸に 教えた ことがある。 

陸の 読書 筆 札の 事 は 既に 記した が、 やや 長ず るに 及 

ん では、 五 百が 近衛 予 楽，. 院の 手本 を 授けて 臨書せ しめ 

たそうで ある。 

のち 

陸の 裁縫 は 五 百が 教えた。 陸が 人と 成って から 後 は、 

ふだんぎ  ほ とん 

渋 江の 家で は 重ね ものから 不断 著まで 殆ど 外へ 出し 

て 裁縫 させた ことがない。 五 百 は 常に、 「為 立 は 陸に 

しごと  はり もの 

限る、 為 立 屋の為 事 は 悪い」 といって いた。 張 物 も 五 


ものさし  ぬのめごう ゆが 

百が 尺 を 手に して 指図し、 布目の 毫も 歪まぬ ように 

きれ  たんもの 

陸に 張らせた。 「善く 張った 切 は 新しい 反物 を 裁った 

つね ことば 

ようでなくて はならない」 と は、 五 百の 恒の 詞 であつ 

た。 

髪 を 剃り 髪 を 結う ことに も、 陸 は 早く 熟練した。 剃 

る ことに は、 尼 妙 了が 「お 陸 様が 剃って 下さるなら、 

ひびかけ  い  まか 

頭が 罅 欠 だらけに なっても 好い」 といって、 頭 を 委せ 

な  まき ば 

ていたので 馴れた。 結う こと はお 牧婆 あやの 髪 を、 前 

はリ  おばこ  てはじめ 

髪に 張の ない、 小さい 祖母 子に 結った のが 手始 で、 後 

に は 母の 髪、 妹の 髪、 女中た ちの 髪まで も 結い、 我 髪 

もと  よそゆき 

は 固よ リ 自ら 結った。 唯 余所 行の 我 髪 だけ 母の 手 を 煩 


うつ  あさごえ 

わした。 弘 前に 徒った 時、 浅 越 玄隆、 前 田 善 ニ郎の 妻、 

きね ぞう 

松 本 甲子 蔵の 妹な ど は 菓子 折 を 持って来て、 陸に 髪 を 

結って もらった。 陸 は 礼物 を 却け て 結って 遣り、 

流行の 飾 を さえ 贈った。 

しょうとく  いか  じょうぜ つ 

陸 は 生得 おとなしい 子で、 泣かず 怒らず、 饒舌す 

る こと もなかった。 しかし 言 動が 快活な ので、 

ひょうきんもの 

剽軽者 として 家人に も 他人に も 喜ばれた そうで ある。 

その 人と 成った 後に、 志操が 堅固で、 義務 心に 富んで 

いる こと は、 長唄の 師匠と しての 経歴に 徴 して 知る こ 

とが 出来る。 

牛 込の 保さん の 家と、 その 保さん を、 父抽 斎の 継嗣 


たる 故 を 以て、 始終 「兄い さん」 と 呼んで いる 本 所の 

勝久 さんの 家との 外に、 現に 東京に は 第三の 渋 江 氏が 

ある。 即ち 下 渋 谷の 渋 江 氏で ある。 

下 渋 谷の 家 は 脩の 子終吉 さん を 当主と している。 終 

吉は 図案家で、 大正 三年に 津 田青楓 さんの 門人に なつ 

た。 大正 五 年に 二十 八 歳で ある。 終 吉には 二人の 弟が 

ある。 前年に 明治 薬学 校の 業 を 終えた 忠 三さん が 二十 

一歳、 末男さん が 十五 歳で ある。 この 三人の 生母 福 島 

氏お さ ださん は静 岡に いる。 牛 込のお 松さん と 同 齢で、 

四十 八 歳で ある。 
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